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慶応義塾大学医学部 助教授 五味二 郎

あか鱗護〉憲～核靴心率か最薫庶急激に滅囲渡 た轍轟畿．導

ノ妻省の織核統賭錘ぴ菰実態講蒼驚によつて鱗らかに藩れ

てお 触 薮た諜れに対Lて 化学療抵の選墨か大いな導役

鞠を演tて い纂慧と墨、与人によつ鷲認められている．肺

純械の経遜に燐ミて認跨歳うに昏効鵡影響曖燕化学療法

かいかな悉機転によつて， 震たい弘なる擬浄に激つて幹

灘す孫か，訟と鵜化学療法麟の繭果を麟滅する／， 慧の

櫛 鱒 検慧し，化学療法を 一層も嚇懸らLむ へ く研究を

お礁叛つ謙甑

慶癒大学塾殿 織1ヒ螢構究断欝隅 病勤，醤賦神楽灘療養

蜘 羅立壕薫療鍵轟 癬立濾瀦病聲も 緯蹴 戴灘病醗，棄

黛歯轡大骸 ぺ 墾殺ヘムむ濾，率野繍会病醜の簿漁継核患

麟の彗ち 被覇化学療法を蕪露月以工纈 こし，かつ携

以上跡観蟹捻実施 むえた症擁約 鱒難難例について鰯人調

轡嘆によ鋲 化学療法の冶療効果を統壽艶的に検講もた．

礁れらの蟻趨を欝及麟純紳ならしめ難ために，卑 訟し鷲

＄蠣 欝A醜 蟹難 の緊者欝羅療蕊を実施縫ゐもの烹驚 鰐

s駄 欝A欝鍵灘療蒸廠実施 建導も融＄総 劔，欝A黛，欝 難

繕醗療拭を実施せゐもの 鵜 鶴 購除衛を実絶せ轟毒の

蓋鵜 錨 鞠麟載 形織噺実施せ灘もの 騒 擁につい 煮，主

訟して空濁鰻びに魏酪醸を対象葱鮎て，化学療法の作灘

懸験講し島 薮た噂粥 の難状騰び乾酪巣の曙入か鵜学療

法騨〉冶療勅災に大なる影響を墾え難のて，叢れ らの鴛状

の 蕪隷轍 欝心糠ζ叢舞賦騨 鐙叡Lて 樽意義を検掛聾 た．

翼在鴬瓢なわ燕てい難化学療i法の冶療効繋認澱 界を超

えた愚減糠骸核の冶療隷今後麟薫難な難課融 て 轟、る鉢

欝 難の乾酪物質融解作灘のギ馨織轡実験麟に嬢講 したか．

その麟撫は兇られ藤かつた暮そ瓢で灘麟駄結核患轟 卿瓢

澗級引瞭麟こない，乾醗物質を機械約に欝除し，しか為

後に轟濃毅跨 黛 難 液を空濁内に注入す導こゐによ参，

h入 噺憩を轟する鍛症締結嫉懇者藁ひ孤 辮叢 繍蘭患藩

に対 して鑛鞍な冶療効果を丸た軽

耀叢鞘試験管内抗麟ノみ 実験的灘物結核菰織澱す猿冶

療 輔象の車総せる叢とは凱轍の事実てあ愁か，臨猟飾雛

察は必ず乱も 濃れに 激 しない．欝 羅を入体に投箏せる

騰翻 欝難 織体内に嚢いてA騰 意y黒簸 鱗 を受1ナて，そ

鱒人部分が抗灘力のないA綜 磁辞 烈鷺 の形記なる鉱妻

か・欝鷲の冶療初果を誠馨羅す灘轟要野嚢導麟子識曝えられ

嶺 こ轟 凱対 して 欝鷲 そのも群の大難投箏法，黒醗葦誘

灘捧跨講允か鴬瓢なわれていゐ藩漁撒 驚びに 鷺轍 誘轟

体跨大無投毒によつて惹起港れ灘蕪譲哲繕に講する 職織一

驚撚 翫 の影響を検認し，灘鷺 及び 脳 難誘導体⑳藩内

A総 簿養畿欝黙に関す樹謬牽驚を黙 轍な い，塞た 漁欝 の

A囎 瞬 繍 磯 に対す導 《）鱗 欝磁ぬ鎌 鉱Lて の各種薬欝

ぜ〉舞灘な検離Lた ⑪

欝A＄は試験瞥韓に灘いて籔購な抗鵡力を慧す轟き鳳臨拘

むず，実験麟動物織核蕪に鰐する冶療効果は ＄鍼，継蕪

に比もて蓬かに劣篶尊これか機序 之 して，欝ASが 灘満

義旛灘 漁 毒軸合 してそゆ航鹸力を滅弱す灘事実を知つ

た講て・Al醸 灘騰 蕊結☆L難 き 艶A＄誘導体鉱して，

鷺麟 礁 欝澱導撫離 糸統並び織 懸 雛ぎ津 鵡 系貌の化学

療法凝の雛轟 撫灘響鍔を檎熱蓄Lた導
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I． 結 核 菌 の 抵 抗 性 に つ い て

く壕月S欝 業午前 鼠｛簿～1瓢叡》A会 場）

臨 床

東京大学伝染病研究所 北 本 治

結核菌薬荊鮒性の動向を，われわれが避叢慧難閥に化

学療法施欝愚者か ら分離Lた 鈴9株 の間接法による灘定

威綾噂み導訟，感性橡は1鐙 株 騒．護％，醗性の魔界を

s灘 憩 》緬 ，欝 難叢晦 襟，PA3鱒 病 鳶とした場含，＄鍼

翻鍵 ⑳．難％，欝蕪 姦．薫％，PA＄ 鐘．遵％，＄灘礎ASマ 諜

鬼 艶A＄・欝鷲 黛．藝％，s蝦 畷醗 慧 。3％，＄M欝 蕪・欝A＄

葱．？％ とな勢，ご者及び蕊嚢耐性は1欝講％ に達 してい

為灘

かような二者醗盤結核薦に対 して当該化学療法翔をそ

れぞれ単独に作濁港せるのでなく，ご嚢を濁時に欝絹す

れば如何にな為であろうかを検すると，構薬剤を灘常の

籔中濃魔に適似する濃獲で併用した場禽，併罵勘果がな

い鵡のや粛逆に拮抗麟に作燭する場禽 毒もち ろんあ る

ぶ診併薦効果の認められ為場禽亀み曝れる登

この事災を応編 して， （め 薬翔をふ く甕ぬ対 照，

（鍵）s賊 憩 晦 心， （3）欝AS鶏 琉心， （紛 欝羅 謬

撃¢燈， （のs擁 鱒 ￥緬 十 欝AS憩 賑鳶， （のs瓢 鐙

？緬 率欝 蕪駆 緬 ，（？）欝AS鐙 》緬 牽羅 鷺暮晦 鑓，（紛

s瓢 鐙 痴“攣欝AS鐙 矯¢＋璽蕪蕪s￥／綴 の禽饗綿 種類の

培地を使灘 し，q） ～ 磁 ）によつて欄瀦鰍盤を検し

（紛 ～ ⑱ ）によつてこ者ないし三嚢総禽醗性を察知

す る方法を試みた結果，この方法は臨籏よ使粥鑛値あ為

癒のと考えているな

結核薦の薬剤醗性が懇者に不利をぎたす 膿とは，＄鍍

醗樵の手衛成績に及ぼす影響か疹，こ蕊にS籔 憩細 繰

以諏の醗盤の場含に容易にみられたが，手衛以外の一般

経 過において 灘 購性 と欝鷺酬 懸漁等緬に考 うべきも

のであろ誉か難

入院結核懸者名s沁 中シ誌一ヅを趨した愚嚢 欝 例の

シ漁一プ薩前濠たは薩後の ＄誠 及び 璽醗叢鮒性を検索L

てみ灘訟，s醗 については 憩細 ノ鶯 以上3例 ， 欝 晦 礁

以上鑓残，三病心以上丁総 叢痴鵡未満⑬であつた。欝 難

鮒性についてみると， 憩 噛心以上 烹欝1病 鳶以上 嵐

鋼，薫矯¢未満 無 例であつた．轍れを全 擁藻 嚢申の

鎌蓬及び 欝蕪 鮒性獲得比蟻を考慮もて眺める払 シ蕊

一ヅには 欝鷺 醗姓菌よ導毒s絨 醗性の鳩愈の方が璽要

な役劉を演 じてい導鞭

またs簸 或いは 搬欝 灘牲 が鐵現 したと奮から1年 以

上の経過を追求して，シ講一ヅの艇為翻禽を検講してみ

嶺蕊，＄鍵 では 叢導糠￥緬 以上 鍛 例中慧偶，憩 》緬 以

上 瓢 携中 ／例，勲 ノ心鳶以上 磁 例中欝例，烹撫“未溝

のものは 憩 働 ・鉾春，裏た 欝鶯 灘 生では 鱒劔 ／韓 以

上のもの 黛例中o， 憩 病 ¢以上 欝7鱒 桓 騰 勲／心¢以

上 鍵 例串 蔭，麹 緬 崇満では 翻鋼中導例であつた。す

なわち 膿鷺 紺性の嚇禽は，s羅 醗性に比べてシ轟一ヅ

を起す こおが少いとい 箏結果を黙 した瀞瓢の意味からも

＄鍼 翻樵の方が 欝 鷺 醗樵よ勢露携せられねばならない，

以上の如 く 脳鷺 鮒性の場禽に。，S簸 醗性に比鮎，シ

識一ヅが少い之い箏鳳とは，欝磯 難性結嬢薦のぜル勤ン

ヅ癒下を愚わせ為韓

脳 蕪繭性菌のビル ひンヅについては内外に若干の爽験

報難があ為が，爽験に騰いた蕩雛が，潔れだげ感受挫薦

の灘入を除外してい灘か之いう点に釜ると，満驚し箏灘

毒のが見嶺らない。われわ灘 灘二の点にナ分な考慮を払

つて可能な隈 む純粋な 獄鷺 醗性菌曝株を矯い，塾ル瞭

ッ駆に接 雛し，その病変がごく軽変かっ鐙黛騰舗舞 であ

つたが，全然智無蕊い うわけでないこ議 を1昨 年報欝し

た捻その後港らに，上説の犠酌に沿 うため，恥聡捻撒総

の 擁諏 “糠隷至鐸就韓 を用い為単鱗薦壌養法を絹い，感

受性蕪を震つたく除外した菌株についてこの問題を検索

した費

単懸繭培養でえた 膿蕪鮒性株＄株 （o株 憩 総 燐 鍼

株 細 ノ鵜，R雛 憩 ㌢～蝋，それぞれ完全耐性かつ力糞謄

一ぜ陰蟻）について懸ル騰ツト及び畷ウ熟に対するビル

レンツをみ為熱，全般的には弱毒化の顛向を業したが，

ばル ンソツは （》〉麓♪獄の聯事を溝し，海欝鐙 矯心醗

性株で毒一方樵麹方よ肇強 もG株 は 恥 株に近いビル

レンヅを牽した．な慧この実験動物から分離した菌の醗
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性薦分嚇検査では3嫌 ともに完全醗性を保持Lて いた点

から・この実験に供した纏粋1の 冨蕪鷺 紺性 株 毒いえ ど

も 鰻ルモッ拳に対しかな ゆのげルレンツを毒つものの

あるこ義が明らかになつた鞍

菰の蘂実は 欝 叢 耐挫菌が，全般酌にみ て弱灘駕して

いる顛向を誉定するとLて 臨，その一部にはな蕊毒力藻

持の認めら繍 誌 勧 ぜ ゆ で，臨蹴 職 轍 を

考慮するに滋つて注意すべき点と考えられ導難

臨 床

国立東京第一病院 小 酒 井 望

結核菌の薬簿騰 樵の諸問題の～ちで，臨床酌に多くの

縄心を寄せ られている二つの問題を採 ウ葱げた．すなわ

ち臨床酌な醗性，感受性の境界に関する一毒 察蕊，欝 蕪

醗性菌の菌プ滅 生体内に凝ナ導醗鍵の持纐 生の櫓闘であ

為の

LS無 ・沿A畿 獅磁 ＄剤に対す嬉蕪の感受性がどの

程度低下したならば，餐薬剤の効果が期待できなくな灘

が・すなわち繍磯 内な醗撫 感受・黙の境界をどこにおく

かについては・諸寂の研究，擾案爵電あ愚が，まだ一・致し

た見解にいたらない農この臨床鮒な醗性，感受轍の境弊

を求めること・換欝すれば臨床釣醗性発現の麟灘化は，

単獄投与と併驚療法の嚇禽を分けて考える必要があるこ

撚 常識鹸 翻 め 練 る魁 磯 で1蝿 つば勢 禰 療法

がおこなわれるので，礁の場禽につ誓・て考察す難鳳訟為

す る・昨年の本総会で翻立病院結核鮒難共輝研究班が本

問題をと夢上げ・＄紘 笈》A＄及び 登撫，PA＄ 併用の騰

合・瀞療開始時の醗性 為＄月後の喀湊簸，喀撲中薦数，

x線 所見の変動から，＄灘 は 憩 》緬 ，騨A＄ は 勲 ／鵜
，

羅叢 は1琉 心を境とし，小／l陪地による鷹接醗慧灘定

法で・凱の魯濃魔培地に対照培地と岡穣魔ないし漁殿階

程度差のあ為発育を添した鳩禽を鮒嫉嘉すゐのが譲惣 で

あることを結論した鐙＄簸緯 ￥／鑓 及び 脳鷺h海 心なる

濃縫は瓢れら薬荊の礁中濃度から推定 藤れ導病巣内濃縫

を顧慮する訟ぎ・一慰岱なずける濃度 であ る．Lか し

肇AS麹 ノ¢¢は鵡れに反して著しく儀い轍そ凱で私は難A＄

鼠撃緬 な為蟻界の妥灘雛について考察Lよ う為懲 う
鞭

薬離の鋤果判定の灘安として喀淡申繭数の潜長を講い

ることがもつ為も妥難と考えられ灘が，凱の藤数の観察

方法として1欝 喀出生薦数を？～鱒 謀1毎に灘定す嶺こ煮

がもつ訟毒驚確な方法であ導と考え，従来笠鷺簸の喀渓

について小斑培地による定鍛培饗法によつて生麟数を講

算むてい㍍ 瀞A＄ と ＄澱 蕪たは 欝難 の 黛剤併醗に嶺

洗 菌数が一度減少L再 増繍す導経過が，ρAS1病 総に

いわゆる完金醗盤程度であ為場禽は，s縦 蜜たは 欝 鷺

挙独投与の場禽鉱簿様鴬 ＄鍵 驚たは 欝鷺 耐性繭が繊

鏡増撫す難こ為 及び＄擁購盤薦をかな 拳の舗禽に麿す

為愚轡にs紙PA＄ を併罵する場含，峯》AS工 ￥ノ¢鶏鰍性

菌の出競増灘によ甑 一一時減少した菌数が再増灘する事

爽は・鋭A＄1晦 ¢にいわゆる完全謝性穫変を毒つて購

性，感受性の境界とす惹こ蕊の妥蟻挫を添す 毒のとい丸

よ㍉ なお臨床酌耐挫感受性の境罪設定の方法について

一弩 蕊考寮を撫えたい
礁

急 欝鷺醗盤i藷は感受性菌に鳶七べて一般に騰ル騰ッ｝

に対する菌力が低下してお 胸 かか為菌力の低下した蕪

は勲嚢謄糊ぜ陰挫であるゆしかし 跡灘 耐性菌の申で臨

菌力のかな 鯵強いもの臨あるが，かかる菌嫁勲粛塑＿ぜ

陽雛であることが知 られている．s灘 またはPA＄ 灘挫

薦には慧のような審実はみ られな墾・瀞臨床的に＄麓 蜜た

は 継S醗 購 畿 ぺて 欝 鑓鮒性菌の著しい特徽は，
欝蕪 溝療を申慮すると欝難醗性の低下 くいわゆる鮒性

復帰）がしばしば認め られること，のみな窃ず 欝叢 治

療串にも 一鋳 出現した高鮒性菌が次第に減少して低醗

性菌のみ為な愚場含のあるこ為である．毒ちうんかかる

烈 鶏醗盤の低下が常に認められるわけではなく
，治療中

臨後離余にわたつて 欝H高 紺性菌を喀出し続げ為場禽

竜あ鵜 すなわち縄欝 膿鷺 灘姓 叢で麦、むながら，長く

醗性を持続す愚場含と鰍性の簸下す愚場禽があるわ澄で

凱の醗性菌の生体内における醗雛の持続性が譜ルモヅ事

に対す為菌力といかなる闘灘にあるかを第二の問題 とし

て採 参上げた・常識醜な推論によれば，盤体内で醗性を

持続す愚醗性藻は菌力が強く，購性低下を認める蕪は藤

力が弱い為考丸られる・そこ繋かかる醗性持続群と耐性

低下群のそれぞれの症携の鮒性菌について，母ル曇ヅき

に購す葛薦力払 轟該菌を試験瞥内で継代 して⑳鮒性⑳

持続性を検したが・麟力は講群で著明な差は認められず，
震た試験管内で藁年半，約 露塾～⑳ 代継代して亀

，鮒挫
の低下は耐挫低下群の薦の場禽に庵認められなかつた

癖
すなわち醗性持続群と抵下群で醗嫉繭を比較しても署購

な差はみられなかつた嬢

次ぎに醗性麟・感受性菌の混鑓た材料を試験管内で継

代する為 逮かに鮒性菌の鰯禽が滅少する場舎が多く，
かか難場禽・よ獅醗性の高い菌の方がモル懸ッ罫に鰐す



4

為薄力がよ夢低下 している壌実があ難ので，病繋携にお

いて鮒黙藩 鉱感受樵菌の混霧する場禽，その醗性菌の薦

力が弱い場禽には次第に耐樵菌の警彗禽が滅少し 鮒雛～の

低下が認められるのではないかと擦象港れる難事箋私ど

報灘 舗畷 灘 薫 下例で醗・晦癒が感劇 蝋 に比べて1獣

く薦力の弱い携を嬬 ／～した．一・方醗性持続群では・感受

性藩が病藥中に葬在 しな くな難か，或いは混在して臨麟

盤繭贔岡程度鐙薦力を麿す惹のではないか と想轍 愚れ

る燃醗韓鋳 績群で感受難蕪 と績灘 蝋 の菌力を比較した鰐

はないが，いわゆ撫感受難麟が鰍性薦と瞬様馨Lく 蕪力

の緩 ドしてい轟場禽臨あるので，かか為想謙が終藩れ撫

のではなかろ ～か尊庵ちうん蕊の推論に関しては検討の

余地が勢い醜
な

なお醗轄熱露潔響一ぜ鞭 総書鎗を簸期閥にわたつて観察

した結果からも，生体内に鴬ける醗轍の持続樵の擬題に

ついて…考したい轟罎5凸

細 菌

慶 大医 学 部 牛 場 大 蔵

繕藤学方灘からみた結核藤薬剤醗牲の闘題に関い ご・

今麟は （め 薬剤醗性麟の趨源の購懸 ◎ ）紺性上舞

欝止のための薬薄餅 灘方法の機序についての基礎納実験

（鈴 薬繭醗性菌の毒力の間国，につきわ れわれの成績

の一論蟻を述べ話国の提樵としたい瀞

（烹） 灘 癒薦の趨源 雲 本闘国については現 蕉 意で

驚脚ぬ鍵購綴 慧撫 鋤学株及び人灘結核蕪 薫葡獄v鱗 ミを辮諜

い，いわゆる ヤ馨就撫欝心磁捻灘潭を懸な条件の下に熟 》

レヅ 》型イシン（＄瓢）と接触せむめ，その幾の醗性分憲

を講べ導爽験をお瓢なつてきたが，時として鰍難上舞を

認め葛よ箏な成績を丸た場愈には必ず生麟数の篶減を伴

ない，その上欝獄鴛来ふ くまれていた蔦度醗性菌の ＄総

による選択酌蟻殖に嶺来 した と思われる凝1渠であつた・

したがつて現在窯で雛の種実験によつては，＄羅 その毒

のの誘轟作灘を穰癒酌に灘明する轍とはできなかつた・

（慧） 併罵によ翻 性 瞬 鶴 麟 序 ・ 鉱の問国につ

いて紘入型薦 撫撒》及びその餐種薬踊醗性 株 とs紙 ・

欝鷺，欝A＄を主 とLて 罵い，下記のような試験管内爽験

をお濫なつたむ

業． 漂株及び餐薬踊鮒性株の他剤存在下に繍 テる発欝

麟線の比較 Φ慧恥欝液体培地う

露． 蕎薬蒜購 難綜と漂株葱の混合 壕養 α）麟繍 液体

塘地）に。おけ導梅株盤菌数の消長

3． 麟薬麟醗雛三株の織剤に対す難感受盤灘定 ①癬総

液体培地》

遙、 織購 ・定鍵添燦培地におけ導厭株の餐薬薄1に対す ・

惹醗轍分廊

慕． 蟹鍵継代培養 ① 癬藤液体培地〉に薯嬉け惹億麟欝

講の醗性難止効鐵 ｛護壷性分鞘灘定凄

餐． 増難継代培養に憲け悉1澱熱

上説の実験は く！）返し検討中であ孫が，現在の之蟷ろ

飽剤があ為薬斉紡 醗韓三株を選撚 轡に増殖購止するために

その鰍幾。熱興を購止するとい 鑓懸然とした成績はえられ

ていない鳶ただし轟疲醗性薦と罫棒蟻醗樵穂烈 嵐抱欝め影

響に対す燕感受性を異にすゐ記患牽》れ る結果がみ もれ・

それを中心葱して醗雛 蚤藷羅鳶機序を考察 したい籍

一方 濁 丁鷺鷺鐙芳法を応薦 した騨一響一チ識一ヅ法で

モル瞭ウ｝腹腔単球継麹内入灘結核薦 α恥欝v）の増難

を観察も，麟性薦が感染継鞄内で簸斉llの影響を箏嫡やす

いか否かを検討 したが，その結果を上説試験管内培養織

績お難二較考察ミ♂たい盤

（3）i薬剤離雛麟⑳毒プお 本欝懸 について今鰍 蟻鞍

物体へ嚇 癒 実脇 醗 蝿 － 上説縢ル勤 瞬 職 纈 鯵

緯織培養を利驚して， ギ搬 胞対麟」の縄鎌を濾求 し鵡

現霧篇の芳海 胤よつても 翌澱 蓬辮 亀撫 辮 馳 内増難能の

劣つている訟蕊を雛鱗もえたが，＄鍼 羅樵殊の増殖は蔽

盛である。

抗結核剤 ス トマイ

名古屋大学医学部日比野内科 田 中 伸 一

臨瀦 騰 年本会総会において欝批野1凱＄羅⑳鰍樵問

国や作騰機作鵬 薦体の燐酸代謝縛に核酸代謝にその撫

点がしぼもれるこ訟を報欝紅てい輪 私はこの線に沿い

欝究を緯行し，＄簸 抵抗性の問国究明に寄与すると柔毒

に，鱗酸，核酸よむ捉えた繕欝葦化学一般に毒欝鰍せん菰

憲、鮎鳥
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脚 壌欝究は鳥璽結核灘を騰い，該薦の＄鱗抵抗盤の本態

憲究鱗す愚ため，s灘 感樵藻に試験管内で＄絨 を作灘せ

し轟た為き趨為代謝の裁れを，結核菌が震樵なう譲般の

こ畿譲過程にわたつて検討す葛菰ゐに始蜜つた
心すなわ事、

㊤ ＄纏 は結核藩の燦水化物代謝には著大な障欝は与

、丸ない豊

⑨ 酸溶性国分の燐酸化禽物群にs灘 徽代謝の不均衡

を嚢たす。

③ 酸不溶樵国分において獄翼Aの 代謝麟転の繊蕊を

奪たす・こ⑳＄点に要約墨れ愚成績を驚ず禽ゆ えた心轍

の線にそい私はさらに次ぎのような実 験噺施費 した櫛

嚇簸 問国は燐酸化禽物にもつと臨麗饗な醐連をもつと考

烹 鄭れ為ので ρ繊 を購いて，貰〉購囎諜嵯 や 鷺心↑淑随A＿

《）繕撫 緯 難によ愚 罪磁 糖 心灘隷欝 覇罪鱗 撮雛欝鞭轡 を

施行L菰 れを欝醜或いは鋤綿に吟鎌 した．かくて私お亀

は先に詑した＄簸の撫騰機作に 欝融 の代謝麟転阻翫の

壌実の存在を再縫認す導とともに，結繊藤 体々内にρ綴y一

麟醗麟滋馨及び燐酸を臨つと懇鎌港れ 為～・種の 舞鞍一

繊煮縣鍵羅罎の存在をつぎ訟め鼻菰れらがやは拳 ＄澱 鞘

国に露要な意義をもつものである鑑とが輝つた勲すなわ

も

①P噂 麟㈱韓 灘 への 辮 の 芸蹴騨 麟 漁 難を

S簸 は阻轡する灘

③P磁 ぎ麟欝擁縫鐙 や燐酸 を もつ と愚 われ る蝋の

汐磯 澱韓漁ri畿 及び 欝燃 は燦基 毒しての性格を臨っ

＄簸 と結禽し ために凱れら酸性の騰分子物質の臨つ特

性であるとこるの嶽基雛磁嚢との結舎，塩 基樵色 素の

蟹就総鍵灘 諜凱 金属ぐオンとの騨檎 ，等々の翼象を ＄簸

は解離せしめる穏

蝋のよ峯な実験事実に立脚し，先のS縦 に関する簸蕪《

灘 蘇 ・うべぎ考え方を漆らに蜘 ずて黛NAを もふ くめ

た 欝畷y魏 導鞭撫騰・脚隻饗瀧¢曲麟 醗 等の酸性高分華物

質はs羅 の作購機1低s鍼 の抵抗発翼機序に璽要な生物

学酌意義をもつと考える榛

抗結核剤パ ス

名古屋大学医学部生化学教室 勝 沼信彦

われわれは 欝A＄の鰯蕪機作が漿酸誘遜体であ導c獅

鴛麟鍼鍵撫ぎ笠縫灘 生禽成を欝一A麟 識醜蕪羅鐸1噛1麟 縫搬畿黛難

之翫劔羅漁の結禽す導蕊轍ろで蹴翫する結果とLて 《）伽

鴛餓＄無撒y隷騰 闘与の反慈系群，すなわ ち 欝撚漁心
，

灘就撮鱗漁駕S鍵 叢総 等の生倉成が擁鋤熱れ難ために増

殖が不欝能蕊獄灘鳳漁を明らかにして勲たかそこで艶A＄

醗樵菌では瓢れ らの反臨系がどのように変化す為濃とに

よ箏 沿AS存 在下に毒増殖 し箏灘のであろ 嘗かを濃求も

鶴 次の編ぎ結渠をえてい愚鹸

A） 丁職聡無欝撫ぎ蓋議騰 騰 雛の反慰系

嵐） 欝灘韮総 生禽繊に縄して1一 感撫 欝 （＄菌）では

難ASが 存在す為と 沿藤 雛 の生禽成が醗蓋1憾れて呼糊

体であるG業y轟 総鍵無轟 罫獅償隷蓼 記4一峨麟 憩 ひ量撫童＿

磁麟 “鍵痴灘灘i融 魑 蛋（）A）蝿舞磁 総 の蕪積 が離ゐ爵竃，

欝AS鮒 轍繭 （獄麟）では蝋の蓄繊 激趨 らず継S存 在下

の方がむしろ蓄積灘少す轟鞭すなわち ま機＄一驚糖は 罫AS

存在下で愚 欝麟 聡 生禽成はお諜な牽㍗れ為瓢とを知る心

＄綴無期離でも織ミ×A麓Ar伽 蠣総 の薄積をぎたす

が・s甑 茎》A＄壌 菌で差がな㌔・恭すなわち緻 籍力に騰

いてばか 警でなく代謝系に慧いて4》交麟醗性がない二と

を証明なしえ鵡 とこ為が 継 ＄欝搬 麟は4礁 灘蜘 籍

鐙r漁 に毒瞬時に謝性を鎖す離灘 ¢A欝漁購亙蜘 の蓄穰で

みてもS欝 で絃4－A綴 鱒欝欝癬 で非常に多難のA欝A

・翻i磁 の蓄横が謎 稼麟 転励 ㍉PA＄－R譲では蓬一鋤 葉。

・・脚 轍 存在下に賦 備 穣を趨甑 くなつてい愚．
すなわち鰐鼠 代謝醐 か鑓 備 奪謝 いて鮫 鎌難

が存在するこ蒸を舞締えた難欝A＄，S継無舞購，毒A灘鮎
黙㈱ 編 純c・ 燃 蜘 ・畷 蹴 生禽戴 獣 よ！）

碧麟 聡 牲 餓 を鵬 す礫 物である誌 鱒 樋 であ

導尊

農） 嫉酸の鷺的欝離藻異について 葦一勲灘重総 の生禽

成が凱のように阻審審れているために藩体核酸の鍛質欝

灘の変化はどのようであろうかを実験した （緯村，谷，
耕 ）・s菰 欝静 騰 について汐A＄織 無磁 下

にそれぞれ培饗して麟体 倉醤A，叢欝A慧 及びこれらの
欝瞭 磯 欝駕翻 ㈱ 疑 定鍛したが臆 義嵯 黙

認められなかつ鵡 すなわち薦体講成核酸まで嫉その膨

響が及んでいない鉱とを知ウえた。
＄） 擁畷 翻 欝 餓 に関レぐ・峨 ㈱ 蝋 晦 と

＄藤 総 か纐 鋤 漁 鋤 ・c傭 融漁 噸 説 隅箏

磯 餓 隷 鵜 靴 でそれぞ納 齢c， 難 。。轍 。
繍礁 を酵嚢灘として活性鷹を比較す愚と

，s繭では
蹴 螂 臓 黙 た麟 搬 液で嚇 ㌻粉 麟 蠣 酸

に欝 し獅 輔 鞭 鎌 蜘 壌蹴 盤 下に膿

した4》のの方がむしろ増灘してい為撫すなわち 簸馨徳叢＿
傭 雛晩 餓 系に隷 鴫 丁麟 ・繍 蜘 噸 性は 瀞
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A$一飛 藩では 欝AS存 轟三下のカがむLろ 増麟鉱てい愚鈷

果をえ島

礬)Co磯 職齢恥撒y舞 鷲 含毒絃

以上の隷 く 丁撒欝懸rm郵 畿鷺鷺関与の反応系がすべて

騒穣では 懸Sに よ!(低下するが,撚S避 譲ではむ篇

ろ増結搬であるが,こ れはQ蹴 懸熱舞mw三 叢総 量によ

燕のであることが次ぎの如く明らか となつた爵われわれ

の 《灘随r鋤 綴醒撚y撫糖 定羅法 紙精製A欝 強鐵欝無獣憲y一

蓋総蕪に$濃 撚麟蕪を撫えてA茎CA鍾 拠嫉曲凋 蓋黙㈱無蓑心

蹴羅 で定蟻す為)に よ箏定黛するゐ,$麟 で櫨欝A$存

在下に培養すると菌体内 く)o魂職欝墨醗懲y1器鎗 量は約半

蟻に減 少Lて いるが,罫A$磯 藩では 難A$存 撫下に繹欝

書ミ.たものが減少せずむLろ 約黛倍に増撫Lて 聾・る諜と

を知 騨えたΦ したがって 薯醜S蹴 繭では 艶AS存 在下に

も蜘 べ躍欝海撒Ψ隷慧鱒生合成は職警されず くs菌 では

羅害港れ灘),し たがつて 罫灘i総,蟹 麟撚m窯糠 等の生

合成障警を受けゐこlhなく増殖でぎる幾であ導喪

⇔ 蜘畦撒欝ねr撒y糠鱒 生含成経路

$菌 について(瀬補撒m獅r熱y撫 騰 の生含成経路が レ

轍膿雛識緯 と艶A難Aか ら獅A謙 茎m繍mo翼 麟雛鎌麟謙幾

がでぎ蓼轟れが 敷欝羅葦雛の結禽を難難二すゐこ議℃を初め

て明らかにLた 雌次に 欝A$一魏 菌にっいて 沿A鷺《糞 と

菱》総r韓撫 か らc齢繍撫mご 蟹鱗y熱齢 を心磁峯鴛礫 叢澱愈.

で生膏成させ ゐ～二,野A$存 在下にも阻害 藩れ愚怖次ぎに

中闘葉酸誘導体を翫.捻 奪醸撫 で 叢灘鱒鯉 するとS藩

で繍著墾に 叢》A$で 繊害藤れているが,欝AS一 黛 麟では

阻害書れずむもろ増bし てい悉恭そこで矯黙く葉〓欝轟

体であつて毒$童バ 醗燃蕪難灘麟汲 びcか 窯瓢欝無灘 猶

織鋤 活性物質は数多く存在す為ので多量の反応藤物を

ぐオン交換 タ騨響 卦グラツぜ一一で分購し,各 分爾につ嚢

翫 無懸鎌蕪黛潤 碧更び α野鍵撒鍼蟹mぎ 置欝奪活轍を定置

して響ウブを作成するとs菌 では葉酸のみが合成藩れ,

欝Asが 霧姦す為煮購の葉酸部の繊は完全鵜消央する繕も

かも他の分麟に醤も撮わ濠穏£い。器れが 欝《$舞 醗機作

の本質であるのだが,沿AS駁 麟ては 墨》A$が 存在しな

い急きは$藩 凝 蔭一の 翫ぼ 鍵鯉燕灘灘 漁物質群及び心か

婬融慧類騰琳 欝馨 灘彗%物質群を持つが,欝A$が 存姦す導

義$麟 と懸 一の$急 ぽ総職撫 濡/豊分懸(葉酸分爾)の1鍛=

ぐか捻灘麟鍵羅ぎ類鷲 分灘 の峯藍1轍灘失すゐこ議 はS麟 識

靱鵬 すなわちs藩 義1錨/騒謹黙は 欝A$嚇 繭 も持ち,

欝A$穆 ないとぎは二の経賄で合成Lて い難輪叢の経鎌 激

s麟 詞様に 欝A$で 完全に鎌警され為齪 しかし 欝A$撒

麟で繍 沿A$存 霧 ギには豪つたく懸な分瀬に中閥体で為

る$瓠 熱戴轍撫 濡牲物質爵竃禽繊されて嚢てお ウ,麟 購

に く―か鍵醸$無ご騰麟灘難濡難物質懲薮ったく異つた分灘

に鐵現Lて く為 ぐ異なつた構 造を持っ 蕊 為を示す〉離

欝A$一叢 蕪では 欝A$宥 在下な慧.は畿つたく異なつた経餘

を逓つて異なつた(、難強織畿綴韓灘ぎ茎黛灘 活難物質な作纂

轍激によ参 艶欝嚢総,b鷺 蟻翼心癬灘 等の生合威をまかな

つていゐ黒煮を鱗らかにな気.丸た鱒 欝A$蝋 穂阻害の欝

法はζ℃の代灘翻路を懸茎墨二する鵬煮により鰐能である燕の

黛灘 しをえているゆ

生化 学的な面か らみた結核菌 の薬 剤抵抗性

Isonicotinic acid hydrazide (INH)耐 性の研究

大阪大学微生物病研究所竹尾結核研究部第II研究科 庄 司 宏

總菌が薬荊に対 して醗継煮 い う畿1讃をあらわす機構急二

Lて は ①薬剤の作穰をこ彗むる細薦の必須代謝系と薬

剤が結含もえない,⑨ 細懸 叢よる薬購の不瀬生化,③ 薬

剤の作灘に捨抗す導物質の増産,④ 薬剤曙乍欝をこ導む

導代謝系瓢かわゐ薬剤曙ド罫継を5け ない代講童系の漕1艦化

鱗の譲事象で零おむねこれを懸糞琴することがてきる.筆

讃は結核薄の 璽醗望醗雛の研究にこれらの諸事項を一応

の艀業飯説とLて 実験を黙こなつた尊

爽験に供むた麟核懲 灘 隷 して鳥難織核藩鶴緩株(遮

%磁 狸轄雌 肉汁,表 灘培養法で 鰭寮繍 の 欝難 に感

磐三)0及び菰の濃株を継代培養 蕉よつて人為酌に。鋸 鷺 癬善

餐ま した 鋸縫 麟 手蘇(磯%《}ly韓 麟 ジ華汁,表 麟培養

法で 欝鋤 癬 の 掴 簸 を添撫して も増殖擁能%タであ巻趨

■ 第①の奴説の検講

筆者は数年来 懸糞麟灘鍛麟熱 のアミノ酸代隷につい

て研究をお膿なつてお 華♪,瓢 婿灘に鳥璽凝該 薦竹縁嶽漆亀

麟伽 横瓢多黛の遊離 駁搬撫懲葦煮㈱暴(《}A)ぐ 乾燥蕪灘

欝飯璽 紅欝し 鱒 轡滌 近くの(葺幻 噺蓄穣してい為凱

払 及び 《議 脱炭酸酵素 丸《議畷〉ぐ一黛糠)を 為Lて い認

慧とを聡らかにし,浅 滌麟を灘い轟と薦体の遊離(馨轟癒

尽質とし》鷲定轍醗にc儀 放l/義して ワーア ミノ酪酸が懸繊

墨れ導が外界に添撫むた心Aは 醗炭酸を艦うむらない瓢

縞 及びア煮峯ン乾繰繭では外赫配 添b靴 。九《議 も定〓

鈴に脱炭酸される礁煮か ら,こ の 難A勢 ひ 騰 は欝鉢海
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の紅霧在すゐと推定した難

IN叢 は 《}A一叢Xン誌灘翻難警す愚が,飽 かC隷 毒撒y婁

研薬臨蜜たこの酵素を阻雲し,結 核繭に対すゐ抗繭力の

熱 曙 蜘 愈繍導駕羅灘y薮欝翻 畿 は 蝦鎌 よウ強力にOA

鑓)騰炭酸を臨害する.し たがって 撫HのGA_茎)c噸 総

醗讐が結核薄に対するINHの 作灘機作にだの麗度の役

灘を研羅ているかは疑問であるが筆薦体 内酸素で あ愚

心A-1}ひ欝奪に対ナる ぎNHの 羅霧をひとつの示樵とし

て鳥灘蕪竹続嫌のIN蕪 耐性轟い う性質について第①の

糠説を検討 し その熱果次の諸事実を明 らかに した.@

一驚期聞増嬉さLた 薦培養の培地に1灘 糞を添糠し数時

闘藤と 欝鷺 を接触憲せ為轟,感 性蔽の αA耐 鎌酸能は

鑛薯に低下す愚が,耐 性菌では低下Lな い.⑤ 耐性菌の

簸灘瓢茎N薫濁を添撫Lた 場禽 置N縫 の添燐義ぎ鵜時に培饗

概を然蜜にいれ,或 いは性酸素状態にして菌の代謝を翻

繊す愚為 その 《熟 脱綴酸能は抵下す添。◎洗滌菌に

継斑 鰯 憩嚢の を接触書せると薦体内GAを 脱炭酸す撫

艇プ黙 感性鵜 耐姓 株と毒に顕著に抵下す為心⑧ア魔 》

ン乾燥穂に 欝Hを 接触零せると環境に添鎌 した ◎Aを

競談酸する能力は感挫駄,耐姓株と臨に薯明に低下する雛

以上の威績ど8灘 穏鞍 賦 鳳 の実験威績よむして,鳥

型菌の 灘 難 耐性とい 瀦嘉撫 賦,繭 の増薙痴境において

1醸 の菌体内への透過を郷髄す導轍凝徽墓ついてIN難

の作騰をこうむ導繭体峯越要素葱 ∫N叢蓬煮の紬合を購止し

ていることによつて発現されているゐ解憲れる誉しか鮎

以上の成績は繁た1翼H耐 韓三株がその増殖藤境において

欝鷺 を不活麟三化Lて い為欝艇轍を蒼定す撫亀のではな

い蟄

筆者の上詑の成績は ぎN難の麟体内への透過のi擁鬱1に

はIN鷺 耐難株のなんらかの代謝過程煮い 箏機能的な灘

が共輕もてい導ことを示唆 してい膿ので,諜 れにつ いて

種庸な実験をおこなつたがまだ糺論をう為に いた らな

い・しか しながら・この 欝勲 韓薦体内侵襲防禦機構を

纏の薬剤で阪霧 しうるならばIN鷲 は1》綴 耐難殊の蕪体

　穣鱗疑襲Lて 薦捧内饗蒙為紡禽し,耐 鞭殊に対して亀な

お抗翻 生灘を発揮するであろ箏,之 の想定の亀義に多数

の薬揮!について検講 した粘果,$数蕪鐸玄綴畿h畿 撫翼膿一

慧綴妖SA裏翌)が叢偽よ峯な樵質な鵡つ菰蒸を鞘らかにL

鵡 す職わちSA縫 は単獄では1蕪 難感轍株,醗 性株に

対もて抗薦力は羅わめて弱いが,茎 繊鷺 訟併繕するこ急

によつてIN蕪 耐姓株の増殖を擁麟す導欝蕪た 薫N難 と

$A叢 とを耐性株の培養に添露轟す1る為IN鷺 単獄む添 趨

では阻害をうけなかつた耐樵藩のGA一 双)噸鱒 が懸 害

審れるo菰 の騰禽SA鑓 単独の添撫では(議 嵯)c噸鋤

は撒とんと秘 害藩れない.驚 た$A鷺 は菌呼戦 を阪 警

し 蕪によ悉A¢e糠 臨 ま)レA茎融蓬魏 の酸化に封しては。

こ蕊に耐盤i株のそれを強く擁舗す孫趣SA慕 のこのよ饗

な作綿はs綴 薫cy1沁鍵c羅,s鍮旋yl憩a¢ 羅 隷n薫聴,Sa_

総翼熱撮o魔鱗發にはみ曝れないむ

職 峨 績よりして結核蕗畷N難 醗性 と㌔・盤 質の

難 雛 は①の仮説 読 に1醸 耐1蠣 の薦体内へ嚇 醗

畷 耐 禦がひとつの饗蹴 なしているこ撤 雅 定熱

孫登

II・ 第⑧の阪説の検討

結核繭の 欝鷺 耐性という性質の発規に耐性株によ悉

欝 難 の蔽体外での分解が関連もてい巻か否かを検討 し
・

次ぎの成績をえた。⑧耐性研の培養に 欝黛 を添瀦して

欝を逐つて培地中の 撫 叢 変化を濾紙ク翼響 トグラツイ

脚饗追求したのに
,薦 を移穂せずにG黒y韓 蛾 肉汁培簸

に 欝Hを 添加し醐 禽に比して 芝醸 の顕薯嫌 餓

叢鱒n竸醜重綴c駕 鍵 の出環を認勘た沿⑤洗滌菌を稽い て

欝Nの 分解を追求したが,感 性株,耐 樵株訟もに少簸

の!N茲 を分解Lた に止ま鱈 蒲蔚の聞に差異を認めえ

ない。

また結核菌の 欝鷺 耐嫉株はそのc識 誠議総 活性が減

弱 してい1ることが多 く報告されてお 参,鳥 型菌竹羅株⑳

IN簸 耐雛株も 斑 銚 分解能が低下Lて いるので,菌 ⑳

物質代謝にともなつて欝生するH慧o慧が耐雛株では処理

婁れがた く・鵜の 職儀 でIN難 が分解され為のではな

いか との慧定で,洗 滌菌を騰いて蕪慧()黛の共存下に諜N叢

の分解を性索Lた が,感 性株,耐 姓株 熱もに少簸の欝鷺

を分解したのみで・その闘に大差を認めない癖窯た溌滌

麟によ恭1)レA蓋 鍮茎鷲,鷺y欝鑛鶴 癒重囎,叢)撫癒総 等の

耐 馳 際しての 澱 幼 分解を検羅 たが藩 駄 分解

は認められず・感姓株義耐性株との闘に差異はない継

以上の威績は結核菌のrN叢 耐性株ζ叢その増薙環境に

おいて 欝Hを 分解す巻可能姓を深しているが,そ 薄機

研の詳繕は不明であ 彗,な お検討をっづけている。

照 ・ 第③,第 ④の仮説の検討

夏NHの 結核菌増殖擁鰯作飛に繍抗す 嶺必須代謝物質

として 欝撫総rは 鷺難編nを,恥 斡 は 峯ヤr戴韓譲.
欝貰鰻鑛漁響 を報告しているが,IN鷺 耐盤株に鵡れ ら

の代謝物質が増簸 しているとい箏蕪左はない嚇筆嶽は鳥

型菌竹尾株の 斑H耐 性蕾嘉感性麟の ㌣y畷 鳶黒譲 燐酸

を定鍛 したが耐樵菌にその増量を読萌Lえ なかつた.

次に④の飯説の検討としては,鳥 型繭鱈 鰭株 の1》礁

耐性株蕊感性株についてその物質代謝上の叢異を総々検

索L驚 が・灘株の闘に叢異を見出しえなかつた.

Lた がって翼在のゐころ㊥ ④の仮説によつて結核薦

の 欝H耐 性を解釈することは鰻難である.
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II.結 核 症 の 発 病 に つ い て

(4月5日, 午後1 10～4 10, A会 場)

疫 学

東京鉄道局東京保健管理所 千 葉 保 之

発撫とい ～選葉は,灘 鴨の疾懇においてはその内容爵篤

ハ ノキ 夢しない叢嘉か多い燈疾愚そのものが購 らか煮な

轟以藩すてに,こ の織難か使われていたため艶あろ う。

そ菰で私繍,叢 れを本寒か魍識醗である鵡記か ら,こ こ

ては次ぎのよう轟曝纏に解蟹もておぎた観癒 思 ㍉ すな

わち夢感染の献態があ導程度,進 んてX線 学癬に認めら

れた状態ということてあ漏 したかつて,織 の藁鰍学約

藩晃の有無は必しも不縛欠の条件とはしない燈

次きに。,発締とい蔭ことに限 辱ず潔象はすへて轟機麟

にたかいに織倉し.関 達し,麟 約す愚と轍ろ嚇統 弊 で

あ鵜 それを購らか弧す導には,ま す,そ の過程の具体

釣研究か必要てあ愚。その際,注 慧すへぎ煮嘉は,わ れ

われが観察でき葛毒鑓〉は,癒 見であつて,事 実その毒の

ではない蕊い養ことであ輪 しか毒その所昆は,講 いら

れた丁技の態検域志適醗ゐ法によつて,灘 らその内馨が

規定塾れて く観 撰見の解釈は,蕊 ったく撫由てある籍

もかL,縛 検滅を超えて研墨に想縁をた く襲し うす 轟

轟,融 断に懸 拳やすい⑪適鱗を誤つても懸様てあ謹撫 し

ぬかって,私 は,次 ぎの鱗序にしたかって議をすすめて

みたいと患 う。

L手 技の絹検斌

黛 初感染発柄

3再 感染発病

毒 進展機準

1墾 按⑳叢験 域

継繊の発編を論ず為にあたつて,今 難,使 わ轟ている

灘滋 鼠,欝診,繋 反応,x線,疇 獲な数の議検査か蝶罐心

数なつてい鵜

ツ反応については,ツ 液のノ燦鷺,反復鉱射,誌凝部薫,

瀧麟の蕉方,溺 憲の 毒法,皮 灘の反結鞍 な訟,影 響する

灘子がはなはた多い。 したかつて,ツ 反慈伽 ・ぎ検滅毒鳶

れ 鞍の鐵『許によつ 瓠.そ れそれ.か 蹴 ウの轍は 礬えてお

か轟ばならない鄭

x線 検査,喀 淡検査モの他,す へての臨猟麟性蜜につ

いて毒縁様であ鵜 しよせん,検 査墾技の熱鰻 畦に蕪漉

のあ難凱とは遡 ナられない。

黛 懲 懸i藥 発 病

熱鞍翻か初櫨染に織艶する払 ・つても,ぐ の蒋期,麟

性瓢ついては,激 滋豪ん,轟 議港れ轟二義か 多 くなつ

たむその つ は,就 発す灘燐 期か初感禦 ず期よウ晩懸 纂

多い 勲い 箏諜訟,絶 心 識畿は,初 礬染発病よ嘱撃蓼桑難

病が多くなゆつつあるとい う訟とてある.後 羨について

は,次 の環て論ず嚥蕊と煮す嶺難麟癬については,観 察

に対難か記られ ℃いるかど導かか濠瞭蓬穣であ導.つ 郵 》

ある鋳鎌 懸脇ミを発黛し飯者譲 ナに吟いて,蓼 かのぼ肇

て賜報期を調糞Lた の費は,玲 噸～臨叉あ難瀞頻蔑を比較

すゐ以よ,そ の鱗期織 激,九 蕊、竃発昆惑れなかった者

につい畷跨講査 も考えねはな虻藷ない導 もし,陽 鞍 ～期瓢

発病した者が黛の観象からよ1}多 く落もてい た とすれ

は,饗 彗撫発病する者か少く媛るのはあ窯りにも嶺然だか

らてあ鰐齢 藩ら繕賜転期の研認ゐ泳,x線 検査を定期麟

に観察Lて いたかとうか,そ の闘隔,な どについて毒,

吟味せねはな らない鶯認うい撃点を総合麟に 検 鍵す 為

と,や 纏 む感染響期の発嬉が,今 卦毒に鴬いて毒なお,勢

い蕊い3瓢 煮か瓢き愚熱

$.欝 繊 紫 発 購

叢叢業い箏再感染撫 鼠,礬 染の瞬 熱 趨 体 鵡考え,外

灘軽響響染記い張定義に したか 讐蝋ととす鵜 感染鐙耐

数鷺,頭 跨1ぬ8で 考凡る煮,墾轄醸 は無羅大睾凱多 く灘

織数があ 夢う導.薫 感染とい 舜,葉 もあ鵜 羅数よ鞍臨

概存の病鍛の 專えにさ 懸瓢薫る為瓢弓 慧隙に毒と沸る慾

いずれ瓢 もても.第 黛繕嚢以擬の礁染恐戚鱗には現喪の

ところキ溝笹かない。発晒身もつて始め ご想定する鵡訟

か蓼輪鷺な擦 ナであ姦,tか し,ξ 跨藩冗擦}で すら,ぎ

わめて溺難てあ難難

私は,人 婦惑染,職 嚇感染いわゆ礁眠導染霧からの羅

柄な諏の叛から,鑑 の闘題を検,試 心,轡 轡染によ愚難

病は,わ れわれの数㌻のよでは,烹 ったく問題とな華丸

ない無鈷轟するも鐙であゐ嚢

爆 雛 蕊 機 摩

騰 生結核の成魂については,愚 犬轟ど ジ期涙薦説の対

立のなかに,そ れ胤鰯棄す灘かのよ ～瓢,初 礁染続発謙
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が提曝婁れた叢鉱は,あ 霜ウにも搬名であ為(欝45)。L

、かもそむ畿発の機序にっいては,必 ずしも憲だ一歎をみ

ていない欝1掘逡職1薫らは,初 感染巣からそのまま慢轍結

該症が畿発す為臨のでなく,そ の閥にもう一・つの數階が

あ鵜 つ蜜!)繍 雛藤難嚢総 無灘縫1　1欝融 を指嫡し丸継

これに対 し 轡織 総 は,そ れを否定した継これらの箆

解に対ミ討て,私 の成績は,や 櫨9,初 感染か ら,そ の裏

憲研発す難もの轟考え灘瀞

疫 学

旧くからツベルクリン反応既陽性であつた者からの新 しいX線 的発病の問題

京都大学結核研究所 内 藤 益 一

ツベルタ婆ソ鶴転に引続いて顯1継核が発病す難場禽に

ついての研究は,わ が懸では 訟轟に精維に黙凱なわ愛馬て

いるが,私 が撒薫にaウ あげよう嘉す薦のは賑くか ら既

賜姓の籍の麟/凶 ・難病の頻鷹,爾 性の経過,そ の蝿藷にふ

く驚れる外難性再感染発病の靱能雛等の問題であ瓠

まず羅陽樵糠 胤毒鷲(.い発病が耀き鱗にあ難ぬ考えない

之説競に繊る事爽をあげたい心

1)化 学療法,外 科麟療法の畿烹んぎなかつた,戦 繭

融鷲亡統計で,毎 年の愈死亡蕊の13～ 掻%が,紬 核で

死んでいる難

紛 当時の毎年のジベルク夢ン醗転嚢後は1,欝 蕪,暮馨導

入以下と雛定港れ,結 核死意者は毎無 大約 灘$,鈴登人

菰描定憲れる蔀すなわも5入 以下が鶴転す灘一方で/入

が結核で死んでいた と叢耐婁れる軸

恥 昭瀦 鱒 年度厚盤省結核実態講査で,繰 本入で鑓

歳以上のツペルタ夢ン陽性藪の 箏ち55～4遂%はX縦 轡

欝勝見嚢であ 筋,Lか 臨その学は年令ゐともに上昇 して

いる心購様の傾殉が私 ぎも縫身のrl:編発懸検診成績から

愚認め鋸れ導⑬

以上の事爽は従来わが騰で広く認め られてい灘学説す

なわちi職 本では結核症が初感染から研発すゐ諜とが多

く,ツ ベルク葉ン羅鶴性無辮児嚢からその性に病巣を発

見す為轍とはぎわめて低率である。1場転瀞 磐その1叢.欝%

がX線 魏に初感染巣を翼蔦,!～ 慕年縫にその1撰 が滌

癒Lた 。そしてその麿断晃嚢は全部陽転後/灘 年以内に

発晃婁れ凝・。。i蕊い箏考丸かたでは数字約に説明が灘難

と考えざ灘をえない⑳であ悉勲

そ訟で,私 潔毒は京都齋に近接した小都讃の一工場で

数予人の従業熱を対象訟して本憲題の検講を癖心に麟密

な集懸性診を研けてぎた次第であつて,認 鉱に今藻での

威綾を述べる礁

1)本 工場では5年 闘綴場転発病者 麟 磁に対1ノ既隅

姓発病籍が55名 に達す導。穫た滌搬癒要す導にいたつ

た耐結嫉慧者のうも,x線 酌発病時期の鐡 らかな者だけ

をと洗転げて内獣を調べてみ愚と,陽 転発病者 欝 名に

対して灘i賜性発病考は 鍵 名である箒毒つ蕊毒これは本

ヱ場で入雛縫ツベルク繋ン澱臨蹴陽性の蒋が陰郵1拶奮の

約5簸 な占め愚という事研によるもので,こ れをもって

一般に既陽性発病の方が腸転発病よウ多い訟い～瓢訟に

はならない。ただ本工場のよ5な と鵡ろでは既賜轍発購

を無視す導と,総 の発病 を見逃す 払 噂 鑑大な結果を

生む藁とになゐわけであ愚。

慧)陽 転発病者 と践陽性発病者との経灘を比性す悉と

懲麿の悪化率は55瀞%,後 者の悪化率は 総.鐙%,す な

わち陽転発病潔の経過の方が悪いけれ潔も,既 隅性発病

蕊の健過もかな り悪い。

そ訟で,既 陽樵発病時の初発病灘や年令義その性の経

過義の関遮性を講べてみた群

病嫌陰影の鏡鐙では,上 研及び中野の嚢の性過は比較

麟悪く,下 野の潔は比較麟後好である。上野の嚢を織懸

す為と,糠 尖及び鎖骨下に跨愚潔が経過もつ裁臨悪く,

次いで鎖骨下の順為な鯵,騰 尖野に隈局する嚢は比較麟

良好の経過をとるよ峯にみえる.陰 影の重生状からみ愚訟

雲塊状健影の嚢の方が斑点状健影の者よ参悪化傾海が強

い輪奪令 と経過との関係では,15～ 鱗 歳 煮雛～㈱ 歳で

は大ぎな差違はないようで,鵡 歳を過ぎ導訟悪化頗海が

少いよ～に見え為。

か ように,既 陽轍発病の頻鹿と性灘 とは綴当に鑑要税

すべ齢 呪 愚繰 聯 のであ勲 ミ,さてそれでは陽転発

病訟比べ鰍 購 であ鞭 瑠 認 もを調べ難一つの方法蕊

し鴫 入概時ジベル タ攣ソ陰挫者 裁鶴性奮蕊で入後後,

或難期闘内での発病灘が～δ 違 うかを検紫した心その糖

果醗陽珪無辮見入縫轟に比べて陰挫入歎嚢の発病毒は約

4藩 に滋い数掌を漬もた惑すなわち成人におげ導繋ベル

タ欝ン陽転に鱗研 く締結核発病謬鑑大盤はここに灘いて

毒明励 嘘 零れた次第であ難が,一 方既陽性発病の縄懸

毒決Lて 性視 薄るべ壷灘性のものではないとい渉捻無に

なつたわ1ナであ巻鞭

薄てそ菰で,既 賜雛発病の猿購ゆ一つ熱して外麟性再

感染が意味を持つか献勃 蹴 い誉縄健が登場してく灘わ
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けであ愚が,私 の検索の性懸では,

1)職 場を翼場 と審務室とに分けて観察す導と,窟 辮

見嚢の題蕉率は税場の方が高いのに陽転発病学は逮 鳳瑠

務蜜の方が轟いのであ導.こ れは感染機会の濃淡に欝騒

毒のゐ想豫 ぷれるのだが,既 陽性発病の率も事務室の方

がやや高い心

勢 翻敏性齢織核愚者のおつた職場には既賜挫入祉者

で問鎖性繍結核を持つ者(発 病時期不明)及 び購陽性発

病凝が比較酌多いゆ

$)孤 れをデ叢タ畷 體 で調べてみ・妬,開 敏鱗 融

核愚嚢の濁灘に とに真向いの者に閉鎖縫脇鮎核愚者が発

見港れ,そ の 券ちには入社時ツベルク讐ン賜燃轡も少く

ない燈

以上の成績からツベルク婆ン既陽性無擁黛者緯外礪性

羅感染に説る発病があ爵乃 る叢と,そ してその鎖度は無

視さ為べ壷程度鷺 轄 備 熱 ・と私は欝綻 する次第であ難

病 理

神戸医科大学教授 家 森 武 夫

L蕪 藥 学

い譲あ巻建幾の1年 間の新Lく 羅愚する劇合を結核感

染率 撚とすれば,満 鷺歳の結核一次感染の理論累績億は

P諜1～(1一 露轡 にて撃えられる.蜜 糞 蒼生傘層に 郭け

導既感染の舗含 為 が既郊であるとぎには,感 染率 纒の

灘獄盤は次式により算出せ られ難繋

京都憲・及び神鐸欝内の変鷲者の病灘解翻による結嫉病

羅の検出率よ箏感染率を算出した成績は京研憲(欝 弱～

1嚢5《肇)1叛5,京都讐ぎ(1嚢51～1≦》5黛)1ノ鷺藁,神夢鷲寮(1嚢55～

1繍5)叢 鷹 訟な勢,諜 れらは 翫1搬纐 融n,搬 離1敬,

s亀撒輪 等む成績 よ摯算出した欧麟総1∫の感染率に轍ぼ

一歎 もているが,北 米で臨H購 鍵就嚢w慧 のよ箏な半灘

麟地方では1総 とい う低い感染率が算轟せられている難

また外来性 鮮次感染の理論態は次式にて与えられ嶺

慧 發死餐の締核病蟻⑳公類

京都齋内変死嚢 聡5例 く欝51～5黛)神 芦憲内変死蕊

蕊導例(欝55～55)の 結嫉病巣を総織学納に分析 し,その

発生経路よ警分類 し,第 茎嚢の如き結果をえた。重複性

病巣形成と名づけたものは初感染性気管支伝播に慈つく

か,多 発綬初感染巣か,外 来牲魏感染に墓}つくかが不聡

瞭な場禽で,糊 題とす導病巣が初感染巣ときわめて近無

す導ものである⑪舗の二次病巣の発生経路として毒つと

毒重要なものは初感染漿(ま たは難籔病棄)よ ウの気管

支性伝播に基づく病巣形威であ静,こ れに沈性すると再

感染巣よ撃の気管支伝播または糠の撫賀転移病巣彫成は

簗1畿

かな弩少ない毒のである撫 、

數 題態蕪…黙

再感簸巣嘉しては,初 感染巣の拡大,不 整形化,近 鯵

雛気管支伝播がない場合で,問 題とする病後が初感染難

(ま たは露複感染)に 比べて醗瞭に籍しく離れた嚇域に

が蕉する愚のを選んだ鵡このよ箏な再感染業はぬ葉に好

発するが,気 管支鍵進駿を痒なうもの誠少なく治癒性の

ものが多い。かか葛再感染巣影成跨獲縫は外来骨霧次感

染の理論鰹 蕊比較す難と難次ないL黒 次感染め理論醗に

滋い縞を羅 してい為捻

羅 襟題藻巣(窯 たは露複購嫌)の 鼠管亥牲黛題

多くは滋傍{生に麓播病巣を伴なつている,遠 鰍 雛編

巣彩成を職すゐものは稀である貸

また気管支性獄播病巣を窟する初感染蟻 繍 たは重織

病巣)は 上葉上部及び上葉中部に多い躯Lた がつてこ轟

等の熱 鯉〉初感染巣は他の部位にお1驚 庵 のよ摯も気管
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支性訟播め危険が多い凱訟を添 もている継これに鰐して

溝癒性の初感染巣隷烹繁よむ亀幾分下繋に多い義いう傾

演がみられる韓

瓢 漁肇糠嚢移牲購巣形成

灘脊転移によゐ病巣形成を解明す為た めに肝,騨,

瓢 骨盤腔結禽総織等への孤立雛小転移難の検轟に備

め鵡 変饗藩3鱒 例中のこのような病巣は驚福,牌 騒,

腎 乳 骨盤腔掌で畢かかる例は 驚 例であ為雌 これ むの

病棄の総織学麟所麗を初感染巣または 聾ンパ腺雛のそれ

熱此較し℃ 無宥転移の発生時期を判定す孫と第驚畿の

ようになる す獄わち初感染巣群成立時(第 嵐期)の 撫

脊転移が臨つと毒多く次いで リンパ腺巣鍛拡大期(笛 黛

期)で,こ の時期の転移では鋼時に醤糠均等分聯性の病

巣形成をみる墨のが多い驚薮た逆に構繍に均等な病墨分

獅を有す導携(磁 獅 織氏巣形成例)で は,他 の糠の瓢

次病巣形成鋼の場禽よ箏も舗外小転移巣の形成が壷わめ

て多い。裏た繍三次病搬でも空澗形威が現われると糠外

転移を起す峯が幾分上興するよ箏になるか

第2表 難耕 織器へ弗繕鞍翻 ・転捗議

形成の時期

成人肺結核症の発病に関する病理解剖学的研究

結核予防会結核研究 所 北 錬 平

成入髄織核癒(第 二次結核症)の 始驚夢について$つ

む問題がある誉第一一はどこかも始驚るか煮いう捻義で,

肺尖瓢 鎖骨下の論争はあ愚にLて 亀,上 葉上部から始

ま導菰とが灘麟的に多い燕で…轍Lて い為藤第三は,侮

数に認の都紘から鎗驚巻かとい う闘題であ為が歩数多く

の説明は未だ決定麟な亀のでない難第灘は,灘 締に して

モこから始褻導か とい 餐闘懸で,磐 来雛再感染,撫 葺樵

転移及び管内牲転移の3形 武のいずれが蚕大なのかとい

うことであつて,濫 れ窟た昆解の一轍 がみ られな蕩・鳶

本研究では,未 だ決定綿轟はい丸ない第二,第 燃の閃

題を騨らかにす 撫ことを烹眠とした導

L何 故肺欝部鎖轡下から熱繋釜鶉醸

この因子aし て挙げられてい悉ものは3つ に大懸でぎ

る すなわち解舗学齢,機 龍釣聴尖素賎,藤 の流入の不

均等性($綴 漁説など)及 び繍体の鍵得抵抗性(こ れが

騰尖占戴を搬来する～践 づ 灘轍 の説)で あ導が,前 欝

嚢には入闘磯立位を轟導特嫌挫訟連購慈せている臨のが

ある しか し,い ずれの説嚇亀牽分謙はいえない鐸

翼雀の見解では初感濠発巣は各紬藥にほぼ均 等 に生

じ,譲 次巣は上葉にほぼ 欝%生 ずるといわれるが,膿

の霧滋の分窟における矛罐は単なる解麟学的機能灘子や

立位鋭では説明がつかない心

そ膿で窯ずゲ謄チ ン注入(出 下法)に よつて成入腕の

体積を灘驚も,こ れを藻礎とLて 文献及び露象例によ為

初感原発巣各葉分嶺数(総 数 鱒瓢 欄)の 各葉分聯密度

を計算 した。 菰の結果初感原発墨数は左右肺体積に蕉礁

に比例 し,そ の密度の上(中)葉 欝下葉の比は約 叢.叢～

乱?で あ添ことを知つた漁吸入感染による菌の侵入離

及び藏塊の大漆が各繍葉において大 した差がないと仮定

すれば,孤 の初感際発巣の上葉への集細 凝 瀧 解麟学醜

機能麟困子による毒のである 箏撫また飽方非結核髭簿綴

麟懸の治癒初感染際発巣の大さを測定す添嘉,上 葉,下

藥ゐ愚に径 響～s搬 瓢 以内が大多数を占め悉が,。と葉で

は鵜れよ箏大齢いものはなく,下 葉では少数 難～鱒 難撒

の 毒のがみられ,二 の聞に腐意差があつた礁 菰れは下葉

では初感染病変がある程度大ぎくて毒治癒Lう 導鑑とを

灘している鶯

しかし黛次巣が主1葉に曝倍も偏寄導ことは こ凝疑》の妻

麟的な礪子だけによもないことを添Lて お 箏,前 述の第

二,第 瓢,す なわち蕪流入形式の違い及び獲得抵抗性(免

疫)の 鍵飛子を挙げねばならない簸したがつてこれらに

つき分析し,あ る程度の知見をえたむ
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2.麟 糊鵜瓢鷺肺糞霧驚肺簗鐙表ず輪か

欝欝 坤欝麟 年の成入結籔凝肺 欝1例 の初期変化群の

鹸葉を灘こなつた。鍍銀染臨丈岡変法擁ザ難い欝ンバ腺巣

を 憩 難縄分類 もた嫌 凱れによ肇黛防熱樵屍の糠門欝ン

ハ膿病鮫は もはLは 定癬飾一次軽澱臨のほかに轟 節構滋

な誉す導瀧次麟乾醸繰変化がみられ雰常1こ鍍雑瀞もので

あ導こ氣を知つ九。すなわち定慰 窮鱗期変化群の職!欝,

定灘麟勧期変化群のほかに鵡次乾酪犠を霞す為もの!2!歯

驚醗締初期変化灘を欠談=次 麟乾醸巣のみを為するもの

嚢津縄者 ゐ毒に欠く臨の32魯!拳 懸2)で あった慕

鵜轟らのうも二次醗乾酪化柄変がもしタト来鍵再感染嫌

に対戴す導ものてあるなら,蕊 れを禽する第 ㌦群は為年

禽に撫欝らねはならないわげであるが,答 驚の購瓢は年

令溺懸騰には毒懸叢かなかつた。

これ らご次麟 箏〆パ腺渠の簸識 漁慧応かる紬薫の破蝦

幽 急は必ずしも糧騰しないか,懸 鰻のみ紅みられる懲纒

噂は雷そ』の棲してい導総の醜が織鎌緯くもへ璽いものが

多く,約 半数ほ数大空澗,勢 発塵濁,乾 酬 ほ たは気管

支糠炎に対紘峯Lている齢濠た腸闘験 寮ンパ賑の乾麟鞭変

駕菰こオ硫 はよく繍難tを 縢、L,輪 門 欝〆ハ腺病変が冗

璽麟蝉纏てあ《感 脇驚膜 夢ンハ職の乾肺巣 も蟻純で少な

く嚢逆に愚の寿が搬雑であれは騰の方も搬雑喋あ幕雌す

なわち鵜れら 二次1ぜを懸門リソハ腺灘は聖聴の㌦次病蕊鶴

対慈ナ燕か,粥 養には蕊 牽灘鵡となく,こ れか烹する鳥

め1聡勲全身的条骨か強く撫懸している.鵡 轟らが磐来甑

轟感染㌶よるこ審は界常に歩 ない訟考}瞬 乱る 靴かし

瓢の肇も,丁 総轡1鵡 の変乾樹に類似する鉱考瓦られ燕

ものか 蕊!携 中懸 粥 σ 謬の ぶきった蔀Lか し鹸講のよ

5に …臨次lPン ハ腺蟻蜘 雲外来畳轟よらナ訟も勢発す轟

の 鵡豊膿れ ら摺す ・。て磐来聾携感染1聡犠 パ 菰はい急な

かつた。

糠方蕊1艶 沖 初婆緯発繋 澱 鋳1曝藁{1流か纏認墨轟た

か攣鳶の 難泰～沁編 織転移源の輝能1餐を小し静準発棄の

存在す難購漂 か存寮 しない麟熱に蜘も舐敏蔑か人きい曝

のか墾い叢記か認鱗でさん欝蓑た欝ンハ瞭領の気管支等

への叢藪か22麟 憾3駕 玉いわゆる 《識鵜 の轟騨藁導

遡(黛 難%うかみられた群外寒輪 移感染,麓 糞犠篠及ゴ劔 ぎ

轄転移の灘{灘㍉はいすれ も 緯麟・獣礁撫 ・て撫黒はでき識

いか,蜘 謙《の臨然雛の懸題てあ導,瓢 の点管終i3乱転移

彫式が もゼ蹴 も入きい役懸甑鷺いぐいる煮考凡詳縫 塩
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一 般 演 説

病 理

(演題1～6,4月3日,午 前A会 場

1締 穣藤の級入餓漿に腿す鶏鍵験麟鎌驚

ぐ第1澱 、 験λ繊凝薮灘毒表発⑳鰻入藤桑

(鮎核予防☆艦研う 下 繊 久羅

簡単な吸入穣染装欝を試魯 し,表 飛に鈷核熱を吸入磁

撫 誠 めそ囑 喋 叢納 に生膿嬬 撤 騨麟 の数及び韻 腰

駕 叢 響作群菰 鷺ぐG講 穣作群とについて娩較観察 もた
脊

実験ゐ法 塗製薦囎霧装欝や灘いて,入 灘紡核薦 鵬臓 》

蘇の醗 遊液を畷霧 し 吸入鷲 クに騰 獲淀L嫁 兎

に藪入せLめ 福 磯入礁獅 扱 びその後,表 愈 海 欝

難羅難 立撫 婿i《転3～ 導趨鵜働嬢 験Lた.麟 乍群は

鰻入感染の鰯1蹴 紅 駕 鱗 蝋 グ好 ン 獅 囎 を皮

下に接懸L蕊 実験成績 欝α}感 作群 縁 勢 では肺

表灘よ箏肉眼蜘蝋観察しえた離酷核編鑛数は講 鑓 で上

葉/幾 申葉1,下 葉 繊 心臓葉2一費あ夢,蕪α葺葬感作

群 鞍 羽)て は粘麟数ぜ11韓 て,↓ 薬 雛,中 葉 嚢,下

葉 砿 心臓葉12で あつた鎌すなわ 熱講群ともに病難の

騒尖滋魚は認め られなかつた瀞

2心 肺内撰螺諜轟蒼肺穣症漁餐譲藥に欄 す巻欝表

(鮎核予防会結研〉 撃猟亥 赦 毒

霧久保文造一,大鷲 慧 鄭罫

てんしくねずみを毒灘織核鹸く陸欝掬 感染をお蝋ない,

暮趨後に$隷 醗ギ/磯嚇 繭(鞠 ㌢獅S擁1,難 癖導辮 黛加1)

を心肺内に霧接懸し 撫率及沿ぐ各臓器内の$簸 紺性薦の

撫移熱 時灘 鰹 越及び核 納 の麟1麟 訟の織 鷲に隷 ・

て燈滅L丸 。すなわち定羅培養法によ夢,臓 器説絹を$

麓念轟及び毒急露培地に接織,臓 器 鱒 鞍曝 当箏のS縦

離 蜘 及び感嚇 紛 撫 求め鵡 初接蚕郵 心核 櫛 にお

いて鵜 麓熱数 継 程蔑の撫 蒸て妻劇 識翻 亦 ら2嬢 時

闘 激もちろん,7難 後に庵 なお或嶺穫漉麟か菰明され嶺

か・蒋接毬で㌫2姦 醸 講ですでに灘燐 さ壽難な.・礁 また

鱗 鯖闘て瞥灘器議ξ逢検ll慾れる騰数は初搬縄の ソ欝 税

農てある 盛趨後の辮め及び再接騰の餐臓2こ峯内懲麟数の

比はおよぞ 蕪章の!で あゐ誉次ぎに繊器内の免疫鵡絹い

た$醸 感汽麟数 と再曝桑によゐ離麟数凛お麓の繕閥鵡あ

為と考えられ灘恭

2肺 織の灘慈藥に襲す巻糞験麟鎌驚 鴫覚 難毅ノ

内料濃療一般

(福鳥医大中央研)

大里俊吾,伊 沢幸夫,大 友万冶郎

麟姦らは先に$糠 醗轍塾をメ蕎い種 たのゐ徳で渉結核の

灘穣染についての実験を薫鳥 その都農鞭 義 た.

今繕は健醸海猟 蕊 頭を3灘 に分も,第1群 は$凝 篠

繊鹸を先に報蕊 しだ方法によ勢癬接轟肺に接種L,1灘

樽後ツ反慈の賜転をたLか めてから灘 融 藩熱を驚聯に

緯 ・条磐で接糠し 懸らに1秀 月後から$膿 冶療注慰を

醗始し鵡 繁2群 はS灘 感性菌を撫肺に,第$群 ぱS難

癬 鵬 を翻 韓 それぞれ撫 戴,1溺 後蝋 応の賜転

をた しかめてか ら$蟹 治療をおこない,趨 を追つて灘検

㌃鵡 諸臓器及1ヅリンパ鋤よウの蕪の培養をおこなつて

欝 ないし11趨 に至っ縞 その鮎果,第1群 及 び鱗2

群においてはs蟹 譲鎌効果か礁著であつたか,鵬3群 に

餐いては櫨 とんぎこれを認めなかつた心

本研究は 灘 醗 漁 によ騨 感染麟 感織 の謙 治

療に対す灘態簸を比較検講する菰ゐを主な雛 號Lた も

ので・爾究は今後なお肺誉の予定てある難

購 肺肺綾症の肺鍵隈罵牲鵜閣する欝翻

(九大結欝)織 鑓 勝 蒙,杉 寅浩太藤

撚串健蔵 天本英戴,桑 野鷹櫨

藤購戯文,坂 上益夫

搬総年 鍼綴1撫 が発炎 鳳た壷錠説及び 欝騒 年 難 驚

$鵜藤 の発燕 燃 賦 説を追試建 ら1舗 考の考燃 総

令トし 髄尖隈繕樵一に関す為実験を黙こなつた。家璽に齢け

ゐ石核 麹賦 導懸機表の爽核 隷 箏,撫 灘 跨 紅 常識

麟に考えられたように為心室内で充分濁禽するのではな

も ぬ心房豪て叢慮れてく惹経肺 柔その時の勲物の体繍

に酌 轟 艶納 に流れる齪 蹴の漁ず沸 難 欄 係が変化す

為こ之を藏明し さらに感 告家兎1こ撫行感染を趨癬せ欝

趨 蕪でに死亡し海表癒の上糞 瞭 力・敬 議 培表を鴬二な

い簑立位で葺静脈よ餐薦濡入した騰禽濤葉により多くの

薦の分姦をみる轍とかわかつた燈零らに表菟を舞欝暮晦
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闘立癒を深たLめ た 臨の為駕常紘を際たLめ た曝のの病

巣を肉核 蜘 綴織学帥に俊討し 病巣の密獲性核 逓腿

万をみた鑛耳静課注入立泣を藻たした 臨のに上表に高漫

の病変を添すもの毒つとも多く盤股静賑注入蕉常位を保

たせたものは下葉に庵つとも強 く起つていた.す なわち

以上の表験に議 拳,$麟 癌 の慮流説 及び 簸磁1鍵 や

伽 改 等の説を実証 し 漆らに肺門 欝ソバ腺の意義をも

撫味 した三次結核症のリンパ難貯性の趨ウかたに一つの

立場をえた。

$・ 斎葉肺聴ガス総成と肺核麟の雛欝(第1藏)

(九大結研)黛 懸 勝 葵,杉 磁浩太郎

畏 野 準,撫 灘 灘 脊,禽 慧 満

天 本 英 世,柴 鑓 幾 一・,懸中恭之助

浦 欝 蕉 弧 茂 木 灘 ～,長 灘 志 郎

成人三次肺結接の肺尖限局説 と関逮して,上 下葉鍵肺

飽ガ熟綴成の立蹴位時の変化を追求し,併 わせてそれぞ

れの肺鞄ガス濃縫に輪け導結俊菌の発欝状態 を観表 し

た縫立泣の上下葉でみ巻記上葉の 儀 は 欝。勢%,下 表

は1&憩%と な む壽上葉が2.36%高 く蟄C◎2は ついに

1・縫%俊 億を深し吾 礁なで上下表懸戴ス濃度を 中心

に種々の総禽せで 難2醗v菌 株を1駕 ・淫研縷 地にて培養

その発欝状態を講べた結果夢次ぎのことが考察書れ導職

1)諜 膿 変の 儀 分灘下では結嫉薦の発欝はむLろ 擁懸

港れる2)・ しかUゴ ド嚢溺肺飽ガス程縫 の 態 分総

下では為意の万を認めない欝3ヌ02の 結核藏の発欝に及

ぼす影響は7～2導駕 が薫適濃獲であ愚難4ン 導◎2の 結

核藤に及繍す影響は6%以 上で多少その発育を擁 蹴 る

傾1鞘を認める 難)・したがつて肺尖隈繕説については,

肺胞ガ践濃度よ箏みた場禽,上 葉の ◎2分圧が高いから

ではなくし鶴 むしろ下蘂の ¢◎2分 獲が蔦いための薦

発欝擁麟の結果凝類推審れる磯

a憲 剖表繁i蟹に舗す蒼欝驚

(慈憲大 ・林内科)醸 撃 林 隆 夫,永 島真佐懲

結核の感染は一難であつてもその発病肇遜展,予 俊等

はいち 鴛為/パ 不均一・であ養こ轟か ら感染を受げた鱗体

の結核に羅患 しやすい素鷺を想定して津次ぎのごと癒調

査をお轍なつた鳶

蝉表は尊属$親 等以内に結穣象俊歴を膚す燕蕊,麿 し

ない嚢,並 びに本人が継核であ愚もの,な い毒の縷病禽

計 難漁愈表系について夢背部皮麗甑素の不 完全 税央斑

(繍斑)並 びに稿騨部皮騰色棄灘蓋斑(色 素斑)港 らに

これら記嶽 碇講ン反応,デ ゼ熟反応,イ ンヂ秀ン反憲馨

の閣係を調べた箒

霞斑夢色素斑詑びに結俊表族歴等は結核の発病 しやす

い素質に重大な闘鎌を麿し,私は鵜れらを 雛 癒量鑛轄総雛・

癖穏釣磁糟懸鳶 と考え導難

シ ン ポ ジ ア ム(1)発 病

(演題7～16,4月3日,午 前A会 場)

凱 肺結穣の ヂツ反。1既隅盤雛病に閣す葛臨鎌麟

概驚

(結核予防会渋谷診)

木下次子,寮 義麟,輩 光賞華

浅羽 賜,大 羅敏雄,小 熊密翼

遠藤愚一

昭和20年 よ箏26年6月 甕でに来辮せる外来懸者中,

万俊撮影にて無所見でツ反陽性塾鷺α}羅 のない者撃及び

靭感染輪癒雛(灘 病型X型)の みを麿す巻嚢を選鐵/。,

華紙で来勝を求めて薩接俊影をおこない響年～1聯 俊の

発病状態を調査した.来 醗蕊は 諺～銘%で 既陽性無瓶

驚2鍵1犠,X灘3蔚 名.な お鰐照として結核予防会結核

欝究携保生懸の従業欝申よ桝羅搬に選出した無所 兇 騨

壌1,X型2掌 名について調査L吾

(1)既 陽性無所晃2麟 名串よ箏発病 緯名(6.学%),

発病率を 鱒登入1勲 年に俊郎す導と(以ド発病率は構様)

導譲糞X灘 よ参は3齢 名中1馨 嶺 礁2駕)夢 発病灘 鼠7

で構嚢闘に窟意差はない.結 研鎌生麟では既賜性無辮見

嚢よ 箏11犠(1医?%),発 病率2。 §,X型 よ棋認 名

(11。1%)発 病率1。 藩,購 饗間に膚意差なし謄

く2)な 餐夢X型 の紘麗撃大きき量数筆によ導発病獲

疲比俊の発病輔の病璽輩位鷺についてのべた尊

医 籔i騰盤灘病⑳鑛症鳶雛黛機転

(棄 京 聾政 局 保 健 課)摩駒 野丈 夫

(麟 鍵康管理塞)中 村正 夫

鈴 木電 郎

(串央灘俊喝 健康管理室)植 灘洋 一・

(浅 藁 逓 僑 診 療 瓶)幾 本宗 総

購年にひきつづぎ既賜性発病翫賜転発病の鋤嚢を観表

もた硲対表集日/に都内主要郵俊騰 澱 驚11334入 にふ嘆驚
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し・観表期懸は灘和24午4月 から21午 宋窯での7午

蟻に麺 ばし吾 禽病総数 欝鍛 人(慧.暴%)を え,そ の

甥 蹴 入(麟 緒 の 縣駕)は 隷郡4午4月 懸 認粥

臨 観察期 覇 勢 麿病都43入 を俊醤扮 類 し 概陽雛発

前2磁 欝 醗転発病1鵜 瓢 不鱗1鶯 例をえた。既賜夢

鵬郎 発病の比は 戯 舗 鴬 潮1醗 午糊 察の結黙の

概 強 畿 し 既陽難発病の郎伽 滋聯 蹴 島 陽転発病

は午々織少むていゐが鹸近の減少は麟にi讐明に愚われ,

健康管理上概陽性発病の占め態叢饗雛が増大 むた愚陽転

発病率は昭和26講 午の謁査で2%,麟 説厩賜性艶病

融 麟 金順 に織 鱒 駕 である 既鎌 灘 病の鷺 膿

韓 蠣 藁離蜘 核 撫 ら,騰 転織 畿すでに肺鑓 購 下に

転獄 潜 状 した・/・病蘂灘 鞍 経て鵜 猷ズ 偽 もの雛

定薄れる 外鍵 購 感欝 確 の禰 愚魅 灘 騰 がその頻

表は低かろ誉o

鼠 前規病万雛発潔の羅難俊燈

(東鉄保健管珊 勤 千葉獣之,禽 賀 光,

木内違弥,細 鑛 裕,実 灘 浩

集鑓検診の結果き新たに病嬉を発箆した者につい℃摯

結核蕪の$鍼,欝 鵬灘 に対す為醗性検査をお蓋なつた鞭

方法は3%灘 灘縦 4培 地を罵い薫俊法によ示つた.

対象は鎌命携で,結 核磯陽継1は74趨 であつた。2灘

鋼中懇群鯨 激既陽性懸賜転時期不騨,2轡 礫漁最遜揚 転も

たものであつたo

この俊査の結果欝照培地凝縄難度に繭の発轡をみ 蕊め

たところを規準ともてみれば$緩1轡/鵜 で1鱗,1鋤 蜘

で1綴 の醗幾例をみとめた難結核麟賜性嚢74纒 の 窯.7

%で あつ吾

(詳継は葉核 保健管懸麟報第3集 に掲載予定)

織 撲穫肺穣鑑 嚢第擬に馨購 報た肺肺磯癒鐙

4綴 に欝いて

欄 立兵縫1療養所)欝 村 政 驚

(京大織核欝究漸)蕪 鱗 一郎

く結核予防金結研)岩 麟電 郎

11年 前舞 載 圷 の 磯 村で,鵬チ7熟 妙 チンの注欝

が就 なわれ鵡 その熱 汰 灘結核 慧によ繊 離結核藏

が集鐵麟に発生 した。われわれ導旗現在まで検診を継けて

薯鱒 ・講所変化を盤縄 た1蔭2犠についてシ線検査を午2

繕ずつ現寮震で23購 にわたつて溝捻なう為ともに,防

外結核の窟無欄 べ吾 聯 響灘 鉱を生1た 後の発病状況

は・初発の発病綴は24瓢 肺難 もた毒のは/7纏 であ

る 暮無 嫁 での難病についてはす嚇 慧臓 に報餓 た

ので,そ れ以後の暮午 蕪月灘,難午4月 羅,蕪午 馨月叢に

発病した聯 議4灘 獅 い臨 その大饗を鞭 劉 たい.

ll・ 凝灰億搬邸 瓢次万⑳雛畿捻鐙騨瀧叢識㌘い噴

ぐ結核予防会神表ヌll漿交郎)織 本 一 郎

i闘幻 反陽転嚢からの発病覆巌が高いこ鉱はすでに知

られた事実であ灘が,隔 転縫長午無所見で経遍L驚 毒の

か らの,い わゆ導概賜盤発病も実際上少くないよ峯に愚

われ る 最遭 就 叢 の普及によつて 罫帽 反陽転を確認

す雛 と撫 訟 はだ鑓離な場禽が多鮎・。学生の無 験 診

にお いて発見せ られ為結嫉性陰影は大部分が饗双化俊で

あ 甑 瓢の予後を観寮す薦と轟もに,轡 わせて鷲灰化俊を

指標とLて いわゆ導既賜性発病に対す贔鹸討を試みた欝

観表欝蜘 瀦 灘27午 瞬 よ購3年 闘憂ご 頻 核 鱗

撮影をおこなって石灰化轍を認めた14磁 例で,ご 次藥

の膚無によ瓶 け 瞭2群 に分けて講群の藻懇 岬レ」線

麟に検討し島 次ぎ綴 駅 化鎌のみを認めた酬 郊2鋼

幸1～ 韓午闘織寮して二次墨の出翼 し驚もの14鶴(4.2

駕)を え吾 凌の出現午肺及び観察期闘に璽勲によ鋒蓬

異が認轟難れた諜

12・X鞍 写真辮発鵜轟釜講灰化獲雛万鐙肺欝麟

襯鍵

(結核予防会擁建)飛 獲灘 簿,八 繕 猛

(織 結 研)今 村贔耕,寳 武洋海

久野騰…

われわれは結核予防会第一健康根談所及び結核研究所

附属療養辮の外来に難康診簸のため来断 し,藏 俊撮影を

お訟なつたもののうち鉾X線 写翼所晃で鷲灰化漂発巣の

餓には肺門琳巴糠石灰瀧鰻或いは肋膜癒驚繰を麿す纂の

みで・肺に二次結嫉病巣を認めないもの鱒難泰劔を任意に

懸び瑠 藷Lて 署照 源 発桑の愈蹴 数,滋 大いさ等

について糠 酌 観察を就 なつ吾 その結慰 欝興 源

発熱 叢 核 翻爲 墨翻 にやや多く,数 は1㈱ 例嚇 ち"

/綴 のみのもの灘2劔2織 以上のもの1㈱ 例で寮毒つ 煮

も鋤 湾 醜 の1灘 鰻であつ島 彩1潮 彫或いは構円形

が大多数繋不整形のものは&導%に 遜ぎず,大 い零は肺

尖肺上野に比して肺下野に薩径の大きなものが多い婚蝋

れによつて瞭下部の方が肺上部よ警も躍発巣が治癒しや

すい臨のと推定漆れ愚難

毒2・肺肺鞍症鵜表雌 蒼気讐窯縦隔懇繋ンパ節⑳

気讐表蘂に及縷す影響に繋い鷲

(濁立神菊1瞭)麟 鑓鱗 友

私は麟立神楽懲綴養所において,13導 例の紡核麗鋼検

核 鹸 講し 気管支纏購 融 ンパ線の気管支系への影響

について病理総織学醜に検索Lた 瀞その影響を,灘 遜墨

灘愚 表孔 搬漢に分類 し,併 わせて猟立樵気管気管支

潰癌の成灘に関す撫私見を述べる心

撫 灘1・ 罷濠 蒙気管分絞職高蔑難膿例 劔 灘,気 讐

寅肺腺鶏癒纒脹携 櫛 翻に。つ激,そ れぞれ



 It;

崖遍姓狭窄の麿無 程変等を検討した無

臨 滲透 ぐ欝餓 磁蹴 漁);欝 蓉例中 欝 鯵に認

められ・病理総織学酌所発 を説述Lた 欝

載 鍵轟 蕊蕊 例中?例 に灘め られ,病 理総織

学麟に検紫u葦 私見を述べた瀞

鑑 綴痕:辮 孔む溶癒遍程にあ愚癒例 慧鱗臨諜

れにふ くめ,病 理総織学鵡に検索 し,憲 た

搬痕性狭窄?鋼 にっいて詑述Lた 。

撫3猟 立性気管気管支濃蕩の成欝拶 ンパ腺からの

滲透挫変化が凍灘とな導鳩禽があ愚之考えられ

る離

董寒 繊 盤淋欝膿鐙難簿鞍穿乳⑳病理解離鱗麟

蘇驚

(北羅研附属病院)足 立 灘

瞬象:結 穣予紡会撮生懸剖検鱒 翻 ぐ成入,紬 核麗 欝

鶴〉⑪研究方法;穿 孔の疑いのある部飽(気管綾蟻の綴粉

漉蕊 淋磁腺 嘉強癒欝部の小潰瘍)は 毒ちるん,激 繊腺

藥之気管枝強癒着部も違畿切矯で線織学に検索Lた.戒

綾 婁肉眼納に穿孔磯認欝能は銭例 磯.?%).組 織学約に

鐸乳震たは織灘膜確謙 認 例で,辮 琵 縄搬撰例は諏 護

携(艶3%)で あ嶺 全例の窪孔数 欝(!は 齢内小気

管敏へ)雌 醸 鳳 拠 繊 織 業磁1,で 菰 の 健 疏 管

綾鏡欝視部藏にあ愚ものは 撚 礁.曝%)で あ薦鯵鐸孔,

購搬痕の憲無は年齢 挫懲 死誤甥 疇には鱗らかな麗孫な

く,羅 繊線数の蒋に多い例に多い傾向があ導.糠 結穣症

繊立と鐸孔と誇関係は結繊病変搬雑鋼が多いため,成 立

経蹄の欝綴は追求不能であるが,上 詑粥 瓢率か らみて,

鐸孔が飾結核症成立の主経路であるとい うS蕊 騨鍵捻鐙

説はわが灘の結核癒ではあてはまらないと愚われる謙

欝・ 鍵死慧 ア解贅婆に戴鶏滋塞人健簾鐙瀬餐⑳肺

におけ導継穣獲購変の病理解魏攣麟叢びに

総織挙麟欝驚(簾xv醸)

撫雛病巣の遷獲増慧についで

(慶大病理学)影 撫壷 黙
寧安 見 敏 葎

,轡 罵欝奮雄,浜 野健 隠

(東京都監察賑務院)中 島義 蔵

われわれは成入綿結核症成立機転を解明す導ために,

照和 慧3年 曝月以臨 購 黛攣年 捻 月震で,東 京都監察

籔務院において剖検 した,中 毒,災 蜜死等む急性死纏に

ついて・糠内病巣及び気管支縦瀬溝 夢ンパ腺病巣を,系

統酌に詳綴に検璽しその結渠について本学会総会戴びに

欝本病理学会総会において数次にわた触報告もた.本 研

究に齢いては 難纒γ擁について統欝麟観察のほかに殊に

初発藤結核癬樋について初発病巣成立の僚転を,各 方織

から検討した。今織は初発病巣の叢展,増 悪の機転を申

心に検討し 次ぎのこ鉱懸結果をえた鋤

 1)初 発病鎚の成立,逓 腿,増 悪に雛,病 難の大ぎぎ

のほかに・病嫌形成初期に鰯ナ篠灘灘気管支の病変載び

に態麓が露饗な役麟を演ず斎鶯

 わ 初発病墨鐙増悪は,部 発麟な競 〉が多く,鎗 気

管支灘濡部の方爽に遜麗,増 大す為もの,わ)病 舞糊 麟

に選鵬 増悪するものの 慧様の機転が認め1～》れた轍

鑑 肺⑳夢ンバ薬⑳構燈か窃みた肺繊 ⑳雛鎗

及び墾ンパ餐懸i灘凝

ぐ京大結研)岡 繊慶 夫・鱗原 蕉典

(京都彫生購:}岩 瀬敬治

㈱擬紫讐楽1鋤 紬 灘善麟

(大津憲幾病醐 磯矢警暴

人及び実験動物の健常騨について夢ンパ系偽講造を購

らかにし これ轟駿結核の発生及び撃ンパ脊盤進展之の

闘連畿について考察し九穏

募 入の鯖の 誉ンパ響は蟷れを流れ導 婆ンパ液の薫な

灘方1舞によ箏以下のよ餐に分類書れ導.

饗審騰1瓢1∴1

{1黙∵蝉 鍬ゴ箕
韓 家兎によ為実験成綾では,気 遡嚇に注入零れた墨

汁の粒挙や結籔菌隷 鐙～鷲 分後に糠轡拶 ンパ節内に証

明され㍍ 初感鞭 欝ンパ節巣は一般に肺内初感染蟻から

続発す撫といわれてい為が,以 上の威績から爾藩がそれ

ぞれ溺鰻に轍ぽ時を糊鴛導Lて 威立す燕驚能牲 も少なく

ないと考蔑られるむ

3)蒋 発盤肋膜炎は髄門 欝ンパ簸擬の周焦点の波及に

よって搬来漆れ灘のみならず,蹄 跡縷孝凱みられる綴粉洗

薫潔構嫌に・闘鷺系 婆ンパ管によ拳肋腰に運ばれた結核

薦によつて 臨擢来港れる讐能性爵亀あ灘心

姦)誘 遜気管枝にみられ灘高度の舞趨変は,璽 濁内から

する結核藤麟経気道雛感染のみなもず,腕 病巣か ら爽質 、

系 墾ンパ管を経て気管支壁に運ばれた結核菌によつても

搬来 欝れ愚欝能樵がある心

難)小 葉闘や羅域購の編壁は,そ の部の構造,鋳 にそ

の部の墾ンバ管の構造かも購内病巣の 欝ンバ蒼姓遜腿に

対する紡禦壁轟はならぬものと考えられ巻祭
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シンポジアム(2)結 核疲の予後経過

(演 題17～23,４ 月3日,午前A会 場)

妻乳 纏穣擾擦議施設に蕊け墨1蕪療簿騰

個 立嘗城療)松 灘 徳

紹灘 黛3年 暮薄以来昌ll下更ぎ勲舞難に取容Lた 驚㌘嶺の

結嫉麟復嚢瓢ついて入園前後の健康状態,こ 毒に胸部 レ

線象 欝薄状懲 肺能力を検討し,鷹 講嚢 烹齢 名勇就業

状況を調査Lた 。収容嚢の うち紬外結核を薫病 とす悉も

のを除き・大饗が外科療法を受けて鴬鯵,な かんつく騰

欝戒形がもっとも多く,糠 鮨力は 一難～鱒駕 の愚のが

楽数を海めてい謹鮎 蕊たいわゆる徽難擁藩者が多数あつ

たが蓉これらには欝蕪の鏡を璽筏す纂凱訟が大切で,か

つて1襯 な病巣或いは空澗を藩ぎ1副ていたも蹴)は特に慎露

な管理が必要である。退灘嚢の 箏ち現在就業 している毒

のは約 簿%で 繋失漿中のものが 黛の駕 近くある燈これ

らの成績嘉管理の実際からえた経験から,審 らに作業内

容にっいても検討し,後 保護のあ 豪}かたに欝及する。

織 シ撫一プの醗廉麟議黙

(秋 鐵摩央病院)

上 杉 憲 瓢 黒 階1-一携

われわれは 勲章携のシ識…ヅを,廉 とLて ひ線形態学

酌に研究 して次ぎの結果をえた.(隙 病灘の病勢は軽症

蕊麟1,中等症 農7麟,灘 症 難鋼である)

募 鱗上野の病巣はシ藷一ヅを趨もや すく く驚 例,

蓼$惑%)軽 症か らのシ溝一ヅ も絹嚢認め られた(舗 例,

3亀懲紛 。

粉 購上野の病熱 暴薄灘及び他灘ヘシ轟一ヅを離Lた

場魚 シ畿一ブは上,中,下 野の顧に,欝 様に串,下 野

の病巣は講二・申野の類に参 く,様 病墨の麓欝は潔認で亀

舞露上野の方翻瓢シ識細ヅをきたLた ものが多い尊

3)シ 甑一ヅの病璽は難灘が多㌦・難

嚇 藤賜性の病巣はシ論一ヅが多く,シ 為一ヅの病型

は 欝A灘 が多い心

勢 原病讐窯に空澗が認められかつ菌賜燃の毒のからの

シ漁一ヅは駁職され難く,鰹 溝なく藤陰難のものからの

シ瓢一ヅは吸駅されやすい。

惑)赤 沈態はシ轟一プ時に健進し,病 勢に比例す難恭

7)臨 床症状のないシ蕊一ヅも絹灘多く く欝鰯,勢.毒

劾 これ らは欝灘が多く,そ の磁鷺,灘,糠 灘のシ識一

ヅはなんらかの臨濠症状を窟Lて いた巷

欝・ 薪らむい病灘と濁購灘の遮較及び慈艦鳶⑳

麗係

(結核予防会結研)瞭 松 尾 公 窯,下 出 久 雄

化学療法の出現による噺 らしい病型の要望獄岩騰のい

わゆる 磁櫨繕顯篇総 撫 纏鍵 華徽始霞警,昨 年小濾等の ・

漸病灘によ撫就労下の購結核の経過の発表となつた癖諜

れは主体とする病変の性質,拡 が 警,鍛 大病雛の大嚢誰

を線禽せたものである。$o年 魔の結核実熊講査萎鼓会織

岡病灘の磐に麟病醗を併わせて寧辱定 もたの鳩 これら⑳

成績に薦ついて藩らしい病灘と岡病型 との闘連挫及び悪

化の頻鷹を申心 とL鴬 講灘の地較検討を試みた. 薄i灘

の閥連挫にっいては 欝欝霞名を,悪 化諏の醐藻について

は漁療を加えなかつた 欝憩 名を対象とL.て分新を慧膿

なつた。

鯨 麟労業に於け釜簾織穣症の経過に鷲》いて

儲 黛報)

(結核予防会結欝)小 漉愚鍛難,
寧小 林 栄 為 村 瀬 縫 雄

,木 野智慧懸

松 羅 公 蕊 今 村 贔 耕,島 羅 患 翼.

下 繊 久 雄,窟 永 仁 翠,櫓 澱 義 親.

(鷺本電電公社)満 水 露 也 難 波 穰

(埼薫漿教育栂保僚諜)斑 織織 良

x線 で窯洞を認めない軽症結核症の経遜を,悪 化の獲 ・

臓を指標にして,蒋 に医療の有無と闘連して観察鮎た漆

対象は某公詮職員及び某県教職鍛である尊諺断時漫潤灘

の饗を鑑療を撫えずに観察すると竃年に換算して3灘1前

後に悪化がみられ灘難凱れに不幸分な縁療を糖丸る為,

悪化の獺度は 二警1に減少し 十分な緩療を撫丸為と3%

となる・悪化して浸潤型となつたものを敏羅す導義,畢 轡

年以内の悪化率は曝難をこす難医僚を撫丸る之,悪 化⑳

瀬度を灘減 しうゐ.硬 化に傾いた浸潤では,敏 澱す為記

叢割に悪化が趨るが,幸 分な医僚を撫え孫こ之によウ悪

化はほとんど趨らなくなる継硬化型の悪化率は,放 鐙 し

ても鶯%で 低い。以上の威綾か ら空澗のない軽症結核症

も 敏澱すればかなウの悪化の危険を内蔵 じぐお 夢,十

分な医僚を撫え薦認義によつて,轍 の頻鷹を非常に少く

しう灘ことがわかる。なお軽症結核症の好転の漢禽につ

いても総療の麿無溺に観寮 し,難 療の勘果を確認もた
.

黛婁・ 肺結嫉療養羅往懸の就勢に群券選命に魏す



欝

釜欝究(簸 警報〉

ぐ大日本印醐健傑組診僚蔭)盤 藤 健 治

今灘私は当祉従業籔屯 鑛和 慧登年以縫昭勲 灘 奪嬢

滞に驚愚購 一一定期閥の僚養を体験し,現 筏就労串の齎

鶯名に関 しべ 二 僚養期間 と遷命べ紛 治僚の種類 嘉運

禽(の 盤劉と運魚(轟)年 齢と遜命,(紛 復職畿の労

働期闘と運命,(§)病 灘と運命について僚察 し,次 ぎの

よ誉な結渠をえたので,第1報 として報欝す燕.な お判

定は昭勲 鐙 年1登 澱をもつて競譲三嘉Lた 難

1・ 療饗期闘と選命,治 僚の種類ゐ選命について隷薯

.鞘 な関孫は認め られず,概 して少 く為毒1年 ～難年の療

饗は必要と思われ,外 科麟治僚をもつ訟も良Lと した雛

鉱 年齢 と運命の闘に墨藩明な関係は認め られず,盤

懸と選命に灘いては鷺牲に比し女樵の選愈を良し蕊tた

3。 復職後X線 学約検査は少くと毒蓉年閥は定期的に

施費 してゆ く必要があ灘.

鷹 綱菌学納検査 纒譲 検査)毒 郷搬に復職繰 黛年闘

轍定期麟に施 誉Lて ゆく必要があ為鎌

翫 赤洗鰹その魏一勲 断見について慰復職後3年 闘は

馨擬1にもてはならない縫

載 韓灘月以上⑳療饗を経過した1灘 蕪,鱒 型は復職

後の遜命がもつと毒良好である輪

乳 違灘Aは 復職せ しめるには,な お不適蟻な臨のが

ある。

鼠 巖灘猟 マ泓 鑓難は復職後臨な蕊幸分なる濫意

を要する亀のと愚われるむ

臨 騰鰭鞍駕蟻療漆の効果欝続瞳叢㌘いて

(第$報)r欝 鍵慕就 紳叢鮭 の慧灘鐙検射

(羅僚大販厚駕磯〉 瀬 良 好 澄,高 木 善 胤

(撮立大阪僚欝讐)岩 瞬 繍 治,覚 野露太離

く鑛立福泉僚饗所)奥 村 寛 三,簿 沢 夏盤

ぐ醗立愛媛僚養鱗)赤 松 松 鶴,縫 蓬本 欝 孝

(麟立奈良療養瓶)岩 鱗 真 朔,慧 富 茂 人

(購 僚 松 籟 荘)菓 林 患 夫

く日 紡 膏 葉 荘)神 溝 憲 …

(粥 噂卦獄ア病購)吉 灘 鎌 路

(阪 大 ・三内科)堂 野前維摩郷,河 盛舞造

伊 藤 文 雄,井 上宏

艦学療法を施筍 も昭舞 澱 年11メ 隷 でに 丁鍵欝磁

麺 蹴(T》)に 劉違 した愚麟占,丁 艶に饗縫 ㌃ない(翼費 〉

中になん疹かの理蕪馨で講駕溝鱒窯でに事故退院した患蕊

の現状を比較した。今織は問禽せに綜 球受診 した爾群そ

れぞれ 黛嚢鰹につぎ検討Lた 。対象患藩の経過籔寮年数

は 慧～8年 であ鵜 その闘悪化したものは 丁欝 群 瓢 暮

%,鰹 丁欝群 繊 嚢%で,罵 丁欝群申ω 飛 以.熱の長期療

法を受けた臨のからの悪化は雛。黛%,短 期療法からの悪

化は 薦3%で あつた。震た 評控 難達群響はそ齢後の焦

学僚法継続潔訟非継続者の悪化率はそれぞれ11.爆,欝.慧

%で,前 嚢がわずかに優つてい遭1にすぎないが,鑓丁欝群

では愚院緩毒鱗縫嚢化学僚法を継緯した毒のからの悪化

獄 驚鷺隠%,退 院後化学僚法を麟こなつてない憲のか ら

の悪化は 纐%で あつた。

以ま謹》威績か も丁欝灘達症例から穆轟悪化は少く,驚

た畏期に化学僚法をお蝋なつた毒のからの霧悪慮率臨癒

離である.し たがつて脇結核に対す為化学僚法は驚及麟

長期にわたつて黙凱なうべぎ毒のと考える鞭

欝.退 漸患饗の簸遼S隼 闘におけ馨遜漸鰻の動態

(麟僚梅森光瓢翻)月 騰 灘 雄

串 野 弘 雄,横 露葦純 夫

昭瀦 鍛 年か ら購和 難 年にわたる購壽篇本灘を逮競 し

た愚嚢の うち,生 録愚嚢を除いた健康保験愚嚢1鱒 名を

対象 として,退 辮鎌の鋤態をアンケー都方式及び来魏を

求めて 灘 名の来勧轟をえ,菰 れが税在の状況を講査 し

え額ので報轡した。選断幾の鷲亡,再 難及び就職状態,

退瓶時の轡況すなわち退断欝磁,遜 鱗時病璽,欝菌状態,

還醗時の軽狭獲,遜 湧聴検漢成鱗 翼葎病難,退 辮後後

職蜜での期鶴,退 断縫健康管理の窟無及び受けた鳩所,

爆漸後騨〉化学療法の霧無,種 類,搬,齋 た就職Lて い為

ものについては企黍購によ為僚康管理の状況等について

調査/㎡た。結論蕊Lて 退所1時病i難轟じぐは 遵,s,馨 饗に

な愚こゐが無ましく,軽 挾度は 牽1.蕪程度を要 し,Lか

も培養陰性にて灘辮す難諾鍮が総まもい。また退所後復

職震でになんらかの準騰期闘が鐙謹しい,と い う結渠を

えたので報告Lた 。

シンポジアム(3)INHの 効果

(演題24～33,4月3日,午後A会場)

鱗 叢藩憐醗療籔においで欝A厳 釜裳灘連

懸義ず愚灘の優播盤について

(第1織)臨 蕪効桑畿纒 発盤

東 京医歯大 ・ニ内科)大 淵重 敬



欝
藤 森 岳 夫,野 田喜代一,島田良 典

,
石川明朗,藤井 久 雄,和田 野三郎,

今 川 珍 彦,高 橋 哲 夫,大 貫 稔,

野 寺 修,静 谷 晴夫 ,
野崎昭雄灘就 な繍 てい儲 舗難 東認 麟 亀

鯉 綿 繍 慮魯 て繍 撚 激灘 頗蠣 騰:淵 破 遡 滋 鞍 秀測 ,蹴 難の騰 磯 欝 纐
鞭 繰 瞭 ・灘 で鞘 鯉 湾 ・∴轍 再癬 曾 る腰

があ巻と考えたので・霊蕊して欝鍵溝雛購結嫉を対象為

し 傭 拐 ち懸 賑 達日かつ大難(麹k慧1軸 幻

投続L臨 緋 につ濁 熟肋 経懸淵 察した線 ,
雄鍬 歎 鍵 麟 東磯 濁 〉堵 蓼置 榊 蛉 燐

違日嘆 勲 醐 腔 灘 〉諸 嚇 の翻 淵x礁

濁)〉結核懸群の顯に奏勧す孫諜とを認めた.凱 れはX
融 上曝 鞠 凝 なく識 傭 繍 鎌饗獣 に麟 篤

灘 の磯(鰍 法)勲 鰻 搬 叛 られ藩 か纏

耀ゆ断騨僚変化よ警み為払 違日大搬法では繊とん凝が

撫 灘 伽 鮮 蘇 すよ誉に燃われたド 紡 餓 績

から灘 繍 献 翫 す紘 らば_二瑠 に載 畷 購 法
よ雛も違難法の方が優秀で・現在の撚薮轡溺法の騰黛は

搬 に低す編 らしい拷 筋 浄暁.

鱒・ 籍ぎ轟叢 数び 熱ぎA難講導鯵の蟻独穴灘療

溝に灘す蕊鍵験麟識びに購確麟概驚

(メも大 礁ミ=芸内零浄) 沢購藤一臨 鈴 木 九 菰,

井 上 凝 瓢 雄 檎 昭

動物実験からみ導払 纈縫繊縮～撫 ガ襟心完金醗性強

毒臨 劇 欝葺 の漉療に署しく抵抗す導が慨 報)《職 晦
灘

完全醗雛麟を欝い愚払 翼櫛捻轍 無 齢聡擁 ,叢y癬 ㈱。。
$灘 紛 難 無欝 或いは 撫 鷺1凱 勲A$簸 擦 激勲賀繍ま難

難癖 醜 を併醗してもその効果は鰐 らかでない
鳶

臨床的に・登磁 蕊たは・その誘轟体め単魏大議療法を

おこな養払 少くとも靴灘際以上にわたつて治療に反悠

する・ ことに浸潤灘では勘果が著/。い輪混禽型の蒋に縄

往に長期閥の化学療法を受けた例では,紬 果が著Lく な

く醗挫麟が出現す薦が・悪化1諏灘とんおみられない
鼎

このこ嘉は・欝蕪轟度醗麟ミ薦が入閥に鍛むて毒藤力が

抵下 してお瓶 欝簸 中等度以上建〉完傘醗漁が稀響 東既

報薩 灘 灘 諏 鰺 贈 効が麟 琵 鳳 疑 都 べ

壷であろ～.

欝・ 髄織鞍に講す釜鍵期艦攣療法の欝灘

東第 鯵譲)幾 期窺攣療漆の臨廉醜検欝

〈大販鋳轟!麟 赤)上 趨 蟹 靴,小 灘俊 藻,

霧 ヌ彗離 塁お 秋 禽 喜 昭

美京 都 厚 盤 麟)lll下 敵 ぬ・,井 烹 熟 蔑
,

厭 購 誠

東京大麟欝 ・外療♪ 長 沢 藏 章,腐 樵 淵
昭和 瀦 奪霊月以臨 入院状態で長期化学療法を蕊凱

勧 講 徽 瀦 謝 猟 翻 識 轍晶 纒 鑓 働

甑'て 嚇 鹸 撮影法及び断騰 影法を中心凝 醗

過磯 麹 戯 ない議 鰍 瞠 灘 鋤 果につ硬 懸

艦 癬 蝋 ・藤 礫 聡s簸 瀞 酪 灘 覇 聯

で・継続投与期聞は簸短爆療凡 最長遵搬年乗満 韓 灘

駄 渤 も鰍 融 餐講 溺 禰 癬勒 もの猷 鍬

を睾鷺めてい灘)であ篠盤

な黙・化学療法後の遺残舗病羅のレ線瞬晃の欝読に薮

つては・劉の症鰹におげ導切除瀦や,爽験酌に病巣を滲
灘 しめ鋤 繍 についての畷 醐 之病理淵 学蜥

恥 靴 較威績鯵 離 した.

1)淵 の場禽甑33嫡 蝋 轟1淵鰯%)が

索状蜘 羅 輔 鑓 大以獅 塊状とな警,棚 の嫡
紅よつては溝失して臨 醸 らの症搬 みら編 噸

雄は綴 化激 い畷 灘 糊 撫鶏繊 褐 ものである
.蜘 瞠 灘

塒 隷 繍 確 難臓 馳 燃 臓 糠
らしくて申等大までのものが多く,肋膜癒驚もないが,
或いはあつても軽度な臨のが多い心

以上の形態に逮する期澗ともては蕪沁鰐以上1勲 年以

齢 亀のが過半数で・肋 鰍 内囑 の猷 雛 鰭 め

て蕊胸 撫A蕪をふくむ併欝療法例に多くみられ愚醸海

があ輪

就 織 麹 嚇禽には 鑓 欝柳 纒 東鰯 勉 は峯

変で・磯 東舗 駕)螺 状と嫡 濤域いは淵搬 てお

夢識 雄灘 横 物 撚 斌 瞭 鞠 場飢 撫綱 様

聾あ鵜

鱗 病巣の濤癒過灘における韓酪の軟化融解傾向は_
見蹴 晦 ふくむ舗 療法微 多い嫁 ・み鱒 が茂

購猟 鍛 棚 において轍 包轍1靱 がみられ灘 綴

が特異綱 編 つ緯 確訟 認められない
.

難 織 ⑳磯 に附 養融 一§～欝灘肋 旗

攣療雲叢終了後 華難の叢礪総譲欝。_

(東大黛研病院)壌北 本 治

謝 珪鯵糺 壌塚蕉 一一,森 毅,

簸練徳光 鷺井葵澄,榮1葺 一・雄,

高猿義 小野みど讐,知 久祝康,

早澱遵夫

嫡 なる繰 に嫡 轍 菰搬 法をどれ齢 期潤藩

する記どれ赦の期闘安定しているかを調査す導難酌で
藩

導脅樽以 翫化学療法を施弩 してその後化学療法を打賑鱒

警蒸年以上治療をLな いで経遡観察Lた 叢鱒鰹の愚嚢に ・:ミ

つ灘治僚醜・治療終了繊後・ 蓋年衡 東・…部 欝欝嚢)⑳

x線 繰を鱗な鰹 羅撫 聴 沈較検討 した
.三

き



驚心

1.浩 療期闇彦華にみると 捻 ない む 欝 爵湾以上濤療

した場禽は彦化鯛の蓑萌な減少がみ られた岱

嚢.窯 蕊伊灘を 鶯 ないし捻 灘薄以上施行 した 鱒例

には悪化をみなかつた雌

鐵.病 滋懸にみると,郎 簗轍叢櫛 性陰影は歎学%に ・

漫灘牲陰影では欝.護%に,空 濁では31灘%に 悪化を認

めた.結 該騰では/年 後の悪化は雄く小結核藤に 驚年優

蔭.4%全 体ともて4還%の 悪化を認めた。

嚢.浩 療前の進展度か らみ難 と軽症 麟 例串 鐙 例

東響.学%)に 対し中等症では1磁 例串 鷲 例 東1心惑%)

に悪 化を認めたむ

その飽,年 令甥,安 静度鱗について 臨検討 した。

熱.結 鞍騰様藤影に麟す蒼化挙彦法の効莱に魏

蘭 薦検射

(棄大伝研病醗)北 本 治
寧森 毅,黒 井 美 澄

結核懸様陰影に対 し 灘鷺 をふくむ化学療法堂施脊 も

た雄禽熱,欝 叢 をふ く憲ぬ場齋の陰影の変化を追跡 も

た欝憲たX線 上溝失憲たは著囎に縮少を瀧Lた 結核強に

ついて,そ の盤状及び無鰐なる化学療法が施篶されたか

を検討Lた.さ らにぜヒ学療法終了縫の結核腫様陰影の遠

隔繊績について観察 し,再 発轡を検討L鵡

難.欝 誰肺織穣騰叢びに織穣膿醗獲魍 ⑳内容欝

絵に閣する臨床麟蘇魏

東門鉄病院 ・呼吸器)穰 本 寿 藤

逝奪抗結核剤 欝A鷺 が賄藁叢核腫に対Lて 軟化融解を

趨漆せ,乾 藤物貫を欝除す導作矯のあ灘こ鳶が…般 に灘

め 疹れてぎた.私 は菰の問題を申心に門鉄病院呼吸器科

に灘院憲たは入院 した郎結核患遜中趨径 鱒 撒燃 以上の

結核藤3蔦 例を選び,そ の率 欝爆例に蝿もて修々の抗結

嫉麟を投与 し$灘 想ない し違ぬ年閣修過を観察 し特に軟

化,撚 大,縮 小について,そ の要賎或いはその変化に伴

う之愚われる誘導気管寅,欝 高,紬 核腫中の石猟駕及び

濃淡 大ぎ書等との関鎌を臨贈 勺に観察 銀た.蕊 た軟化

した結核藤灘の窯濁(発 箆懲初よ箏のもふくむ)欝 春例

について抗結核高1の投与によるその後の変化菰とに内容

欝除の状態を誘喜気管支,携 臨 大きさ,等 の変化の要

灘為患われるものとの闘係を臨床醜に観察Lた ので報告

す鞠

舗.叢 叢i及び乾酪継に麟す蒼艦挙療法⑳影饗

東籔立埼玉僚)高 岳 欽 一藤,郎 引 定 昭

1騒 例の入勝郎瀦 核懇齎にs絨 及び 漁融難に 欝AS・

遡A.㌘ 瓢薦熱 等の併構療法をS爵 月羅上お瓢ない経懸

を臨床症状とくに 黒P.東 翠瓢 断贋)に ょ勢観察。窒澱

数 欝1偲 織核睡及び韓醸猿は 総 鰯半数は初麟治楓 ⑩

窒濁の索状化 東綴織様化漫澱様化をふ くむ)は 馨勲飛呂

%,黛 鳶飛 懲%,獄 露懲 藩%瀞 濃縮化はすでに3灘 懸

東欝%)で ほ総最高に違し嚢爵鍔以幾はむしろ減少鎌④

$纏 群では蜜洞は駕較麟畢期に濃縮も後索状化に移篶㌧

欝A蕪 群ではS爵 月頃よゆ索状化傾鵜を翠し,か つ若華

の難溝拡大例あ摯豊③多欝性窒澗 器 綴中 環A董茎例(症

例の11擁 轍 脳A賢 毎難)で1ま 蔭力澱で3$%に 壁霧薄

遷廃i拡夫を認めた砦S簸 群では認められなかつた。④治

療中乾灘棄結核睡の透亮駕及び空潤拡大を3$繍 に認め

た。そのうちその際競らかに悪化 した記愚われた者は貿

%。 洞化後 拠A鷲 群は$鍼 群よ顔罪壁駕鰐が 多かつ

た。⑤索状化塞滞申半数は濃縮の経懸が認められた。⑧

索状化濃縮化購鋼 では遠隔成績及び勢除成継 犠ご観 察 し

た鞭

31,伽 磁難㈱ 麟 釜一驚 とせ巻餐穫綾穣化挙

療法⑳舞鮫検射 東第 鷺載)醤 にx賛A鑓 及び

欝A叢 誘導体藷連 欝投導す轟挙魏及び伊繕

療法に稔いで

東神欝緩大 ・一騰 科)串 院 孝 繋彗,阪 本 彩 児.

生駒純一郎,瀦 本 瀦,神 弘 久。

本 茎濃選鷲 三,育1ま1武 藤,懸 井 寛 灘

鱗 瀬 蕉 彦

東神芦 製郎薫 津療〉 佐 藤 磁 郎,安 鐘雅 典

東災庫県立柏 纈荘)藤 霞 勇,小 林 照 雄

灘A鷺 憲たはその誘導体を連日使罫灘す為下説のこ蕊ぎ

羅種の化学療法について,恥 撒馨鷺疑麟 を鍔及的一徽 曇

しめた治藤欝を編成し,治 効の優劣を比較検討 した。

叢群 婁烈A難 魯.鷺叢 または 欝1・ 心～瓢鞭

岳織擁職罵鷺登携

驚群 こ掘A鷺C、 馨驚牽 鷲A1。 鎗

劔幾終懸 瀧囎鱒

3群 慧難1.難欝毎 日内羅畢S瓢1窟

宛遷 黛購灘17鱗

4群 二黛A釜憩 譲鑑十翫1無 鰍農麟3灘 馨

岳日内灘澱欝携

蟻舞月縫の治療成績では,レ 線の好転率において,欝

群が もつとも勝れ,次 いで 窯群護 群,1群 の瀬であ 旗

繁た総禽転帰の軽狭灘では,難,3,蟻 群はいずれもまつた

く隅等の成績であ警1群 に比し優れた好転率を謙した。

以上の成績か ら,羅 藻 藁または 欝 灘獄使騰群を除蓉

飽の3修 の餅驚療法では,い ずれが優れているとも覇定

し難いが,レ 線断見好転率の上か醸瓢 蟹A難 牽$磁 掛

至鎌照灘1療 法は,欝A難 牽鷲A療 法や,欝 率$鍼療法に

はやや劣る記考え鞍れる導

選



離

鉱 繍織縷に対す轟 難点難,$絨,芸NA叢 蒸及び

難欝Aに よ難繊餐併講療法(雛1澱)

(懸懸大第蕊病院)寧大 野・松 次

中 林 繁 懲,欝 藤昭藁簾,大 択 滋 臣

武 井 典 購,高 野佐太夫,欝 鵡 シ鷲黒

溝 取 進・秦 親 憲,瀧 欝 精 孝

P轟$毎 鷺 欝鼻s鳳 烹鱗量 烹鼠.遡2繕,欝A鷺 窯

難簸 灘翫塘 遡2欝 及び ㌶ 轟鷲導黛2窪 遷 欝講だ)方法

で澱嚢欝講療法を肺麟核懇蕾難 縫藝に蕊礁ない,3熟 擁な

いむ馨勲月闘臨床観察したので,そ 灘溶療成績を報欝す

導⑪訟の 簾 携は化学療法の経験なぎ灘の 憩 例とPA$

$紘 璽NANの 黙嚢併欝沖 翫無癩 を纒Lた 烹鰹であ夢

や等症7例,軽 症 暖例であ導農

治療成繊 灘 伽 糊 轍 が1爵誌 て離 鞘 軌 め・擁 急

したので 欝 鰹について述べ贔と爵微熱轡は平熱化 し,

体露は金鋼増篤 著Lい 毒のは3爵 湾に 麟璽 増撫 した.

食懲 曝歎 喀湊はいずれ も全例好転爵撫沈は覇始後一

過樵に縫遜Lた 鵡のもあつたが金織 鷺常化むた.擁 薦は

灘 生嚢s例 中藝例陰性化し 蔦鋤は壽韓薦Lた 心x糠 所箆

では全携改 猷 たが織 憩 織 曙 しも 蟹蹴 すべて縮

小・乾酪撫 漁轍解を墨Lそ み鍛縮少Lた 韓繍 轡鷺は2劔

に…遜性む関餓癌あ艦1例 に著しい解機能障轡のため

中翫もたが 鷲Aの みによ為臨のとは思われなかつた欝

鐙・ マウ簿紬穣獲に麟す馨餐種翫攣療法i離欝幣

驚激投与⑳油療効羅に閣す馨鍵験繭欝驚

憐2報)

(横浜警友病院)lll醗.三 衰嚢,大和宏,譲』煮嘉檎鄭

結核の外来化学療法が盛んにな り,か つ長期化学療法

に伴う薦の醗性獲得の購題,ま た,患 者の醗薬姓にも鱗

入藻があ嶺ことから,薬 剤投与翻隔を税在よ参懸らに誕i

長でき愚か,そ して,殺 麟療法 菰Lて 登嚇L驚 鑑猛,

脳A難 欝綿療法煮S鳳PA$・ 掘A叢 の綴禽せによる従

来の療法 蕊の効果の比較をも試みるため,s擁 系饗聯叢

を強毒人型菌黒野橡で感染懸せ,抗 結嫉凝の併醗闘撒投

与の比較実験をおこない,鱒 週蜜での成績を第 綴 蹴結

核病学会織 舞で発表し鵡 今購 港らに鐙 遍窯での戚績

並びに醗性検戴に滋いて興昧ある結渠をえたので報撫す

導婚すなわち,2蕪懲まで顕馨な効果を示 した$鮫.艶AS。

蓬NA難 鷺者鞍禰 群及びs滅P識$併 罵群は,舗 避で増

悪 したが瀞瓢版 茎NA貰 併用轟 凝 ぎらに好転 した騰菰の

認とは2嚢 週で醗樵をみなカ・つた$鼠 冨NANに 欝 撃

以上の瀦 慧菌が出現 もたの爵宝,大ぎな瞭纒と慰われ愚が,

礫AモNAH併 撚群の 慰A難 にも 欝 ゲの醗挫があ 鵜

鐙は興昧あ難事実であ轍,

シ ンポ ジアム(4)PZA併 用療法

ぐ1叢題3礁 ～農駕 遵月 慧蘇,誉 二畿A会 騰)

3礁 避y織欝量懸撒蓋轟 鵜醐す蒼欝灘

(響ウス⑳鍵験麟織穣癒に対す蕊 難灘A

欝A欝諜N灘 の蟻独及び併矯鶴藻捻較き

ぐ公衆衛生院,衛 総微生物)

線簸 谷 購 鄭,林 治,嘉欝1織戴 雄

瓶 《海総 ら繍摩ウ凱の実験で 麗 菰と欝 鷺 を併用す

ると騨臓中におげ灘結核藩を絶滅す導捻とがでぎる蕊報

欝し・このよ箏な威績から人体の騰禽に煮、欝麟 心灘蓋鴨

鷺醜撫鑓魏 搬欝 翰欝灘生があ楼鵡とを灘唆しだ.

われわれは冬きに牛型薦感染マ ウスに 憲鷹Aの2 .$
灘慧 及び 暮モ 聡 を腹都皮下に連続 嘆選閥溢謝 したが瀦

療効果はみられず・富た 脳 鷺 毒の替醗鋤 果もみ られな

かつた尊

今灘は 鑛煮儀 難 応の方法に準 ミニて人餐麟感染響ウ蝋

に 蟹Aを °濃%乱 暮鉱P騰sを 烹モ%に 賑型飼料に

混禽むたものを給 箏し 以後の生霧1難数を無処縫対照 群

として鋤較むた結蜘 対照群は撃均 灘議 撮で,欝A$群

は3鼠 烹 黙で全部が凝該蕪ゆ ため雛死 した恭こ=れに対 し

鷲A甑$駕 の群は 菱細 薫蔭%群 は全部が 磯 蘇後の騰殺

時震で生窪し鵡 なお1蔭%群 は 灘 幾以後は薬凝投与

を串蕊 していたもので騰殺時の麟検勝見は難毒に岐～ 導翻

の結食簸 繍嚢がみ られた嚇みであるが,定 慧矯養ではな

灘癩滋数の繭がみ られた心 欝難 との併稽効果について

も報告する。

3瓢 糞験麟織穣症に封す蒼 葺》y職麟鷺灘葦撫 の効果

(京大結研 ・小児部)佐 鐵 一・郎

二講藤 斉・江 見 勇,木 鑓 尚 好

淋雛腺の病変に対する 欝賞綴 澱 麟融(縦A)の 影響

をみ導ために・天盤ねずみの後駿に人型}獅 鷺v線 登,墨
魏壌 を接纒 した瀞蔚接難と購時或いは3遍 後よ纏鷹A業

欝澱P鍵 殺鐵鱒費撫鎚 蹴 叢 は 烹°鵜霞 をそれぞれ逮講

投与・ 繕遷後に投 与を中焦しほ 澱媛に聡殺 して淋薦職
,



認

臨 撫㍉ 騰の結核薗培養及び病変所見を観察 した.そ の

結果講 変の発貌は幾分擁籍終 れて1鎚噂,経 欝投与は,注

麟 よむも病変発魏を締麟 してお箏,麟 勲を比較すれば,

治療灘 溺 照群に比べて少く,経 鐸投与織 注離群を比

べた騰禽にはノ経鐸投与群が少く夢灘萎疑 縄嫌な成績を

翠 も鵡 しか し,癬 難治療群,醤 嚢欝懲群と比較L九 場

禽 ㌶A単 独群は病変発環翼獺,麟 簸の点,慮 もに撮か

に劣つていた尊零らに灘H蟻 獄群と爾春欝駕群では,儀

かに併継群が優つていた瀞

鎗 叢蕪麟癒 畿叢鋤A麟 叢y護r鑛鰻 及びP賢 撫

麟鷲 嶽晦 投蓼と駕体内轟繋挙ン酸代識

に就いて

ぐ昭和鑑大 一一嘆鱗 薯)野 繋英 葦諭

灘磁 が晶謙チン酸に蝉 熱諮抗す るこ とについては

撫 轍織,叢く鋤茎雛 及び撃出等によ塾 熱 轍 瀞 に嚢いて

戴鱗懲れたが,こ れ と構造が送似の 醗A毒 また拮抗す

愚や難やを検討す為欝離のもとに検紫をすすめた。その

結渠騨結核懇藪 欝 例瀞結核愚者2携 に麟いては欝A鷺

投与によ 彊麟謡 灘チン酸の薯 明滅少,撫 中 翼贈N牽

丁欝N総 灘の軽度減少,尿 串N× 嘆の増撫を証明L,

麗A投 与によつては著明なる嬢抗蜘 舞はみられ なかつ

た。な蕪長期使驚蕊に灘いて軽症壷で化学療法勘果に反

慈をみ灘場含 茎NA難 投与によウ漁串論潔チン酸勲の著

競な減少簸向をみないが,璽 症患轡においてはその滅少

がみられ,鷺Aで は全例に生体内論繋チ ン酸代謝への影

鍮 激み られなかつた。これら跨寮実は結核化学療法実施

上難意を要す 為ものと考え為。

$凱 総穣のピ予ジナ響イ ド・イソ鵡灘墜ン酸穏

ド夢ジ ド併醗療法に鱒す轟欝窺 く第 欝 澱)縛

に畏期擬察誠縫及びビ轡ジナ響イ ド投蓼によ懇

漁申羅酸億よ舞 とそ⑳臨鎌麟慧麟につも・て

く藁窟医歯大 ・臨猟墨理)島 憲多喜雄
慰前 漢 秀 瓢 餐島警太麟

,鶴 波 義 夫

羅A躍N叢 併綿療法を過嚢3盤輯 励 簡に聯結核愚者騰

例に実施 し,そ の効果及び麟作罵について検討した威績

を報告する。(ほ)対 象の過半数は中等寵驚たは難症綴

であ 胸 すでにs継,欝AS,撫H欝 罵療法の舞効をみ

ないものであゐに拘もず,淺 潤性病変に対す る効果が迅

速であ甑 叢症急樵赫核への挙期使爆が雛奨 される鶯

ぐ鉛 本療法沿擬 灘性発現につき諸種肝機縫検糞を撫え

分析した結果,体 質轟常激懸われ導特照 懸瓢隈 られ,樵

めて少数であ惹嫌 億)本 療法爽欝醤瓢み られ惹翻作騰

之Lて 最 亀纈縫の多い懲のは関簾痛であ拳,軽 微な毒繊

をふくめて約 欝%の 症例に投与纒始後 烹～蓉撫月に撫

畷 難てい灘.こ れ為関藻 して撫申嶽酸濃渡は本療法禰始

震

後黛～3趨 に次第に増簸L,翻 始綴灘磯 鋤 鍔の症例で

は対撫 畿 麟 らかな灘勲 懸す毒い 磁 難すべぎ所兇

をえ縞 かかる騎異現象を追求した成果を述べ愚.

論 やZAモN薮1黛 懲 難援移法⑳臨確競綾粒び

に煮灘除糠病磯藩箆に鯛す器検財

ぐ麟立東京療〉寒沼灘 釜,横 灘英夫,縫 鰹 昭

われわれは昭和 灘 年 蕪月以来専 ら 難A(嵐.穆 ～茎.薮

釦 謹NN樽 漁～甑欝 齢 鷲 撫 灘投与法を蕊叢なつてい

撫が,環 在窯でに治療 嘆勲月以ま=に達 した毒のは薦例で

あ嶺 轍れ らはすべて過叢におけ灘駕学療法の失数編で

あり騰 のうも璽症は 騒 例,擢 蚕運麟強2慧鋼であつて,

治療条件不鍵な悉にも拘 らず,全 体訟して麟険性化,レ

線改簿 転婦の軽快がそれぞれ 瓢 鯉(総.蕪%),22欝

{囎モ%〉,欝 網 《磁%)で 湊弾,翼NN醗 難鐙携につい

てみてもそれぞれ暮例 く3書モ%),呂 粥(謡.護駕),縦 慰

(1嚥惑駕、で,特 に糠欝1豊輝壁空潤の顯讐なる縮少溝失

が注灘懸れ翫 本漁療後麟切除を慧蝋なつた 轄麹の病理

断見は,… 般に病蟻の搬撫性饗総が著明であ導.㌶A嫁

試験管内抗繭力が微弱であ 移,体 内での抗麟力も壽して

強力為は考えられないが,上 述のこ菰く 灘鍼 縦性のも

のにも充分膚効なものが少くない.撒 れ ら臨床所兇凝護

除締病理鱗見等を併わせ検討する菰,PZA躍N縫 の爽勢

機序には病搬に対す愚特蘇作醗が考慮灘養べぎもの義考

えられ福

鍛 ピ予ジナ響イド・イソ諜慧勢ン酸とド讐ジ

ッド併爾療濠に濁す懲欝甕(第2報)

<東大 ・美甘内科)美 賛義夫

轡鰭 識,欝 瀬達也,惣 擬 蕉光,

旗野欝…,本 繊一鷺,永 見 霧,

ナ撫石 透,横 撫栄二

(関東 率央 癖院)蓉 三麟二臨

(輝 撫年金 病院)渡 避良麟

離報に引続き,瀞 らに籍たに蕪 例を趨え,㌶A嵯NAH

轡欝導療法によゐその鎌ゐ喀湊嚢1霧該菌の溝長を趨究L,

饗ウ畿の実験麟結核症に対す灘本療法の殺繭鶴嬢を検講

し,以 下のごとき綜果をえた離

鷲A喋NA難 併絹療法は喀湊中結核麟の陰性化に膚効

であるが,重 症蜜濁燃懸 結核症及び 灘AN既 使懸例こ

蕊に 灘A簸 醗挫纒には効渠が少かつた.本 療法を中焦

し億硲化学療法に変更むた縫,蕪 が再賜性癒す愚櫛は重

症犠澗牲驚結核戴及び硬化性窯澗を主体とす糞鎌繍!該 症

に多く,㌶A・ 欝A難 欝懲療法中止後磯化学療法として

は本療滅麟に鑓驚 しなかつた薬餓をふくむ灘療法諜蕊に

謙潔併灘療法がもつ之も有鋤であつた瀞

霞た畷ウ践の実験麟紬核蕪に版 し,艶ZA撫 壕,灘A蕪



雛
蕊鰯 ・ ㌶蘇 撫継 叢N離黛獅 ぎを毎 難皮下濾搬 して油療

を鴬菰なつた漉 農週懸の治療では難奪嚢及び欝内結嫉蕩の

藩集は認められなかつた.な 鴬そ灘縫の戚績は簸つて発

嚢す灘.

鯨 継糠⑳舞攣療法鵜麗蘭藩欝糞 乱第慕報♪

長期併離療溝の鶴票

簾 大 モ綴 鑓鞠 欝 駁 定 孝,激書 難 鑑 墨,

鈴 木 秀 鄭,戴 中 宏,鈴 木 擬 昭

癌携は謙結核愚嚢禽計 欝毒例で,難A及 び 欝叢群が

華雛 欝 総 薬薄膝 入率$醜 欝A$,蓋N難 登繕群 が欝 例,

鰐照約 齢 例であ㍍ 織察の期職 総 ヘモ 癖懲で,薬 遡

の投与方法は・ 連騰で 麗Aで 蕪婆1蓋.讐～2.鞭,貰N難

は轍3轄 宛経ぎ電投与轟し 注入薬難は 響駕ネ愛イ践灘チ

ン 〈欝簸s)を 主為して鍵購L,濾 入は薫遡闘 叢繕,凝 鱗
一糊 注入羅は 黛総 菰し鴫 メ撃予樽チ ー壁ルを使欝謬L

漁療 期欝1は約戴露メ難であ為心

その結漿は 鷲 《争 算醗醤 鞍 軽壽li彗聡 に煽 。,長 期

轡 撫湾)観 察讃継幾 全例不変で慶》り,中 鞘 薫磐 擁

に鴬いては軽線 黛 縁 不変 灘 糊,悪 化 烹携であ篠鼎

く二れに版 瓢て叢藏鶴は 聡 粥中?纒 に軽狭を認め,姦 灘

携投与時に比 してよい結果を添す菰為もあ添.注 入率蕊

嶽併欝群纏$瓢 撚 亀 細蕪 併灘療法に比Lて 醸 ぼ縄鑓

勘果であ纂魁 欝に麟の険性化は全鰐にみ葱め,す ぐれ

た治療法ゐ思われる難

嚇 欝灘姦磁N鷺 搬離潰騨 灘⑳蠣除騰藩驚に

つい鷲

(織立大蔵病院)雛徳澱簿武,久 保宗入,

蒲 欝次,撫 締 昭,串 島瓢之,

懸 和美,北 野蕉躬,武 久鎌慰

灘院において$灘 礎A$療 法に併欝lLた 館A畷N難 の

漁験 撃鍔を経験 し,そ の切除藤を病理学離に検索 した轍

s嫉一撚$治 療ゆの年齢 黛春歳～薦 歳の舞畢 欝名女子曝餐

に対 し事均 灘鞭 瓢 の ㌶ 義 を 欝鷺 蓼.鞭瓢 轟為毒に

曝諏溺にわた む投与Lた 簿

金鱗において レ線購児は窺澗及び驚実難酪巣蕊毒に饗

隷ないし瀬失もたが,そ ⑳燐除樗糧に麟ナる病理艦織学

納所箆よ警すれば乾驚物質が融解欝鐵婁れ病雛鐙灘駕に

蕊つくものであ愚欝諜のいわゆ巻 《譲騰礁韓擁熱鷺熱欝鞭_

鷺総総搾織綴総 曙撃徽 慮葺N難単一の蟻合に比 もては導

かに強大であ嶺導

シンポジアム(5)気 管支病変

〈1蟹題 羅2～嬢創 蒸月$灘 藷薦野鞭A会 場)

礁 小饗織穣粒裁欝舞畿⑳癒状鳶凝過

ぐ棄京都蒋瀬小児療)綴 島 溶

滞 講 助 蔵 寒樋 鐵 豊 治,掻 野 麟

醸 療演瀬病醗)繋 織 尚

叢歳から 撚 歳窯で《際小児結核懇嚢2総 名に気管支鏡

検査を実施も瓢 騒餐 ぐ瓢%〉 に結籔樵気管支炎を発見

鶏た・これら心懸講ゆ症状及び経過について臨黛麟検講

をおこなつた。気管支炎の種類は,聴 蠣澱鰯型 織3,狭撃

獺筑 繋ンパ瞭耀携難 懲,で あつた懸慧麟磯大部分は

∴次総核症で,か つ化学療滅輿施率跨も齢であつた.

め 結籔鱒1気管支炎に対 して長期闘金身化学療法を実

施Lた が,治 癒譲でにミ漁半年か辱欝罫を要 した懸

2>繰 撚 獲猟 管支炎に讐長 訟審れ 燕ような臨床鍵状は

纒めて少壕かつた鼎嚥た化学療法実癒によ養大部分の號

状は消襲Lた が,欝 液培縫上躰蕪は化学療法を蕊蝋なつ

ているにも拘 らず 難%に 欝められた船

$)気 管支炎跨みられた糠賦繊に,レ 線上空澗や蕩漢

の病変のみ ら癌たもの 舗版 嶺鍵そ騨}穂軽巌の病変 欝,

蕎訳化藁豪たは無辮児暮饗あつた.糠 門部 蓼ンバ腺の騰

脹していた 毒の 難 夢ンパ線際釈化のみ られた 毒の 訟

であつた。

礁 糠驚穣患嚇の気鞍難に翻す愚欝擁

(弘麟大 ・大濾内科)大 離弥叢郷

鳴擬熱英 安鑓灘慧,警 浴 興撃

(麟 立 弘 前 病 院)耀 罵 償 夫

(小 麗 病 院)松 井 哲 灘

慧意の糠結核愚者3鰭 鰐について気管支鏡検叢をお凱

なつた菰瓢ろ,気 管支の病変轄 難.蕪%に みられ,気 管

交結繊 激撚7%に みられた。任意の糠結核愚轡鱒導麟に

ついて気管支進影を蕊凱なつたが,気 管支の変化は難.韓

%お いてみ られ丸糠われわれは気管支造影衛の際に,その

深睡気時蕊潔駁気時鉱を…枚のツ碧駆ふに露複Lて 撮影

す 惹蝋記によつて,気 管支の運勲を計灘 した礁灘結嫉愚

潔 黛鱒 麟についての計測では主気管支の内径櫨深呼気欝

に。轍欝では右翻 欝.難騰鵜警左織 鷲.難驚驚讐 女では煮



麟

$.暮瓢鱗 蚤左 鐙.窯撚鱗繁深敷気鱒に 紘鶏では 右 欝藩

灘懲,撫 捻.儲 翻,女 では撫 鰺モ 瓢輪 左 憩モ驚灘

であつた尊内径の潔呼販によ難変勤は鮫大3灘 灘灘であ

つた.気 管支分鮫 角檎は,男 子はギ均 鍵モ黛で,女 子の

劔.灘 に比むて小であ撃,ま た深呼戦によ導角度鐙変勤

隷平均$.禦 であつた.上 葉の気管支婚遜灘は烹に鞠騰

の還勤に試つて影響懸れ,下 葉では横隔膜の運動に影饗

され鵡

も
麟.糠 縮鞍症⑳気管鞍遣影徽上の癖変に懸す藻

闘難

ぐ稲鑓登戸病院)麟 渡辺獄熱

長井省三,佐 多和秀,藩 瀬暢鷺,

竹内邦鍵,富 繊利九 多賀 進

全技造影をおこなつた 羅鱒 藤ゆ肺紬核患蕗について

蕉.戴.$総 響 氏に歳 らい造影縁上の病嵐を分類す ると

毒度 纂3.3%,第1度 撃23瀞%,第 灘幾 茎鎗 難%,第

欝度 葺捻.$%で あつたゆ第3度 は左織 が 爆叢モ%で 奏

灘凝3や や少いが,繕 女闘には差無 く,欝 歳以上は第 黛

蔑か多い.第 驚度烹でのものは発病 叢年以内が約半数を

霞めゐに反し,第3灘 蔦 年以上が約 鞠 であ嶺 化学療

法繍 熱鶯醜 以上続稀鎌 瀧病度高巌の例に多いが 脳 難

鍵罵難には熱がない.裏 たNTAの 分類によゐ病度と薫

影繰飯の病度 とは戴行するが,軽 藩で第 醗幾を承す義

露症で第薫魔な題す騰も少数ある.薮 た病度翰嘉い嚢ほ

ぎ,虜 簗洞率高くかつ空瀬が大きい.造 影麟及び後の欝

菌毒病度とともに瀬次高率に誕明される。窟た病度だ〉姦

い者ほ ど穂の外轍 く藤 法を併罵す為例が多く,就 業率は

低い.か くのごとく良く臨床醗見と叢膏する気管校造影

隷の病度分類は臨床上意義があ添と愚う.

鱒.誘 導気管窯の蜘 叢識びに病理挙釣欝糞

傑3韓)

(策北大抗研浮

璽繊慧省吾,灘 壌数 一・,春瀞聡子
一F宮滋憲,選 獣久挙,嚢 濁栄子

醗和 灘 年宋か ら 謙 年 欝 鱒寮でに詮 穐研究所で,

綿燐除を受けた糠結核艇一獅 例について,嘘 撫 して遵擁

巣誇誘轟気管支について術演の気管支造影像と燐除縢 瓢

おけ導その肉賑綿誠びに継織学麟鋲見嘉を繍病猿購に欝

比観察Lた.そ の結臨 空溝勲蠣 溜該 の場含は,急 性に
融空溺を生

黙て,誘 導気管支に欝変な起懸ず浄化性空濁が

でぎゐ第 財豊,空 洞が慢挫化 し 誘導気管支に・灘膜ギ

盤,潰 瘍,線 麟蹴 狭窄,搬 卿 溺鎖なみる第鷲鵡 憲らに

接念部附近畷 旗較麟高度な気管支病巣が治癒 し線維性猟

窄ないしは澱嚢姓閉鎖を伴なつ鴫 遺残紘酪謙嘉な導第

蝿 講 気搬 蝋蝋が轍 耀 溝ゐ・鰍 灘 燦
駕す灘第欝灘がある読 がL練 愁 憲た・夢纏 澱購1

熱骸 では,誘 導気管支接含部のみ軽壌な病変勧 ミもて灘 憶

酪腫を形繊する第v幽 線維哲硬化栄な鴫馬 は気懸性嚢 ・、

胞にみられる拡張を廓す誘導気管支第黛臨 傍気管支淋 ＼、

総腺結核鵜みられ凝講鎖密たは狭璽を承す第礪璽等,講

導気管支はそ嚇 糖 巣によつて,そ 叡ぞれ多少異る病変

を灘す鳳とが舞紡 れた尊

葡.鍛i藤 藷叢辮i毒鷺騰懇餐⑳臨蕪前蟹癖,特 鵜

購灘X繊 蟹驚購盤鋼鵜繋い鷲

ギ聖路撫病続呼吸難科)寒灘 辺 秀 繊 下 よ 誠

(縛 ・気 管 食 道 舞)滝 野 賢 一

藏淡或いは喀撫な1瀞 祉 レご蚤難内誉 を訪 れた患麟

鷲$名 についてそ麟出撫の鱗 糠を調査 し慧.疾 患購にみ

灘訟騰綜核 灘,気 管支炎 憩,気 管交拡張戴ぐ非結核性)

鷺,気 管支癌 黛,気 管支糠炎 嚢,転移挫糠葱樵腫瘍3,・

糠膿蕩 購,曙 蠣喉頭炎3,懸 ジス 拳響 瓢 灘翻嘆心弁膜

癒 爆,撫 小飯減少i生紫斑病 驚,聴 懸雛痘L気 管支静鎌

懸ノ,瞭 織核による肺燐除後5,肺 拡張不全 叢,不明欝

である。男女比は 総 舞 鷺 で熱に藻を認めない.装 聡

携中 畿 繕は胸郷x線 写嚢によ1}ほ とんど変一化を認めな

かつた。憶磯 磁 韓沖気管支検索をお蕊なった ものが

懲 纒あ 拳,!l糠 部盤の礁認 黛,描 定 鶏 不轡緯 をえ戯、

灘院の一一般内欝患蕊での調査では,撫 淡を訴え灘もの

で結核によ導ものは約3分 の誓こすぎなかつた.胸 部x

線写真でほ菰んど異常なくて撫淡を講える患鷹には気管

支の炎症によゐも跨が多 く,LばLば 気管支紘張症を伴

なつているから気管支検索を充分にお二なう必要を認め

た鎌

騨.驚 然懸礁灘蓬諜素馨蕪粒窯講簗⑳欝鱒

ぐ徳島 大・高禰態科)轟 森 響 雄

宮永主基男,鴬 木 健 二,害 鑓 簿 葎,

精 癒 宏,赤¥牽 光,伊 勇1難 度

(徳島大 ・高麟外科♪ 藤 織 等

気管支晦運勤には呼吸終憩縮,挨 れ運動,蝶 動や線毛

運勤があ 鞭,そ の飽糠外運動畿して職F運 動の波及,心

臓大勤脈の簿勤等があ砺 この気管叢灘運動を内撹鎌 霧

に霞黒映幽に撮影 した報{曇蕎は紹和 欝 年に。禅津,鱒 年紅

樵本等があるが,繋 叡に聡いては濃た気管支内部の天然

難映麟に成功気.☆蕊い う轍告を駄凝い。

私達はすでに昨年の本学会で ギ果然色撮影法による気

管支病変の研驚iに ついて報ぞ鳥 た.

今購は永島医解撚 織株式会挙翫襲のシネ轟ンジ熟濃一ヅ

にイー業卦ぜ ン,調 ダツタ無製 欝聯娠 撮影簾 ギ猟灘ノ



欝

箋、 噺鞭餓灘A欝 鐙麗無鑓灘 《)畿魏 難 搬 磁覇 識)を 驚

恕㌧ 薫秒鎌欝 ないL繍 鶴 光源を 懇毒脚,鎗 塁vで 気

管支鏡によ為気管支内部の天然色鋏灘撮影に繊勢したの

鳩 その験灘蟹黄覧す輪

総 麟欝糞鞍選灘⑳病態懸戴 攣麟欝糞 ぐ第1載 〉

ぐ難隷保饗灘)神 津 克 巳

朝 野 轡1夫,浜 野 年 挙

気管支枝遜勲鐙病態惣理の購究にあた 瀞,褻 ず生理麟

な選動を難解す嶺ために難常締の入購及び勲物について

気管支造影をお菰ない,呼 気,駁 気時,犠 鰍時等に蕩蕊

写纂を撮つた轍かに」 灘 騨 茎鑓繍黛薫燕鍵 を使欝し験瀬

に説鎌して観察むた難

これらの欝イルムを ↑聡鐙 す撫艦とによむ,体 軸に

墨行に走為技は撫 とLて 上下の伸縮1鍵灘をす薦が,購 時

に敷気時は餐分麟角は狭 くな惹が,水 平方向に走灘枝の

分毅角は逆に広くなる凱とがわかつた.呼 気時は菰の逆

にな鵜 轍の諜とは上下驚霜芳向の舗の膨難餐率か軽説明

で嚢ゐと考える心呼級によ撫上説運動の織,心 臓の欝鋤

によ灘各枝の振子運動の灘定も鴬こなつた瀞次ぎに舗結

楓 喘息 糠気腫等の疾懲の嚇禽に観察藩れた気管支⑳

病熱豫 を黛すものについて考察を糠え,か つ薬鵡の使絹

によつてま瀧 病酌懸灘が変化す導状態臨観寮もたので併

わせて報告する。

鰍 気道灘糠 ⑳織織癒挙麟欝魔

絡 宵麗大 ・耳舞科)纏1本 馨

(麟立八事療)

箆 瓢 中村瀦代,渡 難籍尚

象飛に各磁病変を慧趨せしめた際の気管・気管分鮫部・

気管支に麟 ナ導糟膜の変化を総織化学醗に追求し鵡

染癌には ① 蕪灘 染艶 ◎ 鍼総欝龍氏染色 ③ 駕難 撫氏

過沃素酸$雛 遼 筑反応 ④ 恥叢薫総鍵 氏 虞チルグ攣一ソ

ゼ鰐識ン染色 ⑤ 大野磯法によ惹メ輿タ㍑囎ジー ⑥ 斑

松疑アル露σ生ッ牽スププ粛一ぜ反応 ⑦ 武内 ・難上氏

酸姓ジォスッァ玄一ぜ反応 ③ 芝}饗 ン1母 ヤ染色を旛

行 し鵡

実験方法 ⑧騰静蕪結紫 ⑧髄鋤鎌結紫(麟 な繕 後

滋 時臨 鰺 時闘後の2翻 ⑪気管支結紮 く徳鐘半薄,

叢爵飛,1惑 脅月の3群)⑪ 結核菌 感(一 一群は 欝

撒慰気管内漁入後2灘 几 餓群嫁 黒驚導注入L漁 灘 後 磯

2驚 窟注入し烹勲鶯観察)㊧ 自律神経毒濫射(編 緯澱置撫,

激 鷺癖嵐 欝撫 餓欝撫 を注射徽短時闘に殺 して検査〉

以上の法によ触気道に蔽接ないし闘接に病変を灘丸驚

常気遷鞍膜に認められ灘酸性 鍼総心多糖類,核 酸,甥 愛

スツプターゼ反慈等の変動について所見をえたので報欝

す導。
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シンポジアム(6)重 症結核の適応

(演題50～54,4月4日,午 前A会 場)

総 霊i縫灘凝醸の外霧麟療演のi適懸とその華衛

戴綾

く策京難大 ・外科)麟三窄 慮

野沢薩遜,轡 鑓年舞,陳 盤 魏

久牽公夫,上 野茂之,騰 欝 穿驚

小林秀夫,李 根 権,久 米綾夫

鴨海康安,鈴 本威欝

われわれは麟機能の瀬で手衛驚能の簸抵際騨蕊考え応

れ導も翰で,一噸1の 瀧蕪騰,騨 導欝に比較齢広汎な病巣を

麿す為症轡脚 擁畿ついて検討をおこなつた.醜 鑓憩y綴

蓋撚 鎧 で一継翰 劉をお凱なつた 姦導鯛について,x線 病

理学麟,心 腕機能跨磯よ沿分類,比 較検討した。窯た…

糊全麟除観の縦隔勲揺或いは気管支撰の発盤護に鰐しては

総紬鱒緯藤"輝 認 嶽⑪罫謙鱒蓋欝響 を灘こなつて華防し

織結果をえた。濁灘盤慮 症腕結核について灘購糊 除の欝

簸の心糠機能を検討した結果,手 衛響能隈界を知つた。

驚た篠金手欝 鱒 翻に対 し繍葉切除,鞠 成,蜜 澗切翻,

骨膜外充蟹衛等を総禽わ癒良結果をえた。舵亡事は全鰯

衛 鼠/駕,縄 綴広汎切除 鷲.嘆%夢複禽事衛 緯%で 心騰

機縫む精齋によむさらに威績が向上でき導と愚われ鵜

㌦ 慣 靴鋤 磯 灘 醸 織麟%騨
麟慈驚

(鑛立内野療)古 寺 秀 喜

簿灘年来綴羅麟療法懸難な,紘 較醗大奪な空濁を麿す

撫騰結核症愚嚢の空澗を覇放むた七無甥糞化禽物主として

撫難繍 娘 を島断麟 こ応罵してきたが,澱 避お凱なつた

篠鋼の成績を報欝する。空澗醗敏は 隷灘騰r践 法にな疹

い勢ミナ欝アを用い,な るべく侵襲の少い方法でおこな

つ鵡 難漁櫨豊撫三を蒼 笹糠 篇は1～3%愛 レーワ油葺駿

しガーぜに浸Lて 輿ム濯 ンしたが,滋 と嘉てそのc数 盤

を空澗内へ撒難した。簾 薫例は右上葉巨大箆洞に対L本

法をお瓢なつた轟凱ろ,窪 潤内分泌物中結核薇は塗採で

驚鎖 後,培 養では3灘 蝿鎌に陰性葱な磐空濁は約 裏ノ蒸に

縮小 した.第 黛携は窯均等性険影中の騨形空澗に本法を

嚢叢ない,約3禽 月後空溝は撫 憲叢撫 に縮小し鵡 第欝例

は震中鱗野空濁に本法をお膿ない筆膿 爵月後空濁は 鞠

に縮小もた.第 曝例は本法によ鯵左上葉空濁が縮小す難

記訟毒に,空 溝 彗分泌物中結核蘇 灘鎖 後に塗嫁陰臨為

なつたゼ本法は金群症な く,手 繕熱侵襲も少いかも沈較

麟璽癒例に毒欝 うべ嚢一つの鍵い方法であると考える瞭

鉱 灘症肺結穣ゆ灘機驚

偲 立策京療)趣 渡灘誠慧

勢賀敏葦,露 賀良単,轟 縄 寧

牽繊鍵蔵,浅 井 識,燕 麟 一"ミ

化学療法訟外科療法の選歩によ夢,軽 症,申 等症の繍 農

結撫熾 癒が朧 臆 つた魁 繍 治療騰 蠣 鰯 織

嫉懇嚢は数多い・ 灘

衛後嚇 瀬 能轟絵 撚 髄瀧 なだか機 し撫 ば礁 癬 懲

購結核毒漁療L5灘 わけであ轟 この問題の籍一は締機'、、

能の状態を継く検査す嶺畿 で轍れによ艦 拳衛範灘を 、

拡げ愚凱為騨ぎ能であ警,窟た単衛によ導呼籔嫉不其饗 鳶

の発盤を豪然に防ぐ鵜蕊で臨あ鵜

慧 でわれわ撚,糠 購 衛榊 蔽 し磁 麟 結嫉 灘

患者の繍機能検査を就 熱 ㌧璽症舗結核の漕療を蝉 灘

欝能にしよ参毒してい鵜

懇.灘 癒騨繍繊⑳欝驚(第 茎澱)

(岩手難大・二内科)

木 村 武,蟹 醤 実,東 梅 誠

湯縁緑朗,鈴 木 蔑,小野奪警久雄

糠結接懸者で外科麟治療の不群能な重症懸嚢の病態生}

騰 鵬 かにし 治療禰 轍 定し 爵・つ予後綻 に斑

する繋納で難漕偽囎値を小様,機本氏法で灘定鮎,病'さ

型・赤瀧・灘糖・及び驚～$の肝機能検査との闘孫を究1

萌し,併わせて病状の変勤と撫構心熱一鷺磁の推移をみ,

次ぎの結渠をえ為 なお実騨 櫓 ともては糠結核愚都 幾

磁であ胸 健康線 濫欝 犠であ鵜 薬

舗結核患潔の撫溶鋳 一鎌撚 餐糠 者よ夢減少してい藤

鵜 簸潴 ほ繊 少嚇 に辮 撤治勲 不嚇 紘 繊 黛

著しい摂無溝熱煮 は赤洗の促髄捻 もに滅少し 懸懸 講

瞭 障審の醸 縣 があ殖 溝轟晒 灘 轍 ぴ議
難・s灘一婁獣 で肝障警あ導講に戴少し,驚 た撫満 鎌 壌 館

鰍 舞 灘 儲 で瞭 灘 鍼少赫 し鍬 鋸餐
に伴なつて漁溝儀囎1灘 上舞している・ 蒸

鱗 欝縫騰織横⑳油療検灘

個 立東京第二)熊 魯謙二
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宮田澄,佐 藤武材,猿田 栄助

風驚 鑑 織よ恐分類に賦 導肺病灘の拡が 摯が高度な墨

毒のでつねに欝繭あ灘墨》議を麹ll櫛結核 訟Lて,黛 鵜 例

につ灘=:援嚢轡灘を蕪熟欝以 董二お叢ないまた1夢織を購疵 た

亀跡の治療繊績を検討もた継化学療法だげ噂麟が険姓化

銀たものは 齢 織 舗%で ド手衛をお畿なつた懲の嫉購

鍬 蕊驚懇化学療法で灘の陰性化 しえなかつた愚のは聡

織 灘駕であゐ.講 構むた臨捲 醸 携の うち藩の陰轄勲化

したのも手構Lた 毒の 欝 鋼あ導心 し驚がつて菰の繋症

驚結核ぜ〉懸%は 職嚢併灘によ餐麟を陰性靴しえたゆ 菰

際鷺ち 蕪 溺は 鷺赫 の贈i坐が 沁 学よ鯵 欝鈴 ㌘の完全

畿鍵1三を欝Lて いた.墨 衛によ拳菌を陰馨北 し驚亀のは磐

例中 灘 例で約$分 の慧であ孫麟Lか し糠切除によ為死

亡率 毒驚 く轍ぎ高く難綴中難例で鱒駕を趨す程であ贔濃

撚灘 欝馨によ参繭を陰盤ぜ臨しえなかつた臨のは 醸 例あ

胸 その 峯ち 鱒 鰐紘癌の禽併,髄 膜炎,蜜 懲(嚇 撫).

呼販不全で死亡 した踏裏た 貸 例は現筏手衛の見込がた

たないが残 雛の 欝 例は手徳すれば灘を瞼性化しう悉晃

込があ灘魁 手衛死翰危験 もかな 箏斑い鵜義が予想 婁れ

灘鳶認の/鎗 灘の敷癒糠騨1嫉の大部分は鷲乱嚢併購を始め

輪麟に参すでに長期にわたつて$鍛,欝A$の 欝講を受

曇ナて激たものであ灘恭

シンポジアム(7)重症 結核の手術手技

ぐ演 懸 導慕～蕪轡盤 曝月 曝 難漆 盤慧轟鞍A会 場)

総 臓締縷織穴箆糊識欝す巻轡織締識雛霧描繕

に識いて

G・1寵雛大欝藤外鱗)響h蕪 一・麟,松 灘 尚 暴

蓼きに締結核雛大空潟で繍欝の灘難な例に適綜を求め

瓢i脚 幾}嚇 メ1-一胸成一空警欝,大絢筋弁驚鱗衛をお凱な

つた鑑纒の遠羅成繍を報告 払た瀞今隙 慮胸威,難 勢～骨

麟磯 流騰移癬蒲 をおこない好威継を載めてい孫のでその

徳式,成 績を報欝する.織 式及び移櫨骨継片については

糠に詳述する.織 縫 蕊癬年以上経過し驚 欝 鰹の礁綾嫁

瀬陰転率 鞍 蕪%,禽 併症は麟華輔 窯,慧幾空溺 薫,シ論

 ヅ黛でひ劉)彗ちに鮒難麟黛例が轟〉難
轟警猿骨繕蹄によ

る障害はなかつた.現 在軽快療養串 篠3例,不 変ア総,

増悪羅亡は壕いむすなわち本法成勢には蒙溝,誘 轟気瞥

枝の浄化が強要 で醗性蕪携き蔑予鰻を不良義す灘券すでに

動物実験で肺内に骨総玲を移櫨する蕊よく轍驚 も,購 瓢

 縫影 響を!許えゐ慧之を報告した,嚇 内に移継骨継珪が永

久に癒存する記は考えられないが,織 艦織 嘉の醗換物 と

して一時的轟も充聡物煮して好適であ1>,好 虞鑛を獣め

丸.た驚

灘 鑛麟に喀癒簸糠聡醸転《い懇婁癒灘織犠

鵜麟す纂麹灘麟灘i簿

ぐ棄京警察購院外科〉 蒋 林溺 叢薫

纈懲 鵡懲 編 繰1声返 じ礁 ・為戴症編瀦 嫉愚 潜 に お い

鴫 喀賑後諜灘浅いもので灘だ癩藻がつづいてい燕とか

現在小喀離をしてい導時期に験繍 成影欝を簸貸した.謙

だ例数も少く鶴後の観察期闇毒短爵・いけれおも繊績はよ

いように愚 ㌔ 紳麟 喀麟 鑑湊嫉漉失し全勢状態も好転し

て・衛前長期闘にわたつて絶対安静をつづ締ていた毒⑳

が徳幾 慧遡鶴くらいで歩脊鰐能となつた尊

かか薦愚者で喀搬が記藻雛病勢が安定す難のを待つて

手衛す導とい 蓼慧とは獺難な凱義であ箏,す でに艦学療

法毒無鶴になつてい灘亀のが多く,病 藁は悪化 しつづ姪

全身衰蠣を来たすものが多い麟震た喀撫に歳 灘央撫蕊か

窯愚の危険がないわけでもないので大喀晦率でな転・際瀞

鞠繊を旛欝した方がよい菰懲弓.胸 繊で完全な成果が丸

られない場禽でも 糠 講除の藩処鷺とな悉菰菰もあゐか

ら・轟意義と考え難船

瓢 蟻糊 麟纏藻溝に糠 愛轟導糺簿讐麟辮の検欝

ぐ鷺叢大蕎茶騒分院〉 久保寛費
寒出本灘維,石 メ轄 濃,憲 本鎌 …

盤木繁藤,驚 灘輩二,灘 灘常子

われわれはかねてから璽嚥簾糠結接症に対して,空 濁勢

開衛及び病巣翻敏療法(寺 松の療法)等 の鱒闘欝膿療法

をお轍ない叢好の成績を挙げてい灘鎌

しか しなが 懸薦 蕪樋では,空 澗に蕊続す灘気管支が太

く開敏姓でかつ数多いのが常である.そ のために欄敏螺

孔が汚染されやすも 健常肉芽癒織の発轡 臨悪く,総 放

鷲醗期擬が長期にな養勝であ矯.Lか 毒轟茎性筋肉弁充

翼衛懲 大鑑磯喀撫,感 染或いは間鎌影成等の禽欝症が

生罵やすい。そ 諜でわれわれは閉鎖衛時に糠縫纏 髄を併

懲する蝋とによ胸 鵜敏期間の短縮及び禽併症謬軽議に

無好な織撮なえてい導礁

われわれが購和 撚 難以降輿酵題欝鑛療法を震瓢なつた

鑓 鋼中器 麹の露症鰍 瓢ついて,餐 購 状態,撫 沈,及 び
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肺瀟盤等の推移な醐査L,欝 わせて不成功例の検討を蕪

菰なつた。

そむ結渠,わ れわれのおこなつてい愚閉鎖方法がきわ

めて磯実であ嶺轍とを立蕪しえたゆ

懇.露 症騰結穣に対す馨鷺霧導孔療濠藻醐戒衛

⑳濃療成綾

〈麟立畑賀療)毒 販 灘 泰 蕉

機 縫遷一 蔭,井 上壷太藻,櫓 繊 文 欝

璽症灘結核の外科酌療法蕊Lて 空澗導孔療法と鞠成繕

葱を懸時におこない勘果をえた。徳後/年 以鳶経過した

騰例の懲のについて検討す姦嘉婁3%の 蕪陰性化を認め,

磁%に 塞濁の閉鎖を認めた。

衛後1年 の慧麟の状況は入院 難,難 宅療法鱒,就 労熱

で死亡は1例 もない,拳 衛による騰機能講〉低下は肋轡勢

除の本数に絹当左省港れるが,%が 糠活盤 護ひ費あれば安

心して手衛を嚢 こな5こ 訟がでぎ凱 と条惣 簸は解均 鍛登

賦 である,禽 併症激しては大な導ものを認めない難

脇 灘 騰誌穣患慧にお糟愚外蒋麟療法の凝驚

(1)轡 縷外驚壌締に㌫釜潰療

(棄北大抗研)憲 療 昭挙

化学療法及び外科療法の進歩にもかかわ らず,現 在か

な 夢多くの叢症藤結核懇者が,畜 艶 墓酌鱒また二は 憲難 治

性繰無して証鯵残漆れてい難難

われわれはこのよ箏な璽症難輪 恕核懲嚢 欝 名に対Lて'

骨膜外充蠣衛な試み,か な 撃の成綾を駁めたので報欝す

為.本 事衛の灘嚇 翫 じ鷲,α)睡 藪循環予欝力が著 し 、

く減灘せゐもの,す なわち の 晦灘または鍛欝1に高鹿の

肋膜勝騒形成がみられ海もの… 憾 緻 勧 すでに対輔

に騨切除徳,成 形衛窯たは充翼衛等の非欝逆麟手衛が撫

えられた 臨の … 鷹綴,計 憩 例 廊,(紛 鷹臓 鰍性藤を

有す灘もの,す なわも$縦 く鐙暮難の÷欝ASぐ憩拳ぎ)醗

性菌繊現劔が 黛例,$鍵(鐙 奪劔)牽 羅A斑 鎗泰の 鰍性

薦繊騰例が/例,$蕪(鱒 黛懸ワ)醗 盤繭出現例力磯 鱗 計

響例を選んだ無充壌材料烈 ♂て合成樹脂球を驚いたもの

が憩樋,ポ 謬蝋糞ン熟ポンジを灘いた ものが3鍬 ボ婆

ビ轟一ルフが い騨一ルを罵い九 ものが薩鰹であ導が黛充

翼操作及び衛後のx線 検査においてポ夢ビ晶一り鮎ツ漕ル

畷一,ルを最好蕊な充蟹物 とじぐ推賞し撃る.

衛後 轟勲懲から3年 黛勲鶯を経過後の治療成綾は,衛

前撲薦がみられた 捻 例中,菌 陰性化Lた も穆力講 郷

欝麟滅少をみた毒のが1例,不 変慕例で懇嚢の現在の健

康状態をみ燕と,就 漿 しているもの烹鱈 軽輪蝶瓢 不

変 嚢例,増 悪 黒舗 〔退鞍鷺 毒懸後急性聴雛心を併発Lた

ため)で,手 衛それ黙体に試 薦禽併毒烹及び死亡例はみ翫

め穆れなかつた箒

ジンポジアム(8)外 科合併症気管支瘻

〈演羅藝蓉毒～蕪容,磯 月護 難,飛 瓢麟A・ 会嚇)

劔.騰 甥除衛後の気管窯縫について

そ⑳寧間威績と渚療におけ導港禦

(結核予防会 ・録生購)下 地藤 次

騨結核症に対する肺鍔除衛後の重篤な禽併症の…つ,

気管支灘は もちろんその発生防1轍に全力を注 ぐべ謹であ

悉が,も かL一 羅発生をみ難とその治療の時期方法に迷

養場禽も稀ではない。 よつて私は昭和 懇 年灘 拙 よ夢

懸和 欝 年 鱒 月までに当懸で燃瓢なつた髄切除よ蓼発

生Lた 気管支嬢 総 例の中闘成績の上でこ華後を不幾なら

しめている漂礁癒追求L,こ れに基づき治療の考察ゐ反

憲をお鳳なつたので報告する。

§1.肺 織穣華衛後⑳禽欝症轄に気螢糞癒⑳検欝

(健保療松籟荘)中 島 蕉 博,大 難 盛 光

期 部 寿 雄,岩 羅患 夫

騨結嫉の演達療法驚憩 翻をおこない,禽 併症の～も,

欝に薫 管交癒 欝 纒,懸 鞠3例,膿 鞠率気管支獲 黛舗の

群発を中心ともて発強獣 況を検討Lた.衛 鐸鹸 査にては

携薦み持続的に陽性な為もの詑線繭には空澗型に,切 除

せ導綴織鱗晃では,空 濁劔に合併症が多発 してい燕.勇

除範灘からみる嘉,濃 葉にわた悉,混 合切除のものに多

いこと醸裁餓 凱鯨す灘。磯鋤醗轍菰の関係にて/叢紺雛麟

に特異納に多く,化 学療漁における$鍛 跨多擦では蒋に

慮意の差を認めない.合 併蹴の発見確認江は鯉 載簸淡,

欝薦,状 況,駒 内罷,さ らにレ線平縣にて烹ず発難審れ

燕が不 鱒にて経過せ養ものは,気 管支造影が非常に優 秀

なる薙認力法であ鵜 これらの愈併症の処澱については

症例によむ違うが成形のみにては断鵡蠣は治癒 し難い。

癒のない膨脹不愈遡に鰐しては成形或いは気腹のみにて

膚効であつた爵

鑓.欝 後禽欝獲 く藤叢療渋)鐙 衛嚇灘挙に肇い
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《の内蒋麟灘蘂

醗 獄耀欝病院)機 本英騰,後 藤 簿,撫 本鴬熱

環在震で衛畿禽併症の闘懸は,多 く外科欝1か疹とむあ

げられ拳衛手技の検講ゐ気管支灘羅鑑顯『艶に対し醗盤の

闘題が論鞍られてゐ祭私遜は発病時病璽,そ の後の捨療

法・術灘前の病難,繭 醗牲,気 管交変化等舟籍前麟『許の

いず編 礎 きな縮 糖 演 勲ゐ かを 鞠 携について考察を

試み齢

私達の結熱 鳥 気管支灘発生は膿胸 と炎裏一一体ななL

て趨 洗 残存髄の状態が大まな閥撃鐵こ避と響えられた膿

残存麟の状態を撚右す導ものは,肺 結核癒嚇長き経過中

に趨る肺内外の変化に大羅な意義を窟す灘もの轟認めら

れる。墨衛範覇の決定は発病時の病灘を考慮す嶺必要が

あ弧 追撫成形の罵否は糠膨脹の如粥によるよむ毒発病

時病型と経過を考慮ミ、時期を失せずお蝋なつた方がよい

と考えられ灘む

麓 肺鐡除衛に凝 愛嶺嫌中衛後⑳出嶽灘瓢騨

す懲欝窺

く愛媛醸立麟艦浜療)

佐藤欝i二,内 匠 昭,竹 内惣ご1

庶木秀央,梅 欝簿遺,江 藁賢次

麟艦浜療養鷲騰切除難籍難例について徳串衛後の出撫搬

について検討むた肇昨年の胸部外科で平圧麻酔と低灘麻

醗では衛中出撫黛の慮意の蕊を認め報告 転た.今 礪は低

圧麻酔下の衛樗穂 後の撫撫簸よ箏衛後再膨脹に対す箒影

響を観察した。

三)Q効 果の虜無と出撫激

慧)徳 式謬1焦鐵蕪慧

$)胸 壁癒燕と出撫燈

壌)衛 後再膨脹之出撫黛

以上の検査成績よ夢われわれは1魏勢除徳後偲体にあた

丸る影響の…指携翫Lて の撫漁に闘す灘繊霞,結 果に対

も瓢3の 知見を検討報欝する轟

鎌 肺縫核癒鵜封す愚肺葉ない し擦購滋機蜘除繕

後⑳獲鰹i容積滅少のた麟⑳華段に凝いて

(懸療叢薄麟)豊 醸 孤

募 糠結核症に対す壕難切ないし葉切 黛難春例に就いて

徳優藝熟飛以上観察した箒

紛 福欝鎌で・凱れ窯で採つた墨段は,成 形(鶯 樋)

気腹 綴 例二),横礪膜神概 挫 ⑫嚢例)で あ 箏,離 れらの

年段の採択は残霧繍病変と膝機能な考慮むなが応,窯 に

死腱と叙1事症 とによつて決定した難

3)気 管支造影析見によつて,残 存職が購除績域を無

何ように代償す灘かを縫L,膨 膿十分であつても死藤を

残す切除麟域を臨講査Lた む.

縫)残 存糠膨譲不全の主霞が肋膜変ぜ鉱にあ鶏ことを確

め箇気絢 為の関孫に就いて臨調べた瀞

銭)衛 後馨諏月に麟ナる舗活鷺減少率は,蒋 に横懸膜

肋膜癒欝群において著明であつた.

書)衛 翻増悪を姦携(対 藤麟 悪 書例)認 め,こ二れに就

いて考察したむ

鱒,灘 嚇除衛後⑳遺残胸腱の検欝

く徳蕩大蕩橋外科)滝 際暫 一・

嶽 灘邦 葦,笠 井 購 葵

糠切除繕後の遺残駒腔容鍛を謙量し,全 絢藤容量蕊の

驚分率か ら藝灘に分類すると,騰 切後の遺残胸腔搬は勢

除糠鑑域鷺によ摯増減することを認め允.た だし遺残鞠

腔率鱒%以 。熱は大部分が気管支綴,臓 胸,撫 胸等の禽僧

症鰹であつた。

次ぎに灘 堂二によむ遺残胸藤を分類す為と,上 力難,蕪

方灘が多い魁 蒲方灘 叡錠線糊薦撮影,気 管造影法によ

つてのみ礫めうるもので,ン 線蕉讃繰のみによ嵩覇断の

危険姓を明らかに ㌧た.

窯た衛後の霧膨脹にあずかる主な騎灘域を検討し,婁

らに横覇膜の上興度を測定 し,そ の上昇が遣残鞠腱の縮

小に意義大な灘輪とを認めた銀

肺機能撮よ蔭み為と腕活盤,残 気率,気 速指数 呼気

予傭鑑が遺残胸終の大小と闘係ある凱とを認めた。

遺残鞠腔に対す導対策としては,以 上の驚地よむ,そ

の適慈を考慮し 遺残胸鰹率鱒%以 上の灘には追撫胸成

徳を施行し《いる.こ の際前方灘選残絢腔に対しては職

切除時の腋窩前方皮騰燐聡をお菰ない好都禽であつた.

総 嬬除肺におけ愚気管糞織蟷の病 理組 織挙

麟検欝,蘇 鵜気瀞糞痩の雛鋭 と化攣療淺の

蘭係(撫 除肺⑳病理親織攣麟欝糞 灘)

(京大結研第 黛部)安 寧 公 夫

小 隙 掌 楢,鱗 賑 典 徳

(簸立宇多野療)轡 獣 興

荒 燐 達 維,箆 鎮 臨

伽 茂用病院)鷺 下 芳 難,永 狩 紀 太

傷 慧菱病院)小 松幹 雄,由 本 緯

気管交撰の形成は,糠 切除に伴な 箏毒つ赴毒遺憾な禽

併症であ灘難LかL菰 の合併症 も化学療法の普及之購 灘

拳技の選歩轟によ箏,次 第に影をひそめてきた.し かし

舞在な紅 数%の 率において癒の発生をみ,そ の形成が

羅期灘であ箒場禽には気管支断端の然澱に,裏 た晩期撰

である訟ぎには勢除断端に叙 ナ魏1馨核性 変化の進駿に,

その風 欄を帰Lて い灘環状である.こ の憶説は果Lて 灘
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なえた毒のであろうか藤今灘われわれは,皐 期澱を霊為

す導 懸 鰐の気管支嬢及び化学療法旛費及び未旛費の繋

照轡 鱒三例を選び,響 除締の糠門部を検索した。それに

よ灘嘉,気 管支癒の形戚は,烹)気 管支縄懸の藩轟轍結

核姓変化,紛 気管支に近接す難臆麟空灘の銘在,輩1

強い浮灘を伴な箏滲出盤三の結繊 盤変化を禽すゐ気管支鞍

膜の病変等が,そ の繊鶴の璽饗な麟子を撫つてい難こ嘉

が塁糊 銀た農

、〆w㌔評㍉評、評噸認唖協、・㍉甲 頴'臨認、

シンポジアム(9)外 科食併症術後悪化

ぐ演 題{叢?～r践,爆 湾 曝欝,午 藩ぎA会 場)

磁.灘 魏除徳後⑳濁織懇牝について

(徳島大 ・轟機外料)高 橋喜久夫,藤 糠 等

窯木獲太臨,河 野 晃,井 籔 選 次

購結核の糠燐除衛縫に購翻 毒に懸化をみるこ之は稀で

織 あ為が,時 に認められてい悉.私 どもも現在憲でにか

、か灘 欝 症鋼を経験 し,こ れ窮》に凝難があ灘艦為が認め

られた燈

その 嵐灘は.レ 線写翼窟たは蜘 榊撒認め られた残存聴

串の病藁が衛鍛に過膨賑,転 位烹たは過負撫のために悪

鵜L流 亀の.羅 型は,レ 線写翼及び衛申に病蟻を認めな

かつたのに,シ 藩一プに騰導も分が悪化を来したもの雛

鑑難は繍総織内に残存Lた 縫禽糸等の轟物窯たは壌死総

織が漂繊義な 弩膿癌を形繊 転悪化の際撮となつた鵬禽。

欝灘 諏して,衛 後存在した死腔が濾糠成形衛施弩穆麿無

に拘 らず残霧も後に気管支に醗繋L悪 化を来たLた 壌禽

であ鵜 よつて講除に際しては購巣を残檸せミ。めないよ

養にし,や むをえぬ場含は鱗後漁鑛威形を購羅せず死腔

の響期溝炎を欝騰 ぺきである.欺 お結紮糸等の異物蝋び

に譲死綴織を鍔及納残霧せしめない凱蕊が墾霞Lい 。糠

燐除衛後 といえども籔療法が大窮である.

総.艦 魏除に禽欝せ蒼A鱒 灘麟 恥 慧熱 に就いて

その臨床離鍵験酌欝魔(第1報)

個 立島綴療)醸小 用 三三三郎,黒 灘 滋 夫

(島根農大 ・櫨物病理)技1本 愚 木,違 黙1灘 紀

滋聯抗生物質の使灘に関連して蔽交代環象として種 々

毒 翼麟姓疾愚が隅題豊なつてい 巻 が,糠 切 除 後 肋 膜

A鱒 敬導灘醗総 に関する報欝はすでに数氏によ蓼な憲れ

てい鵜 われわれも左上葉区域勢除後気管交擁を禽併せ

愚沈較麟経過良好の患嚢で,補 蕉威形的開胸の際に気管

支嬢の覇敏せる小肋膜腱全瀬に嚢～緩漁艶のかびが発生

してい巻⑳を認め,訟 れが肋膜A銀 鍵麟 璽薦撫 礁ある諜

記を確めた。塞薦はその発育適醗度が畿調〉大多数の真薩

類に比気て騰く韓灘附近にあ!},蜜 気があ む栄養が豊富

で雑薦のない肋膜藤は好適の壊地であ警彗翫 われわれ

は実験離に藻1子の生鰹醜食臨水浮灘蔽 を蒙兎灘猟鐙気

管内,静 瞭に荘入Lて 轟度⑳臨 蟹A鱒 鍵癬蓑㈱漁の羅

生を認め,そ の壌養濾液に毒性のあ難鉱とを認め,抗 騰

凝使繕の下に数多い肺鱒除の慧撫なわれている翼在,か

か導禽併症捻今鍛も趨ると思われ,懲 らに鳳れが気警支

灘を経て健康髄に鰻引港れ締A鱒 鍵麟 総 紙 書らに 一

部は撫費盤感染も趨す欝龍性を考丸充分薄注意を要す導

鵜おな警告瓢たい厳

脇.繍 織穣覇除衛後におけ 蒼騰癖蟻欝燃について

ぐ棄北大抗研)木 欝 就 一・郎

化学療法獄麟から畏期化学療法期にかけて舗講除を滋

轍なつた麟瀦 核愚奮 導鰺 纒痩憲総 例 α烹%)菰講綬病藁 登

再燃をみ驚。諜れらの再燃例の要灘を検討  て次の結論

をえた。再燃を時期鹸 瓢み灘と,鞭 後3灘 懸以内に再燃

を需轍Lた ものが 灘%,尋 ～捻 露蝿の粥 〉が これに次、・

で3遵驚,欝 鋤1年 以内に再燃を寓購もたものが全体の攣毒

%を 霞め,そ の後の晩期欝燃は経懸年数記急もに減少跨

傾向がみ られた。衛韓鰯1に再燃をみた 郵のが 欝 例<3灘

%),対 灘騨に再燃をみた恵のが 懇 例(鑓%〉 あつたが,

再燃例は手衛時衛健購ま爆 霞対蕪糊麟瓢結繊難病難を遺幾

Lた ものに斑霧にみ られた。化鷺蓼療法以醗の切瞼例で隷

衛縫 蕊駕 に再燃をみ,$鍼 羅独短期併驚例鷲は 鷲 駕

の再燃をみたが,長 期化学療法携では欝燃が1勲か 暮%に

懸謬なかつた癖衛前喀湊串麟が陽撃鑑で,切 除繍に空滞が

認められたものに衛鞭霧燃灘が多く,特 に掻期化学療法

携では 鎌蕉醗挫出現例に騰率に欝燃がみ 製れ,手 繕受武

懸 徽み惹と羅械鱒除鰐に灘いて黛麓翻再燃がもつとも勢か

つた導な藤再燃例の熊澱及び予後についても緯及や1臥

撒 騨 蟻糠 欝後薄麹 舞の検欝

(九大結研)毒井藩灘 治,搬 本 宏,飛 松党敷,

無永信之,大 村 康,耀 艇滲,
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ミ・ 溝懲蕉知,壌 驚秀黙,茂 木驚作

ぐ九電病院〉 武欝与華

醸和 雛 年末蕊でに切除衛を受けた 懇欝働 拳曝 遡に灘

い蔦x線 写真上衛麟にみなかつたi辮病巣の繊翼や,衛

欝よ夢存撫した病蟻の悪化をみた欝再羅麟 訟叢.纂%,総

纒再発曝鋼・澱舞翻悪化 爆例であ導懲瓢れ らの症鰐は,

x線 写翼及び鱗除標本病理瑛一見から,窯 病熱 愈塞溝で撒

簾鑑欝度の鵡のが多く,繁 た撒辮巣遺残震たはその疑の

濃い毒のが大部分である軸全鰹に断慾欝藩があ勢,こ れ
に対す導衛前衛後の艦学療法は一熔 充分鴬穏なわれてお

獣 かか為欝発の予防法鉱しては,切 除継の適慈や方法,

欝縫の補蕉繊形衛の在 勢方に慎懲な考慮を要す巻ものと

患われ灘.

難 燐除後残簿糠に封す蕊縮穣横燕鍛灘⑳実験

鹸欝貌

毅魏幌横大結核欝〉寧状 鍵 哲 夫,藤 醗 麟 一

飼 部 儒 夫,撫 中純一・難,野 驚 鍵 夫

量灘結核の治療に糠葉切除衛が盛んにお 、二なわれるよ

誉になつてぎた。 瓢たがつて衛後謹慧存難毒に欝蜘 ,病 態生

曖醗な灘よ謄種な検討され,追 鋼鞠成織蕊騰轟膨脹為の

勢罪が比較港れ・残存糠の再膨騰の糠機龍は予想外に少

い諜瀧がき購横試海LかL衛 後再膨脹を起瓢した騰禽,

遇膨鰻を趨こすであろ箏ことは予想され,こ むよ箏な状

懲において麟しい結核感染を受けた場禽,如 鰐な巻影響

灘難 ナ灘であろ餐か翫い 撃鵜之は徳畿の死懲熊理の縄懸

とも闘蓮Lて 露要な鉱と訟考えられ巻懸われわれは 認鎗

雛題を解糊する…環と鶏て象菟に縮実講除衛を実旛むて

熱 結核蕪を感染せもめて実験をお菰ない,初 感染実験

齋は感染縫 叢週以内の実験群に,懸 照群よ鱗悪窺を灘め

覧

シンポジアム(10)耐性 獲得の機序

ア黙 織穣欝の 騒糠 灘懸獲得鐙機鱗麟欝驚

ぐ阪大徽欝卜 竹 羅結 羅〉

堀1蒸 津 丸 横 井 蕉 照,嚢 盤 敏 文

結核蕪のs灘 爵蝦獲 搬 叢$絨 が 蒼麟瓢敬 翫むて働く

饗能熱を鳥型結核患竹羅株について単懸麟培凝法を織

て灘 紺雛麟の出競の類魔を鞭察L,突 然変異率から魏

欝漆れ燕それと比較す為蕉とによつて検討した.

L鳥 璽結核醸竹罵鎌の$綴 脚ノ癖 に醗難の麟の爽戴

変異の畢均生起数を 鞠熱 麟 分布をつかつ℃樵定 し喪

のに・突然変轟率は 蕊譲 ×鶏噂(鈴 鍵繊雌鷺擁雛糠,欝 歪

毒v蠣 ㈱ 鐸綴の であつた鑛

鼠 羅鱗菌培善法によ薦$縫 鮒雛薦出馨ε状態を$織 を

解曝 か ら纈増酌に増撒した 鱒驚 簿磯 撫醗趨 職鵜難簸繊

鞠 撫 培地を簿いて単鱗醗糟麹讃によ雛観察もたのに綴

代第 藝～馨代にてs纏 制癬 の糠 愛撫麟をえた.

/)識)の 成績から,挙 鱗麟培養灘 凱よ導$纏 濤灘 三の撚

現額度は突然変異率から期欝審れゐそれを藏かに凌欝す

魏 ので劫 灘 が 掘 贈 硫Lて 作職 ていが 羅

姓を溝1♂てい箒撫

捻 凝藏 欝鶴薬類購搬 横得紫灘 ぐ蹴験欝簿実験♪

(策北大抗研)欝 藤 利 夫,

蕩 階 ∴ 郎,戴 三藤 驚 ・一

b増 慧酌継代法によつて 撫 鍵礁 培纏では麟繊薦の

s鼠 欝A叢 醗欝獲得は鱗難であ難が,そ 跨膿灘を培地

申の撫満の霧無に繕する蝋とはむずか 乳。い熾

恥 照罵糠欝 培地中に灘1ナ 薦実 験 で は$戴 激び

欝煮叢 醗樵横得状況嫁黙灘様糠を懸熱
,s縫 は急激に騰

度鮒難を鍵得す為魁 欝A難 で垂鼠一程縫上昇後繍築れ以

上嘱 畿醗 駄 えに姻 ・。かつ菰 れらの感難～ 喰 帰

は容易で嫁ない蒔

恥 欝A縫 講性人灘薦は$為蔵醗性にな嘆 難い嬢海を認

め導が櫛?株 で繍轍れを認めず,入 灘藤及び総?株 の$

鍛購性繭は感盤藩 と溝様に 烈轟簸 継挫を横得する
難

の 劔7綜 の 欝A$横 搬 藤は 欝A$を 使懇Lた 培地中

においても 欝《鷺 単独の騰合 勲1溝様鐙速鷹で 継A釜翼醗

性を獲得すゐ難

餐)鷺 欝蕪v株 の 灘A縫 醗姓横誉響に対じ ご$糠.丁難一亙,

撫 は阻害す撫が 警轟$瀞鴬轟 は難鷺審しない費

γ羅 愚ル懸嚇塾の縮織i癒鵜封蘭難 轟.欝.欝.の

膨響 〈黛〉

〈勘 歎際 串央病院)多 賀 一 灘,大1豊1馨

瞭ル騰潤トを結鞍に罹患せ しめ,欝 群に分ちて騰濠難

ヅ》の結核症に対するA3欝 の影響について検討驚"次

ぎのこ菰を郵鱒 え驚鞍
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結繊嶺ル騰ゲトに対 してA。 驚。艶 を注醗す燕と病変

は遜展す撫ゐ愚われる心

結核瞭ル燈ッ》に$蕪 蕊A/歎 欝。を併騰す灘とS綴 鐙

治療効渠は低下する.

攣AS治 療に際しても 嵐 筆 靴 を併驚す撫と沿A$の

治療効繋は減還する.減 退跨度合は 恥 蕪む麟 雛 蹴灘 ・

A.よ 箏強く,試 験管内の沿AS接 抗作繕とは一一致Lな い

威績を翠Lた 濃

夏.翼.A、鷺.治 療に際しても懸様な績鍔が認め られた。

欝AS,翌.翼.A.叢 の醗性出現に対 係て,譲 薬剤熱 ん

学灘.の 併灘は,特 に速進麟に働く菰は思われなかつた。

篶.轟 灘織糠麟⑳ス ト饗ぐ欝縫獲得に及ぼす

ピ蓼ドギ壁鳶ン鐙簿鵜 α鷺)

〈名大 ・轟繊内科)出 灘弘 三,松 永 鍵 明

われわれは先に轟 灘熱蒙核繭における 黛絨 麟性蕪の1蓬1

規が 廼r緑 蝋隷篭叢懸(以 下 峯》A絨♪によむ強く搾舗藩れ

導膿とを知 箏,隠 の醗性獅鰯薩の生化学麟特/癒を濠求L

て感受性薦,醗 難菌 惹は寮ったく異なつた性格をもつ 瓢

嘉,ま たこ磯欝A鍼 の撫麟機作の一つとして 欝《鍼 の化

学購逸 　磁 位の纐鎖のアミノ基の霧在に蕊 要な意義があ

為ことを報告Lた 撫今繕はさらに蕊の擁麟機作を選欝挙

麟立嚇 よ雛追求検討L,繕 時に$瓢簸 欝A簸 為の培地内

共織作矯如韓を舞賜 難釣にて1鯨物震の結禽物質を禽威も

て,こ れによゐ 黛蕪 醗性獲得郷懸実験をお菰なつた趣

衿 欝A鍼 は 黛醸 記共存す灘菰翫縫 の有す難嫉麟一

購鱗総 撫就に強 く拮抗し,醗 性菌の鐵現率を強く抵下

藤せる。 、 雪

欝〉 欝A鍍 懲身には結核菌に講す難 絨雛織欝鑛 蚤鑓総 蕊

は存在Lな いむ

3)畿 簸 醗性上興は結禽物質に よ1)継 代第嚢代蜜で

は強 く撫翻灘止{婁れ愚が,第 憩 代難には… 足跳び に

翫羅 欝毒泰㌘ノ鵜 以上醗性を華Lた 欝

薄.慧 糧欝簿効集の蒸磯実験.懸 鞭鱗諭鱗欝熱,

避A欝,夏鱒難織慧鍵 燈灘時鵜欝む培蟻耀横に継

代 した纏穣藤の観貌 ぐ第黛灘)鍵 騰株撫も 欝

離 した 鶴慈蕊銀 懲雛議麟 鎗蘂霧蓉磁愛牲

く神奈/l際衛生研)窟 本 暴

3横 類の化学療法剤$鍍,欝A$,脳 難 の等濃度を臨 無

にふ くむ液体培地環境に入灘結核菌を継代してゆく場禽

に少くも蓋種類の薬麹に対する感受性が締 轡寳でも維持

され,そ のために3種 併罵の環境では感受挫を翠す鉱謙

褻た認れらの菌群は一般に 黛鍮醗性を題す轍蕊等につ悔・

ては,す でに本学会に報欝Lた 伽これらの混合 欝心灘無一

鷺叢轍 金体が魯横の薬離環境の下で呈す導感受性ないし鮒

樵の羅 騨 欝 齢 購 成灘飽であ為翻々の繕齢 腕 に灘 鱒

誌かのぼつて考察分新す巻ために,第 薫毅階為Lて,鵜 ・

れらの灘會 獅響糠雛糠 から纐 の々綴蕪纏胞一一蕊確には ∴

c沁総一を 心難 麟辮 で分離す導実験を灘器ない,鉱れ穆'

の α織費 の欝種薬剤環境に対す導感受性ない鮎醗性を

調べた瀞以上の成績を報儀す為崇

胃.ス 陣 プ ト饗イシン灘鍛 患欝競鵜数ぽす譲 、i溝

酸叢びにグアてジンの影響鵜麟iいて ・懸

〈九大 ・ご1内鞠 勝邸 鵬 之臨 村 松 蕉鍵 譲

灘 醗 騰 蹴 磯 序を鱒 け ゐ一つ獄 み漉 鴫 藻

講諏 の 熱A瀞 黙 並びに 撫 蕪嚢隻齢(以 下叢 と略)を 講

灘 ほ もに麟 蟻 鐸 醐 せLめ ・灘 級 憩 醐 齢 羅

酸素演費澱及び薦畿の変鉱 蹴 　醗 織 現の有無等を観 議

翻徽謂謡響愁羅 灘懲て讐£濃轡灘
鰹 細 添膿 銀 鰍 鷺磁s鷺 嚇 餓 騨 ・1
騰鐸.磁.鱒 ぎ ともた.も か㌃て 懸 鐙推移では,灘 蕊

単独薦は対照に焦L蜘 灘の一艦㌻麟増糠をみ灘が,熱 聾'壽

熱蟻 で嚇か猟 腰繍$瞬 蝋 緯 諏い
再び増撫をみた。嚢璽A添 煎薦においても 搬敏 鱒場禽 ・＼・1

に癬た傾1鵜を灘し驚聯薦盤の変化では 総蕪Aは 添簾群が 三

黛餐A添 懸群 に比む増撫灘傾捧1夢蚕篤 た恭$澱 醗難灘定

ではs魑 牽驚NA率 叢薦にお い・鷲騨期にかっ藷明な醗性薄

の鐵規をみたが,欝 脇 の場禽は$鍍 補畷)NA奪 瓢$継 率

難賛廠÷鷺 麟に少数む灘性 鷲騨識一ゐ鐵現をみたのみで・

一・般に 鷺》融 鶏し 黒》トごA添撫飾漁発脊が不良であつた。

簿.薬 羅醗蟻i麟鐙篠懸に鶴す蚤鎌貌 ξ続報〉
騨(1講 慮大 ・翠本1内欝)大 藤i真

く懸 立 岡1無 療)難 緯統二郎

昨年の本学会において,わ れわれは薬懸醗姓結穣薗む

復帰について報撫を滋慧なつたが,な お嶺続激次ぎのご

とき実験をおこなつ九ので報告する.

叢.難 欝驚》黛講織 及び 撫撒v獄内爵ぜA叢 を 照f傭 総ご

(A幾 鷺撚熱 濠たは撫演簾)蔽 体培地に他種抗結核剤を

添撫培獲継代 し,そ 跨感性化をはかったが,醗 性抵下繍

みられなかつた軸

露.響 穿畿に上記慧藤株を接種し,戴 種抗結核踊を注

射L,繕 代した諏轍ろ,幾 撒醗講 嫉 を接種L海 もので

は 羅A難 を注射した毒の磯み,撫 潔1購一鋤融鑓 を接横

した饗ウ黙で慧 灘餐を注射Lた 撫鐙に紙下のみられ燕蕉

のがあつた⑪

3.諜 れ ら醗轍繭を栄養条件韓劣る培地に継代 して,

その鰍性に及ぼす影響をみ蕎ため,滋%小 懲変法培地を

つく箏?代Lた が,鞠 蒸 磯講醗 は醗性低下せず,鷺 灘
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無 灘 離 縞 礁 地で繍/氏下がみ糠 た.
嵐 灘 灘 欝鰭 縦 瀦 を肋 驚輔 にわ静

,

その醗挫の樵捗を観察Lた が,や は 拳$鍍 醗挫よ鋤,欝

A鷺 紺難む叩方が懸ギの率漆窯大きかつた
.

・{賦μ・ 、ド 謂㌧討駄酒 ・～ ヘ メ、^漕 、評、 に、餅、 脚

シンポジアム(11)耐性検査 法

(演題79～82,4月4日,午後A開場〉

欝・ 欝瀧藥翻麟灘犠簸地鵜肇い畷

(懸立紳奈ヌll療総薦 墨}

伊藤忠雄,亀 騰 華 蒙,朝 禽 窯

杉1裂1欝翼,綾 都灘∴{鄭

現に蕪・抗結核剤に対す犠薬麹醗性の灘定は単独薬剤灘

醗盤培地に画鰭 職 してい難が,私 お毒轄各懸鵜併驚薬

薙撫醗雛培趣を試作 し 欝症峯夢駈 モ樽藩株について検講

を灘えた繍薦 慧嬢婆にその毎・ずれかの作灘にて脇力鋤果

がみら瓢 蕪遡では発欝渤長の蜘 鵜が綴め嚇 竃
,灘 独薬

遡が培地による測定撫よ参推定むても,な お薬遡併灘響

の脇力作矯ない係併購によ凝総轡助長心撫騰嘉黛の懲1藩

を必ずL亀 予灘できず・撫毒む鋸繕 く醸鎌)に 歳つて特

轟性がみられド …律に併歪融趣の影響を論ずる蝋煮は饗奪

ない慧嘉が認められ導ので,併 葺こ礫 辮撫 醗雛培地の必要

鶯が考えられ鵜 憲剤及び併織薬剤の濃度贔桑れそれの

総餓 醐 す験 論 泌 婆で劫,書 ら縦 縢 翻 瞬

牲培地む測定蕪犠 瀞療鋤果ゐ跨灘係が寛!搬徽焦較検討藩

燕べぎであろ彗撫

鎗 灘立撚謙灘 て濫纂鏡織繊翻に腿す懇驚検蕊

/鉢液串欝薬購灘騰,織 鞍欝搬薬翻態繋縫,

鐵 欝農欝す蕊薬荊欝驚麹墨)鋤 繋瓢隊鷹

(欝立策京療問 小 灘 敬徽

培地に薬剤を拡散審せて抗菌剤灘力鐡を灘黛し,或 い

は薬剤に鱒ナ導藤の感受盤や嚢購1効 築を検査す導鳳森曇庶

飽穆繕醗蕊異つて結核薄では薯Lく 醗難であつた灘

私は藏輔 蟻受法 糠緊殊単鷹試験管を灘いた灘鰭地に蕪を

蟄養して蕊焦峯熱 薬簿1を誌・くんだ液撫管籔に注入 し,

糟地中に鉱数瀞せなが ら繕養靴,譲 灘か ら灘発欝蒲線蜜

での簸劇 すなわ端灘止帯の長さをミ懸燕方法に)よ つて

〈驚)結 核麟謬抗結核織鱗性(露)瓢 剤以烹の粛 鞠 〉併

驚効果を階澱稀響法 と銭立鱗 鋏法を轡鐸lLて,姦 濃鷹比

の離禽せ培地を簡単1胤作製 乱,少 数鵡試験瞥野灘定 覧,

欝常検査に実濾鷲能であ愚鵜と ・.3・ 薬斉ミ股 与慧,麟韓

鉢液串の瀬樵薬薄膿蔑を測窯できる 磁欝麺 撫中濃疲は

嚢譲灘 ノ癬 震で瀞縫 欝能〉菰記衛驚)た むで報欝する
離

翫 バルヅヂ屋愚タ澱激び横斜箪糠藻1嵩叢纂

入灘轄穣欝鐙灘難灘黛

(篠島購蘇大 ・繕i患学)

麟幾根 綾,沢 野 允,兵 藤慧瓢

従来結嫉薦の薬剤醗畿の灘定隷一一般に薬麟を全騨培地

に混入縫麟議Lた 亀のを鱗いてお訟な蕪漁 てい導が
,離

灘 難 鞍 駄 麟 では醗 不欝欝簸で劾 ,就 いわ
ゆ孫稀蟹法醗蝶灘定⑳不鰐避納な結果記して

,醗 盤度の
糟密な灘定が・櫨の病源藤に麟御ゐ如くで壷ない

静われ
われは先に発幾むた粉寒化 黛騰 瓢 寒芙培地を講いて

,
龍の病灘薦において…般に鍵購港れてい 導デ ぜ携 穿法

〈一浦次熊拡激法〉を矯い鴫 本菌の糖密な灘轍灘定を 烹

ワのオーダ㈱まで・鱒難闘響おこなう孤毒に成勢L ,震
た無藤撃板法 ぐ継麟蕪蹴 撫 雛 購 蟻濾〉によ静約 蕪

欝闘で麟の 脚欝還撒童麟 によ導醗性分礁を簡単に測定 し

嬰添認蕊に繊功Lた ので,そ の成績の概要を報欝す導鎌

繊 凝醸 欝鶴 艶A欝謙鰍 及び 薫翼A釜蕊麟盤検驚

鶏培糠鵜焚鞭懲横灘濃鷹鐙瞭瞭鵜櫛い駕

(編島鎌衛生研)止 麗一 之 叢

結核治療における醗樵検蕊成横の評髄は窯ずそれぞれ

標難鈴顛く適蕉な薬驚濃度を憲す導培地の使騰を購提 と

す為ものであ鵜 靴総一警畷,欝A蕪 は露轟熱条件に麟齋安

定であ灘蓋の意向よ雛$簸 の麟 く培地内力癒はあ憲む問

題視されぬよ導であ鵜 私は 酔真$一輪 慧 丁繊盤雛宅等

謬法 鞭A鷺 は讐斑等の法にて$%蕪 蕪鍵儀 培地内濃

度韓瀞淀 をお菰なつたが,結 果 欝鷲 藻存或いは 欝辮心

難分の翻く灘熱に皮 定であ導凱義を滋試も
,県 内 騒 施

設で曙 麟 捻 れてい灘談醗挫検査驚培地内の薬購力簸を

検灘Lた 蕊こ瓶 はなはだL嚢 は蜜糟壽たくふ く甕ず約聯

魏 激漂ジ1切繊と相興灘成横を丸た.よ つて瓢れ らの糠霞

を考究も$撮 購搬 調整綬の壌地内力癒に毒絶えず考慮

噺払 養こ 之が今後駕1一い醗牲検査を施行す 篠ため謬根本

講 瞭 劾 讃 常検麹 …莞 破 遷鑓 編 聴 も

の熱欝ず悉鳶



シンポジアム(12)耐 性菌と臨床

薙簸,題$$～ 暮蕪豊 姦灘 婆鷺,窪 縛愛A会 騰)

欝.難 穣化挙薬徽 購牲欝麟臨鎌艶欝糞

(千葉大 ・三輪内科)三 輪満鴬 曝福永和雄

砂 出 孝,杉 灘欝久簿,高 綴患太郎

《麟立華葉病院)湯 鐵好一,鈴 木戴蕊 霞瞬 興

(難 撮 療 松籟荘〉 佐藤 実,北 訳幸夫

(千葉繋療鶴舞病院)憲 藤 広,窟 瞬隆次

(チ葉曝畏 生 病 院)獲 灘 嵐 単野一藷雄

われわれは笛31鱗 総会におい鴫1欝 性の変鋤と病藥

によ導鰍雛の差について報欝もた.今 懸はs晒 欝鷺・艶

A$に 欝する結核菌の慧璽ない し3鑑 醗性と単魏醗性と

の縄係,及 び鐡徐締の菌醗性訟綴織学的懸箆について検

票なおこなつ縞 実験方法縞 麟種薬鋤 購%小 携賃培

地を辮い,s晒 欝 難,s簸 孕AS喋M鶉 欝AS・s赫 憲魏鷺・

墨》ASの 曝横の慧露・3藪 醗挫培地を使灘Lて 定盤簸饗を

お 蔦ない,そ の醗性菌の混在率を比較もて,次 ぎの成横

をえたむすなわち,各 単獄醗性藤は他の薬鶏に対し て1激

鮒性にな 拳難い傾向があ為菰とが臨床轟横こ認められ鵜

凱ゐに跡綴 醗性薦は二窺醗1生にな 導難い.蕊れに反 して

$鍼 灘A載二璽醗性菌は比較醜多く出規す為説うである難

褒た,病 巣闘の購性の差が,酬 生を調ぺ難臨 常に欝懲

義な為が,総 織学麟な駈見 と関係が深い鳳とが認められ

る藩

編 各種抗纏核翻欝欝療濠に焚け巻嚇畿繍蔽

麟灘の溝畏 毒投与薬魏膿繋牲⑳撤霧

く麟立東一病 ・内科)亀 山 繕 黛 上 次 藻

(懸 ・検査科)小 灘 井 叢も 佐藤鷺美予

ミ1額箋中結核菌塗抹騨 生の騰結核患藪 徽 餐に懸 係$瓢

沿AS,鶯 磯,丁 撚欝娠 の繋薬麟の餅罵療法をお轍ない経

過を滋つて喀出薦数の漉長 急薬剤感受性の雛 移を 観 察

し,併 わせてx線 醸との　講連を観察Lた 。

治療前s灘 鱒 ㌢/輪 艶A織 晦 燐 鷺燃 導議 琉"で 発

育醗翫漆れ燕症例鐙漁療効寮1激薯係く,投 鋳劇のいずれ

か/凝 に発育灘止濃度の轟いものがある嚇合は藤陰性化

をみとめ難く,一 時藏数減少した例も櫨の欝驚麟に醗挫

のま欝 をみ義め麟時に藻再増撫をみ鵡 また慧蕊併灘で

講購に感受性の例も経過中に簿者に感受樵が低下Lた も

むでは菌陰性化をみなかつた瀞x線 鎌の推移蕊毒蜜接な

関連がみられ,薦 数の消疑が病勢の苧鎌輝定に一つの参

考 記なるもの嘉考えられた鋤

鱒.$簾 礎A$畷 翼A蕪 蕪魏併矯療法鵜おけ愚醗

牲雛i競の灘雛化の概究

く麟立購院結核醗性共織研究蟹)

〈東一・〉 小海善之,小 瀬聾纂 三上次鶴

亀撫 繕

く策瓢〉 熊谷謙ご、,.隻盤 鍵央,稼 藤武材

く繕膜漂〉 後藤敏夫,渡 避武治

坂本光弘,服 緻 呆樹

く長野〉 演水 進,鈴 木 弧 溝野鴻潔

く名齋醗〉 蜜沢久喜,船 橋憲士雄

く金沢〉 更懸康葎,拶 藤 博,橋 本良毒

く京都〉 箆繊善畢,舞1上 一郷,寒 原利兼

く舞鶴〉 溜欝満津欝,松懲好蕉,上林愚生

吉岡亮翠

く岩麟〉 謄療定鰐,楠 綜無雄,石 河 勝

趨 勝博,初露攣汰鄭,濾1懸 宏

懸賀都造,岩 黛整親

く筑紫〉 上撮涯蹴

く懸驚〉 串根蕉勝,癒 箆幸溶

く嬉野〉 磁浦省二,土橋公雄,小 野漂率太部

繊立病院結核醗難典三薄研究班 鷲施設は昭和露 年来騰

結核癒に態す灘化学療法麟の臨漁約醗性の基準化を主義

し,そ の畿麟生に闘する縄題を検討して懸鵡 本年度は

三麟併講によ弩治療胤漁 撒 例の締結榔 黙の愚薦におい

て治療麟のs鍛,難A$,欝A難 の縦盤鹸の発現状態蕊3

癬飛後の臨床効果 く鵯展縫,喀 疾中納核藤数 絢部x線

㈱ との濁逢瞳について検講Lて}欠触 嬉 結論をえ鵡

すなわち肺結嫉症に短係 灘,難 畿 購A蕪 の懸蕊併

灘療法においては治療麟$羅 欝 学,撚$靭 ・撫A蘇 鞍

以上にいずれにも醗難を虜するものは,総 紫併灘療法3

薄灘灘によ鴨 講ミ的葡渠がみられず,s擁!胸 瀞A鎌 製

翼N艦A難縁 な蕊藩 欝響瞭 法に藩戯ナ為灘 ゆ 際界菰考えて

よいと愚われ る心

総.抗 織穣鶴擁蜜織舗驚繊患饗⑳経過よ馨みた

灘煙横⑳慧麟

(騰薫県小濠療)藤 岡蕊雄,寧霧鐵文香

i隷鷺周子,杉 溝宏敗,曙 艶義宏

杉承 裕,平 島儒予,蠣 織寛欝

欝 鰻賦,金 予 蕉,響 鐵鍵職

ぶ・鰍



35抗結接蝉紅 醗性を麿す糞欝毒結核患嚢 磯磁 ⇔ ち器 犠

轍手籍施管)に つい鴫 その醜罐的経過よ参醗燃麓 の慧

義を検討L鵡 内科醗治療に終始Lた 鯛は慮蕊して臓型

覧 外科翻曜療 を熱 ナたものは欝A灘 が多い
尊経過は内

科纒では$勲 月ないし灘魁 身ト科例では徳縫3～ 馨勲薄

蟻磯 察 し鵡 轍 騰 織 謡 羅が墨ド舗 も多も 難 都

毒つ之も少なかつ鵡 鱗 鋤々購盤麓でみゐと 欝AS鱒 ワ

購盤がもつと臨多 く全体の約 烹翻をしめた
.魯 横轍学療

法を瀬こなつたにも拘 らず 艶A慧 鮒雛群で予簸不良鋼が

もつと毒多 く・欝 鷺 では 憩馨ワ 鮒姓群で予後不瑛鰐が

少なくなつていた。臨床酌には完全鮒性が不完全謝挫よ

導意瞭があつた・黒嚇醗性は瓢瑠 謝性 よ鯵予後不疑例が

多 く・$紘 欝A$記 毒に 鱒 ワ完全耐糠,欝 総 鞠 完全

鮒性の場禽が多 く・瓢者耐韓筆では 欝A$鱒 撃完全醗姓を

ふ くむ亀のが多かつた崇

外科例では約 謙%に 締後合辮症を趨 した.織 後含併
蕪では$澱 憩ゲ 完全醗 奮三,艶A鎌 轡 党全鮒性の二嚢

併驚の場禽が多かつた鶯

87

・肺

結核患者に於けるPAS並びにINH高耐性株に就いて(東大伝研・臨床研究部)石井省悟〈東大獄研・臨旅研究部)石 井雀懸

私は闘接法によ概 繍結核愚講よウ分離Lた結核菌の

欝颪難獄獄に対す灘鮒性を灘定L,そ の高醗牲橡につも、

て臨探酌断見訟の闘係を検討係た尊

黛)醐 を 鋤 窪職 鱗 した拠 費壌中獅 似 上

の篤醗姓を承す 毒のは,憲勤藏抵抗で馨株 礁.難%〉溺
錨翻 撫 でふくめ疑 簿撫 蝿 ア紛 でん 蝿 描 助

に発育す贔超織度の醗雛糠蕪橡が丸られた懸

勢 鞭黛を$慕 以薫使繕した 艶 株中 欝ヴ以上の

灘 璃 講盤 掬注 勲醗 蹴 で鱗 く鎌%)趨 蠣 繊

終 ふくめ鴬 蹴 α講 劾 噸 驚ゆ瞬 醗 欝 礁 は

気株のみで・それ以上に発蒋す為薦はえられなかつた
瀞

難)撚$で は繊の薬遡の併驚が融S高 鮒性株ないし

鰍盤株の欝翼を阻止むえなかつたが,ご欝蒙では群灘によ

傭懸姓橡なかんつく高鮒性株の出現が強く擁鋼港れた
無

の 撚$・ 欝鷺 数臨病型 と騰醗盤株出現の関鎌は密接

でない・空澗の麿無は欝AS窩 耐姓株綴翼に強 く闘孫 し
.

蒙翼黛 では薯明でない轟

鎗 笠糞叢 鰍幡携の臨床麟織察

(策京逓摺病院 ・結核耕)藤 欝翼之助
漂江波芦歎弥 撫 藤 威 司

,中 霞 溝,

小須鑛達夫,購 串 鴛 一・,河難鑓漕,

寳 岡 一 鵡 押藤不二雄,敬 繊滋子

獄 蕪醗纏菌に譲いて動物に鮒す導毒難が減弱す轟こ為

はほぼ縫実な事実であ為が,羅 黛 醗盤繭が出翼Lた 場

会臨灘窮に 墨は海してその毒性減弱濤ミみ られ添か否かは

窟だ購らかにされていない。演嚢らを敦この問題を遮求す

ぺ もx醗 治療麟 中に 難 繍 騰(鞭 麺 職 醗

性〉を蕪鱗Lて から少くと臨3諏 月以上量長3年 の経過

を観察した縮結核患饗 簿 鰹について,耐 嫉ξ購綴 のx

線繰及び喀嬢寧結核薦の推移を検討した難

すなわち醗性巌の変勤に伴な餐X線 繰及び結核繭の雛

私x線 轍における悪化率訟 欝難 鮒姓度及び懸時に存

在するS簸 鮒樵麗柔の闘係,欝 翼醗性鰐に対して翅A,

V紙 撒 簸$,鷺磁G等 をふくむ癒学療法や成形
,劣 除等

の外科療法に転換 した鶏のと縄一横法を継競 係たもの赴

の態較などを検討 したが・欝難耐性魔と臨床経過義の購

に讐殊な醐連を見繊し難 く,む しる購時に霧在する$纏

醗性度が露実な役舗を麿するようである雛
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細 菌

(演 懸$繋～嚢慧欝爆驚$欝 掌午葎蚕 鷺会壌)

鈴 抗凝該i趨によ馨蕪穣麟 磯 糠バクヂ 蓼ウム)

の懸態及び發欝様講⑳変伽 　搬瓢鑿驚趨期

織鞍蕊に於け導擬繋

(麟立宇多野療 ・京大結研)轡 藤 義 昭

結核藤及びその億の ミ濃バク例 拶 ムの発育初期集藩

ぬ$絨,欝 難 を作罵せしめ,種 慶な発嘗時期にあ為薦体

がそれぞれ如粥な為変化を津すかを追及 し丸齢$羅 に燃

いては全鍛醜な染色性の抵下をぽ 翼鷲では羅曙 な顎救形

成轟抗酸性の溝央を鷲徴とした変化を類す・ もかL菌 が

休蕉載いは㌶減ゆ状態(承 室中・灘熱死等)で は変翫鳳

み られず,購 様に蜜い集落では轍諏んぎの薦体に変化を

認轟ない.ま た薬離作驚後その作薦を除いた縫金生残L

た一部の薦体かも霧発欝がみ も糾 藻た購止賑騨濃獲に

麟いては発欝擁麟に緯いて一部漆・ら鰍性化によ燕再発轡

がみ 糠 る魁 譲 ら臨 灘 んお常に酵 弊 の1灘 緒

の部位にあ轟蕪体(密 接 した二核を需す導藻体)か ら再

漿欝が趨鶏瓢義を弾 むえた磐

齢.雛 欝の霧1難鵜つい鷲

(策魏大抗研)篠 鎌 遭 知

叢 藤 裕,福 庶 主 欝,鈴 木 淳 三

前に 叢撫搬一慕醗隷綴 及び 鶏賦醗 染儀を戴潔こした

結核蕪に轍電予線懸粒がみられない鉱とを報告した・凱

韓懸鐵を分燐 した結果媒染凝の石淡酸に蕊 来す為濃為を

知つた箒すなわも 瓢磯レ欝鱒無鎌 及び 罫暮雛欝 染色に

盤いて願粒状に飛え燕愚のは電子線縣織 とは鑿撫 強く

鎌濕染色 した 撚藤レ驚 麟鱒鷺染色饗洪く見 られる黒魚

懸毅 繍麟磁 舞欝 は形懲S凝 尋畿対する態度の違いか

ら電『縣 顎粒 義轟つたものであ艦 染難条件の違いによ

摯鐵環額度がちが うので染色に議 巻入工綿形態であ為鵜

とがわか墨.徽 の飽顎載蕊窯ぎらわしい 鋤 翫総鎧 球状

蕪について論及す愚箒

また 鷺難濕雌漁撫一雛畿縫鱒翼y難無法によ撫讃灘繋ンギ

欝アの培養時期離な鐵現顕度は電子線顎粒のそれ 急相継

牲を毒つているが,1曝 一一繭について検する翫 臨 難騰獄脚

慧磁 犠鵬 選元部位 と後蒋は一致Lな い凱器を知つた縣驚

た鳥蟄薦の超薄切締において毒電子線穎粒穆他にこ轟 ゐ

等大噂電子密度は継縦蟹 よ雛懲嚢熱・円彫ないむ櫛 讐形の

顎糠をみてい纂.膿 の構造について黙下欝究をすすめて

㌔鵯 農

鱗。 誌穣欝叢び鵜騨驚灘抗酸欝⑳織麹化攣鵬鑑

欝に鷺す馨蘇驚 ぐ纂 黛澱)

(繊大 ・綱麟)輩 繊 忠牽

餐種抗酸麟を騰い,s蕪 曲 《濕 魏 罎法を援購 しての中

輔載斑応蟻強法 と変法難色反応について検討をお凱なつ

た難

すなわち中性紅反綜増強法に・ついては講潔ノ紳ル・メ

蜜ノール,ア 舵 鮎ンを単魏に作購せ灘よ箏毒 メ輿ノ～

ル 。識一携ルを等難に醗和した毒鐙を作驚 港せ為欝法が

よ夢すぐれてい難凱嘉がわかつた謄

無変法鰻絶 反1導については 載む導%響 ジ勲イ塾緑の反

応液壌飛 い灘鵜蕊によつて抗酸薦の癒類によ弩強購種々

鐙羅蝕反慈がみられたのでβ 難{讐瓢 反慈(騨 群 醗 の変
学法)

,璽》総曲蟹輪繕の轟一ルヅ獅 ン反慈及び丁蟹藤 畿膿 の

ツクシン反慈との闘達撫凱ついて比較検討を試 み 額 継

果,中 樵就猟綜,晶 一ルヅ糖ウ反臨及び蝋の響謄爵イ拳

緑反憲の3者 閣に極 く鰹かながもの轟なつた点があ灘毒

ののよ撃であつたが,総 猛醗には蝋れ ら騒嚢閥には漁曇欝

堪欝関係があ灘漁考えられ九む

駿.織 穣麟の辮講磁鱗 難鵜欝す蒼欝糞 く第1鞍)

鍍麟罅璽麟鐘1醗懸 培地

(懸立福縄療)瀬 懲 瓢 郎

慮 本 蕉 俊,渋 懸七 臨,古 欝瀦 憲

結核薦のいわゆ灘生体染難が,繕 胞撫理とくにその生

濡棚 定のための物齢 して糠 ・嚇 もは紘 いか拷 え

て概究率である.今 麟は亀素壌地としての絨欝培地をゆ

心蕊して,そ の発生集落⑳肉醗麟燐斑を報欝す鵜

小鐵培地の 燃 蜘 撫 鷺蕪齢 鷲のかわ 雛に・各濃騰の・

黙戴 董簾y隷総 繰囎 を麟琉 た ものを色嚢培地訟し これに

結核菌な定鍮培養 し糞語

叢.簸 蕪培惣 濠,繋 納によつては稗 讐しう灘簡易な色

素培地であ為鈴

黛.鶏 譲》のよ彗に鑿落の麟難の撃い藩株払 人欝の

よ箏に比較酌灘そい灘株とがあ蜘 懇嚢購渓か鍵〉分灘

増養について毒購様な辮児がえもれ瓢 ・

$.事 蓼 質Aは 黙聯縫響舞蹴 雛購難 によ艦 かな撫

著もい雛欝灘焦作灘を ぢけ難癖
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シンポ ジアム(13)カ ンジダと結核

(演懸 繋隷～黛翫 農趨3欝,罐 野懸算 欝会場)

劔 織穣欝及び弊癖繋蹴 酸騰欝 煮 《}織磯濕畿

鱗叢嫉職懸 ⑳藤蕊に麗す嶺欝欝慧

く悲大織研 ・纏薦部)横 井 敏 夫,池 端 隆

結繊薦及び諜病源難 凝慧酸 瞥薦 訟 心鋤礁磁 畿漏襟凝羅

〈夙下c・ 麟 と略す)を 蜘 暴濕難雛驚鵜難総慰培地中に

共艦婁臨 態芳窯た使舞麟 株のいろいるな時期の纏獲礦

蔽にc・ 蕊夏甑 を壌饗し鵡 審らに抗酸薦魯菌株の培獲礦

藏を基質勲し驚瞭の上董載健醗藩蘇砺 ぎミす呼販 量 を 測定

し・次の結=繋をえた撫

烹)病 麟蝋 骸 薦義撫 献せLめ た騰禽 心謙騰.の 増薙

は著 しく・反灘結核麟の灘欝はあ灘程嵐麹えられ為
鎌し

か難にc鵡 磁慮 を 紘 麟 短1。灘.欝 隷漁 ゐ共鑑薄せ

た場禽にはちよ箏ど凱れ と反対の成績沁ミみ応れ灘
.す な

わち 紘 麟薫鉱 紘 灘隷職等の増殖が蔽盛で識》撫一一ガ

む鞭戯 蕪の発轡は鞍轡1に獅えられ癒之ん潔増難傾向を懸

さない。

の 結獲薦の培養濾液串にはだいたい麟の 確鰹に関

懸な く 載 鋤 ・ の発育を擬遮す導物質が存在す嶺軸織

進物質は特に初期の培饗濾濃に多い難

3)心 ・綴甑が人灘及び牛難結核麟,鍵 .麟 置戯,鍼.鯉_

1職 鐙餐培饗灘数の異嶺濾液串で潔す増麟傾海と,そ の

濾液を基質とした場禽の呼戦鍛蕊は蝋 ・たい畢欝す愚.

魂)紬 核叢の培饗濾液呼功 菰 撮鉱 増磁擬選物蟹懸 慧

熱盤であ勢大部分は透新L参 灘分子慧の小懲い物質であ

恐が・遷折書れない藩分にも参少促進物質は存在す為よ

箏である。

瓢 《〉簸 織鍵簾 譲黎がi結穣縫に及縷す影鞘鵜

ついて⑳鍵験麟欝糞

ぐ北大 ・蓼葦滋灘橿罅)欝 藤 栄 聡

鎌 麟撫 謙撚 職欝(以 下 鶏 翫 記略記す)と 結核灘

訟心典生については夢くの報欝があ撫が,私 は騰ル曇ッ

塾の実験的誌核症に 心講・を感藻審せ,結 核疲にいかな

悉影響があ灘かを検禦した心

まず種々な方法でc蕊.を 感染させた騰禽懸ル、籍ル勘

ツ》体内でのc菰 の消長煮組織勝驚を検漿した
鎌気管

内注入感染の場禽主為してc蕊 は髄にのみ証鱗誰れ,
濃た腹腔内感染の場脅は瓢 騰 轡,騨 の魯臓器よ夢識

明壌れ燕が肉譲納には餐臓難欝徽まつたく変化を認締な滋,

つた繍薮た培饗祈見 毒感染後数灘ですでに鹸挫 煮な っ

鵡 次ぎに篭ル鰻ットを$群 に分1ナ,A群 は結核感染幾

黛難灘 よウ烹選 烹鱗総計 窯稱 ¢講 烹難糠馨を経轟擦感桑

せLめ ・難群は結核感染後3避 懇に 《}識.驚難灘愈 を膿腱

内に感染せ しぬ 《)群は対象翫し,結 嫉慈染後 藝週熱に

屬殺翻検し・魯臓器菰鍵ンパ職の結核病変の程麓を検禦

しA群 は脇 騰 鷺群は既 騰 《)群は騰,騨 ,騨 内
の結核藤を定盤離に培養Lた 鋤結果はA ,欝 群と毒に《》

群よ静臨結核病変強 くC議 ・が懇染す導と結嫉癒ぶ璽癒

にな導と考胤懸れ導鳶

鱒 航c撫 磁轟 欝餐⑳簿内効脚 轡驚法鵜欝いで

(広大 ・細購)占 部 薫渉松羅齋恭,欝 藤 懸

灘 　餓 心麟 漁 作聯 鱒 鵜あ紬 藷戦 嫡 徳

管内検定法な う孫難的で移櫨菌の量及び閲齢 培養茶締,

判定 欝数 検叢法の礦類な謹について 難蓬畿騰 翼ま鷺,

感光魚素 演鷲蕊亀 翫難難鋤愈蕪ギ驚難,v豊繍麟識輪 を懲

試Lて 系統的検討を試みた結果,稀 釈法,露 麟法,蜘 欝

法のいずれの鹸定法にあつて臨蕪の鵜齢為Lて は学欝培

饗窯での臨のであれば十分鍛欝でぎ,培 養 条絆は 欝噴

常法がよかつたが・稀萩法ではこ為に液体培饗法を驚い

ての 欝剛灘撒蕪 薦搬移撚 毒難培養欝 轡定法が,薮 た叢

灘法及びc聯 法では 玲噛灘鑑緬 藻鑑混入,蛍 ～黛灘灘

覇定法がそれぞれ妥 嶺であつた鎌

細 菌

(演懸 ≦繕～襲靱 爆月ミ嚢欝,菰野穣ぎ 欝会騰ウ

総 喉撃職濃議響⑳結穣欝分離壕獲(第 窪灘)

喉鑛灘瀧鳶蠣細融瀬歳の紘鮫
〈菰鑿研附属病院)曝 欝 藤 溝 蔵,大 島多欝太

われわれは・篤 叢報において,喉 頭糟濃 数屬濃及び嚇
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藻 とを比較し,陽 難率はやや劣導が,菌 液及び喀験紙 匙麟

べてそ う著醗の鑑のないことを報告 むたが商今繊は咽頭

職縦翫の駕較につぎ報告す る箒

入院懇讃s繊 鱗につき喉頭職液及び曝麟粘液を構時に

採羅 し 畢訳氏 らが〉方法にしたがい 難%驚 裏蘇)藁培地垂礁

培養 し比較 した魯その結果,喉 頭職液賜盤 騒 例 縫L難

%),畷 頭粘液賜韓三は 袈 例 毅6瀞%)で あつた。:平均集

落数漁,喉 鎮粕液 藩.慕 慧騨論一に態し,聴 瀬粘液 慧 馨

欝騨識一であつて,喉 頭鞍液は懸蝋職液に比べてすぐれ

てい濃恥

前麟及び今繕の威績よむ喉頭精液は遜常検査とむて縫

驚 し誉恐諜とがわかつた心

欝.欝 液内織核麟踏盤に及縷す鷺液銭欝の影響

ぐ鮭会保険申京病院)中 灘輿書,安 閥 秋 購

松久保養,籍 藤猟敏,渡 灘菌太鄭,

翠川袋明,加 藤友茂,竹 内 徳 尤

菌液培養に際 し,欝 液灘諸成分によ養結核薦が或灘一

定期閥影響され導であろ う認蕊臨無視 し難い。したがつ

て,わ れわれはいかなる欝液成分が欝液培養成績に大糞

く影響審れ愚か知巻ために,入 院中の鱗結核懇嚢 欝 名

について菌液を謙1礁 織採取し,そ の菌液成分と,購 時

に屬液培養をお捻ない,併 わせて,喀 撰中結核麟につい

て検査L,次 ぎの結果をえた燃

すなわも,糠結嫉懇響樽屬液は重症にな巻にしたがい,

抵醸の臨むが多いが,乳 酸やベプシンとの闘趨よウ器質

麟な菌機能障害 よむ亀機能的な障害が多い.そ して,屬

液培養威績との騨縣は,酸 度や魁酸とば一定の傾向はな

いが,ペ プシン鉱は関係深く,ベヅシン鎖多いものでは,

喀簸中結核藻陽性でも菌液培養陰盤が多 く認められた誉

鵜の事実は,中 等症紘で欝機能瞳害,こ 煮に低滅酸でペ

ヅシン毒減少していゐ場禽は良いが,低 酸でベゼシンが

蕉常に存霧す為ような瞭結核症に雑ないやすい機能麟屬

分濕緯害ある場禽紘注意すべきであろう。 しか しなが

辱,絶 えず鉾薦源葱な薦病巣及び權濾気管支も購放Lて

いるよ箏な露症例では,霧 液成分の影響はあ驚 雛欝灘 ゐ

ならないむ

鱒,織 鞍菌⑳懸艦鶏郵内培饗鵜㌘いで

(懸潟毒敏会事業協会信楽麟)武 内 玄 儀

鍵化鶏卵による入灘 臓黛遺v及 簸)牛 泓 鳥難結核

菌及び懸嚢からの分離結核薩並びに$簾 及び 灘A難 の

鮒　盤菌を漿振膜上接種法によ参,難 膜の変化,鶏 胎児⑳

蓼6育状況及び紬核結錨織現㊧虜無瓢ついて検した謄

欝化 蕪縫難の沸に癒懸酌食織水 風心¢中 撫嚇,蒙紬 撫霧

梅繊 壌,擁 韓撚奪,窯瓶総鱒璽 をふくむ蒲液灘各 嚢・翫煮

発を 鶏 撒磁 勇漿振膜接織法によ編瀟液接種後それぞれ

難,学,鱒,欝 欝灘に解卵L観 察L尭 む!)入 灘(撫 譲v,

恥)及 び鳥難灘は 嵐ノ獅 懲蕊,牛 藥麟は 擁講懲 羅また懲

嚢からの分離薦及びs蟹 ・欝A驚 醸生蔽では それぞれ

烹隷灘慧接種驚で織核菌結節の鐵現を認めた尊紛 入瓢

鳥灘及び牛型繭は接種 糧環 にすでに継核 結簸を生 轄

て,憩 鷺灘記次第にその数を増ナが 慧 幾難以後は特に

変 らず.勢 患蒋からの分離薦及び舗撫 欝躍潟講性蕪

では結核結締の発環慧前麟に駕しやや還 くてマ繕羅よウ

生 じ 撚 縫濕に霊いて戴纂を示瓢た。 恥 各群とも結節

の数,大 趣惑,撒 憲の程度及び振膜の総厚状態等は接種

藻鍛に比例鶏,す なわち麟鍛多いとき・は尿膜全鳳 に少

い蕊灘は接織部を申心として小結簿を懸豊ずる.恥 餐群

蕊臨胎児の発轡は鍵好であつた癖

鱒.餐 糧抗酸菌⑳購駕鶏魏内捲穰に購す導凝驚

(その1)漿 羅膜撲種

(撫大 ・総繭)占 部 蕪,寒池1鷺昭太藩

嚢～鷲難の欝化鶏騨の漿尿膜。1:二に人灘結核麟 ◎ 選闘

培養菌),牛 型紬核麟 α ～ 鋸懸講培獲蕪),鳥 醗結 核藩

σ ～鱒難培養菌),非 定難抗酸薦 〈7～憩縫培養藩)計

譲麟蘇よ餐谷 護獄礪緬 蕪蔽衛作 むその 難譲翫 慕宛を接

種 した勲接磁後 響欝 載 蟄購護に接種騨3細 ずっを舗検

し肉賑醗並びに顕微鏡麟に漿羅膜及び鶏灘三における変化

を検討 した轟その結果漿尿膜上には懲試菌株によ導大小

種 なの霞色結糠の発生を晃たが竹/嚢株(鳥 型〉,丁斑3株

く鳥灘),獄 細株 く牛灘),佐糠保烹株(非 定型)の 瑛蕩株

においては特に結節が大壷かつた瀞蹴お,接 種鎌蕪繋慧

蕊嚢幾鍮の鶏胚には全例において肉鍛辮磁 び1畿顕微鏡醗

に署 差は認められなかつた鎌

以上の接種各藤液に灘け愚生繭数は各菌鎌 徽よウ繕蟻

の騰嚢があつた叢煮がわかつたので,現 在では奮供試藤

株よ箏の麟液内の生菌数を轍ぼ一一定に補蕉 してか ら,懸

様磯実験を改めて実施中であ㍍
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シンポジアム(14)生 え難 き菌の検出

く::1嚢婁議 箋蟹》～気覇翫 曝残3鑓,窪 二尋霧 】臨鉱ミ裏縫)

董鎗 鎌穣麟燈嚢鵜騨す蒼一溝繋i

ぐ規 勘黛療き寧雛 戴 灘次

抗生物難の織幾以来,従 来の結核懲培饗に対す惹いろ

いろの枇講が起つて蛭つつあ導今幾,私 は懸汁酸を使灘

Lて,艦 核燕培養を灘篇なつた と瓢ろ,従 来の紡核薦培

饗成綴よりも,勝 れた培養成績をあげる鵜とができた雛

蜜ず欝検物を墨駕苛性欝達で処理す愚ところ窯では,

従来の培養方法と蟻つたく溝じであ導が,諜 れにいろい

ろの濃度に溶解して齢いた鵬汁酸をそれぞれ欝鋤に鑛え

て,十 分に驚搾 した毒のをそれぞれ珊舟の3%小 灘培地

に慧本宛培養した灘瓢ろ,濃 痩の抵い鰻汁酸を使講Lた

場含に,攣 なる箭性欝違のみで処理を灘叢なつた臨のよ

夢も 培欝 擁 螂 を 鎗～欝%に 高め為こ裁がで奪た継

これを要するに,抗 生物質の影響を受げたゐ懲われ難

結核藤を培養する場合,従 来灘鳳なわれてい導灘く蟻な

る黄性難達のみで燧理す惹こ鑑な く,灘 汁酸を婁疹に無

えゐこ之によ猟 纏饗陽性灘を…段ゐ轟め愚鳳記がでぎ

ると考える。

鐙L購 集内繍核菌⑳欝驚

(繍療梅森光織翻)黒 輪 太 郎

沼 鐵 蕉 樹,加 藤 邦 夫

切除された藤の閉鎖性結核熱内のいわゆ灘塗抹陽牲培

養陰性菌鈴購題については 欝灘 年 酸6磁鍵,ぴ 蕪齢欝

以来内外多数の報欝があ授,そ れらの藩の生罷を議醗し

よう為す導試みも 欝騰轡,翫 総癒 麟,闘 らによつてな

漆れている心私ど毒も諜れについて検講を競げてぎたが

今麟は結核薦の培養陽雛鄭をたかめ導ための慧,3の 試

みをおこない,藻 た塗抹陽牲壌養陰報三に近灘・状態の薦を

爽験約に作製L,こ の薙を規い各種培地の挫能を比較し

たので報告す悉農

勢除例 嚇 例綿蕪病搬内⑳結核麟について比較襖討を

お鑑なつた.鳳 誠)申鎖挫病藥については肉霧融強に軟化の

み られない乾酪巣鶯馨細では結核醗塗株陽肇:li沁纒(騨

%〉 培養賜性 総 癬(欝%)で あ参,膿 れを主病雛の性

状によつてみる為 空洞を主病灘とす導欝 鰐では 欝 例

(沁駕)が 賜性であ愚のに比 し,乾 鑵鎌壌ご艶病巣とす難も

のではわずかに 灘 舗呼礁 携(憩 駕弱)1鳳陽性を懸すに

すぎない。

繊 ・ 繍糠麟⑳塗綜鶴盤 ・培饗嬢懲に醐す蟻鍵

験麟蕪びに臨廉曲欝糞(第 遷載)魏 繊

寮彗⑳影響 講 菌す蕎鍵験麟欝驚

榊 欝縁大 ・一遡科)痔 選院 孝 懸

販 本 彩 児,生 駒純一鄭,佐 藤 蕊 離

入灘結核藪 撫潔》 株に生理的食壌水中 にて,$腋.

轡雌 津 鵡 磐 細 酬 輪 及び 灘 津A絡 撫 緬
欝濕 難 ㌢緬 の抗結概綱を作灘せしめ,結 核薩の抗酸性,

培饗性及び病漂挫の変化を 鷺難週にわたつて,叢 週毎に

観察 し丸。

$蟹,灘A羅,継$欝 欝登職 緬 を作稽せ しめた場禽

s簸 では$週 よ凱 欝A難,艶ASで は 翌還よ箏,ま ず藩

饗牲が溝央 し,翻 來陽性 ・培養陰絵義な 軌次いで$擁,

瀞ASで は爆週,脳A鷺 では鎌懸よむ病漂盤鴎溝央す為鱗

しか しなが ら抗酸縫は 驚導選に至 難臨消失 しない.

凱れに反 しs紙 欝A$各 欝 琉 心,欝A鷺 三矯襟作

薦群では,い ずれ 毒生菌数は経遜麟に漸次藏少し,そ れ

に伴ない病癒性も溺くなるが,艶A$及 び 灘A厳 作規群

では 熱 遡烹で培饗陰雛之ならず,s纏 作騰群で愚完全

に培饗陰挫化した とは考え難い結果であつた。

すなわち,結 嫉薄に騰濃度の抗結核遡を作講せもめれ

ば,結 核菌は比較麟畢糊に塗抹陽性 ・培養陰盤化す導が

低濃獲の抗結核剤を作灘せしめて毒,懸 灘璃触には完全

に翻來陽樵 ・培養陰性化 しない。

1膿 われ鍛れ⑳最透變総せ愚織核菌検鐵渋難び

鵜その結集鵜ついで

く九電病院)森 万 簿 夫

賞 瞬 敬,藤 礁 爽 文,桑 野 趨 憩

実 藤 畷 一,懸 中恭之助

杉撫氏法を嚢考にした ヂキ」変法培地を編いて,毎 驚

の薦検査陰性の入院愚者を対照とし九粥電力株式会数餐

事業所から3脅 所を選び,そ の健康管理上要注意～舉操

護の臨蝋 欝数ナ名について!:～ 鷺週闘隔で連続数翻精密

な繋購 検査を実施(被 検材料は主 とLて 菌液)し たが,

その結果は め ドキ」によ燕方法で優れた検轟成績を挙

げえた。 慧)前述入院愚嚢か ら半数以上の微麟購を認め

たが,磐部対象煮から愚爆麟以上の撲藻嚢を検出Lえ た轟

3)欝 藻状態からわれわれの試案によ灘寄生体灘 として
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の繭⑳ 謎賦i轍7を 想定Lた が,外 部対象齎の爆鰯以上

の欝麟嚢の畢分は 議賦三韓 な欝蕪傾海を輩Lた 。慧の菌

の 繍 糞v細 乏難診時のx線 鎌か曝の 麟 糞轍7(撫 編 一

義鷹 の分類による)蕊 の姥較で 綜。肇氏分類の 撫灘穏糠

な愚勢で譲糊3畿 葦聡 な慮のは 編駕 以上の不～歎 を認

めた.以 上⑳藤点か穆結嫉難謙管理上によ鞍すぐれた蕪'

検索法の必饗縫を燕懸す難訟と亀に,か よ養な方法によ

為漸 しい結果の適灘は,今 幾の治療或い轍管理の対策上

難要な烹つ謬指鋼 と蹴すべ離臨の義愚考する.

シ ンポ ジアム(15)結 核菌の酵 素作用

(演 題 箋難磯～薫1蔭,嬉 月3欝,鐸 瓢前 鷺会 驚懇)

・欝曝.繕 犠欝に欝け碁ペヅ勢 ジき鞍禽盤叢繊鎗酵

繁癒舉魏欝灘

幅 寅羅大 ・生化学)勝 沼 儒 懲 罵 黙 事

ひ《灘購顯灘総 と 欝A鷺Aが 沿鱒無総 結 禽をして,

幽A蕪 鱒 蜘黛欝擁馨無雛驚農婁發(欝A《纂)が で き,こ れ 蕊

靴鍵轍 総 か曝葉酸誘諜体ができ為濫とを結核麟を酵紫

源として鱗らかに熱た心鉱の報欝では軸 轟 蜘 結禽生禽

載の一つの垂ヂルとして薄立場か 続〉灘一職礁灘盤 総 毒

罫A難Aの 結禽を酵素艦学麟に解析驚妹曝 鉱の 反 憲は

鷺掘 総 処礫 を もて 偽一撫羅y撚 鱒 を除讃 したA難 一

鑛鋸撚融を使罵す導轍とによ警 偽A訟AT欝 及び 瓢鑓

イ愛ンをc齋 舞戯翻 として必要為す導籍鳳の結禽反綜

纏 選礁sに よむ賑蜜を受けない心 しか して凱の反慈はゼ

鑓燐酸 裁A蕪 欝 を等騰ルに謹生す鵜 薩た 獅A雛 撫蔚

勤綴鱒y鎌輝 韓黙灘滋総生威から獅盛蕪 麟蜘3欝 擁 《濕A

を活性中間捧おする凱と,及 び港らに澱鱒茎鷲 簸理によ

塾(濕Aを 除畿 してもAT欝 菰 翫嬢Aの みからも 欝一

A撒 魏崩繊熱麟罅徴纏3驚 蕊糠 を鴛成す 翫 及び分離.

分繕か 撫 獅A融 撫癬6羅 鞭翼～A無 欝 を捕 提 し,鵜 の

毒のと 心輪,レ 磁無膿蹴撮総か らはAT欝 なしに 欝一

A蕪 懸難磁欝y矯 無糠羅畿愚 が生禽成藩れ 猿菰嘉を知 つ

た繋舞在は 欝一A灘董鱒捻難碑薫～A鍵 欝の化学禽成によ拳

菰⑳麟濡鍵中閥体の羅菌に向つてい鵜

緯鍮 織核菌の 驚膿難賦縫熱麟繍鱒反慈数 避A$

懇轡

ぐ磁古醗大 ・生化学)正 鐡 寧

藤 野 購 翼,勝 沼 繕 葦

鳥灘結核藻を酵素源 として葉酸誘灘体を助酵素轟す葛

学難雛鍼鍵撒y蓋3灘反慈につ嚢報告す導.(烹)欝 鍵無畿環

の麟舗磯獄慈であウ,頚 麟 滋醸 心羅を 壊一A麟 撫勤雛繍 薫一

麟 懸鎗鍵蜘鷲麟難 総無就蒙曲 にし,購 時に(葺輩7雛麟 を

3鯉 撫磁にす轟反綜であ 勢,cか 磯 響撚懸難㈱の 蕊脚雛鱗一

難緯 繕製に成勢もて 《》ぜ鋤宅欝 葱して 譲磯雛輔無,

AT艶,c継 彗輔 を必要とす嶺瓢訟を織つ鵡 また二の

助酵素を蘂酸ゐ 無燃3糠 かも,審 もに かA撫 藤藤6総 一

鯉櫨隷 撫糠 緯 とx雛 象灘鱒鋤澤童煕 から生禽成す膿篇訟

に臨成功Lて い灘灘 ◎ ♪瓢6癒 沁癬総 の生禽成反応は

叢騰 鑓欝繍総 義3鍵 無6か む嚢酸誘遜体を勤酵素蕊

してお轍なわれ纂鑛凱の助酵素生成 もG)訟 溝様欝A3

で購霧蟹 囑.◎)灘 譲 醗撒鱗嚢総 畿 心竃醜 く欝瓢紛

の核開襲酵素反感が糖製A難 略羅遡 鶏 轟蘂酸誘遡体を

蜘一灘羅y騰難 義Lて 麟 菰なわれ 導蒲1灘与に磁翼輩総 を

3欝 墓騰 にす難鎌また遊離 轟嫉蕊震にな難ない.こ の反

慈はあ らゆ恐酵素源を瀬 鴛てわれわれが靭めて明らかに

なしえた反応であ福 嫉 鮭$つ のTゴ 無繍礁 貯蓋講灘 反

慰について酵素艦学麟 鵜麟たにえた翼縄 鑑ぴに助酵素生

金成蕊その 欝A3灘 辮の関鎌につ㌦・て報欝す導瀞

欝6。 締織欝に戴釜ク諜ン醸⑳分解 く第黛載)

(販大微研 ・竹羅 ゑ研)欝 藤 政 一

守 婁襲隆 輩,棄 欝 一 弥

く販大 ・三 内科)中 神 一・雄

鳥灘結核薄竹羅株の魏瓢液を驚い,ク 漁 ン酸 が 《藩A

ゐAT欝 によ勢灘性化漆れ灘経路の存在する雛とは,前

難の総会に黙いて報告した瀞

薦抽鐵籔熱シス・ア謙講ヅ峯酸蜜たは 難ト ぜ ソタ瓢

ン酸とを 罅徴鋸7撫 綴総 齢存在下に 無繊嶽総 す導と

後嚢よ箏極めて多難の 蕪轄璽一紳 畿爺黙瓢凝糠 が形成港れ

薦のを認めた襟灘欝欝鷹鱒騰鑓難黛藤麟ぎで講基質よ鯵生

成叢れ為 難瞬懸懸 撫蹴黛を1鍵淀す 導之,異 つたものであ

聯蝋とがわか導勲

飽方,薦 撫繊液を一定時闘}身 瓢 ン酸と 熱総櫨糠 す

惹証,多 盤の粛瓢ン酸が瀦失す為が,そ 礁とぎの酸素溝

費は極鵡て少く,麟 述麟 麟鱗蹴 韓撫騨総7を考慮に入れ

て毒 繍重紬総 は禽わない崇
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以上 慧つが籔灘 激,厳 漉 心y磁 む聡常経臨瓢よ導ク

講ン酸代謝以外に 麟獺象欝癒騰 ぎを想定せざ導をえな

くなる.Lか 毒そ樽 繊繋総 灘癒零畷翼は,本 文の蟹頭に

掲げた 誌畿鍵 欝雛職 欝鐙み鯉導は解決で趣ないよ～に愚

われ輪

なおそれらみ 繍雛蹴 韓 癒騰y妻 礁は 襟鱗輪麟 礪 難か

ぎ糠磯によ薦逆反郷はふ く寮漁毒 い瀞

緯凱 難驗縫麟鵜孟懇慧艦攣麟灘鷲(叢 〉

〓鉢内鞭粒1瓢よ難ツ饗ル驗麟遷驚

傭 療刀騨1病 院,大 阪霧大"紬 嫌顯)

綴村雄鴫 穂瀬薫滋,糠 瀬患美,

永跡 黛

以蕪に馬璽麟捧内顎獄(蹴繍(に 識つて識ハ蠣 餐ガジ噸

ル酸からT《熟 サイクルを経ない鷺 黛葱撫 こ生成すると

い 箏類しい経蕪が存総u,鉱 れは次式に翠す 欝ンガ酸 為

ツ欄ル酸鐙薬韓酸化懸光によ撫瓢胤を報告した.

レ 欝ンヅ酸鎧灘鷲凱 コ漁ワ響ノ磯錠
(紛 新 灘 繊 難忌 〈紛

呼キザ騨難酸 繋ハ身酸

(の の 慧鱗 は 黛鰭に霧巌す薦暴ンガ酸脱水潔酵素に

よつて醸糠叢翼蕪され燕轟考えも壽、鵜 今繕は憲凱く勢 の

櫨鱒に購与す灘酵嚢の本体妻羅ついて報禽す鵜 艦の反憲

の灘性は 潔ひ塘爆轟 の 鞠麟が特に強いので叢れを硬用鮎

て実験Lた 。酵羅灘精脱水素酵素系の共存下,黛蕪 雛プ饗

ル酸か ら署明に欝バ ク酸を撫成 す輪の で,(紡 簾応は

蕊)欝騰薫酵?噸 ル酸畷 〉蹄軽 濾ハ身酸 訟考鑑られa銚 轍

の反慈嫁礎欝ン酸鵜よ膿慧蟹な う畢タず,繋 ハタ醗脱承素

酵素と鼠異a熱酵素によつて 糠黛綴翼蕪さエれ蔦樵とが予懇

欝れる。穎織 弩に瀬灘な漂ハタ酸調 グ耀ル酸系の存姦す

慰 瓢滋は,抗 酸性譲の識ネルギー及び 《)ボヂ勲ル鐵ン鹸

の供給に盤要な生騰懸億 義を持つ窺諸 を添唆すa鮎

1濾。 轟灘織穣麟鵜轟蓉 驚一縫醗象憾耀撒騰葦鞭 鐙

簿誠機薫に肇いで

(京大結研 ・病灘)

ぐ大販纏武1蓋騨 攣撃 病院)鞍1井 宏 皆

鳥盤結核麟によ拳 学欝爆藏 糠 蕎登分解及び 鮎 觀磁擁

一鞍織癬 瀬(以 響翼AT為 略す〉の形繊 謙その分解 機

転を追求Lた.実 験(Dヂ 翫 鍵轍 変灘 難翻 の炭嚢

源であ悉葡蕊糖を 難購駕 蜜で減少せ しめて毒熱 欝嬉養

で 鍵ATは 彫成藩れ,か つ純結鹸慮も蔑た⑬欝鞭欝轍一

ご磯 灘嬉灘麟ンぐ以下 《)糞鍵隷識鱒 翫略す)で は 撫 ご凝一

難麟艶胃 鋤轍yレ 數酸 く以下 搬欝一筑 〓 煮略す)及 び

Tぎ難灘叢と愚われ愚物難を丸,懸時に 聾欝一醗酸の形成

を磯認 した灘爽験(2)糟 地謬糖を 難謙駕 訟し懇及び

懲 欝培饗で,と 臨に 篤ATを えたがTぎ 緯麟1激 菖難

で雄陰挫 で,酸 の形成は灘めない.実 験(紛 培

簸跨糖を 敬慕駕 に限定 し。丁簑灘撫量魏 をNATに か丸,

黒嬢 培饗鷲↑y齢縦 患愚われる物質をえ流,講 時に儀 一

蹄灘灘難で酸を認めた.以 上の実験から鳥灘結核麟竹羅

株によ蓼丁欝総蓑総 隷下記の桑1駁分解す 導も灘と撫察慈

れ翫

ぐry癬麟 の轡(丁貰徽 量鷲)弗(聾A3晦 ぐ鳶懲謡 〉鱒

(鋏費一〓酸)薮 或いは 〈欝難欝一難酸)磯(撚欝 一醗酸)蒸

欝甑 讃一箏鎌ダ響ジ灘 瓢轟馨酵繁作鰐の欝觀

(第 餐綴〉抗綾穣翻訟力鑓箏一鷺

(東數大抗欝)欝 捨 己,悠 薄 翼

抗結核剤の禽潔讐一ぜ蹴翫作用をボー轡騨ダ謄ジ法で

報らべた継

竃(ボ ー謄膿グジツ法はへ饗チン,へ 勢ダ騨ビ紘 舞

輿讐一ぜの過酸化水素瀟雛化を知愚上に非常に.欝効な方

法であ嶺

2>へ 畷勝ンの遍酸化水素活雛化は縮 磁酸化水素の選

漁電紘を陽猿に養つL易 遣元性 訟す灘瓢瓢によ瓠

勢 抗結核麟のへ㌣チ ンの邊酸化水素瀬難紘に対す灘

影轍 鳥K《 灘 ではへ噸チンによ導陽紘に 恭つつた過酸

鵜水素む慧元波をi郷制し,ひ が一欝では全体む波轟をひ

くめ,イ ソ縣アジダ13蘭イタ欝燃鍵ンでは無影響でシア

ン難酸 鵯ド讐ジ こドドでは波騰賦低 く単一な波とな輪

1蚕甑 職穣W欝⑳驗繁灘縫 鵜及馨す 総轡ジ愛饗ぜ ド

の驗響

(九大 く蕊内)個
〓福瀞繍〉 蹴野練愛懸

難村 蕊 難

灘上 崇 驚

く小禽部会津醗瞬療)寧 鈴 木 林

結核藻の醸潔消費に及ぼすピ騨ジナ響ぜ ド(鷺3及

び鵯群欝ジツ》(灘A難(の 影響についてサールヅルダ

検驚講を用い検討 した結果,欝A蕪 は輝舗熱に働くが

鷲Aは やや鍵選酌 に働 く傾向を認めた難

㌶A灘 用後戴時闘の人驚たは潔薦搬溝を撫え た場禽

の藤の酸棄溝灘 鼠,膿 用購撫講を撫丸た騰合の菌齢酸嚢

溝費義蓬を認⊿めなかつたむ

撫溝に藤らに 欝A鷺 を撫え驚ものを作講させ導払

灘A黛 を撫えない嚇禽よ参〓の酸素溝費韓紙 下したが,

もかし孤の際爾者の鐸羅に差は認めなかつた鳶

震た麟に正常嶽溝 翫鷲Aと を撫えた場禽の酸素溝費

は,蕉 常撫溝のみを撫えた場禽 葱懸様であ!満,鷲Aに

よ嶺影響は慧めなかつた難



磯黛

なお検羅法蕊併行Lて 鷺A服 用緩撫講 嚢奪%撫 キル 核菌穆酸素溝費に及ぼす 麗A跡 影響を灘 いろいろ変二

歓ナー培地によ為結核繭培饗実験をおこなつた心甕た結 丸て検討鮎た心

シンポジアム(16)肺 結核病巣の生化学

<陰爽題 箋三烹・～烹蓋マ,燕 蝿3難,ど 野後 鷺会桑懸)

饗ll.溺 驗肺乾酪巣螢良の艦挙艶蘇驚 ① 病搬

螢霞の構成ペプ糞イ ド⑳軸状に戯い《

(篠名荘病院(寧 横谷欝佐久,誓 獣 騰 撃

村松 睦,漕 水道『許,中 村 鈎

(立大理学部)萩 谷 彬

切除藤病巣の化学研究は,結 核の病理学の立場から最

澄注饗を灘びている.Lか 癒この諜懸の解決にまず手が

染み られたのは乾酪巣の脂質,ま たはアミノ酸の角麓か

らであつたが,蛋 爵またはペヅ粛イ ドの観点からはなお

不闘な点が多かつた.わ れわれは既報 ε漁 鎌腿 畿 議裏

(欝欝)諏 欝,ぎ.絨.翫.&1勤 叢,§,93～ 欝黛,3の ツ蛋

麟構造研究の方法を応用 し,糠 舅除によ夢摘糠 峯れた籍

鮮乾酪病巣よ… 一定のひ方法で抽繊した蛋白から,2〓 の

ペプタゴ ドを単〓す惹ことができた。その箏ちの 烹つは

講一ア畢鵬一ルベプ声イ ドであるが要その構成アミノ酸か

らいつて,ツ 蛋滋中に移在する ひ ア勝識一ルベヅ糞イ

ド為似て非なる臨のであ為凱轟は,病 巣蛋霞の生禽成遇

程⑳考察上,は なはだ興味があ鵜

ll2.雀 灘絵驗病業のc縫 贋 総叢 禽灘について

(東大黛研病院)醸 欝 難 美 愚

憲1彗 澱,杉 本 欝

繍結核愚嚢切除肺病藁部の主として簗澗壁及び結核騰

にふ く震れ 愚《譲.亙縣.K黛 を焔光分析法によつて定量L

轡わせて病嫌歴,病 型,化 学療法 急の闘達について考察

した尊

成縫 茸 乱 蕉常叢びに病肺総織中にふく薮れ轟C撫

翼灘灘 量は1それぞれ平均c舞9.儀 撚欝%,漁.嵐 解.2燃蕪

%,K1藪.2燃 欝%1及 び 鎌32.篠 驚鰹%,巌 慧磁.$難窟

%,K鱒 惑撚慧%で あつた.病 巣組織では 縣.漁 が増

撫 し,Kは 減少を灘 むた,こ れは糠結核が炎症変イ鉱の一・

つであることを証聡す難毒のであ観

歎 病票総織中の 鎌 含搬のはなはだ轟い毒の蓉例を

み 捻と,い ずれもその発病の時期が曝年以まゆ 臨のであ

撫 病搬の石灰沈欝には少くと亀嘆奪以上を要するもの

訟愚われ る。

3・ 鑓大空澗鋼では病騰の賓港に拘らずc畿 愚の増加

が認められなかつ尭懲

護.欝A$一 《譲 壌醸用為病藥 鎌 量急紛織 瓢は麿意の叢

なみなかつた心

1総.遡 驗灘⑳織犠病蟻の總繊化攣麟礁究(第1報)

(金沢大結研 ・診療(小 林喜順,寒村沢健介

騰野徹雄,出 欝臨充 村上尚正

糎谷 勉,織 江 寛,高 譲英之

賄結核勢除擦本の編麟学麟並びに病蓬劔織学麟検聚を

実施しているが,今 繊はそれち病巣の局勝物質代謝を考

究する繋納で,暮導例を対象蕊して藩らに緯〓化学納検紫

を撫丸,次 ぎの成〓を収め縞

め 病票内結核麟の発驚率は化学療法の進展に伴なつ

て低下 して藩勢,特 に乾酪搬では駄の傾向が著Lい 藤

2)翫 羅贈獅鞭灘識欝鎗は類上皮纏胞及び ヂ列 氏巨

綴胞に斑類度に翼われるが,獄 欝鱒 は前認織麹の退行

変性に鋭敏に反臨し,A籏 綴レ偽"鞭 漁織鱒 は欝猪 の中

觀に位す翫 凱れ ら鐙反憲によつてV葦 糠蹴ぎの推灘毒

饗能鉱なる。

3)糠 難乾酪厳の酵繁反感隷陰性である鐙に反 し 薪

鮮乾驚巣 鐙はA媛 掛熱 繍麟撚隷総 強賜性の繕胞成分が残

存し,か つ全例に塗抹培饗と懲結核菌賜性であつたむ

勢 碧A$法陽盤物質の出現は病巣の安定度に縁ぼ比劔3

し 蜜澗く軟化乾酪巣く非敏化乾酪巣の瀬に多くなる欝

叢(燐i酸 反慈は退答変轍に伴なつて高麗為なむ空溺及

び軟化乾酪巣の乾酪化懸には少い貸

のc鍵 反応は被膜の礪子様変性著明な小乾酪巣にお

いて鎖著であ 鈴,轍 れら病巣繍結核薦陰雛であつた。

?)脂 肪染色では病変の安定化 蕊ともに乾酪墨の壁譲三

姓に膿紡が謎 糠峯れた。舞讐紡酸,類 謄肪及び燐脂質も謄

肪 と撃行 して轟現 し鵡

重緯.被 嚢乾灘集,叢 講の〓とア鳶ノ酸の飽化攣

麟働態に就い噸

(灘立愛知療 ・名大一病理(

小 林 周,盤 藤 吏鄭

勢除紬及び舗検糠の被灘乾酪墨と盤洞の麟所見をなが

め嶺訟,そ れぞれの灘態学麟な系列的変化に闘遷 して,



盤

多〓む壕給,少 蕪の鳩含,或 いは裏つたく陰轄三の嚇禽が

あ嶺 鵡緯よ3な 藤の恭長に燐す導/購響の総〓生化学的

な検索は全身の歳物学的状濁の一環としての意義な包蔵

す導揖醜寺に,蕪 た緯購のみに特誉な事態を撫味すゐ現

象が灘わるもむと考え鞠,麟 消長韓騰す灘総織アミノ酸

饗.特 瓢蕪灘櫓薙必須ア鳶ノ酸群と鋳時に抗結核遡嘉鐙

欝用憩からみ禽い滋Lて の抗1難麟馨ア ミノ〓群に注繋しな

げれ賦ならない。乾酪巣のア薫ノ酸は定性約 に 少 ない

が,窒灘 蝋なるま甑定挫約定羅鎌 鳳毒かな 讐増灘 してく翫

糖 譲 鹸 空洞で多繭例に慧いて1醐 驗 騨空洞 よ健 λ1翼

購懸寮たは異織アミノ酸を混欝てい蛎 諜のような鑛轡

なア ミノ酸の織移をめぐa蕊型態学的特異挫鐙事柄につい

て報告学る。

1欝.騰 繕鞍病嫌⑳化挙麟欝擁(第2報)

織 驗鎌のア慮ノ酸鵜瀞い鷲

(九大結欝)灘 率 醗 蔵

東 英 瓢.職 講 灘 鷲,繋 宅 鱗 毅

載核病難む軟化識解鎖機摩に擁 しては,騰 在なお不嚇

な点が多いが,そ 鐙総含綿難究の…蔀 蓋もて切除購結核

病巣の響 ミノ酸,窒 素鍛蛇びに乾酪性物質に鄭翫ぼす諸種

蛋鷺分解酵葉の影響について鹸討を藤えた。毒舞擬を構成

するアミノ酸はへ一パー穿艶 嬬 グ夢ツぜ一一によれば,

軟化せる病巣搬轡物は乾酪巣に比Lア 叢ノ酸 愈 搬 は 少

く,特 にヅ書よ ンの薯明な減少次いでダ欝シン不醗瞭蹴

がら騨イシン,イ ソ鐸イシン等の減少韓覇 な認め,チ 騨

シン,i藷ヂン,ア ルギ識ン等繍魯種⊿病撫蕊臨あ驚拳増滅

を認めなかつた。なお遊離ア 磯ノ酸は魯織病難とも微盤

であつた。次ぎに購 巣の総窯素黛 鰻轍r櫨 無繍翻継 法で

灘定したと撒ろ,乾 燥 乾酪灘において約 窯譲%,軟 化巣

において約 三.導駕,鉾麗 焦棄,黛1緩化藥等では約蓋、蓋%で,

病難 触欝油 水含黛為反比例してい瓠 残余窒素黛は軟化

巣において約 む.鍮%を 題し,乾 燥乾醸巣に比L継 かな

がら蟻量を認め驚。次ぎに乾酪樵物質に 峯繋ヅシン,ベ

ヅシン等を撫え…驚時織1後残余窯素嶽を灘縫 す導義,簾

えない鵡湾 に比L残 余窯素黛の増撫を認め,特 に増購露

はヘヅシン瓢露いて著鱗であつ縞

1繕。 欝繊 購嫌の攣鷺難び鵜d驗鷺点鵜震す巻欝糞

く九大凝講)灘 ぎ1羅鰹 蔵,薫 松 盤 購

松 永 蟻 之,森 茂 之

化学療法に議 る舗結核病巣の治癒融程に麟 ナ難露 の

変麟を,比 較麟大ぎな病業には鶴予電極を避難い,小 漆な

病墨叢びに諸〓織職に関Lで 繍 藤、ジシンゲル漢法に準 鴛

等電点を検討 した馨病蟻の牲状蕊i麟子電癒に式工蕊 欝難の

騨係は,鞭 蟹盤空濁の内容は 頭 講.総～乳$で,崩 籔空

灘 茎滋 マ.欝～掌.灘,被 難乾酪巣 購?瀞 ～マ醸 よ夢酬盤繕

に傾蓋,硬 壁樵空洞でも乾灘麟が薄 く,空 溝浄化鈴醸向

があ灘ものでは 欝難は酸書を1に傾 くよ箏であ藁鶯ゼゲシ

ンドル筑法に準 鷺簿…・乾酪藥の各部蛇びに議懸繕聡の等

電点を蹴る記,競 酪懸の 癖 は軟癒部が鷺璽ぜと部よ暮酸

性騰に鎌き,麓 酪層辺縁の類上皮総胞が変性蕃総 懸状

配灘をなす部が鱗状多懸駕列癒なす部 。灘ウ学ル灘夢繕に

綴き,好 中球浸潤を伴な う膿様ないL灘 状軟化部が線維

成分磯多い乾酪部よ秒酸性灘に戴いている.類 上皮綴懸

饗は,乾 酪薬灘縁嚇磯状配鱗をな博秘類ま波 細胸が変性饗

縮羅状配列をなす讐れよ箏核織形質 記もに酸樵 縄 に 醸

き,類 上皮細 懸～藤 の遊離型継胞は変性饗縮綴状配列を

轟灘それ 掘景ぼ懸 叢で肇遊離した類門型む類上皮継鷲鐵漁

軟鶴部におけ纂禰状灘列を蕊るそれよ軽核羅灘質為毒に

それぞれ酸盤に鱗いてい燕簿

1鐸.驗 蕪穣驗樂⑳膿質鵜欝す釜鶴織態攣魏譲溌

(麟療麗形糠病號〉 大 織 英 夷 飯 購 良慧

(九 大 結 欝(灘 琳健〓,葉 木 宏 水際博之

騨結核病藥の治癒進農に関す為総〓化学醜研究の一部

為して,病 巣内賑難舷びに瀞 バーぜについて検索Lた 欝

贈難雑ズ園ン3,熟 ズン農法,ナ イル轡法,撒 誌熟ヂー

}婆 ッ敏⊿氏法,ツ イシ識ひル⊿鰻膿紡酸染色浪 予アチ愛

氏法,及 び叢羅折法等を用い,蓼 バーゼはボ徽蓼氏法に

準 黙尭.病 巣内脂質は概Lて 乾灘巣還縁 類上皮継胞腰

に庵 つと毒多 く,申 性贈紡,夢 潔イ 鶏 慧錠践テ 鍵ン膿

肪,謙 レ熟テ變ン,賑 紡酸の瀬 義な悉尊軟化部には中難叢

騰紡,盤 レス学欝ン購紡は減少L,購 紡酸の軽麗増撫を

認めた誉撫璽化,貰 瓶化巣では中性購肪は減少す鵜 蕊

た大な導被癒韓酪巣では,脂 質の分窟配列は多様性を溝

Lて い誌.病 嫌内 變パーぜは樽懸基質鱒㍉ ツイーン難が

もつ訟も活性度高 く誉次いで 鶴 齢,灘 類とな 蜘 懸・

雛1蒲 総 者に疑二して活i豊巌韓工劣輪 部紘的には類上皮

継惣,線 維芽細胞,謄 γダハン蝋氏鋒織胞に強賜難に籔

明塾れ,病 巣用灘締癒織で毒気管支灘膜上獅 購胞難継

醸,そ の脱落継慰等に毒証畷藩れたが,礁 れら1濫病巣内

夢バーゼ と比較Lて 蕊質の 鐸 域濤窯かな 夢広いよ峯であ{

つた雛病巣内醗核薄 と脂質分布との絹関に関して考察 し

驚い心



鱗

細 菌

(演題n蕪 ～捻慧,爆 月$欝,午 縫 篶禽ぎ騰〉

婁露 轟灘縮穣欝驗藩轍織齢⑳イオン交換ク糠響

峯グ夢フぜ一(灘 綾驚繁 欝織襲講いでの燐

酸代驗及び$驚 に轟蒼膨響に灘いて)

(餐實盤寮職縫療〉 に井谷久蝿,岡 成 年

羅 関 一 鑛,杉 林 礼 竃

鷲味忠三郎,大 野 敏 難

鳥灘結核欝よむT.c.Aに て酸溶性醐分を拙出しイ愛

ン交換 タ欝響 》ダ響ジぜ一によつて丸られ導各翻分の熱

質及び轡慧の搬入に対す導$.鍼.の 影響をみた.翫 掛

磁磁 等の禽成せ灘瓢穿テ愛嬰融ル騨一ズに類継せ るイ

愛ン交換物蟹を禽成 し鵜れに上説酸藩樵翻分を籔著,分

離せしめた瀞分〓状況は比較酌藏分子なもの蕊紘較醜鷺

分子なものとの溶離は良好であつた瀞次 ぎに 恥 騰 麟

農 撫 撒難を用いて 艶就憩灘等の鴬瓢なつた 《誉澱媛舞蹴

s饗 撫灘 にしたがい溝様酸溶・鐵調分を戴繋 分離せ しめ

た。分離状況は非常に良好であつた.以 上の方法によむ

われわれは酸溶性翻分に裳 げ為 鼠麓 の影響を 欝灘を用

いて検討したので,こ れらの結果について報欝したい鎌

董織 鷺c驚猟鎚ふ《コ磁 糠沁慧懸 にぶ釜繊 欝該驗

給分薦にr=》いて

く各大 ・例 触科〉 茂灘 英寿,小 濾⊿窺

山 本 蕉 滲,1ま1本懲瓢,富 下安嵐

灘辺欝太郎,轟 獣朝滲,安 藤 濤

鳥型結嫉蕪鱈選株か ら核 酸 を摘 出 し,s醜r及 び

艶麟鍵$職 の力法によつて禽成 した 鶯心↑縦)瓢A-《)醗熈

織沁鍵 を用い,陰 イオン交換身騨噸}グ 欝ワ運一によウ

て分灘した。

魯灘分について紫外部吸収,オ ルシン壌酸反応,ヂ 騨

轟一論一ルア鍵ン反臨,燐 穆定餓をおこなつて,$絨 醗

簾株及び感姓株におけ灘 欝鵬 撚 の藻を検討した撫

比較納低濃疫の食塩水によって溶離 書れ導懸分におい

て,紫 外部吸駿が少なく,坤 ルシン癒酸反応が強 く鐵税

す孫が,蟷 れはs鍵 醗性株には感性株に鳶臨Lて多量に認

めもれた難 菰の藪分轄非透析性であ参,ア ル驚一ルに議

つて瀧〓する。

書らに式職 の 置罵鍵響 織漁 織について,無 蓬の影響

を遮求 し,燐 酸代謝について検討 鮎た.

1欝 灘欝曲 繕就鍵叢犠懲 の膿驚驗によ蒼雛驚繊審

に㌘いて

鱗 立畢研 ・結核部〉 橋本懲 一鷺慧,ま盤 窯つ子

〈 購 ・化学部)膏 翻 薦 鱗

微澱の脂肪酸や,騰 紡酸の抗齢力を不澱性化す巻物質

の混入を除外す 導よ箏にLた 半禽成総繋寒天培地で,蕪

鎖脂肪酸の 纏翼醜欝緯麟 餐藤株に欝す灘発欝購翫力

を調べ,次 ぎのよ猟 成績を丸た.

黛〉 偽 か難 心購 讃で緯飽麟辮肪讐婁は結核欝に対 して

は入型,牛 灘及び毒力の強弱を嘉わず,炭 素数の増撫蕊

と毒に抗菌力が増強 も,《)繍 及び 《)濾で澱大裁な 箏,

甑細 ノ癬 ないし簿撃ノ癬 の培地添撫で灘の発育 を完全に

阻止す凱 しか し鳥灘騰及びワンイ菌に対しては抗薄力

が著 しく減弱し,欝伽 ノ癬 の濃度においてC螺 幽黒もつ鑑

毒強い抗瀟力を潔す難

3鐙 継以上の飽和購肪酸は抗醗力が蜜ったく認めら

れないが,不 飽騨にな灘訟著Lい 抗蕪力を瀧す鶯

12も 農驗ガス類蜜気繋擁下で⑳鍵醸欝φ増殖

傑2灘)

ぐ楽叢繕大 ・鷲内科〉 宝 来 善 次,辻 本 兵 博

小 講 徽,鼠 ド静弘 灘

病酌材料よ箏の結核幽の分離培養に α)懇灘蜜気環境

が良好な影響を及鑓す鉱蕊はすでに報 告記た農このcσ

の役翻が繭増殖の凝のような点に演じられているかを検

討す愚ため爽験を麟こなつた鄭

(■ 岡 ・片禽培地では 心σ 空気下で羅く集落を発

見し大 糞な集落を形虞す愚が,培 饗 鱒 難以後ではd集落

數にほ轟んお藻が欺い貸薮た培地 郷 臨馨.癖と掌.嚢の灘

では題環境下 蒸毒馨鱗な差を認めない.

(2(風)癒 鱒簿A掛慧繍灘が 黛畿ド培地では察気下で擁

が高くなる記やや悪くなゐが,C飯 下では 灘 が 馨.蕪

以上にな灘とよ撃よく増穂する鄭

く3姦 ～呂%漁 《灘 噂窯癖分～導時闘処理ミ討た薦 を

培饗した結渠は,欝%瓢 斑欝◎墨培地では α》黛環騰i下に

よ鞍よい増〓を認める瓢為があ燕が,大 半は盤気中の成

績嵐変らない鞭 為鵡うがA沁 鷲癬 繊が 叢欝 培・地を構い導

訟,空 気呼慧では増礁 しえない〓が極めて多いのに反し,

α》ゼ 下では大辮の蕪が増〓す愚心な灘空気適応蕪 よ 警

c馬 適慈〓の方が 漁 ◎鑓に対して抵抗盤が弱い傾向が

あ鵜

(篠)A茎 繊麟織一A鰹雛 簸地に。継代串の蕗に 丁蝉総難



聯

纐を添灘戯 読,少 簸の懲接癒で轍かな 導鹸い増礁難癒

がみられ燕が,α)灘が霧霧す灘ゐその幽i作 繕は潰央す

鵜 蜜た 難緩 糞糠繊 暮蜘 ⇔ を添撫Lて も或る穫鍵灘 癒

作用は誠弱す導"

1澱・ 欝A難 講盤繍蔽灘鐙飛鐡一一驗繋轍醸株

鳶鐙懲轟一一一に繋いて

(鹿児鶏大 ・繕薄(大 友 償 慮

繋 守 金 良,覇 下 秀 雄

謙A難 紺性化に伴な辱 鎌 総 轟騰 灘性の紙下,欝A難

の抗蕩作用 藷 漁麟難淑麟闘鎌等,鷺 議 羅の作用機序為

藤韓鉄代講鰍 の醐連燃を鷲誉唆す愚報告があ難が,演 轡曝

は鶏璽継核驚鴛繕嫌の 欝A難 醗餐購 訟感受性際鎌の物

質酸癒菰くに凱れに及ぼす 演響rl晦魂煮醤総,等 のい

わゆ導鉄ない気.鉄酵素購警則の影響を 縢隷繍糠鞍竸 に

鋤較検講け 二.そ の凝綴,懸 譲欝馨に箸鱗な擦翼を認めた

所見轟もて獄 峯

黒(感 性菌では 鋭 糠餓糠 の適応酌酸化(酸 素販鞭(

がみ弩れ導が醗軽麟 では こ二れを奮つたく認めない.感 慧

穂の本物鷺酸化敏 《浮簾融,と くに 勝欝灘撮瞬 によつで

i擁制せ られる貸

勤 感樵菌及び紺盤蕩はいず量急臨署鱗なA鞭 欝嫁翼無

酸化を漁紘 なぢが,感 挫菌のそれ嫁 窃 議繍 及び 購欝.

に式つて強く搾舗せ られ灘に反 し鮒性薦で雄緯制せもれ

ない・な灘 麟翼鍵羅 酸化等 〈蕎蕗いずれ毒著 變 に酸

化)で は凱のよ弓な薬辮懸 鳶の差を欝麟讐簡で認めない轟

欝〉 撫 痴離憩難 の酸化は感受挫,醗 盤蒲麟いずれ愚

黛》1鋳に議つて著明に梶 進せ ら蒙も《浮糠磁でいずれ毒影響

せもれない難な鴬醗難藩における 心蹴麟議騰 灘性麟低下二

は人灘繭に関す灘従来の報轡嶽 ど薯購なものではない灘

細 菌

(演 題 慧慧$㌦烹暮亙,爆 月 婁欝卦 ど野{麦 蕪薫麟凝)

蓄慧 蜘 母箋轄繊葦難 の作用〓簿事緯聡蘭難響糞

(第2綴)襲 聯簿麟難難騰 藝鵜及驚饗影響

(阪大 ・灘内科)伊 藤 文 雄

轡 本 隆 一,刀 磯 健 治

藤麟 憶われわれは 煮饗黒㈱難織 癖く鶏$ゆ が 轟 酵素系

の/《 琉 考えられ 鵯,騨該 藩 礁式箒.《簿,鳥搬),大 腸藩,

饗轡熟の脳ホ愚ジ謙寧イ卦によ導ダル粛婁ン酸脱炭酸作

綴を強 描凱灘審すゐ嶋煮を報轡 もたが,終 らに今織は溝

篶く觀酵素系の烹つ隷むて繕製の欝熊な大騰藤む丁響一

脚 麟繍謎騰 に撫 欝す 煮。蕪.の 彰響につき撫 鵜 た.窯

ず大賜麟 壌鴇慧株)の 艦繭薄遊液を 敷 欝鋤韓撒 蕊

欝分反綜せLめ,後 藤澱法に凝)懸 蜘舞 の焦懸定畿を

おこなつた結果,憩 ㎝嚇 《講.で は 驚%,憩 一蟹 で1激

灘%,鷺 蝋蟹 でも 酪駕 ⑳羅轡癒認めた.次 ぎに轡導c

等の変法鵜よつて精熱 式=Trぎ 魏 纏 灘 叢騰 を用い,肋

酵素とLて 鞠 劉漁 灘烹麟鞭鞭無雛難噺添撫Lた.騰 デル

実験を鴬こなつた結果,畿 載 はア購酵素臓び蒸難に轄

灘 系な も 助酵素である 欝麟 嬢繊譲 難 ㈱ 繍糠 を侵襲

臨て職轡を識わすも融蕊考えられ 灘繊〓 を胤た癖 礁れ

らの繊〓からわれわれは 礁鼠 の作用機序の一端は 鞠一

響董面聡豊麟 礁麟 蹴融記の繋讐の$撒 蝦 塩薦 形成にあ恭の

ではないかと考えてい愚鞭

1簸 《}糞茎懸藤 懸 鵜叢難愚ルもy塾 礎 鑓驗納織

穣癒の濃療鍵驗

ぐ予欝 ・結核部〉 立 花灘 央

繕抗生物質 《漉 編 綴 総(藤 餐称 《箒3を 用いて試〓管

内及び葡ル讐獄峯の実験麟結繊症に対 むての抗紬核麟鐸

用を検討 もた雌

董・ 試験管内鞍核薄発欝購癒作用 § 憩%騰 撫溝撫

織縁無雛惑 ぎ講 欝 壌地において,強 毒入型結核麟職 株

に対す灘 《鷺 の鹸低発轡醗焦濃度織 慕獅 ノ麟 であ箏,

$蕪 券式 響麟,嚢 惑 ガ麟 の併用によ餐わずかなが曝$緩3

記の協難作用を認め導帯

戴 燕ル黛ツ罫の実験酌結鞍蕪に対す1慕鴻療実験=

強毒入灘結核蕪 鞠 株 導式熱慧(欝x鱒 暴生麟単紘)を

皮下接総した騰ル嚇ゲ駆を①無処澱糞撫 群,⑨ 《貰鋳 犠蟹 ・

蝋麟漉療概 ⑨$継2撫 簿灘独治療群,⑳ 心欝難纐 壌 率$

鍵慧灘鑓併講治療群の 爆群に分ち,感 染後農遜灘 よ箏欝

遷闘燃 難治療Lた が,心$灘 謙黛羅融瀬蕨懇1賦$鍼無壌

講触 漕療には澱ばぬげれ 潔毒或導麗度の効果を認め.《簿

灘 難劇講舗 驚撒慰 併用治療でも 心$の 轡構効梁はわず

かながも認めもれる継

婁2難 蓉一ギノ攣ノ輔ル鱒魏蕪撫用〓作

繊 大観趣 竹羅研〉 掘藷津央,鍮 ミ瑛 夫、
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㌫キノ夢ノール類の抗薦作欝機作については諸説あ導

が不購の点も多いのでこれの解聡に努めた尊

鳥醗結核薦竹羅株を溺い,抗 醸作罵,殺 薦作灘,験 難

法によ導薦呼吸 各種基質に対す為醜 雛 麟への影響,

安患轡酸を罵いた適応に対する影響等を実験む,そ の成

績の解新をおこない,一 方薩接約に愛キシン類の薦体に

対する結禽の藩いに金属イ愛ンが介入する蝋とな定惹誌鯵

に礁め縞

以上の凝課,匙 ギノ繋ノール類の癒 警作騰機作は金編

を中介蕊す導菌体との結禽に藻つ くも跨であることを鱗

らかにし,諸 金属イ愛ンの愚キノ謬ノール類の抗譲作灘

紅対す 灘影轉のよつて糞た嶺驚由を説明 した暮

126、3一欝7欝鰻7藍一1.3.曝嚇撒煮薫轟獅ト2嘆撒繕(選欝鞭一

礁茎議難蒙)⑳抗織 作鶏にウいて

ぐ東京女子匿大 ・纈菌)単 野懸蕉,須 『許欝キ謙

簸i近蒙)漁戯 誘場体が抗結核剤として摺究零れてい㍍

轟峰研究所1書藻茂銑は これ と無撰1係に 欝一搾 癒y蓋一1.

$藩一賦麟撫顯レ2瞭難 く薫$撮撫齢め を禽成 した鼎諜の報

告はこの化含物についておこなつた抗織1該作灘の実験虞

績である.そ の成綾を次ぎに要約す導.

1。 本覇の翻盤は 辮A茲 の半分泣蕊思われ鵜 はつ

達鯵Lた こ訟は本凝の溶解度の関係から未だわか らな

い欝モル騰ッ}に 瀞議 窟を経 轟投与すると,死 にいたる

亀のがあ翫

2,マ ウスを飛いての実験では,そ ⑳効果は黛轄鷺に

比もやや劣輪

鼠 騰ルモ ツ駆の実験納結果に対 むては,欝A蕪 よ鯵

効果顕署であ輪

《 本剤と 欝y織繋照癒醗 蕊を併灘す薦蕊,本 剤の

毒性は緩和憲れ,そ の効力は強裏鵜

獣 抗結核剤の鷹タ婆一論ングには響費猟ばか 夢でな

く,時 にはモルモヅ1・についても鴬凱な箏必要があると

思 憶

127。2一轟麟 鱒一ひ蟻撫鱒叢7黛A麟細 の抗凝蔽繰灣

ぐ金沢大 くな内科)ぽ 二郵懸 誉雄

鷺一A撒量難一3一掘 講麟 翼 畿建癬醗 くATA聾 薫)は 著羅教璽

に憲いて麟製せる薬麟で,本 剤毒 猶 践鷲 蕊の併聡が麟

嫉に対Lい かに協力するかを検討 鉢た.

すなわち管内試験及び31三総 総簸繊黒騰灘 鰺慧蒙に齢

いてAT盛 蟻 の 灘懸 薫に対す悉補強作購は 聾v癩 難

暴麟薦(鷲A)鐙 それ駅瓢茎饗敵す導ものがあ摯,瀦購…は讐

ル黛ツ}の 実験結核症にて 雛A慧 一ATA嫉 欝矯群が各

遡単融投与群に瀧かに勝る繊績を挙げ灘に至つた岱

しか して著籍はA饗 蕊鍵 の灘臓を㌣寧践によ管定め,

実際 鑿例の藤結核懲麟に簿縫 欝 鳶叢 嚢.欝馨牽ATA灘1藩

馨 の併壌投与を2爵 舞閥に渉 雛試騰し,徽 熱の単熱舞

醒,塗 謙にて灘陰転 騰 ぐ蝶喉 鰯はな黙培養にて陽性),

赤沈癌ゆ罵常化%,体 叢場糠 馬,x線 写翼所見で瞭全

弼多かれ少かれ改講す薦義い う成績をえた費麟鐸愚とし

て使灘肇カメ/譲よむ2名 の獅雛織 ぴ〉み全舞贅 毛 の羅

難,鑓 大,黒 化を認めたほかは,全 例撫,轡,な かんず

く野性の瞭審を認めなかつた"摩 成績は少く鑑も購欝に

旛行せ導暮携の 脳 麟濁一㌶A併 津難投与成變に比 し,勝

署濡 墨劣らぬものであつた箒

驚歌$難 難鱒職熱難⑳魏繍穣作欝に翻す巻勲験

盤内繋験

(勝翼逓儒病院)村 懸購 箪

玲 融核菌標準株 難撫講v,馬 滋》 及び愚鳶よ1)の

分離薦講 憩 株に歳 薦3雛 飴糖 繍"茎(以下$め 挙灘綴)結

核菌阻翫欝 灣は 難癖心3(栄研♪培蝿威蝉憩、滋2遜 覇定,

接種叢數 導.鱒難暮で嫉6.23¥姻 ないL懇 喰 鴫で難

止を灘L九 心2)愚 者よウの分離蕪 鍵 蘇によ愚灘 嚢

然醗難度は麟三%小 鐵蟻地4選 騰定繋接態藏量 敬1羅 慧

では 鱒ワ完全1購性 烹7。6%,欝7部 分醗性 灘灘%,灣

完全醗性 玉1.呂%,舞 部分講性 鎗6%で あつた.な 鴬

これについて他抗結核剤醗性蕊の繕閥の有無を試みた岱

3)W瀬 麟撒輪3株 について 欝紘 欝AS.登 購,鎌,4

翔によ為各種12剤繋禰 の総含せをダ跨 灘の灘のに麟ナ矯

灣難併欝効果を比較す贔に 鑓勲購 併灣1繍 欝漁3・欝難

轡用 訟記《》に瀞.鐡3喰 煮の併灘で完全蹴!敵を認め もつ

嘉鵡優れていた心判定麟 餐眼及び 蜘蓬磁 灘磁αr轍 礁難繕

に歳 る灘 の 欝 鱒 ㌢姻 及び6.藩 喰 ¢の蟹鷺添簾で

は3麓,艶 義3,籍撚 滋もに概ね併総効果を認めたが 沿A3

菰の欝1には捨抗作欝撚ゴ認婁ぎるも騨鴎 あつ鵡s)場 黛

約継代法 翼〉癖灘 慧灘闇醗継代にて31む3鍼 及び鞭灘

に対する醗鐵難 鍵蓄購 を検するに 辮 熱 にのみ馨i度の醗

性灘翫勘果を認む導赫鋤馳併懲 響代裏での義凱ろ,許A3

併稽に比も優れているとは愚えない。

12駄v蒙 礫雛7灘叢黙,《コ7轄叢総磁 雛,陵 び 《)7轟鷲一鷺麟 鋤

磯黙難臓麟 織麟煮藩摩心毒した鰭糧蜘織穣納

鳶⑳併醗効集鵜灘す導鍵験讐内鍵験

ぐ京大結購)内 藤 益 一,渡 辺 林 造

津久1講俊次,藤 井 義 購,河1鷲 聡 誕

蟻薫3縫,欝A3,掘A難 等憲要抗結嫉剤に対すゐ紺性

蕪録憲愚嚢が増麟/♂結核漆療に黙難を奪たしている。一・

方鹸透2,3撫 凝抗結核剤が報告されてぎているが単独

では抗麟力が抵い誉LかL適 滋な併懲麟をえらべば抗麟

力犠ご増強し臨癒的な劫業なよ!》膚効な毎Lめ5箒 かも知
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・れない縞 ゐ蕪麟で寒だ繁簿欝 れていないv継 糟穏黙毅v

綴馬 煮欝熱騰劉鎌 ξ℃S二},く諭灘一鷺麟 灘織薫総磯黛麟撒繰購

ぐ聡 鶏 ・ を罫1曝心蕊して餓種射導継核捧焦 の試験管1:強併欝峯

効果を検討Lた 之こる次ぎの麟壷結穣を丸九崇

使灘抗結該剤はv鳳s醸,欝A$,薫 》議難,丁 購,心$,

駕響藤 繊灘1謡(㌶轟),s麟 撫醸凝輪慕 〈$玲,c撚 蓋,で併

灘搬は臨探麟投与黛の舗齋にて黙菰なつた礁その結果,
v羅 一 《灘鷺・丁綴 一c蘇 董,¢$一$驚 ,〈鷹一v擁,v凝 一

欝鑑畿 心黛薫一籍総,に は併/灘効果噺認め,櫨 の譲禽せに

繍蒋に併繕効果を認めなかつたので,一鞍 〉誠綾を報欝す

る尊

1鎗 蔑灘横魏織穣購鐙織蔽灘 瓢繋す巻作織叢鶯

い鷲(第 曝灘)

(蜜立寒都病院)憲 罵 弘 毅,藤 原 溝 鱗

織核外灣においては抗轄核薄!を繕瞬に糧蟻轟濃縫で鍵

濁する鵜とが多いので,藏 濃度結核剤の轄繊 懸瓢対す導

作欝1を検べてみた瀞

抗結核剤として今鰍 激辮轟蕪,避y灘麟職撒量総 を主鍮

しそ礁飽$滅 聾 総総灘総 を醗いた難 欝

訟れ らを単融或いは慧ゐおのを艦禽せて検 講L戯 結

購 継核醗の生蹴に対しては 烈A叢 を窯体熱した 毒の

が強く作驚する・その中で毒 撫A難 煮$嫉 蕊の紐費せ

が臨つ訟臨強いことを知つた鞘

また各薬剤の結核蕪に及ぼ した形熊的変化を電予顕微

鏡を騰いて検べたゆ

織 ・ 繍穣鵜鍵す轟 盛驚備 薫畿薫慧熱鎗欝糞,鳶 《に

数隷状欝⑳一薪糠灘灘蕊す藩A麟 灘箋畿簸馨に

欝い噂

ぐ購繕大販結核研究会結研委難会)

令 村 篤 鼠 郷 窯 津 夫,串 沢 鴻 一,

柴 鑓 元 鑑 立 岡 末 雄,瓢 宅 影

われわれは鈷核に鰐す灘A灘 慧無醗蔓聡 を探究する難醜

で 綴獅 株にのぼ愚放線状薦の培養濾液について実験 し

以 ギ¢)成績をえた撫

b放 線状薩 艇購 株について入型結核薦 蕪欝鷺翠株

を被撫 憲株蕊して 撫 轍 櫛 で第一次 翫r㈱ 慧熱慧を譲

蟷ない・講鱒 株の敏線状薦を 麟改 聯 した熱

紛 菰の 曝懸 株韓放線状藤の箏ちその培養濾液か臨

職粉末とLて 抽美慕しえたA綴 熱蓬轍濤 総 種について熱

轍 鱒 で算=歌 翫難轍癬暮 をお諜ない,警嚢難撫稀襲以

上で 轟潔翠株の増蕪を擁麟する臨の 難 種をえた
徳

紛 懸製のA継 瀬 総継 磁 種碁凱ついて響かスの
,

蔭種についてモノ興浮 塾の実験醜結核に対す愚治療講薬

を験Lた 劔 ㍍ 灣者に効果を然 した ものはA癩 媛藤 群

黛繍鶯 のみであ巻雛

船A蹴 璽鞠 癒 鷺繍驚 を 薩生す 灘数線状蕪 栴 .

灘総鷺 撫憲$歓 無驚靴醗鱒ま鎌$群 に麟 し,既 織のA器_
意灘 韓無 藤生蘇ゐは凱為な嚥ので籍種 として 翫.蝕総織_

磁難急餐づけた・ 蕊購瀬 綴 難慧蕊鶯 はその物薄牝 学的

灘奮質跡検紫及び生物学的諸実験の結繋 鎌 麺癒巌 欝

欝繊罵襟皇難凝療一物質であ愚霊覇定される軸

化 学 療 法

(演題 １３２～136,4月3日 ，午後B会 場)

肇鉱 繍織穣鵜対す纂A蹴 灘 麟董灘慧蕊鶯 鐙斷譲

(箏報)

(奈鍵総大 ・∴内繕)宝 来 論 次

辻 本 災 博,松 村 謙 一・,福 織 衛

大阪結核1響究会(爵 蔽長 〆野轡荒欝)に よザ降て発慰 葱

れた 轟蘇鰻 継沁 鱒欝慧の纏織嫉に対す撫臨鰍紬果を検

討L銚 鷲名碓懲者に遡灘難洛 晃怠投 撃し,撚$緯 鑓

を併灘した心

成績 ほ)臨 鎌症状 碁捧撮では約 欝%が 警黛熱化L,

捧重の減少例はなく不変ないL増 撫 した鰹腰蝋,墾 談 ほ

約灘数に滅少ないL潰 失を認めた凸赤瀧鰹が鰻進 した綴

濃なも 薫常化畿た馬膿麺Lて ぎた鰐は約 蕊%で あ

鵜 驚)x線 像;全 趨に改善を認め,鞍 鰐な改善をみた

のが3灣 あ熱 濃灣鎌の改善は,空 瀬が存鞍Lた 灣の約

畢数に濃繍 縮少が認められた難 紛 喀漢率結核菌 暴溶

療 罹～ 窯灘灘で塗抹陰性及び藩減少灣が 餐難駕 義 驚%

に認められた恭

講作鐸製 肝機能激び撫液検騰では著騨な変化は認めら

れなかつた撫濾射縫麟しび黛も感,軽 渡頭鍛感は 鎌鑑無叢

に認められた嘉繕じ頻度に 戴%に 認められた
.Lか も

発熱やγレルギ…反癒を黛した例礁なかつた
撫

以一1二か翫A瓢 羅戟総 欝難鶯 は従来毒販○ 撲欝鐡 為

騰憲むと鵡へ 臨獣/臓 とんど譲轟ないもの蒸考えられ

ゐ難
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欝3。 魏熱ぺ鵡シリン鵜よ箒驚織穣油變

(職 大 結 研)騰 橋 義 宍

(麟立蒲灘遜第一療)蕪 藤 睦 広

小 撚嘉 濃

(麟立北海遵第二療)近 藤角蕊藩

懸 灣孝 二

(麟 立 札 幌 療)憲 城奮 雄
寧灣 繕典 夫

ぺ諜シ縫ンを 烹心欝瞭 憲時闇撫熱分解Lた 物賛を,過 虫

に旙慧難の化学療法を受鷺かつ病状の貯転をみなかつた

聡鐘の主 として叢症騰結核愚灌量に投与 し,興 瞭あ凝購 熱

を丸た.投 与難及び投与法は,上 説物質(以 下 ギ撫べ認

為場す)烹 黙量 導万羅紘を,巣 独ないし纏の抗結核凝嘉

轡驚して欝灘灣闘連 鷺筋注 した箒なお対照義して 三7灣

⑳戴癒懇嚢に藩 逓べ漏シ夢ンを懲壕・,それぞれの繊績を

姥較Lた.撫 ぺ投与群では,… 般臨鎌症状の好転粥約2心

駕,喀 演申結核菌陰性艦16%及 び胸部X線 駈見の改善

偶23駕 を認め,対 照ではほ数ん潔効果が認められなか

つた鎌被検症鍔が璽癒例であつたため撫ぺの抗凝繊 剤 潔

むての癒雛を十分検討しえなかつたが,重 症聴結核症に

対 して絹滋な反応を添すご蕊が考え られ難む藻た撫べの

結核癬に対する効果は,無 べ中にふ く壕れてい恐 灘 基

を麿す導へ轟シ夢業ンの作織 凱よるもの蕊推定され,瓢

⑳意味から煎べは,抗 紬核難め 捕助捧翫 愁考えら黛も鵜

13疇.懸 除締濫響発た 難 齢羅蜘 箋叢遜灣注入の

効集

(類潟大 ・縫内轡)轡 本 驚作

難漁櫨総繍 く以下 騨欝野 と場す)は 麟核性箆瀬綿放後

の羅漸麟応灘によ夢結核菌消失または蜜澗繍少を来す。

私轍織の化学療法の外に穿購による空濁内 瓢 注入を鴬

轍なつた響輔の切除糠につき,穂1の化学療法のみをお菰

なつた呂輔と比較検討もたのでその1讐晃を報欝する心難

注入例の切除騨を病理解麟学及び繕織学麟にみ燕翫,亀

つ 赴臨顕著な翫毘は,空 澗壁の結禽織が馨しく場難 し,

輝い線維難被膜を形成してい悉点であ鵜 難例鐙中!/擁

を除き,蜜 溝はかな箏浄舞懸れてい導が,空 澗内購には

な灘舵醸物繋が附震し夢S灣 摩3例 に結核菌が陽樵であ

つた懲化学療法時に多いゐいわれ為墾ンバ濾飽の懸生,

類上皮繕職の減少灘失 と警燕灘1叢總胞の孤立化は注入灣

に亀霧漁入灣に騰詞 様にみ られ,一 般に灘癒 蝋1餓漁糧灘

に大饗ある鐵要す導に 撫 の盤灣内注入によつては空澗

難の硬化が繋明であるが,さ らに窒濁内薦に麟す為作驚

を十分ならむめ愚には,蜜 洞を闘放して 騰 を作講懸せ

燕批蕊がよ箏適灘であゐことを知つた⑪

妻3難 叢勲勲韮⑳亀蓋獅7叢一3一灘馨嫌鑛ン畷職7癒 膿7一

難繊鰍簾磯麟7礁一細癒薦磯 ぐ欝轡 纏叢織欝達

物禽物)⑳ 灘i礎麟 ・臨蕪麟鍵験

娘 本鋼管溝瀬欝購醗)驚 友義雄
麟串村讐紀,轟 欝薫太,欝 比憲蕉

備 本鋼管鶴 毘病院)高 轟 勲

小難昂一蕪,菓 灘和央,三 本難濤

7噺 パジヅド関連化余物翫考えもれ悉騨論欝ル ・イソ

晶器チノぜル・鷺ド謄ゾンを騰いて墓礎饗騨撫臨鐘麟実験を

お煮なつた結果,次 ぎの成績を丸た導プチバジッド雛入

灘結核薦 難暴7撫・繁難欝株に対しては 泰議2暮～難.導3夢緯 で

発欝を完全に職翫する.Lた がつてその抗購力は 醸讐

のそれに透撫Lて 象鱒,3継,欝A3よ 夢はるかに強力で

あ鵜 蟹鷺 とワ華バジッドとの陶 徽は交叉醗性が存在

す翫 憩愈聡 擁 経 難投与後の鐵懸撫串濃1鯨認 時縄後

に最騰に達す誌瀞憲た羅中には 捻 時醗内に1黄与慧の約

難叢駕が欝瀧 され 誉無鼠聴 経 難投与後の入体織中濃度は

3時 闘後簸蕎1芝 講7に 逮 し津 烹2時闘後3.6学 に下降

す悉.1撫 養馨には24時 闘内に投与驚の32駕 が欝難され

観 入院及び外来愚嚢にフ ヂバジッザ使稽鷺～6力 灣後

体澱畢熱化,体 麗場撫,赤 洗蕪蕉常化,喀 饗 擁 骸 薦減

少が認め もれ,欝 廢能,漁 液 ・嶽燐驚には 野鷲を認めな

い。翻作罵と/ノ《は発疹!例 を除いて特燕ずべぎ臨のを

みなかつた瀞X線 鎌饗は 黛嚢例中軽継を無,不 変 §であ 懸,

齋た空灣は総数 緯 鯛の 箏ちその約 篤 か嚢鯵ミないL縮

小 した.既 往に 羅難 な使講鮭 驚顧 い)も 太驚驚考に軽

狭が多く,戴 た空溝の消失縮少纏も多い菰とが観察され

た。

136・ 灘鶴織緯鱈す嶺 《瀦 叢舗鯉無蕪⑳廰濠鍵験

(販 大)嚢 野前維簿郷

(東 焦 大)海 老名敏明

く騰 癒 大)黒 昧 瓢 臨

(名 大)難 比野 叢

(奈幾購大♪ 宝来 善 次

(九 大)鐵 繊勝 美

(阪 大)漏 盛 勇 造

(棄 大)北 本 溶

く蹴 大)内 藤 益 一

新抗癒物質 鐙鉾夏雌磁 憩 磁総難y綴鑛,轍 趣 を使驚,

獄下 賦3。 蕊略認)の 騨結核に対すゐ治療の効渠及び灘

作罵を検討Lた.治 療対象を次ぎの4群 に分つた.

轟群 畿$謡 灘鐸単独違 戴投与32鯵

欝群 鶏3」 灘欝峯織憩。3鑓繋蒲 凝鎗蒸投与33劔

c群(凱3・ 鼠3窯 欝鷺敬$黛 登笹稱連講投与 窯7例

翼》群(対 照)瀞A3$～ 憩蕊撫 難 導.潅鑓遡鑓投与23欝



４9
瀦療繊綾 導x線 灘は欝群煮亀 簿駕 前幾鍛欝し

.盤
溝も 舗～簿簿 鐙縮少または消輿を灘Lた 趣
勲 嚇1輪 鞭 獺 騨 賂 群い ずれも73駕 廉

を瀧し・叢轟に 鶏3・ 投夢群では3 .擁,ま 驚は,1簸B

醗性灣中に毒瞼転を認めたものがあつた.濃 れ らの成績

を総禽 転鶴 講燦薄衡 撫転帰を判定Lた 結果
,A群 総.態

鬼 鷺群6甑6鉱 《)群74澱駕,灘 群 磁 難霧,に 灘短.
て軽快を認め驚燈

醗作構轍A鷺 心各群と臨 翻露 鵡後に認められ
,そ の

烹な毒α 瓢 頭癒 睡気 舷戴 鵬紳錨蹴
,癒 場等跨繕

神懸 鰍 で融 甑 に 轍 殿 与群では翻作肋 、・i

ため・投薬を中翫Lた 臨のがあつたが,難.3覆 投与群野 蟻
は一綴籍様発作・癬攣等の鑑篤な麟作規がなく

,も たがつ
て・串止鍔臨皆無饗あつた鐙

以上穆繊綾よ洗 本購 黒欝 瓶8～ 乱難蕪の投 撃は糠結

撚 餓 鋤 べ鋤 髄 添 し,か つ肋 藻鵬 騰 本購

敷鞭 ・1讐叢 鼠鞭 併罵の場禽は軽鍛であ添から
,櫨 購

投与に適せざ難繍轄核に対 し,使 講の繊総あ難抗結核欝

轟認める。
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疫 学

(演 題137～139,4月4日,午 前 Ｂ会場)

137、 駕挙療法購の投導撫廰犠 鑿癖(そ ⑳紛 欝A難

(そ⑳1)欝A難(そ ⑳2)欝A難 華欝A難

(そ⑳3)撲 事その後嬢城 變

(東鉄保健i管理辮)千 葉 保之

轟癒 義,長 島 羅,森 講 韓

〈警視庁鰹康管理室)離撫獣 勉 喋鴨 繋 慧

すでに報告した 灣総,鞭 議 幾 及び 欝A趣縫饗A難 の

投与成績は観察月数の増撫とともに幾分修輩漆れ・撚$

投与で獄 鱒 綴につ いて32～ 懇 湾驚闘織察をお篇なつ

鳶繍果,場 霧薮でに投与群からは2名(慧 論%)対 照群か

らは 欝 名 瓢 罵)の 獅 緒 を認め鵡 獣 脳A1験

与では 藩 総,欝A3+獄A叢 投与では9磐 総で・それぞ

れ 議～33諏 月購及び 捻～灘 舞月閥観察し,前 嚢から

垂激 与群2名(2ほ%)対 照麹 名(§ ・3%)後 者か 難は

投与群 ま名 α.藁%)対 照群2名 ぐ2・2%)の 発病嚢を認

めた⑪

な震今廠でむ購究及び経験から 欝A3叢 欝3霞 罫～6

諏灣閥投与,そ れに護灣A翼 少量併驚の線を考丸ていゐ心

138.蟻 辮に欝け馨イリンアジ響 ド拳防内醸⑳威

總 叢ウい鷲

(懸立愛媛療)赤 松松鶴,霞 本好孝声坂根一弥

私 どもは職場において鐡きながも手軽に脊丸蘇軽作騰も

少く要する経費 も少い予紡内服の方法として,イ 夢ンァ

ヂ ッドを週 裏購 奪.絃 投夢Lて 当所に勤務する懸護婦及

び纒 護学搬 御7陥 につ齢 雛 至響6灘 胴 の経過を

擬察した鐙で予紡内服開始前 窯舞年間の成績訟比較灣照

Lて 報告する.す なわち 講 年6月 以降 綴 年 鴛 鷺家慮

での玉年 蕪禽月闘において結核性疾愚鞭羅往な嚢嚢 箋灘

名からの発病者は 烹磁もなく既往を腐する春26犠 中か

難3名 の轟発嚢を認めた(再 発率 烹!惑%渇 ζれを28年

硝 から3"郷 触 磁 肋 年聡の無既儲 辮 榊

か らの発病讃6名(発 病率4潔%)魔 既往鳶 鱗 名中か

らの霧発薪4名(再 発灘欝ほ%〉 ○成績に比べ難と予防

灣醸縄始以後欝に無既往群においては予防幾渠の環われ

てい難ように患われ為難

すでに発戴せられた報告の多くが使!/藻鷺毒多く連1日

ない 磁2鰯 熱搬 与であ欝,い わ縄 予翻 服と

いうよ雛もむLろ 治療内灘に近い方法な採られ驚点に鋤

較すれば,私 おもの試み九ぐ妻ソアヂッダ遷 簾議 瓶壊

投与に議 る予防内灘は経費 亀、少く手購も簡単で職場健康

管理上に有葦llな方法であ愚勲考丸られゐ崇

董38.福 欝難下に灘愛蒼犬鐙擁繊麟録講欝痛躍叢つ

い《(D

(纈岡県衛研)糞 予 憲 治,駁 本港つぎ
寧武 講ミ雄 平,大 塚 幣

く灘方録健醗)香 灣 弘 撒

(浮羽保難撰)難 郷 成 之

犬の結核藻保有率納査に畿しては予研な始め嘉L薫 箏

多 く嚇獄究が発表されつつあ鵜 われわ象導は公衆衛生麟

黛地から昨年以来,編 購県下にお締灘犬謬結核菌保孝ぎ分

初 状灘 調べてい鞭 ㍉ 場磁 で 鵬 齢 犬囎 鋤

麟認蹴い抗酸難薗?例 を検鐵し得たので,鳳 れら抗酸蛾

薦の凝該 鹸鍔驚,抗 性物質に対すゐ醗性演験 その鐘憩

性状について樽実験戚績を取箏蕪之めて報告す鵜

褻ず実験に際し保健沸 撒て櫨獲Lた 野犬の藩殺藏後給

腸管膜淋磁腺及び糠門淋磁腺を取婆鷹ちに持帰つて乳鉢

にて廢細,鏡 検Lて 後小懲の培地に場養し,6遡 後に糊

定㌃編

その結渠,嚢 方地区で嫁78例 の場養で4織 浮羽地

1禦 は麟 の怒犠 で 綱 謀 瀦地1禦 は 欝 伽 簸麺

2織 二醜 駆 では23働 培叢で蠣 騰 備 磁

藏で贈 働 職 で難澱 辮28伽 場養で7伽 糠穣

菌 ら胤♂ぎ抗酸性麟を分離 もた農

そこで,轍 れ等抗酸鑑藏について窯兎及び燕ル騰ゲ對

を繕いて動物試験,染 難雛試験,抗 煮沸性試験等を淋菰

なつて結嫉蔽瞬定なお認な岱覇鴛織 購抗生物質3滅 継

慧.薫翼A薮 を灘いて醗難試験をお認なつている農
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シンポジアム(17)疫 学

(演 題140～144,4月4日,午 前B会 場）

餐瓠 膿麟織鞍麟疫麟麟欝糞(縫 澱)ぐ 縫薫麟 灘

窺凝棚 轟麟 戴5欝 露離鐙織穣撫 鯵麟綾)

ぐ鱗寛公蛮衛餐驚)寒 戴松瀞{な,染糖 践灘.糠1蒙 心一

灘秦書 蟻,騨 ぎ購{継,瀧 藤 寧こ・

砂尾敷忠,71驚 広次,塚 本雅予

〈埼 聴 県籍 坐部)杉 野為書,lll下 昇

儒 東蜘81績建湧)楽}賄 蕊,ノ嶋 孜熱

礁導寮 松tll憲)灘 霧l/三鴬

農掃結核の実態を掘握する凱1的で,紹 鞍 鎗 年以 激檸

年 壌醤態ll民の鶏核検、;争を続膏 むてぎた謝 報県}凄ξ添1瞭

高坂地区 帯/霧盛/圃彎、醐 轟幾犠熱羅監詳いては。尋・学会癬

.慧鵡おいても数次識おた1ひ撫告㌃てき驚、メ,今 輔は購麟

審!年 にいたゐ 欝 が1二の・蕊績を蜜嘉めで発義す瓠

戦演蜜ては縫農琶であ・琉 轡 翼》,i憲編鐸黛欺年第11鑓

検瀞 謝 趣 には,疎 開,復 鼓,夢 購 考等め聾〉黙 憾 華箋験

者が全彎民 鋤嚢毒名際約//4妥毒熱 ツ反応§協曳率,鮎 核

轟病率ともこれらの外藻者1こよつて箸 しく高め餅轟 てい

恐事実を鰭つ鵡 その後,地 鵡民欝鄭 お1雇 癌1,鍵縫艇i状

況硲 叢潔 してきたが,壁 反応推驚 一然陽廓!率はL騨 跨頭

鋳諭 示していゐのに鮎核辮発生患燕 鼠意外に少ない鳳轟

を認めた。発轡 善と 鷺α葺接響離及び 望反続職 繊 との購

孫,蟻 ㌧鞍家嫉㊨惑染,類 糠状況などについても述べ六篇い。

1蝋 瀬甕尋鑛灘 瓢灘け籍癒海灘 薯瀧村織繊検齢

蔵綾麟難霧

(綻 鉱鴬北灘撫難務)窟 末 繊 糞難

個 立 糺 幌 療♪ 宮城 膏 雄

(麟立熊 灘道∴療)岩 騰善輔

1準薫灘 北灘道医鋤 讐 野 誠

紹趣 欝 年よ騒議年鱒にわたつて北海蟻虻韓郡京蠣村

(人 嚇 塗7灘泰)の 全 村民を蝿蜘嫁∴核検論を実旛した

が,今1黙慧 擦 黒だ壌唆に富窯鹸 診議績をえ九吟て報告す

導尊

受纏率は蓄凶飛 の 騨驚 よ参瀞 ザ選淋購,鑓 慰蜜で1纏

上し鵡 愛反貼;チ は約 鐙%墨 辮醜,絵1訟 舷欲鰹減L

縞 黙の ギ鱒潟 奉,ギ熱 的/難義者率1漁 婁{1寵それぞれ弩

%,3%◎ ものが3懸 灘,鷺%謝 桑に藻減し隠箒病羅で

隷欝轟多か♂噴 灣賦:1ζ護頗 鵠臓 黙て,∵ 隷 饗鰹い縫へ 強舗謎

る率が多くなつた鐸菰く紅慧の婆年鐙街滅黙て讐 姦1る受

検Lな かつ悪者が約 慧!驚 も潮冶,農1織 轡 燕 叢多い鳳

熱は今後の鰐瑠 二灘1す べきごとであ燕.藻 た叢の墨年

蒲を羅ミ寓 訂該 燃う講婆菰判定された考の5藩%は,認 の

翫;紮凱いノ懲昆 醤 翌た《ハ"ぞ あつて,そ の既難選,を 灘

1キ今灘静,粥 、縛ゐ織況 ぐ■、俺醗ミぬ 。員 焦各狭事器に鰐〉いて

蒸年糞匙)雑7晒,農,鉱,18藺 地区懸,年 令騰 職業購、

畿帯懸購,糞礪 類璽懸,男 女騨等に分輯、ご蜜騰 計軌

1礁、 撫鉱織鞍⑳鍵態鳶その鷲繁鵜肇い鷲

c報蝿炭鉱膿核実饗綱蚕委)簸 鍵勝 驚

竃謹霧は昭轡 樋 年蔭v//月 に九弼炭鉱熱繍実態調査

委糠会 ξ焦k,瓢 核予鯵歳,繍 磯県!鞭 藻,蕊 轟県瀬 懸

立療 養撰,各 炭鉱医療機隊鍵 バ 叢よってオ鳳 な灘れず晦

灣象は筑騰,騰 鞍{1に噂いて,大 手窺駄 鋸1峯小,失 業

地撫 菰い慧る1げ 余銭膨繧 貫的1鳳轟 蕉t幅 約 総%嶽

男,坑1騒 薦%,坑 聾/5%,窪 鵬 暖%,失 黙黛驚,簸 は。

串小《業及び失隣跨家款である無

鼠㌔強で壽病率は各炭鉱強/;講鱒 ～/5%で あ秒,鱒 ～灘歳

約3～7%よ 鑛 灘、5議繊約 ・茎、黛3%に むかい漸醜 斌

内,繍 外,撃 務分類に増大,小 経営諏凝 壽病率増大際傾

海がみ曝れ凱

翻 醗 」瞬昆率は坑内,坑 外,奮 務跨瀬て減少む,軽 度

羅糠壌でをふくめ導と坑内で大予約 壼憾%灘 池方大拳約

!。5%誉 中小C鼠 謬%で あ㍍

斌内の嶽核毒病率,藻 糠 ・珪瞭 鎗響黛率は坑海離の長

霊1孤し驚がつて瀬増跨繍轟婁があ翫 熱核治療歴あ灘もの

はいずれの綴鉱で魂、毅籔琴ゴ醜率の約 嚢ノ慧であ臨

1礁 蘂窟ガ翼糠寵禽麺鵜欝け馨織穣欝辮欝嚢欝鐙

壽～鶯 灘の糠魏

く藻京ガ歌論療湧)姦 波繁,趣 野一・,小林 一繕

韓 茂,糠 罎 擁之,小 譲謄 蒼

丈姦㍉核予諮会爵 ト濾)繋;麟 餐漁 輔,ll置 治男

富 永 仁,萎ミ,懸 蔦礪寮

事業罫撫胤鯨いて黒技麟 墾灣 蔑ていく嚇熱 濫は,ぴ ン峯

ドゾ挙翼まゴ瀕 翼 者或いく煮治療が 臨 完了し鳶 習ボ》華

後,麟 に蒔燃蒜瓦 串す葎 娘り醤 野導解鴨が選罫繋で鶴 妻,

筏職羅涛織 無 ・薦注ヌ慧選 無慧驚準さ適ミ憲弊に都少順か ら

ず役立吟もの菰ぢたられ㍍

斑京ガ殴 太六∫激 にお乱・て隷歎療養ない蔑膜 雛、感弗管

理を受け,現 戴ま,X象学寵 こ鴻求冷でき導拳縫3韓 総菰つ
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いて,各 欝芋懸に霊藷 してx線 写其上に悪化の薙 瓢為頻

鷹を撫標 為して購結核症の推移を考究し鵡 鋼察期闘は

灘～1鷺年華均約5年 であ㍍ これらのうちもつ為懲悪化

に及ぼす影響の大ぎいと思われ悉亀のは発病時或㌔・は発

晃時におけ為病灘であ燕.… 方治療の聡無によつて毒予

後にかな箏の蓬があ夢,成 形衛は一般に考えられてい為

よ箏綜良欝である。ただ拾療が適蕉であるか蒼かの判定

は少く為も5年 以上の鋼察で悪化のないことを確認する

必要があ導ので,比 較約無Lい 瀧療法については今後穆

欝究に豪つこ嘉が多い欝

1麟.驗 織核獲亡灘⑳経遇難灘毒そ⑳鋼麟畿窺

澱灘鐙鞍穣獲亡に鋼す懲欝甕(第 購載)

欄 難医大衛生学數灘)東 照敏夫,懸 串奨知子

簸近ゆ結核死亡の実態,こ ゐに発病後死意憲での経遜

為瓢れに閣係する翼夢輪凱噂いて鋼叢研究鮎た峰今鐡は初

発病認郵後鷺鴬窯での経過類璽,そ の嶽麟識舞及び魏樵

擧欝について検欝 した結果を報欝する。大販 《),紙 叢

蕪課健鱗管下で昭灘 鱒 年,舗 年に死亡した結核死亡者

欝5名 を調査もた勲その健 》購結核死についていうと,

50%は 初発病後死意し,稱 発灘はすくない鱗憲たその5騰

%は 初発演籔難年以内に死亡1試てい鵜

灘病後7年 以内舵亡嚢累積数の全死窟嚢数に灣す撫鴛

率は撫數灘数であ勢わ し箏為膿嘉を識明した齋 藪む瓢1

一ボ韓,劉 は死亡累加初速麓,磐 の逆数は翠均発病後春

命期懸,蟷 れを聯奪,驗 業,地 演,艦 建密簾・鎌療其舞

鎧灘にもとめて焦較 し允.磯 た金死亡嚢数を発病後!年

以内擁亡潜数で除Lた 熱を簡欝指数記Lて 比較Lた 滞

シンポジアム(18)ツ ベ ルク リン反応

(演 題145～150,4月4日,午 前B会 場)

欝5.ツ ベルク墾ン反灘麟1鷺藻懇縫鵜繋す懲検欝

(懸立予研 ・結嫉部〉摩室 講 擧 穂 前 田 遜 明

繋反懸拳講驚墓灘を巡つて簸近種舞の問題が提趨港れ

ズい灘心 訟れな綴本離に検討す惹ために,ま ず 瓢殿 既

接懸嚢をふ くむ農村地蘇の金年禽にわた為ツ廊 熱を検査

もた尊次で,未 だかつてツ反臨も 鷺¢懸接掻もお孤なつ

た鵜とのない離島の一村全注民についてヅ反応を検査L

丸離反憲のき縄定は一般に45時 闘後におこなつたが婁後

嚢ではいわゆ為遅難反感検講のために1懸 灘に一部の嚢

を轟び検査 した鵡轍の異なゐごつの集購からえられた懸

ジベル贈繋ンに議 る漢癒の度数分麟翻線からみる為 親

行の判定基準窪体には誤蔭のない 瓢蕊がわか駆 いわゆ

碁遅発反臨の発幾は極めて低率であつたΦ

纏暮.1灘一鶏簸簾嬢簸餐鵜よ蚤ツ獲薦の健叢に灘

す 蒼欝驚

(稱篤大 ・小児科)松 鳥蕉視 嶽上修義

松島 敏,本 沢繁瓢郎,小 灘 博

(群馬繋立東膿療)増 村 雄二 錦

漢幾によ愚ツ反応罎促瀧瓢つき,難 然感染蕊 駕 《纂陽

盤の鑑懸に及ぼす影饗に婁点をおいて演索 もた。

猛 強 実際飾購題:幼 舞圏,小 学,串 学生1451名 で

叢震前鱒のツ反臨の強港を比較Lい ち鴛るむい撫右難を

みた錨小学上綴及び巾学生では硬結触知率 は初織部 位

硫 導駕,反 復部紘1S.露%で あつた誉左蒙薩 は既往陽挫

4騒 獄上鵜嚢にいち欝難もく,慕α鱗塲性嚢にも嚢然感藥

嚢瓢毒灣様にみられた恭反綜の大き愚 鳥 淡い反応齋で

灘れば左礁で縁諏んお差が無かつた心簸終ツ獄応からの

闘隔が畏いほだ影稱が少ないが,5年 後な鴬差のみもれ

た鋼があつた難 欝灘購 のツ反綜を麟灘賦〉注射部鉱から反

応の鷹径だけ,二 璽発赤では外径の 磁 だけ離 して鴬こ

な丸ば影稱を認めなかつた心

翼鑓 促叢反応の時闘酌経遜 譲5犠 で左露鹸縛の撫ジ

によ愚籏応み経懸を追及L,反 復部泣で4時 闘後に強い

浮薩難の反慈を認め丸癖艶羅〉でも講様む融果をえた。總

織学麟には4時 醐後すでに轟度の纏鞄浸潤を認めた。背

部皮騰で 聾 黒》蕊欝 鑓畷鑛集駆無の交叉皮騰反鱒をお織

ない,ツ 籔応が凝集線注射綴 立でも軽度に促進港れ導菰

之をみ縞 蟻た鮎核慧児では健康児に比し初懸部紘でも 、

ツ反癒が薫憾鰹 揮 期に1誌現する叢之をみ,畷)臓 応ゐ薄・

灘関を検も島

欝7.ツ ベルク 蓼ン翫繕の機灘i驗謙に鋼す灘欝嚢

(大販憲大 ・小鐙携箏D

纒 購 懸 慧,津 村 拓,瀕 興 渉

摯!1本鋸 幸,稲 其 鍛 雛,葡 鐵 潔 惣

大 井 蜜 瓢,窪 書美智子,膚 光 寛 其

大販慮郊外の鑓小学校の学薫を対象に・構一勘 峯難

彎の伝研製 即 ベル粥 ン熱 購…入に 肋 瓶に淺轡蔭

灘場禽に量綱 一灘 難 で注欝す灘よ箏にL℃ 黛4麟礪1



53

急 藤 響ぎ畿竃蕊を靴演した範繋次さ一)颪演蓉えた叢

蒸.繋 ペルタジン注射な籔擬すれば,伊 ベル磐 馨ン反

憩槍蕪1現態鄭漁変講をき額し 漸次1陳/に 最1嚢識 瓢慮 熱,

馨く演溝す燕緯至ご麟噺 鵜

2.聡 の翼象は単遜去蒜灘諜なわれたゾベ詩ひ麓窒ン識

射鰍 凱叢議接ミ〆た部続に躍ミ耀緯で,は なれ～謡蕊叢み鵜影

欝隷ない。

$.'1㌦隼轟憶ゾゴヨll壕ヅベル ゲ藷ン匙購を欝こなついぐ

癒捉進猟象がみら麹鵜

4.猟X陵 接雛はあ濃む影響がない瀞

5.潔 らに錦床綿 撒撫の叡態を追求藤婁であ 浮肇憲た実

験/齢鵜も演講申であ孫みで,そ の紘繋もあわせて報欝す

添導

緯蓼.ツ ベ幽タ墾ン灘處獲繕鵜鶏す蕊欝糞(簾 慧

報♪鋼灘ツベルタ墾ン撒び 欝欝臨総 書樵轟

馨欝驚

(名大 許灘λ学)蟻/欝 卜穿,浅 野 ル1き凝

糠藤 ぎ烹,/1し 執1ぎ

わ轟わ掴はナで撒 難 丁.に議 る 、ツ。頃{こ驚賦㍉㍍1につ

いて報ぐ1ミ。添轟が,ズ評鑓獄標準 、聲 と磯、 鞭 釜藷講 濫よる

ツ反応な鮎叢ないぞの躍懇反臨;を嵐 駐 た.鑓 蕪 接離

後1ξ1以 濃流 懸乳二小学拠ご総 巌約 黛00籍蘇 二縫tツ 獲弄熱

を鴬謙たい4蕪 繋～糞1鋒発毒/0欝 撚 以 ギの綜∴纏しも

7磐 浄欝1/11鵜 驚赤,硬 熱,磁 轟を灘窯 し鳥 罫煮こ藩縛皮

1糧に2《購 ×餐ミ華rッ 議0。/総,ぜ 講 欝燐稼 戴娘瀞 萎櫛一

$甑57維/購{ぐ よ離 した驚窯慧全1冠 り 反応,Bα 芸,

雛核姓疾患の既貧響熱講蕉し,x隷 灘1接講×斡 撮影癒

鴬こないギ壽湧嚥擦噸献{接 嶽影を月捻な吟流誌 漂演一ン。1

では男 計 嚢%,女 チ 懲%,1婆 曙》講 ではi鳶女とも 欝%

に藻発反応をみた登硬縣を記も煮惹張ものは轍灘1ヅ1で

轍男 路轟繕愁むみであったが 弾1>$で は 難駕 鼠1瓢に

みら轟た恭湿発獲応を球 翫。た者心～ら,恥 醸懸慧で,鞍

核感染○疑わ しい蒜 《・ついて獄瀞らに脇密な検蕪を郭隷

ない,経 議を説察して晶穣感零繍 へ灘隷を鱗らかに もて

ゆきたい。

董鱒.織 穣懇慧鱒お肇愛懲ツベルタ撃ン凝慈の難霧

σ瓢大き謬購♪ 杉鶴浩太蒲導,籔 蜜 襲 雄

坂 よ 益 ん 獣lll広 海

籍製ツベ燕穿婆ン薫1)}鑑iを 使!峯IL,入 賦患者及び

一毅健康轟ゆツ反憲を,/ご7ず5)擁瓢わ隠つて簿駕薫し灘4,

4蕪,7潔 爵欝 ∴の景蘇1観を反応慧 葱Lて 熱る∴菰ミ燃識1穿婁

次ぎ○∴㍉渠を鳶ぬ 鄭

1♪ 従来鼻 黛4噸 臨瞭!/定疇嵐警その戴繍転論誤1♪な

く鰹騰iできるα 嵐45へ70%を 蒜灘ぎない。

わ 鹸購におげ為接麟部{娘こ識 導蟻はついて藏,菰 讃

では大藩構総を示すが,.1ゴゼでは上がやや強い無寂た瓢

跨場奮,鑛 瀬 後ジ)ll纏馨の状窪難の影響跨琶能;まが考えられ

説5籍

3)男 女噴,灘 嘉戴夢女黛が一般に強く,漁 た度数分

窟1撫線の 欝磁數衡承す桑1ξもかな書)鷲る⇔

4)季 簸醗鵜は喜夏瓢強 く,秋 冬瓢弱くな篠爵

5)峯 馨織憲際のべ ツ阿》撫潔 では焦較醗強 く現 われ

鵜謄

騰 年令的には31、40歳 に鴬いてもっ煮も強い爵

灘1難 演羅に比較i轡強 く現われ轟"

魯〉 年令,鷲,病 ぎ雛を一定瓢する諏,病 巣む暇鵜 溝

失轟つ蕊てツ反1芯熾減弱L曾5%の 愈険率でイ三意差な認

め歳メ賑 凱導際藻驚捧灘 とO/繋瀬も認められ恐難

嚢)麟 鱒衛後には 鵜・薯明1叢減弱ナ燕が,/～ 欝露月

後瓢は譲つたく犠購む戴ミこ復 餐蓬ナる瀞

150.構 製ツベルタ 繋ン鋼臓 瓢の其難検霧へ麟

総欝

ゼしミい細 霧ボ∵ミ羅〉 戸1慧 忠 雄,二黒灘 一 ご

撫 蟻 麟雄,舞 寧 寛

/駕電毒癌轍)森 ヅ瀞 夫,霞 転大 平

¥}永 織 磐,繊 中慌ll之懸モ

ザベ痴穿饗γ反続;≠叢慰 こあ慧つてしばしば準1譲蕊な灘

のは蕪擁曽べ痔ク變ン演リ ノ毒!や療あ≧鮎8日蓬ジベル 灣鑓ン

液ぱ衛灘ル縮iが検定されてはい鵜が,そ へ胃 蹴∫法熱ヤ

は製造1賦 織よつてル熟{1ρ顯 蕩むあ導二とは震ボ撫が為

がたい。

轍賦〉点わが胤大総憲学教室瓢嶽 べ 蜂演繕誉薯され瓢繋

べ燕 蝉 ン蛋ゼ纏 は凍嬉乾繰識 蹴 つて紛末ず瓢 曜 鱒

敷てい纂ので,撫 ゐノ癒llは安定で数年購安全に鐸窪で懸

ゐぶll点をむし,之 ξ藷わけ多くの業黙について,つ ねに/灣

一条轡下でヅ・騨レルギーの状態を前察でき導轍考えら

れ鵜

今興撫{凝・鐸湿渡 ゐツ ・アぴルギー噺 もつ蒸考愛られ為

集韓(4勲 響勧 驚電/粥瞭業し曳/50鰹獅 について駕とO学

く予購,予 鞍瓜 化麟擁)韻 §・/磯〓 れ 誌 絞演譲Lた 漆㍉

その疇熱 激碧講OT鐙 ・1弍均欝級、賦/5。5鷲1鵜 予鋳衰

α日叢4醸～!4瀞 灘簸撃鉱慮蟻響(》Tl■/5。驚～/3露 熱簸で

あつて,そ 穆製贔濫よ吟て力蜘に。綴1)の差達を認め,欝

鑑嚢に つね1揮・欝醸鐘〉ヅ反1春な鱗待するこ8澱 繋難騨費あ

つた離これに反し鷲におい廊ぐ獄 魯集鑓灘施菰毒縣 叢!慕灘

謙騰を蕊縫し,各 蝶醸謬ツ ・アレルギーな椀;ぎする上瓢

有力なる7鞭 訟な弩弓ゐ吟ではないか蕊愚われノ爆
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免 疫 及 び ア レ ル ギ ー

(演 題151～160,4月4日,午 前B会 場)

鱒妻。 ツベルク讐ン蟹欝の糖製渋に鋼す篇凝驚1

(東大伝研)寒武濁徳購,轡 叡鼓雄,脇 覇簿洋

ツベルタ欝ン精製法滋もて1灘㌻孟在蜜でに多 数吟方法が

欝究されてぎたが,そ のいずれ○労法によ襯,も,ジ ベル

身要ン反応の活歎物質であ導蛋癖跨みを纏粋に取箏鐵す

には非常に複雜な操作を必要 と乳、た.と くに灘 賜精製法

とじ《等電点沈灘を墨縄 し式二場含,実 月揃 には強い活奮1竃

のあ灘蛋轟がえられるが,叢 のも憩には学購麟に。は少鍛

の核酸及び多糖体が混在 してお1)純粋の蛋白ではなく,

騎に核酸を完全に除叢するこ蕊は鑓雜であつた尊こ心点

に闘 し,さ ぎに武穣 ・星野はス 誤ぴプ 駆畔イシンが核酸

鳶{欝其蕪勺に沈澱 させる鱒蝦 のあることに趨1鞍,ス 塾レ・

ヅ 卦噸イシンを綿いて認ベル鑓 詳ン蜘≦瓢 混姦 してく薦

嫉酸を完全に除去する方法を報告した。

その後われわれはス トμプ ト響イシンのごとぎ焦物学

麟擧羅を使構せずに物理学的操作のみに試 鞍核酸を除鍛

しう為方法を検討 した結三裳,メ 奏ノールい ト饗グ騨一ル

醗酸による簡易精製法に ゐ撫 雛艦驚懲舞魏礁烹$を利薦

す悉胤滋によ摯,蕉 撫に混在むてくる核酸をほ繍完全に

餘去翫.うるごとを認めたので報告する.

書5鷺.難気羅翻法鵜ぷ蒼ツベルク夢ン灘黛の薪畿

(九大 ・細菌)神 串 寛

tS磁 蜘纏 の方法にしたがつて分翻 した撫熱及び非

懇熱 ツベルタ撃ン鋼分の電気泳動醜性状について検討も

次ぎのような結果をえた。A蛋 撫 茸易鋤度一5蕪 軽蛋霞

のピータのほか,か な警大きな多糖体の部分をもっ。B

蛋鐵;蛋 磯のピータはAに 比 しやや速い易勤獲をもち,

多糖体量は少い.C熱 鰍 易動度一7.5～ 一懲位の鋭い

総一タをもつ⑪多糖体量は入型聴では少いが,猟 灘 で

は多い。多糖体1こ 騨ットによつて其つた結果を潔す。主

成分の多糖体の易動度は一/ぐ らいであ悉が,そ れよ弩

も速い繊分が種々の舗合にふく憲れている.多 糖体 撫

易鋤疲一1・5前後の鋭い ピークをもつ.撫 熱濾演からえ

られた灘分(LA,購,賦 ⇔ は非撫熱穆翻分 ととくに質

前な糠違を溝さない。

2・ 潔ン轟ン酸で爆理Lた か 鰐 ン粒子が,愛 ペルタ

婆ン申の蛋白成分を俺 欝すゐ瓢起爵嵐,吸着葎藤 の泳翻象

⑳変化から添される.認 跨環象について多少の検討を簾

丸た穏

15慧。 蓬鷺α藷撃ク勢ン⑳経灘投曝に闘す蒼欝究

ぐ策北大抗研)海 懸鱒継鐸

高 機 幸 瓢,黒 須守瓢,梅 灘義鷲

海蕊名購愚,黒 藤進 豊,轟前義麟

麗 内 縫 齋,佐 藤離 三,縫 敏樹

睡三年の本学会総会でわ謹tわれは少1嚢の 難α叢の家兎牽

二指腸内蔽接注入ま擦 覇!署溶灘ヅセルに賦 轟投与で暴llfい

日"ツ郷 ミ慈陽転成綾をえたこ為を演告むたが,今 騰 激人

体接種成鱗を演告す灘鐙

1)騰 溶露ヅセルに入れて経1購投与Lた 成績

鵬溶爵ヅセルに 欝α藩サタチ ン灘重簸5彎 ～70購 繕を

入れてツ反陰軽の 幼稚蹴〆撒歎び学童に投与 し!灘 懲後に

鱒%跡 賜転率をえた欝

黛)欝 α}錠 斉膨 タチンを灘いた戒續

1錠 中にB㌶ 叢 湿飛數 鵜 撚慕～70搬 募 をふくむも⑳

犠錠宛噺ツ反陰性齢幼稚稠シ鷺及び学鷺に投与Lて3搬 月

後40へ70%・ 蕪露月後35～70%の 陽転率をえた藩酢

摺を訴え九者はなかつた。

15曝.勲 物捧趨に餐け釜 猟x醤 の壜殖叢び鵡艶疫

に蘭す鎌前糞

ぐ東北大抗研)

灘懸名昭贔,高 橋 義 熱,本 宮 雅 寳

鹿 内健 審,萱 騰 圭 一

D珪 酸騨購繊 び麹ルクを懸饗系雌ウ践の左震灘膿部

皮下にそれぞれ注射 む,翌 難B(X藁 を醗静脈 よ1)接種し

た鋤醐所 よ箏演養し丸た慧讐講一数はシ婆灘騰断では輿

ルク愚撰 よ夢葬常に多く,畢 期よ夢増殖を認めた。懇織

上 も懸 離傾向を認め驚。

幻 海猟の膿腔内にBC〈 》を接懸鎌イ猟夢ン懸濁液

を4遡 覇毎難腹腔内に注射Lた ところB嬢 磁 の体内増

殖過程はイ業婆ンを撫えた稱と撫えない群と穆間には蓬

異を児ず,婁 らに人灘薗感染に対L,そ の免疫力にも樗

稱閥に差がなかつた。

鵜 猟搬 を 糖 翌系噸 甑訊 に接睡 し1欝期を変疏て,

脳A鍍 を注灣藪.BC叢 灘増薦を妨研入型麟感染後,臓 器

培養法によ!)各群の免疫力を比較Lた 。最初から獄AB・

を注射した群は,或 る程度B《 滋 の懸糞を許した稱 よ

夢前い免疫力を髄 し趣

獅 鷺C{}と へ懲慧ザー塾(繍 紛 蜜たは驚一デプア
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穿穿一くα)麟 導嚇 を併講し免疫効集なみた.駕G蟻

激注射群の繊績が最良好であつた鑛へ勢騨ザーきそれ懲

身は或灘程度予防効果があ鴇が,欝c蕪 轟の併驚は,そ

れぞれ醗1融 群よ勝劣 転 償 嘉の董瀦 蓄は成續不良 であ

つた心

懲5・BC嚢 の響機に蘭す篇研驚

く葉北大抗研)黒 須 守 慧

青 沼 賢 治,佐 藤 光 三

B〈X}沿 呼眼鵜ついて検誕もた結穣次ぎの威綾を烹た

の 乾燥B鷺 蕪轍水を与え灘翫約縷分蜘 縁き蝋呼吸を1講

始する・a)乾 燥BC"は 水を与えなくても,水 分を

暇數す愚状態濾あれば呼吸を1鑓始する.3)ア ンヅル中

の 難《澱 を乾燥の窯蕪酸素憲たは空気を充 ミ試て封 じ撮

存す難とガ猟分艇で酸素摂取を営む礁記がわか 鵜鑛4)

就Gは3乳5℃18前 颯 携中で撫離ず導と3欝 凄で睡鰻嶽

は 隻/憩以下となる心5)藻 適 購 は7.3呂 附近で灘 適

撚度は37惑 ℃ 嫉8焦であ愚心馨)メ ジかムは爆 難撫食壌

水・蒸溜 鶴 欝難6瀞 翫 蜘欝 を綴いて螺》内部呼級に閥

係しない。7)鷺CGは 浮遊演鉱して氷室に保存す 惹と

鷲 韓で約 鰯 の呼吸黛 となるが3響C繰 存では3日iで

約 協 の響級黛 となる心3)培 饗5縫1三1のB《灘 は5日

以上のものに焦/バ 誘つ とも呼吸量が多い瀞

155・ 淑鍛 艶疫海禦廢膿内壜穣繕膿⑳縮穣麟増殖

懇止作講

く棄北大抗研)阿 部 尚.本 宮 雅 賓

撫蕪 難鷺13蹴 藪 の方法妻訟よ撃ダ婆驚一ダン燦生理謎ぎ

食壌水を灘いて海猟腹腔内単核繍胞を繰撫もて結縷麟を

麓喰させ一 無家蕪購 震擦 離 藤黄戯 離難%,ハ レ穿ス氏液

慧0%轍 終濃獲50醜 煮のべ謙シ 鍵ンをふくむ培養演を

矯いて小試験管内で繊転演養を鴬孤ない,儀,3,難,7

羅後に標本を作 参喰薦数によつで盤00綴の喰麟細胞を4

演に分類 む継鞄内麟増蕪の程度を判定 した.鷺{滋 免疫

海摂腹酪内単骸総懸 鼠箪鴬灘獲腹難豹メ戯骸 継鞄に比し,

難騒購v・ 前辮 臨 難α簾等の谷種結核麟の細捻納 場殖を阻

止しこの蜘 韓愈免疫7遷 購,3脅 月,5ヵ 月後のいずれ

の灘猟でも認められ,灘 誌作稱は演養液串の免疫,雰 免

疫撫滿の種類に影響誰れなかつた恭癬 ぴル壜難5を 講い

て静麗培養を鴬瓢ない灣様の結果をえた鞘

157・ 難《殿,B翼A叢 灘盤樵婁蟷関す鶴 黛,3⑳鍵驗

(顯療豊櫃購)申 山秀 黙

B鍔 畷 慧A購 搬 株のビ魏 ンツが原撫 畿 し曙

明に俺 漣 灘誌 を・燕ルモツトの大脳内接掻轟 皮下

接種法によ松認ぬ さらに岡 ・背倉培地,ヂ 撫ボー寒天培

臨 ソー トン培池によつて藤の発轡慧雛隷一数の比較を

お菰ない・前性株が猿株よ夢発育力が馨明に低下せ愚菰

志を認めた心鵜のビル レンツ並びに発育力の著導灣に低下

した 駕 磁 の 灘A難 醗性結核菌が,懸 株に鋤Lて アレ、
ルゲン姓及び免疫 力も菰もに低下す愚ものな拳や,蓬 た

欝程度のも穆なむやを検討するために,董 ル黛ツ》にB

α》株並びに鰭鶯三株を接種後嚇遷後,各 蕪のツベルタ婆

ンで皮内反臨をおこないその強弱の餐渡か ら覇定してア

翻ルゲン軽三はほぼ嗣穫i度であることを認めた瀞零らに灘

α藁並びに鰍性演でそれぞれ感作もた懸卿黛ッ塾に購 し.

B漏譲v殊 を接騰Lて 総墨後剖検して内前の病変の比較を

お凱ない免疫力においても蒲性株は懸綜に比 して低脚1騨し

ていない菰為を認めた崇

董5數 薫峯α藁據棧縫 旛鑑 した彎驚核購巣よ馨場饗

し義た抗驗雛麟について

ぐ東京都麟保連續生病院)寧 森岡達治,織ll大

建沼 孝,大 嶽栄二

駕 償 接灘後皮灘結慨 左環指風棘,左 胚骨緋骨結該

を起もた癒例の,左 緋骨切除病其よむ培養の織果抗酸盤

長樺繭を分離 もたのでその鍔定を試 みた.鰐 照 蓋して

BCG株 人欝強毒 斑 楓 人塑 蕪前Bv株 及び牛灘三前

綜を矯いた雛 心o撮 形成は対照とともに認められたが繋

中牲紅試験ではBCGと ともに陰樵で対照の強毒繭の騰

雛ゐ譲違を認めた燈分離株の薬剤耐性 では$凝.欝A$,

1鍍A鎌 にて撒 とん ど醗樵を添さず,憲 た 葦ヤ鎌麟熱鵬豊醗

に対 してはBC《 藁等の牛愛!灘と鱗様高縫の1前性を承した

が対難の入璽蕪は感受性であつた登黛ル燈ッ卦におけ鵜

毒力は静蘇内及び脳内接種にて臓器定鍛培饗及び演理総

織学約に演査Lた が,ほ 之んお 難α}と 岡穣縫な為捻ゐ

を認め・強毒 馬 株では分離株に北 較Lて 各臓器の保醸

が明らかに多く,驚,肝 の演理譲織学齢変化も強かつた撫

以上の粘果か ら分離株を 欝C(蚤と断驚する菰義はでぎな

いにしても,少 くとも弱毒結核麟であ絵牛型ではないか

蕊も考えられた藁

1灘 織穣免疫の薪構懇 赴縷驗礎クチン 翼V

(禽罵研究所)欝 技1敬 ぬ 膏 爵 擬

核酸はすべて生物の生命並びにその全機熊をつか婁凝

る裁凱ろの憲擧な成分であ 鉱 この物の灘警は嶺該癒物

の歎命傷を意瞭す灘鳶

もし結核蕊の核酸を抗元之Lて 免疫に利講す灘瓢轟が

鰐能であ悉ならば二れに鍛応 して灘生される抗体は必然

麟に結核麟の生命をおびやかす酢道理である轍それ載殺灘

免疫を企購する場禽核酸 饗タチンに議 る以上の適賂はほ

かにないであろう費 しからば尤来抗鷲姓なき核酸をいか

にLて 抗元化するか。私ど亀は瓶色素のダ機ビンを核驗
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に結金させ驚が,凱 の物は聡疹かに全抗》薫難な発揮しか

つ欝効鰍讃な菰蕊が立謙iされた鱒

製Vに よ添免疫はアレルギーとは愈然熱闘係懇あ箒が

黛灘理}細瀧説購を要せぬQ轍 のことは免疫とア 　/ル ギー

⑳異融瓢関Lて 愚要な考証資寧こ}た蔦を失わぬであみ㍉

総礁 纏穣難欝 ワ饗タ静ンの欝魔(競 》

擾穫餐鵜懸す馨ツベルタ欝ンA螢 鑓に叢難

籔亘鎌濫欝いて

(鳥 取 衛 研〉 雛 羅太 藤

(鳥 駅 大綱 麟)谷 本i泰夫

乱騰犯島大綱藩)大 友 繋也

薫懸導泰接笈び慧騨毒毒倍 ザ液に。業るジ反憲鍔〉結渠選んだ学

童を 慧群にわけ,烹 群にはギ1然死結核薄流パ横拶タチン

を裁麟接撫L簸 む董熱凱は 就 く論凍華～魚 燥翠タチンを皮

内接懸 して$脅 月後,警 山難及び 鴛心磁の冷れぞれのシ

ベルシ 豊ンよゆ分離鞘製 鮎た甥ベルグメンA飯1慧すなわ

ち青1総難畷,叙 灘一鷹 を溝時に注射 いぐ撃反糠凶 撫喪し

た 鉱菰ろ妻死麟サ穿チン接縄暑跨賜ザ塗潔載激学垂1劃1鷺礁 で

喋戴3%瀞 鷺心"一驚 饗 器瀞駕;鷺c叢 蓼タヂニ・接蟹渚 のを

れは餓無 蕪一駕 で 綴7驚,鷺 心難一諜 で 総濃%で あつ

て,慧 れを'臨証紙渠載び1凱発赤!露の分 嚢ご職か詳♪みゐゐ藩

者では撒 無鷺欄 によ愚率がぎ謬く 誉罵叢一獲齢款るもの織

陰性麟にずれ後考では叢賦)叢であり,反 臨の相騰なみて

も前姦では管霞 難一欝によ燕反婁熱が後羅では 雛⊃ひ露に

よる反慈が衡れ窯れ鹸く,接 種護♂た拶タ華ンむ種類に歳

つてそれぞれのザベルク華ン露妻蟷よ蟻反応は婦種融ツ・

ア むルギーを強 く現わす菰煮がわか静,1趣 欝鋤チン接緯

者む鑑響1穂てき燕こ葱を錦賦降た箒

シ ンポ ジアム(１ ９)肺 機 能

（演題 １６1～１66,４ 月 ４日,午 後 Ｂ会場)

織.蔑 灘懸織譲灘藤機鑑蒸纂國す馨欝究(第$灘)

播穰縫織穣及び購糠雄艦に轟馨肺機雛緯蕪

に欝い窯

(藤大蒼購内科)聡 鑓 鷲 麟,横 本 浩
寧織 繊 欝 購,伊 井義一臨 野"忍

篇奪者結鞍に灘いては播繍雲嶽}該病変を伴な5も のが

少なくないばか 雛か,結 核病変治癒後鐙後遺購撫Lて 聴

の線維化を認め灘二之が多いむ姦年著銑核による鎌機能

薄霧を検討す為一環 として,播 鰍ご餐難翻 該 或いは糠線維

化に歳 難騨機漉障警について述べる魚

め 粟織継核治癒縫症夢鍛 織 レ線 上全賊野に及ぶ雛

蕪鐵騰騨該 欝 擁,非 結核性鱗線維症3議 織 叢ついて駿

機能検査を鴬慧なつた鐸

窯)繍 気 雛分轟 灘 藤量,全 鱗気慰よ誠少・残気鷺は

蟻糠,残 気率は上封を示 した箒

恥 換気 こ安静分時換気鏡は増瓢 分時最大換気離ぱ

減少,換 気筆懸率は抵下Lた 濤

嚇 騨内ガ叢分露 灘 鱒 ガ猟分奪係数実灘魅は瓢常褻

た獄紙籔,輔 計算線は異常に大 きい∵モを承した箏離1内ガ

熟混禽撰数茂び 認墨 は大趣かつた。懇燐騨気中窒素濃

寵麟線は鎌無 ・貼 欝妬 かに異な蜘 懸鹸 維化による購蓼様

ガ熟分 締章害は騨気睡によ悉もの之は異な孫熱考えられ

為恭 奪

慧〉 愛ギシメー粛一・レー灘及び鋤脈漁痔磁 熟 讐鰯蕪

撫率酸素篤和度は紙下ミ。,酸 素轍趣時ill/は箸もく毒蹴三鷲も

た恭勤課難申縦酸ガ践分籏逼漁病状に癒ミこてL昇 し,有 幾

糠胞気慧率は蝋}し た繋認む偽1愈1懇叢ぐ羨轟おllゐ1議燃 太

ぎくはない㌻

塔)気 流㊧達魔=気 達指魏 激叢灘 よ弩大,、深級気戴よ

蓼最大呼鐵を鴬瓢なわせ導際,呼 気灘はしめ灘部分繍遮

やかに呼撫されるか,終 ウ鱒部分で絵呼掻1ゐ鍾長漆織 ら

れ る鵡とがあつた瀞

偽 播羅性購結核及び鱗線維駕によ導麟磯篭1羅害は拘

熱 生障害蕊分爆臨 警心紺 罫すゐ混合軽灘磯 ず/藁嫌雲 であ

輪難

鋤 轟年 妻辮該 轍黙いて混会性糠機磯陣害か多くみら

れ鵜のはかかゐ騨の病変1蝋起聾するものが概蟹くないゐ

考えられ蘇

1鎌.い 晦ゆ難 聯機驚木異馨 睾避擁撫壽欝議響 《瀦鱒総

に欝いて

ミ擾 大鶏 嚢内鞠 煮瀬.=藤,簑1く 浩

蜘1麟 粥 灘蓼井義 鷹,野ll鼠

め 灘蹴肺結複,或 いは騨織絃終讐 錨欝後に1轟譲亘跨誌

機能障蓉なきたL驚 雛 嚇編/胤ついて紬機籠鞭査を融撒

なつた。

慧)　糠気慧分彊 愚/萎気量餐分顛はいずれも縛しく減少

t,残 気率は薯購に駅興 した難
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麟 換気1蜜 静分時換気斌は…磯に増撫鮎た蓑濾(撒 れ

は烹として換気数の増撫華瓢よゐも○で,鑓lll聡換気融は反

つて戴少す導も薄が多い尊分時鹸大換気緑慧いちギる乱.

〈減嘉 換気筆傭蔀も鷲熱をぶL録 弊

4)髄 内ガス分ギ　N繍 擁ガ践分轟懸 数実瀞ぎ誌 小さく

嚇搬灘畿混合指数,認 熱 は大きい瀞

蔦)オ キシ鏡一 舞一 ・レ 昏 蕊ぐ翻;轟 縛醐 熟鋤鍛漁

酸素飽舞蔑誇総 し 炭酸ガ叢分ズ1絃)敵昇,オ キシ憩一騨
　輸レートについて酸桑潔無駿鶴磯 む延鼠が著 嚢弩呼 あつ

馬 懇効肺鞄気黛の減少,鳶 効騒職気議率の戴 ゼも、駄ら

れた誉

6)気 流む憲庶 雲気連搬数が異鷺に篇黛を海ミす騰膏が

あつ島

掌)運 動負欝み影響;軽 畿の運動敷欝に議つても肺気

鑓分睡,換 気,ガ 熟分露,或 いは十キシメー聾一・錠_

1・が懇化した凸

獅 気議黙染の影欝ξ気漁 辱分泌物心綜禦1蝋賦つて

紬機懸勝いち㌶猿L〈 懇窺鉢九ぜ,

麟)胸 膜簿虻翫 諜誠ゾル軽桑八療款.瞬 げ吟爽ヤ鰯 菟三呼

級療法・或いはダイア黛ッゲ敬没緯叢銀議/機 毒鞭》改撫

を,嚇 葦灘愛の戚績にぜンいて窺較し驚撒

1総 薄肺機饒欝鑛灘灘鵜鱒璽-欝 溌(第 醗鋤

肺織穣愚餐鵜掬け蒼鷺攣療法

⑳鷹禽鱗肺機籠鵜及縷す影響

ぐ麟立鵡海灘∴療蒔 牧 野 裕

翫学療法に戯 鐸麟 謡憩 写貰数猷蟷ともな 峯気管支藤

馨量4ご経過な追つ℃懸定 し,次 ぎゐ舷堪をえた。

1、 片麟難浸潤轡書彗巣群の小1(〈 病巣が1講畿 ナ る場

禽 態紳洛 溺溶 臆の増撫1撫ともに健麟 も軽度増撫1す添が

!灘 換気轍のみ減妻Lて 瞬1疑1ゆ分時呼犠難がほ碁瀞彗爆

蜘 轟黛 蹴㍍ また騨 轟性増嫡癌 鋤 残 つ急場合菰癖巣が

数区矯にわたつたものの韓 経/蝿の縮夏は鰹度で渥延Lた 終

驚♪ 撃醗 肇澗群消失磯場含1魁ぬ灘 ～ゆ 消失恭 彗じ鱗 轟∫

で織復したが軽蹴であつたむ

簿 歪雛i黙増 殖猿は鰻織餐駕で綾灘の影響も少いむ

勢/l側 樵 ギ葉病蟻の緯ll蟹は婚蚊耀藝鼠の増伽 シ憲特徴

で分時最大呼級量心増加軽農,残 気率戴 罫薯明で震》つた
.

難)ド 麟購三簸藁麟場塾膏は識/魁 か軽礁、孤瞳 駿す導が増

蕪輩臆 黛ぼ不変。鮎櫛・幾か空瀦 賦 た場獄 灘/麟幾能藩著

蚤灘な変駕はない鞭

蜘 鵜脹墨 騒が実鷺挫病磁!鍵に/}/むす灘場デ㍗は演灘軽

快 胤ともに懸溝 煮鰹磨 賛灘,酸 叢卸諏 械,最 大呼鰻量は

不驚で爆誕鍵 慧灘の/1迭讐換気鍵やや蹴 残 鷺群麟騒が購

巣賦〉燭 難にあゐ場☆は鍵1茎縄 機能繕鞭があゐ毒繕・職鰯は不

変である.

絡蕉 肺肺穣態慧に欝糟雛蕊叢響鰻就肺機雛検i〓

鵜麟い畷

ぐ大賦転大・漂1構9蕪 μ 鵯 寧ず餐 治 窯

わが敦室賦ダ勢 考案した 転 勲徽就鍵/戯1に よる反復

呼張式糠機能検鰻(転 癬16緯癬 鷺麟㈱蹴蓋驚丁礁意 蕊こ乳下

敬蕪 丁撫 略す)は ドー定鍵説)空気を反赫繕吸し,勤謙撫

酸毒飽秘 幾低 鵬1始 時む空気の醸爺濃 獲をミ薄淀 す導臨の

で,懸 の酸素摂取機熊の障磐の程農を無る○に,簡 巣で

もか毒蕪癒の懲謙に《薄纏 ゴLう悉方法であ灘膿蕊戸は,

昭舞 黛6年 ・編灘 ～学糞にその騨 翫 蕪 告したが,以 後

樋数齢 眠 識 講 ゐ覇知黛をえた麟で鞭欝す灘.嚇 戯籔

磁熱 蟷《瀧丁 を施膏/評,丁灘総撫 撫蜘 鷺 ゐx総 象分類

によ絵難欝に分ける義,病 変が広靱糠蒜な導にしず鵜がつ

て 《搬丁 灘簸無の輝審の灘縫が購おむね強 くなるが,鱗

に考察を要す燕聾輝もあ灘静外轡的療法に際もては(灘 響

測定竃戴常跨毒のは経羅は鑛調であるが,騨 警を承す も

のでは注1意な要す灘⑪

1瓢 肺肺穣患餐の撫気機横,嶺 く鵜糠簸肺⑳換

戴力挙に㌘いて

裂豪北大 ・率籟瞬 遷)1竜 島 任,管 野 光 洋

鍵麟 燃 剣 蓑法の縫 麗菰年とくに注乱嚢藩れ,㌃ かも換気

運鋤}全 に鰐もてもつ蕊も鑑感であ悉諏考急1醤 い》胸鰹

1櫓翫一一換気1あ 或い/瀞 蕪 内駈一一気流速麗 聴繰挙警心訟

した検蕪を難転 該 慧煮蕪欝黛溺に施 転L,従 来の換気機能

検幾法畷は鎌擁しえない換気不全を郵鰹 丸た○て,麟 嬢

糠の換気力学載びに他の機醗検査法によつて丸られた成

紙義鐙闘連慧。について報告す導欝残気率,紬 内ガ裳混禽

霧数 換気流藻畿麟線及び愛キシメー穿一寵よξ},結織

織 漁膿蟻三になるに/認たが《きて藤気懸調)銚慈を懲びてく嶺

が,を の残気率から慧豫 する1激どの拡散臨轡,編 購 ガ凱

分顧導審な承薄ない⑪瓢核縢繍 燈 に蕉常難lllに臨い ぐ硬

化 むてい愚こ蕊が全糠鑛繍尋撒ついて静肺罷纏蘂な壌め愚

ことに議 善明らかになつたが,安 静的胸脇内総(食 選内

驚》が健康者に駕してより陰瓢をぶす 菰とから,肺 懲弾

姓増撫に基 織すると思われゐ瀞鱗切後は賄蕉総麟賦薯灘

に減少し 胸眺蒔 眠も 勤り陰羅之な喜♪軸は惣 胤あ馨軸鷺

の遜度陰鷲三下蒜 溶かれ惹恭気流抵抗は級気,嚢嘗 慧 もに

儒 灘婆樫畿瓢増麗 し,〔黒れは聴繕織抵抗/鋤il蒜激ると愚

われ凱

肇66。肺搬気機無検鷺濠煮しての 灘懸欝 の検欝

(醸醍県、k遠賛療)欝 幾 久,武 瓢 騰 久

購本人鍵康誕1鱒 名,懸 結該愚暑 聯難名につい て

為舞煎糠1醸 醜聯董撒㌻載ぎ欝1蝋べN1姦欝 と略 ず罫を灘

定も,そ の換気機能検査法数もての慧義を轟 載 た岱 聾、
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健康人墨女について蟹鍼欝の撃均縫と年命簿llに議 為標

準武を出し鵡

肺結核愚鳶について病状響llに華均鍵をみる為 軽症串

等蕪三露擁鍵瀬 に灘麹欝 は減少し,肺 戚徳施行幾及び肋膜

病変の大なる嚢ではこの舞論 がい拳》1二導しい。

鱗朕二 と 懸鋪F跨 絹闘 係数は 縷噂,73で,と くに

蕊鷺c難%嫉 下の藩はすべて 簸継欝 臨憲た蕉常櫨の隈

界以下の蜷を鎖Lて い観

以まは 絵みて,鍛 醗 暑は 簸B()に 此 し,灘 定の容易で

あゐ点がすぐれ,か つ換気能不良考を驚出すに慧充分凝

効果を毒つ霧力な測定法であ葡菰い丸鵜

シンポジアム(２0)術 後 肺機 能

(演題167～17２,4月4日,午 後 Ｂ会場)

総ア.肺 肺鞍手衛後還隔時に於け巻 鶏 董《・磁の変

化及び心肺機麟萎に就いて

(溝和霧立結療)横 元儀…,小 林儒鷺
沸上原蕉夫

,古 藤憲二,浅 井末得

浦和憲立結核療養瞬において肺手衛をおこなつた1鶯

例 くA群 二葉窮以下の小藤切除で追撫胸繊衛ない もの56

鍬B群;追 加肺成衛を擁えたもの33織C群1肺 成

籍 鱒 ㈱ につき…定の間隔をおいて 鉱 難G検 懲 蒋

に右糊肺壁誘導におけ燕変化について検討Lた 。さらに

衛後1年 以上経過した7マ 例(A群 £37織1群 凄1$鱗

C騨 ほ5携,そ の態 マ鋤 にっいて肺単な心懸機能を検

し次ぎのごとき結果をえたポ 箋)電 気麟紘澱 及び型 は

衛前徳後不変及び衛薫後横紘鱗糞肥 な鱗 鼠 じよに罐薩

魏蜘驚にもど導(翫 硝 前後で織定)も 磯が大多数を占

む.鯨 衛後の不完全讃脚ヅ群ッタ型線出現は若年響で

肋膜癒鷲軽度の毒のでは多くは罵逆難の変化であつた。

職蜜負糖縁も籍後…過性に騰われるが大部分は1禽 以内

に織復す巻.3)衛 後の 鉱K諜 の変化はA群 がもつと

臨少く,一一般に残霧肺蒋膨脹不良,肋 膜癒驚(こ とに綾

隔澗)の 程度によることが大である.姦)術 後!年 以上

経つた鰹の心肺機能機査ではA,難,c,全 摘の順に良い

威横が認められた。

欝6.肺 遡除衛被徳港の作業能力についで

(難本鋼管鶴見病院)象 庄 中 健 書

憾 立公 衆衛生院)露 松 逸 造,鈴 塞 武 夫

避 森 蕉 夫,石 駕 溝 文

肺結核患薯の作業能力に及ぼす影響に関する研究の第

一次調査として,駒 肺成形徳被衛轟の心繍機能を調査し

て,そ の結搬を第 鍛 縄欝水結核病学会総会において発

i蓑Lたが,引 綾き肺切除を受けて職機復帰したもの驚導名

について,購 様の心騨機能検査を実施した誉

検査璽響1は,身長,体 重,肺 活量,戴 大換気量,死 膣

増糠試験及び運勤負祷鰭 殺。乳亘欝撫 ど曙 簿鞘 であ墨.

検査威績によれば,繍 切除麟㊧心肺機能は,術 後補薫

成形衛を受けたもの烈一か らざるも鈴で灘異があ 箏,肺

活黛,叢 大換気激,死 腔擦識麟 験は,健 羅対照嚢,髄 轡

除のみのもの,織 蕉成形を記も数つたもの,成 形衛のみ

の4>のの顯に低下してい灘が,運 動負荷の影饗は衝後年

数に支醗されるところが多い。

15鼠 肺類除肺前後に於け馨驚震劔肺機盤⑳検討

(第 黛録)特 …に肋鑛癒残⑳影響について

(愛媛搬立麟繕浜療)纂!懸 良三

内鷹 昭,佐 藤襲二,竹 内惣慌

二蕊木秀夫,梅 麟嘩滋,江 草賢次

麟麟核症に鴬いて麟機能を陣害する第一…の難子は肋膜

脳紙であ蓉,購 切除籍後の機能低下の1鑑麟子も手術によ

む盤ずる肋膜禽併癒である。われわれは昨年疲本学会に

おいて舗切除麟後の左虞鋼鱗機能の検討をお蝋なつたが

今麟引続き肋膜癒蒼の左右購肺磯能に及ぼす影響につい

て検討Lた 。漸罷浜療養燐において紬切除をお膿なつた

欝農登簿ヤ 纐%に 癒藩の存在を認めた。諜れは開肺手衛

によ箏確灘 した4ゆ であ鵜

の 癒蒼の獲度

1》)衛武磯の検討

の 鋼皮前後の検討

の 肋膜癒欝毒衛前後の変鋤

の 術後経過と衛灘及び対翻の変動

(対灘藤の代償機転について)

肋膜癒藩及び肋膜禽併症は購機能を大ぎく無下 させ

薦謙ことに外科醜療法は講三復元性の変化を与え為のであ

贔から,適 応の決定を嬢重にしまた衛串肺後の管理を充

分に震こなつてかかる掬東姓変化を残難ぬよう努めるぺ

藪であ鵜

1簿.肺 嚇除後⑳演気よ 響発た蒼レ六ビ婆テーシ鑓
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ン,饗 に麟鑛癒題⑳録響に夢い鷲

ぐ愛媛賂立漸羅浜療)　 墨繊 蕪磁,竹 内惣瓢

佐藤嚢瓢,繕 匠 昭,二窯木秀夫,

梅騨 導滋,裟麟:蟹 次

化学療法,外 科療法む発達に賦む,鯖鰹ξ核が治癒せむ

めうゐ羨燃となつた以烹,い か1鵜完全に魏会復帰せ しめ

ボ磯 蘇 瓢際してそ噸llぎ後載,ル チ～ン検査として全擁に

復職鈴蟻導翫 すゐ瀞麗姦蕪でに懸鱒 除灘綴麹)戚 績を丸

たので,煮 く鵜次き漣躍謙 につい圃ぐ検討Lた 。/)手 講

縞後む検討,2)癒 藤と婚闘係,3:)饗 膨脹顔 藤芸,4)

爾欝1芋術,紛 簿後繍 懸蕊機能藤夏穏

糠の機能隷複雑で艶鵜れら題欝/な換気機能よ蓼すべて

噺麟定す導のは黙然無理であ導が,鎌 継核跨糠切除に灘

いて,数 多い症例鐙すべてに,く わLい 検索は不熊であ

る.わ れわれは一搬 納瓢,感轟識換気機能検欝で充分であ

弩,凱 れら霞績が不轟で将※心騨性危機を想定審れ嶺場

禽にはさらにくわしい検査をお轍なえ1慧 い菰考え鵜

1ア乳 肺肺礁簿肺肺貸籍鵜おけ難肺雛力毒畢の畢

後に欝いて

外舞 鷺濠後に懸藩れ糞亘懸機能曜蒙題む磁よ!》,機能上

か もみた櫛 難講翼すゐ縦ぎllの弓ち,胸 成衛の結搬を報告

するぐ、臨和1隷年よ静昭灘12叙　瞭 でに施脊 し九 鱒1隷 樋

謄予後,並 びに約5嚢難綴につき胸繊術によ燕治療発了時

の鱗能力滋衡搬予後の鐸箆〉関係を分繕 もた。

騰能力の抵下鵜ともな恕・予後は不叢 嘉な鵜 購能力が

一5む%以上の症例の就労職 洩麟2% ,-5鋒%以 ギでは5蕪

%荊 後であ撫.化 学療法併糀群で捻非欝灘群に比 し死亡

率は薯鱗に減少す添が,就 労率には大慈がない.対 灘病

変に対す灘処澱繍無鷲縫,入 工気肺群が 癒つとも不鍵で

化学療法,肺 繊織群が鍵好な結搬を灘≒L鵡/〆 たがつて

治療完結後に:灘いてなお 一灘%以 上跨髄能プ紗1隈持が・

でぎ騰識箏に治療講灘 を立てるべ齢と考える.

1捻 肺穣鐵雛畿穆隷金縷帰義墜⑳轡灘能力鐙肺

機雛攣酌検欝

(九電病醗〉 森万寿夫,天 本莫世,総 串恭之跡

(穐大鶴研)長 野 準,岸 辮騨費,倉 富 満

嚇艦撲蕪纏)治療及び奮懸蕪による機能障餐灘を鹸小隈に

菰め労働生理学綿見地より 難馨無雛撫鐵沁篶 を検討す難

・ご滋は麟核治療の盤大プ暴費標である。われわれも結核織

復・麟を繋象としてB6噸 鱒驚磁欝,撫r《)罵1黙磁鍵 を講

い 鷺激餐灘2,4,6費 の運動を致荷熱気機 嚢蔽 綴の変勲

を換気指数を串心と翫て吟味 した。すなわちガス繕の辱

級機能を代表す難肺磁 叢 煮 灘灘 鶏 によつて…応ず詳業.

能力む推定が蕩態であること,《鰍撫織 韓B識 鷺 よ!バ竪

業能力癒分類す悉瓢と鉱比較納鐵難 と総われる菰義,労

働能力測定○讐及 と繕釜饒窺むために轍2翫 鱒 韓就 のみ

にて大略聡簸ができる蔦と,換 気搭数嫁作榮能力を聡定

するもつ訟も漣蓑切な撫標 轟もいうべく,そ の灘定億には

廓響鐙誤熱を考慮する必要跨あるこ煮を郵樽 えたむ憲た

嚢導一懸鑛 負術試験を出欝塁時と漫祉時に2織 お瓢ブ議い薯欝

1講労鋤によ聯疲労が・漁1鋤 態に及ぼす影饗を検討L,日

鴬生活穆労働に歳 愚漢労 煮い う 薦11磁撫 な体内現象は

心購勲態鈴 製賦 鞭 灘1蛮に嫁表現されないもの鈴よ養に

縁われた.な 震胤れ 嘉義もに運動予騰指数な導概念墨晃,

出じ 鷲いる心

外 科 療 法

（演題 １73～1７6,4月4日,午 後B会 場)

17難 携題題織攣麟鱗箆轟華みた肺態 夢ンバ膿題

鐵嫌の慧題

(麗大外轡)遜 躰縮灘轟,物 部 長暢

われ赴れはX繊!叢講魔な淋磁腺腫蕩を窮L,か つ褒た

大多数み症纒においては気懸穿孔,蹴 いは気道蕉遠,狭

窄等脅轟凝の気管気管支の病変を藷たしていゐ成人の肺

門縦懸淋難腺結核癒17携 に対し,淋 礁線摘撚術を譲撒

ない,そ の病灘総織学醜な検索をお瓢なつた。

1.乾 肺化は非常に轟度で繊塊状を呈し寮多 く跨もの

は2撒 愉以ま愛〉大潔さを窮 し,懸 時に$が 勇以上に病変協

衛虜すゐ鵡とが多かつた燃

鷺.簿 一症擁 蔦おける・各淋繊簸の病変み程 幾 樵 区 々

で,熱 癒類向鐙強いものと,悪 化傾懸の強いも跨 煮が灘

雀 している鳶
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8・ 肺床症状かもみ為と,気 管支並びに肺に濡鋤性の

病変を窟してい導ものは,難 からざ愚も穆に比 して乾肺

化淋磁節の悪化の顛向が強い.し かしながらX線 漸驚以

外に裏だ臨床症状を麿 しないで摘鐵した症 携にお いて

も 繕織学麟には淋磁錦病変が活鍮性を翠 してい導もの

鵡あ夢,保 存醜療法を続けると勲はさらに軟慮Lて 気道

群麟吼 をきたす危険があ難と考えら蘭も島

17礁 化学療法後の選残肺病巣に麟す蒼鋤除獅の

題癒,鱒 に継織化挙釣観点蕪びに鷺挙療法

後の溝肺灘からみた残切除癖巣の蟻小隈騨

(京大結研外科療法)露寺 松 孝,生 島宏濠

豊城倍雄,小 笠源久蕊,吉 醗 誠

(欝懲 撰 號 欝繋〉 永懸 藏太

(三璽大高茶麗分院)幽 本 灘 雄

化掌療法後の遺残肺病擬に対する切除衛の題慈を肺ず

導にあた弧 要切除病巣の簸小隈界を奈辺に慧 くべぎか

について検討することは,肺 織核の治療。1後ぎわめて璽饗

な購環であ鵜

鑛和 餓 年以降,わ れわれは鱒蹴 毒からえた繕鮮な乾

肺雛について焦化学醜鑑びに1雛織化学醗に検討し,い る

いろの興瞭あ導知児をえつつあ纂が,今 繕はその うち隷

織化学麟観点並びに化学療法後の蒋燃率からみた要切除

病巣の蟻小懸界について述べたいと燃 う鎌

以上の諸研究の成績から,わ れわれは化学療法に賦 箏

撫1磁 麟1》・泓鱒欝のいわ峯や愚治療醗慧点に達 した病桑

で4},そ れが径1心 撒 大以上の大嚢零であ導壌禽,憲 た

はたとえその大ぎ港が径1徽 大以下であつても撒術域

が2難 域以上にわた灘毒のでは参一応切除を考慮 しつつ

慎璽に経題を観演するこ葱が必要だ叡考えている蒲

175。 肺嚇除よ響みた蕊肺繊管⑳欝鹸鵜ついて⑱)

(懸療講光灘)梅 本三之助

私灘が肺切除を円溝に遂誉す為ためにも,窟 た胸灘レ

線写真を正しく診断す難ためにも,購 撫管む分鮫を熟蟻

してお くことが纒めて必要であ導礁

私1瀬遜立療獲所講光肺 蟷おいて,現 在まで糠鍔除527

鋼を経験 し・その うち左藤灘む鰐,膚 締2総 鰹の上葉に

おける磁管分鮫について分析熱,諸 鑓歎〉報告 とも比較し

て・統講約に観察したので報告する.な お麟溜 除に蓼い

し瀧意を要する窺壌について墨欝及する箒

婁7敬 肺甥除趨 嚢莚侮⑳臨耀麟溝畷攣釣驚演激び

還灘載題

懲 幌庁東京榔難 卸騨1後翻 難癒沢 題i,箪 井五郎

(東京警察病院病題欝)矢 島権 八

昭諏2慈 年11月 よ夢昭聡1$1蓬罫12月 末 蕪に至灘閥

の肺勢除鍔9鳶 擁に対し,臨 床酌戴ぴに病理学醜に衛前

の化学療法の影響に難点をおいて検索をおこなつた雛症

例はすべて警視庁及び東京瀦訪庁の職銚で,集 繊検診に

よ夢発見婁れた4》のが大部分饗あ惹雌

徳前の化学療法は6灘 灘を 一後轡療禽1雛諏し,3～2勅

月にわ 海 鉱 蕎題治療講 難にむたがウ ぐ実織む,そ 磯手

術結果を病理学轟鱗鳳検討し鵡 治融 絹賜と癖巣の大き憲

との関鎌をみる払 榛演大以上の乾酪巣は!年 以上の化

学療法をおこなつても中心が軟化しているこ為が多く,

1灘 獄 下⑳病巣でも多藪存篠しているとぎは,一 ・部が

軟化してい愚ことが多い鳶

徳後1年 以鳶経過 したS1纏 申$5例 が比較酌灘務為

いわれる警察及び瀬肺の勤務に羅 し,翼 在再発,悪 化を

みていない礁



礁

内 科 的 療 法

（演国 烹？学～懐襲駕 爆鰹 ＄欝，午露鞍 《難会場二〉

峯猟 織簸欝欝に国ず篶鎌鷺 （そ⑳ 雲）

（国立筑紫病院）

撫藤捲一㌔ 竹下 簿，永井 需

①厳選黙れた微欝轟 麟 麹に翠均 鍵蔭 灘懲の駕学療法

をおこな肇為織接陰転率 騨％， 黛灘鍔後 難駕Fであるが

化学療法4勲 飛程縫の 騨 縄ではその大部瀞叢容易に再陽

転す輪 ⑤化学療法の終 鐸塾に レ線。蚕藻 禽陰膨の薩径 叢

繊 以上ゐも銑 結核懲で華彗らかな巣羅を欝す孫ものは

化学療法で険転Lて も舗外なく欝陽転す導訟考 え られ

鵜 徹癖熱 噂 観点か らすれば，凱の状態は化学療滅の

黛灘灘際界点である。③ 鵜のよ彗な醸か ら薫年以議鵡化学

療法を羅続Lた 鞠 翻醐 察 し 微欝へ移費す雄 懸，

麻 轡藤 法螺 職 撫 欄 など孝猛 いて検討す導．

1撫 灘入糠織穣⑳鴻療

（鳥蝦大 ・石糠内薪） 蔭醸 繋難，鐵麟熱滋

化学療法中では窯鷺併鐸撒 び・蝋 ，熱ド轡の長期欝 灘

輔に鍵 好欝が多いが略治例は少 く，結核藩陰性化灘は欝

ない脚 ％ 磯 ぎない諮 種 イー 蝋 併鰍 娠 期使講

鋤 轍鉱に増簸臨 汰範な病巣を窟す灘例に鰍性薦む撫

現率が轟も 悪 化例が多いので長期使騰には十分の注瀦

が必要であ縢諮

気臨 気腹は長期施行綴にお1、嘆 は叢好鰹が認め晦れ

薦が・なお溝足すべ勲結墨ではない鄭

胸灘成形辮及び糠切除施欝舗では，結核麟陰性化灘簿

ないL懸 瓢 空濁嚇消失齢 熱 ・し懸駕 の繊績な認め，

蕗治例も多い嶋

したがつて・醗挫藩の織醗に・｝一分の注慧を払いながら

できるだ1ナ徹灘 ヤに化学療法をお諜ない，心難織 能を考

慮亀熱 時購を失せ莞 懸甥除及び胸騨繊形を嚢こな導

菰む謙そ・灘難なる老入糠結鞍齢治療を・・歩遜め愚凱隷

であ 洗 ひいては，懸該撲減の鴛議上きわめて鑑璽なこ

熱ゐ考え．るものであ嶺籍

1欝・ 灘醗蔽患饗鱒澱無灘 叢欝い鷲 （鱗 譲載：）

蕊鱗叢i癒な蠣禽⑳溝試後譲潜鵜繋い喋

（欝紘 鵬鐵療） 紫 灘罵 籍

蕎岡久雄－ 黙野滋夫，纏1蕪易…
⑳ 年凝 年簾総会演説において雛瀦 核愚者の澱議浴灘

臨盤びに長期闘藻欝審せそ薄蹴癒成績を報轡Lた が，今

縫は適応を拡げ嬬較麟不蜜定な鷲 しい購結核患嚢を溝拭

後辮 謎 観 讃 の観 をえたので畿 に述べ墨．

比較麟症状不安定な懸結嫉患嚢を溝拭縫泉浴審せ次ぎ

の蕊とをえた恭

翫 全症癩 灘煮んど泉浴によ夢悪化 むた懲のはなかう

た導

勲 軽挾は全症状の 鍛醸％ を占め允が
，鎌漆期闘が

長い鎌ど軽挟率はよくなつている導

畿 第 露報において軽快率は55．3駕 ゐなつてい灘が

訟れに蹴して灌拭後搬浴群の露が劣愚のは薫癒，串等薩
の多い驚め訟考えら勲、る鶯

終 ξ番に眠学嚢く浪 識によ導蹴 藻ど欝護婦の監携があれば

悪影響はないt聴 覚離に臨気分 よく食欲もすすみ睡購 臨

よくゐれ るとい う大利点の緑かに，陰蔀紬不潔感が完全

にのぞかれ樵叢と轄愚蕊に之 つて望外の望みである魏嘉

を附識す灘藁

織甑 織穣患餐鐙欝瀞訟λ潜

（国立熱灘病院） 蟻 郵 審

安静は結核の療養に欠く蝋とはで潔ないが，化学療法

の今欝なお従麟どお 参の穫度に必要か，ことに入浴を欝

く禁ずべぎか鱒 かは疑祝 い。そ鵡で入浴（歩懲 分．

入灘鱒分）を歩欝 （憩分）に比較 して，その際鎌韓謡＿

撫篤 裁礎代謝率 億 懸灘 ぴ の変化によつて，安静に

及ぼす入浴の影響を調べて次ぎの結渠を丸た尊

酸好性麟藁撫球減少率は，入浴によ導その時購麟の率⑳

増撫が一蒋 的に羅止懸れ，そのときむ鍵以上の轟率を激

港ない箒歩蒼によつて愚褻つたく縄 難経遜をたお燕心 繋

yパ 球数む滅少毒入浴によ餐軽腱に繊 鳶諮れ添
．

基礎代謝率は人漆後に，蕪趨ゐ 鵜％ が 嚢，謬％ 鷺．麟．

驚 の漁欝 熱 鷺礪5が 漁 蕪％ 難 紘 鷺．の下降を示 し，論

％は不糞であつ島 測定3麟 に窯灘は入灘蕪後に 難．滅．

鷺・に変癒は認められない勲

入浴 欝 分は，蜜静に隷 なん らの影響を及礫婁ないか

鉱 安静3擁1以上は入浴を許してよい蟻

欝馨・ 小織織譲濃療に欝け嶺欝欝の慧縫

（駕挙療濠竿鐙擬察）

（国立神奈灘療） 上 島 黙 離

（慶大 ・小児科） 鱗 本 政1醗

石 繊 尚 之，震鱗1広太郷

化学療法の急速な発農をみた今蕪，一般に結嫉愚蕊の
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運覇艶が増灘Lて ぎてい灘よ 彗であ為が，従来守 られて

ぎた安静療法はなお意義を禽するものか否か，われわれ

は国立神禁／ll療養醗小児蓼き1糠に毅容 した約 瓢懲名め愚懸

を対象に験 講した撫

震ず愚児を安静鐙良膏にしたがい4群 に分1嘩瞬病敷の経

過を追つて鴛較検講する蕊初感染綜核症に壌 いては駕学

療法使灘中憲つたく懸化鰯をみなかつた難Lか し澹療中

止後5脅 月 して安静のもつとも悪い群よ1｝…邊性のレ季獣

絵影繕増大を疇鱗淑た箒惑次鮎核蕪では準洞の鱗らかで

ない考は，そむ好転戚いは悪傷 箏蜜静の良拶潔は必ず蔦

も密接な関孫を認め難 く，空洞む糞するよ彗な｛越では，

鱗らかに安静療法の電要さな示 していた幣鵡れらの二と

噺欝菌，赤沈，体温，捧電 蕊の閣様に訟いても比絞考察

Lて 隷ぽ同様職紅論をえ懸尊

な鴬懸化した驚 の々職瀦 につ、く 《》嬢欝昼ご隷えた。

欝黛． 国立鶏海選第一療獲鱗鶴禁け馨織穣患慧欝

糞態及び濃療戴縫 乱1）

（煎海道一療） 難藤騰広，後町登繋男，小綴嘉治

北赫義ご藻，竹内 秀，天野勝灘

ミ難警哲夫．撫藤健治薄嚢，濃灘林誠

糠蒲利嫌，麟 村 獣，1豪轟薫書

われわれは瞬立北濤滋第一一餐妊蜘 粥、穀 以来 欝 年鶴垂蝋・

愚携した35懸 名の麟核懇者の実態及び遠懸戚績を講撫

した融で撫む概略を報告する群化学療法以醜の昭灘 欝

年尋懸年の 灘鶉 名をA群 ，慧5命鍵年 欝難 名を鷺群に

わげて搬察Lた む

死亡はA鱒 ．5％，鷺難．慧％，入湧時病名で鷺群に肋膜

炎が撫 とんどな くなつた鄭入漸時病綴A鷺 ともに欝型が

多 く病勢は識 及び黛類多く次いで嚢類，簿麟は陽1生認灘

％，在購期闘は灘群の方が韓びてい騰心寂たA撚 とも蕉

誘期購謬短い者では死心，遜賛警！／。心薦める比重が大で

ある識全治，略治，軽快はAよ ウ鷺の方が多い箒

濤療1安 静のみの者は5鼠 曝％ で軽決以上は鴛譲％に

過ぎない，その軽快駄1瓜は気胸3掌灘％誓業療法 灘灘％

胸譲衛7薫 灘％ 戯違療法 藩5惑％ で後蹴麟以外は有勘轟

はいえ蹴い．化学療法で騒快以上 聡．7％ 死ご 蕊5％

で ＄羅畷職S併 鱗が多い藷作業療法では轟樽∫／以上実施

した考の 方がよい箒

入還湧時導病璽及び彗勢を較べるとA群 で賦変翫ない

が懲では滋所鱒に凱箋璽が灘糞詫，N戦蓑激増 し，ま急 叢及

び 慧類が増鱗し，蜜恋欝菌状態ても鷺では陽隠者が退訴

時誠少じ獄 ｛轡 然 瞬 、丸降蛋 ／璽に改1総が厩菱られた轟考

」く．り穿、＜♪む

遠隔虞載は郵縫法で 雛嚢惑％ 漏答が・罷 鳶鳶認 讃 爆膿

上の者では現霧鰹康ないミ。大／類建凝 塁羅が笠 、織 姻致不

懸 及醗 び 勤 ・ ∴
漫瞬から死嶽鐵で磯期懸1全 略治では縄係ないがその 式

魏では3年 鱗穣凱悪駕な勧・し死 煮すゐ者が多い．病璽及

び病勢で！灘漁 い 懲撫x｝ 姻 ！及ゴ 軽駆熱3類 で慧湧し ＼＼

た者に健康 習が駈鱗綜 凱多く燕 醤時塗捧，集戴陽；’！噂 碁

難冷％ 死轍Lて いゐ導ま驚退縛震でめ1階陰 挫持趨遣鱗鑓

は蓉灘奔1以Fめ菰u舞 聖れ轟λ上の暑麟 揺瞬華後良好であ

灘錨治療燐遠購 蕊績では《群に量裏いて／㌻業寒餐法，嚢群で

は作業療法，霞違療法及び胸成／魯が予後良好である，

欝嚢． 擁繋化蟻療籔鐙検欝

轡 該 許欝☆愛簿支韻 ・、湧 縛黛野 瀞 一一

霧癌卦難 ，／／l煮曝1郎，須 藤 憲 ミ

㌔ミ：塚 搬，欝掛1胤夫．磯猟難 一藻

私 転もは，’璽㌔懸療勝1ひご撒学療法を熱叢な心ご婦量葎罫1，

蒙餐半 以1＝継続ミゴ賊謎の，拠》導ヵ月以 転駕学幾無1麿を嚢

礁ない鳳後 蕪灘／携乳！経灘轟ミ察な1駅鑑 なつた嘘鯨蝋つい

て，縦昏の濟療誇ず轟無，緯麟の鹸態鱒 導薬総謬1撒びそ㊨

期購，覇及ひ慣 崎の病磯薄寒瓢撫撞し，A， 鷺，《）3鮮 ；凱

分類Lた 。

叢群）喉溺な く紬陰i鷺か蓬｝続瓢，レ譲上陰影が3露 ”

以ま憐 》触月購の安定購撫あるも残，

難群浮空灘のあるも跨，麟陽軽蕊 続の 毒薄，空洞なく

1難撫姓な嶺もレ線 歎1験影の安定鶏のない 愚ゐ，

¢群）悪化！♂驚も曝，及びA， 鴛群嫉外導蔑》の難

A群 婁ぴ線所絶が安定するには譜僕 安懸謬1織鱒達後，

そ磯壕憲安驚す為臨偽轟，一漉安定期を経て再び・1墨快し，

窯度1蓬の安憲期畿安定持続す燕愚のがあゐ欝

鷺群 蒙大勢数が冶空溝瀦 で，盤洞が残存 している も

の瀞

《慧洋自シボ ーヅ騰辺拡大が多数誤」占め，総た化学療法

後 黛年以上に溌 ㌃た毒のが数例あつた難

以上の鮎繋な化学療法懸闘中及び期1講後をふくめて，

いわゆゐ穿一一ゲゲ｝ぶぐン駆義靴較無重照して，そゐ概念

と薬斉紳ll焼 擬について考篶蓬してみた。

総曝． 繍織億攣療法 毒霧発に瀞い鷲

（名嘗罫翻哩灘 赤） 滝 ／ll晃一，広瀬 久維

（織 立愛 灘 療〉 小 倉 嚢 雄，小 患 購 烹

く県立愛宍麟鵬紛 松 竈 光 雄，安 井 綴 蕊

髪名大 ・一輪 繕） 珪lll録薫1暮，伊藤 和 務

化学療法旛鳶によりいわゆ嶺 丁農購韓 轡雛愈蒜感した

熱考え，講濤療を櫓峯ll二後なん らかの意警馨における再驚鱒

噺臨癒轟強嶋観察ミ。た“ま氏北 学療法麟 頻電満 もかかわら

ず，悪化Lた 礁綜鵡ついても紘言羅1ノ識愚

〆瀞1は気胸，気雛，瓦び外瞬約慈感療1叢を癖糠したも

のは除外 むた畿



総

化学療法によ勢丁藩壌鋤 麟 鍵 に鋼違後，投薬せずに

篤禽年以上経過を観察せ巻症例は澱鷺薫餐で，養ち窯病巣

の拡大や溺に鷲病巣の難現嚢x線 写爽で認めたものや，

鑑該灘の鰹 麺越灘蹴化，病巣鵜軟化等を撰来せゐものは

簿 鐙 例であつた． 菰れらの癒纏につき病灘，購勢，年

命及び化学療法期蘭，施行法等々諸々の要約との灘連を

篠床的に観察したので報告す悉撒窯た溝様化学療法施背

㌻に発来せ為悪化携約憩参纏な検講す愚之ともに これら

纂症鋼の病態生理懸について鵡触れ塔褥

毒総 欝 鷺 誘灘鯵及び 欝 難 鳶叢種薬欝擬露の併驚

聴に麟け蕎漁麟遊離 蒸潜慧 ⑳溝畏に拶い鷲

（東京緩大内科）傘長 村 璽 之，幡 野 永 撫

熊 井 … 夫，佐 藤 蕃

生捧内における 鞭磁 の抗結核作灘の強弱 は遊離 の

鋪簸 が蔦濃！建に体液中に挙〆搬し，かつ長時闘持続 す る

凱訟に左欝 され，磁簸 がア セチル化漆れれば，もはや

憲結核作繕捻ない． したがつて 灘 難投与時に齢け 嶺撫

1欝遊離獅 鷺 の灘定は璽大な意義があ為。私おもは 黛膿

蓬を測定す灘 翫礁 法をと箏あげ，動物実験で 欝難誘

難捧は黛 難と蛋種薬剤欝灘時1鵜おける搬申欝 鷺の潰長

勤検査した。

登嬢 灘独投与時におけ悉寒懸戴中遊離 撫蕪灘は，餓

察藻が非常に大であ嶋轍為を知つた瀞蕪た羅寧には遊離

麟難 澱は投与熊碓わずか 騒％麟後である。

搬 鷺 餅漁 ，欝 は，試験管内抗薦力は大であ灘が，

鋳物実験に麟ナ悉遊離 鶯礁 灘はいずれも 鶯轍 よ㌧・低

悔 スルツ4ソ キサゾール 鱒一掘 黛薫，欝A＄翼畿率灘 難，蓋》欝A

ほ》磁 の併欝投与では撫中遊離の辮 慧上興を添した毒

撫毒あるが，全辮にお いては認めがたかつた難

叢れを要するに，m鷲 轟餐種薬遡との夢辮撤 ，抗薦

筆灘の繕棄樽み な らず，羅蕪 のア魔チルイ雛撫熱による

と論ぜられていゐが，脳獄 の体内代謝は複雑にして畿

一的に論ず導わけにはゆかないよ箏であ灘。

1総。 欝 難 誘導俸の抗結織作飛の機作にづいて

（大販府羽麗野病院） 下 村 康 夫，那 須 義 灘

井。｝二幾之進，縦 井 宏

く阪大 ・＝＝難零耕） 伊 藤 文 雄

すでに本学会近畿地露会に黙いて発表Lた ご とく，

嵐瓢 臓 鉱響 を灘いて検した舞烹績では，罵絃＄轄注購し

ぐも，内羅しても購様に鉢内で一機 黒N蕪になるに対L，

豪の飽の誘導体 蒼醗薪漁 麟 ミ“嘉糠撚 馨α醗竃一縣 ），心レ

縦欝叢一烈斑 《慧），環 鷺一嚢一《二畿癬礁ぎ醗欝器撮薦轡融 《鎌 一

灘硫㈱），灘 鷺華ぎ撫鴨 撫 （欝） 等は茎慧購すればその磯

鼓の形で厭串に欝澱され，内服すれば 猶 黛 菰なつて吸

鞭灘れる亀の為考免られ鵜

そこで囎ウ業の実験醜結核症に対し，これら誘導体に

よ灘治療実験を試みた結渠，その効果は先のA欝 織慮鷲窯ぎy

での 灘難 生成澱嘉雰常に歳 く平欝す為凱義が確認藩れ

た瀞すなわち 撫鍵＄は注離，内照と亀に欝麗度欝勘で

あ灘に対し，織の誘轟体では濡射ではきわめて効少 く，

内服では魔効であつ鵡

以上の威績から舞少 く蕊も生体内での廓効難ぱ撫難の

みであ 夢，A鰍 敏翼穫N鷺 はもとよ摯，試験管内で綴嚢

強い抗藩力をもつそ勢億の誘轟体も，その薮まの形では

無効であゐ訟考えられ翫

鷺乳 欝 鷺 澱びその講導館の翻作爾に麗す藩欝驚

（京大凝継 ） 盤 灘 一 郎，灘 鐵 義 男

張 良 治，寺 村 文 舞

獅 難 及びその誘導体の麟乍罵 と各種 ビ嚢ミンことに

v轟 群及び 驚 灘繍 ゐの関孫を検討Lゾ 煽

黛轍 急性申毒に麟して，v轟 群は増強的に，騰鷺隷

は郷舗的に作矯する」 翼珊曼難中毒に対 して1叙，v鷺馨群

及び 騰灘漁 は獅鯛綿に作驚する欝この機序を検講す贔

ために，V魏 群及び 職融隷 代謝に及ぼす鞭償 及びそ

の誘溝体の影響を調べた。灘蕪 及びその誘導体によ警，

ピジジキサール及び 購就無の尿率欝澄は著購に．増大す

翫 撫中及び臓器嘘蓼のv鶏 群 ことに鶏婆ヂキサールは

鞭撫 及び 磁賊＄によ箏減少傾織が認められた農騰㍑漁

はほ とん お変動が講められなかつた誉振中欝灘の 翼一メ

チル畿灘チンア鳶ド喜4一ビ欝デキシン酸も1瀧とんど変勤

．が認められなかつた鶯

総欝。 ク瓢翻ル 塾夢メ 塾ンの 鍵 匡国作欝に対す

釜勤墨

（東大 ・鐵嶽内科） 撫数定孝，畜糠庄単

鈴木秀鄭，欝中 宏，寒鈴木凝昭

簸滋べ轟シ夢ンアレルギーを1讃二めとLて いろいろの

アレルギー反応を減少港せるために餐懇抗 紘ス蜜ミン掘

が使欝＄れてお 夢事これか ら述べ為タ騨一ル灘暴メ》y

懲その一癒 であつて肇欝4黛年に 蕊秘 絆撒 に含成港れて

よ拳，ぎ鋤鱗総，s漁 鱗．懸繍熱総廼 ．翫 罫翼蹴磁雛，＄蕪一

礪欝，によつて臨探研究成績が報告されてい輪 その購

凝畢鱒・紳｝趣鮮に蔭欝澄、騨幽》輪 無堪敷黙



欝4

われわれ・はs蟹 注射後，シビレ感肇拳織の轍牽》ぱ む夢

算鵬なぎあ導患藩4名 及び食餌性ウルチ勲夢アの慧名爵

薬疹 露名，止搬剤によ為講作矯繊環の愚潔強名に， 簿

メ峯ン 鈴～鐙 撚慧を筋注して，おの郭のその翻作稽を

攣防或いは治療に麿鶴な添ことが判つ丸のでここに報欝

し塞す。

爆鼠 欝灘 磯翼鷺の経皮麟肺携注入療法董欝襯せ

る灘縮穣濃療

（萄1際 中央病院） 中野保ご，石坂達弥

木下弥栄，鼠1下 響，浅野 繁

抗結核麹を病巣に対 し直接濃輝に作鐸捻 せ治癒機転を

短縮かつ完全ならしめる繕的をもつてわれわれはs擁 ，

欝 難 の経皮麟駿内灘入法を従来の＄鍼筋注，欝AS・穣鷺

1樫服療法と餅趨 し，患嚢の ・磯 状態に及繍す影響，襲中

凝嫉菌に及ぼす影響，x縦 蜘 ）変紀を研究検討Lた む

実施方法はs擁 難縣 獄，薫》鞭鷲む～＄撫聡 を叢繕簸と

む窯遜 ／～ 慧繕，x線 的に判定した病巣部に注入 した。症

鋼 記もてはな導べ く病巣の広範選iでないものを選んだ。

臨濠成蟹としてx線 的に串小空澗例では簸失をみた臨

のが夢く，瞭騰 窒蜜澗で1漁縮少をきたしたに過ぎない毒

樽毒あつ島 滲出橡病巣ゆもの煽 戴とんど険影溝滋し，

烹部に紫状陰影を残 ㌃たに過ぎなかつた．淡中の結核麟

は賜幾のま震に止つた亀の窯例を数えるのみで癬はすべ

て瞼盤化或い繍陰性に終飴 した鞍鎌沈縫は 黒例櫛広汎な

病巣を露す薦毛の以外は全纒滅少した．体愈 灘 例の腹

膜炎含併愚者以外は金例増撫した難

董瓢 糠結穣の叢期化攣療濠にお1愛碁遡続培繋成

綾についての 黛，3の 講魏

（国大 ・三方内科） 三方一沢，長谷飛弥人，

勝 蕉 孝，麟増井準治，佐雌爵翠 第

滝 島 慧，佐藤撫燃，松 羅 澄 欝

麟結核の化学療法における勘渠判定，治療方鋤薄決定

に際して磯i麟 犠1該麟の書轟長は重要な灘事項といえる鼎

年 玉～ 窯繕の集難検診の騨綴 入院せる34癒 翻につい

鴫 蕪～ア鑓 難連繋簸養及びこれに 芝織の欝液培養を撫

え舞達競培饗を実施 し，煮の連続培養繊績よ蓼次ぎのこ

蕊量4群 に分類して検討Lた 鞭

璽群 ： 入號時の治療購検査において，毎月黛灘の欝

常検査成績 （A） と達続検査成績 （鋤 のいずれも購盤

め蕪例，

翼群 塞 （A）陰挫にむて （難）のみ陽性の鐘纒，

灘群 ＝ （A）のみ陽性にして （灘）陰性の症麹，

欝群 雪 （A）（難）のいずれ 毒険挫の症粥，

この 灘 叢例の中，黛群に属 するものは 繊．＄％ に認

あもれ，いろいろな為事環について検討するに，鶴の1

群，欝群に紘較 してかな 箏の臨床納韓徴を認めた馨な薯

各群の切除糠病嫌⑳結核薄検紫繊績について亀驚干のタ

飛をえたの饗報欝す鵜

燈L駕 攣療法串⑳i緋欝状態

（東鉄病院 ・呼吸雛科） 曝還 藤 兼 耀

鱒名の外来患考に濃年閥にわた勢化学療法をお蝋な～

その聞の擁薦状態を3灘 薄を一一期 と 鷲 年閥を＄期に繋

けて驚訟めた無 書名の頻鐡欝糖者 と 認 名の少繕数鉾鱗

嚢，及び 懸 鵯穆陰性辮とがある鶯縫瓢嚢轍全体烈 メ

烹期及びv期 に撲穣 の峯があ 警蕪期及び 辮 期に谷が灘

鵜 手穂の時期を選ぶ一つの指標になる之愚われ導．拶

麟数欝繭嚢は藩らにX期 貰期と携熊す愚畢期欝菌とV翼

を峯とす惹中期雛麟騰期以後の後期癖薦の3群 にわか嚢

うる。菰れ らの欝繭期嘉レ線写纂纂上の変化記は多くは一

致 しない轄最大鶯に鷺鋼程度の検湊の結巣で1鮮詳期の謬

幽状況から綴期の欝薦状溝を鑑灘 しえず，褻た罐期畷翼

蜜で観察してもな溝陰性窺した嘉決定し兇ない餐

給鷺・ 駕嚢療法鵜よ嶺肺縮穣症の織麟攣麟，x繕1

挙齢敬難⑳予灘鵜国す蒼欝貌

（結核予防会 ・一一難） 撫 濤餐1滋

駕 慧鍛 中結籔蕪陰挫化の予慧馨について 講 諏鷲以ま

化学療法をお蝋ない，毎月少 くとも烹織喀湊ない し簿溝

培養を藩賦 なつた症鋼について，治療闘始後 餐脅月褒嘆

の威綾とその後の結核麟の賜轍率との闘孫を検討した．

化学療法醗嫌畿翫紗披 でに連続3灘 月以上陰性為な勲

ば・その後麟が賜雛 とな灘蕪例は 鱒％ 藩後であ 蓼，藻

療 農～蕪勲月難に麟が賜樵の瓢之爵亀あ為蕪例は，その雛

初灘瀦療では 欝％，再浩療では欝奪％ が陽性であ 絵欝灘

療 餐癬灘以内に遼続3）明 以漁揚 性であつた癒例は，聯

織漁療は 難駕，響灘療は 鱒％ が薦賜盤であつた難

甑x線 学麟改善のr艶灘について1浸 潤難及び薪ミ凶 ・

璽澗を憲体患す凝 》のは，化学療法3～ 翫砂1の 閣に灘

快Lた もα 賦そ磯後も軽快すゐものが多い鼎彫か し轄～

嚢灘月の闘に軽快Lた ものについて1漁そ瞬 受婁らに軽隷

す惹感のは少 くな添費3勲 鍔以上不変だつ驚翻 〉でその

後軽快するものは少いゆ

萎鱒・ 糞験麟窯鰹難懇犠騨繕穣藏鵜封す釜駕攣療

浅煮人諜鼠国療濠煮の轡講

（績核予鋳会 ・保生国） 縫1縫治 鍔

馨齎は惑きに切除材料よ警えた所黛にもとつぎ人薫気

腹療法を分新L， 蝋の療法が誘導気管枝の織小短縮化を

趨こL結 核病巣の選罎を 敬 欝瞬 撃総にも 翫麟磯難暮繊

にも防止 し 一種の膿縫療法であ愚鵜とを報告Lた ．菰



鱒

れに紺も駕学療法は誘導鎌 蹴驚或い／瀞 藻 の継譲性肉霧

を講浄化■ 病懲罎内欝i謬織 を鍵灘港せ畷漁癒を うなガ

す翻 〉と考えられ，懲轡の併騰嫁それらの作灘機序が舞

抗鈴であ 魁Lた 勢叢つてよ讐理想麟に滋い轟考えられ る

化学療法鈴潜癒を虚脱療法は障蜜す贔訟趨わ軸惹．そ轍

で灘糠 灘ll村の方法にLた がつて家蟻の麟下葉に空澗を

人工的につ く態 化学療法及び気腹の単猿蹴いは欝鐸葺に

分姪蕪脅飛治療 し モの畿費験 して1欝醸納に検紫 した鍛

毅果は上述のごと嚢硬論的考察にご 致L瀬 鷲斑をえた心

LかLた だもに臨猟的に爾鳶の轡鱗が悪いから愈然実施

しては良くない数はいえないが，少く菰も爾嚢を臨練麟

に併講す灘慮激は，かか灘礫論麟な考寮も考慮に入れて

実施すべきである 箏謙

1鱗・i織穣織髄国炎羅患號麟幾獺概鍵

麟 立東一一病 ・小児）黙浅 野 秀 ∴，騰窺欝久誰

結核盤髄膜炎で来醗昭和 鍵 年裏でに謙i糠を終 ∫も全

治した患惣漁 撫 麟臨 そ穆後の経過を観察 した結果を

報告すゐ瀞治療終了縫環在までに響臓炎にて死穏Lた 叢

例を除いては群発及び擁亡は認められなかつた鐸治療終

了時懸繍嫌発作を残Lた 黛例は現在薬剤使醗串にて寛解

を難Lて ぎてい観 聴力灘警をみ無こめた 讐ち聾 襲繊 乳全

鷲鍵 学較に遜学摩であ 甑 軽繊灘書跨慧蟻漁大 纂た不議

撫を感ぜず生活してい愚。 紮かL治 療終了時オージ愛メ

酬潔　にてなんら翼常をみ義めなかつた慧例は
，約欝隼

後に聴力低下に気付いた。知能障害のあつた亀のは攣遡

であるが・黛携を除ぎ難康小鷺にやや劣導程縫の知能と

なつている祭運動障警は蕪纏に認め運鋤機能の改瀞を認

めて嚢ていゐが，鰹康児のこ諏く運勤す愚齋でに蕪つて

いない“以上われわれの轟凱ろの ＄4例に欝発死心が認

められないのは治療方法によ難もの嘉愚 彗撫

鍛難 小発織穣燃髄国炎にi鱈す馨Aα 鐙難 鐙縫購糞

（穣大 ・小鷺科）蟻欝1鷺 久，島 繕 ：鱗

灘教室において襟説療法を鴬篇な箏講瓢翫学療法をお

こなつた小児結核難髄膜炎 鷲慕艦の治擬礁織，蒋に最逓

の繍鰯につ齢藏状と華後急の騰熱を検討 し，税蕉の強力

な化学療法に汰つて為意識陣霊，年令の幼若，病 難の織

簸嚢は苧後を悪化せ しめ灘饗麟として叢筏惑愚べぎ凱義を

知つ鵡 ぞ諾でこのような熱 義1例γ名を選び化掌療法に

際し 鳶cT難 （蔀 羅摺 皮質ホル嚇ン購）を応鍵1，モの

効蹴 毒鰍 ミ鱗を検討もた鶯A心 ↑難 は轟初の化療鍛 憩～

鱒 撒窪ぽも 《CT鷺一窯，筋注）跨最長持続期騰5逓 く嫌む

灘欝）与えられ鳥 治繕4犠 に麟 ナる 一澱 臨床断驚Cギ 熱

その撫），髄液性状 《継胞数減少その櫨）は遮かに （叢～

潔難後）改蕊 腰難霧麟に蝋 ウ欝液の悪化纈晦を認めた

鋼齢欝液轍簸好蕊なつた鋒糀亡3麟 はいずれ唾｝はな撒だ

婁症であうたが，その 峯ち 窯艦には…時軽徽ながら好転

の兆が認められ鵡 無気馨灘 を絵ぎ結核病勢の明瞭な悪

化はみなかつ鵡 本療灘 瀬 蒙叢に就 欝 べ懸で魏 魁

髄膜炎の漕騰 罫段の一・つ とtズ 駁むあげ導繊鰹があ礁と

認め鵡

婁総i織 鞍燃灘撮樵漿国炎鵜封す馨蜘繍穣欝懸 プ

勤 ド諜ゾン敷びハイ ド綴諜一夢ゾン⑳併醗

（叢大分院 ・内科） 串蔑圭一，露小林 薫，佐藤義鑑

藩㍑ 鋤 膜炎の？綴Gち 講欄韓三慧，心嚢炎及び腹膜

炎鰭 撫 膿 胸へ樹 鷺 織 襲燦1継 靴 駄 蝿 の

＄例をふくむ、に鰐し ヅひド論 ゾン謙 蜘 畷 紛 灘慕

経織投与Lた 毒の難鱗，ハイ 翫曙 一チゾン灘 灘需畢ア

イナ礎イシソ 敬鞭 宛計 欝鞭～黛欝 縄罫職所詫入L九 毒

の4灘 であ福 いずれ も 撚灘 蕊 欝A＄，S鍍 との総禽

せで化学療法を登纒 も鵡 ヅ例ではただちに下熱，病初

に投撃むた鯉では約蓋遡職 ハ趨で轍約 黛還闘で灘出液

溝集～減羅－ 無効は発病後 亙月以上を経て投茎した慧

例であつ鵡 騰存糠病藥への悪影響はなかつたが，濃溝

失後璽粒結核で死亡 した 烹魑があつた．な勲灘出戴の総

胞成翫 霧質反応・蛋麟分鳳 電解質代謝，ツ反．灘轡

皮質機能等について検討L， 醐腎皮質ホル黛ンの適講及

びその濾意等について一慰穆緩灘を提鐵した農

撫凱x糠 灘轟繰叢鯵みぬ醗数犠多鍵癒

（結綾 箏防会結研） 今 轡 麟耕

愚研究瞬外科で華衛を受けた嚢の うら，手衛痘鋳心X

線写真等によ勢透亮謙を認めた 慧謬症夢輩につぎ病懸解舗

学麟に羅数／盤濡癒を講査し これ ら症麟鱒靴学療法．欝

麟状熊x線 写爽 転の蜜澗の際懸等の闘飾 撒つぎ欝蹴 し

鵡 繋5鞭 費麟麟撒 ／ず1三漉癒は5例 みられ，烹例は罵単上

皮化に議導もので，穂は壁が線維性の醗敏性治癒であつ

た鯵手衛の年代懸の地較では，鱒年鷺鶯憲での被手衛愚

薫の うちに蒲述の黒携の開数姓治癒がみられたのみで．

磁はそ磯繰よ拳 議 年3欝 薮でのものであゐ心化学療法

の初織治療に4樋 で・趨鵬 は蕪灘月以下 蒙擁鍵～1慧諏欝

儀縄 鴛露擁以．紅に 黛例，冬茎1輪療の薫輝は 捻 ぬ鱒以上

のものであつた鳶癒学療法の種類鶏にみ 灘と，妻憾ミにて

被覆藤れぬ灘数性醗鞭の壌例1漁すべて 夏N鷺 を3カ 月以

上使購Lて い灘馨犠蟹灘灘さは，すべて3撫 勲以下で爵

薫鱗嫁紙様の薄さであつた。隷議簿翻 萎培養絵樵維続期総

1総 ～慕勲メ1以一｝強 性鞠継続Lて い葛潔が多い。

懲艦 駕挙療法によ轟い麟麟導縮穣国 （難難懸’》識

び鵜結穣盤灘1国 繕緯 欄）の国撫熱幾霧

（犠古醗灘職鍛盤） 羅 闘 一 叢響，蟄象懲1：鱗葱



総

(饗難籏饗暴一診(青 木 懸臨 撫下達灘導
(社会鎌険中京病院)欝 藤 正 〓

(名 大 ・一・内 科)石 下 泰 堂,山 名 弘 畿

控 繕発 幾

私 どもは藏径鱒～灘撒難大のいわゆ導結核灘20難偶及

び空濁澱護濾について蕪～膿諏飛の長期駕学療法を麓こ

ない,その驗床樵移を観察した。讃ず結核騰については,

平均 悠～蕪舞鱒の化学療法にて消失 護式%,著 縮3.襲

%,縮 少 烹燕.s%,不 変 磁%,空 濁北 懇講%の 変化を

認めた。購A鷺 ・艶AS併 用と,$纏 ・欝A$欝 用の溝群

を比較して,澗 化に隣して両群に薯大な蓬異は認められ

ず,欝A蕪 に特異な現象とは断定でぎなかつた。藻た濁

化を趨諜したものの中わずか玉例に鴬いて気管枝性撒窟

を認め丸がこれ 毒大蕩には釜らず,簡 もなく消退し鵡

空濁については平均 欝.蔭 勲月の化学療法にて消失,

欝灘%,薯 縮 捻識%,縮 少 瓢9%,不 変 鍵.烹%,拡

大 蔭憾%,再 充実 鼠暮%,蜜 濁壁葬薄化 気.s%,の 成綾

をえ,詑 線上壁の比較醜葬薄な淡い灘出性空澗が鍵好な

経過をたどるよ箏であつた鱗なお空溝の変化は暮～捻勲

月の闘にみるべき変化を添すものが多いが,滴 づ凝にいた

るには港らに長期縄を要す灘もの毒黒多いよ撃であ鵜 し

か し 綿 灘月以駈化学療法を競欝して毒その効果は瀬わ

めて僅少灘な㍍

1鱒.畏 細傷挙療法穫駆線麟に灘霧像驚認麟しか

毒喀懸紳 紬穣麟醸幾な蒼癒偶の検欝

(懸 立京鱗療)醸 常盤太助,坂 本轟久,久 保繁造

長期化学綴法後,な 黙F線 納に空洞嫌を細め,も かも

繕麟W串結核藤陰挫なる症鋼 欝 例について,切 除騎の癒

理細繭学麟検索をお鵡なつた轟ころ,そ の大多數におい

て,空 溝内に多數の結核灘がみられ,病 理綴織学納に愚

不安定な様繕が認められた.寂 た,誘 導気管枝に狭窄な

い し閉鎖が認めもれ,こ の菰とが喀縦串に繭を証明しえ

なかつた理撫であろ導訟考丸られ翫

獄上のことでわかゐように,長 期化学工療法後,な おレ

線麟に室 澗像な認め,Lか も強 串結核麟陰姓な轟症講

には,い わゆる開敏性治癒に向いつつあ導曝のの灘かに

以上のよ箏な外科的療法を要する毒のも少なくない之考

丸 られ,し たがつて,か かる症鋼の予畿の誉馨捷,並 びに

治療方針の決定に懸つて,菰 くに簸重な考慮を払 うこと

が必要と考えられ鵜

診 断 症 候

ぐ演懸2《 》《》へ壌《》襲,曝 月$欝 襲 詩欝後c麟 ミ灘暴)

2穂 驗織核蟻1除騰に認あられ誉織核病巣⑳レ線

漸発毒携理解劇挙離彫態の姥較鎌驚

(九大結研)織 灘勝美,懸 中健〓,芝 野 慰

乗松克政,武 末癒元

糠勢除鐙鯵鶴につき化学療法によるレ線醗児の推移と

衛麟ぴ線醗見,aく に平瀬,断 麟,気 管支造影等に賦 ゐ

鍛管猷 気管支豫の解極をおこない,結 核病熱 誘導気

管支の病理解麟学離駈昆 滋比較検討 した.

笠)誘 導気管支について断層鎌,気 管支造影像による

異常所驚の部雛飾,質 的検討をおこなつた.

、2>気 瞥支造影凝の空洞流入についてテ 》ラ氏ゾンデ

によ難選択的方法鍼びに綱 出後の造影綱注入によ鯵,そ

の獲度(騎 例 灘%)性 状,さ らに造影時気響支叢びに

造影灘の勤的観察をおこない,誘 導気管支の呼吸燃運動

状態を検討Lた 撫

簿 いわゆる 璽沁鱒麟 鞠 紙雛 を病理解麟学的に検討

も,そ の成灘性状を分類検討した豊

魂)断 騨 象灘樵状を臨纏し透兜を認めないが,空 澗で

あつた もの 鴫2蕊鱒 童婁約 舗%〉 ξ膿ついて,断 顯,気 管支

造影上誘轟気管支の異常飛見を検討 し質的診断の欝能性

の際界に資した鶯

s)レ 線磯黛約魏影隈界について纏尖巣のン線所見記

鉄…灘 解麟的燐晃を鋤較検討もた.

2醜 驗織穣漉に撫学誉拡弐搬驗⑳欝糞(第 嬉鞍(

廻転購極〓小無点管球に菰轟2儲 拡穴撮夥

お 灘除驗糠塞鵜灘ナ嶺購理蕩箆訟⑳比較鵜
瀞いて

ぐ県立愛鱗病(松 本光雄,轡 藤嚢 腐玉,村患尚子

鈴本翫繋,大 井 薫

講織お菰なつ汽ゾ ぜア践微・1蕪点瞥球によ鞭罫磯 黛欝

鉱大に続いて今羅は,灘 転賜癒微小焦点管球によ難鉱大

撮影をお謡なつた 鍛 綱の輪葉講除携において,そ の切

除標本蹟肉眼酌病働 響児 義病盤攣陰影との対比を譲こない

普灘写真に比べて拡大写翼の現出糞難がよ勢すぐれてい導



騨

諏葱を認め・ま致二 ずア践微小焦点管球によ孫前繊の成

麟 柔批較検討 し濫 いずれも普爆零翼に駕銀て絡段の幾

嫌 醗 凱 てい姻}で ジー樋 のそ糖 撮駿 拷 鷲 轟

る菰の鉱大撮影法を望纐 写罵 断繕写翼の撮影雛 導時に

鴬こなえばなお一…層臨鎌診麟に役立つ惑跨蕊考 凌、られ

鵜 窯た実際鹸 ㍍ 臨癒1鱒 歪讐善する蕊きは緯1転陽揮微小

焦点管球によ!)拡大撮影をお蝋な 箏方が撮影方法が鰯単

で・しか毒確実な写嚢がえら楚嚥 よぢに患われた心

黛導2・欝欝藩驗撮影濠⑳震旅紬繍驚

特に叢調の旗捧麟籔察鵜㌘い慣

ぐ阪大 ・三内麟)志 村達夫,橋 鐵 進,聾 上 宏

従来の灘産断鱒撮影装澱に纒難な敬造を簾えて警遜断

糟撮影 と大藻ない撮影条件でわが穰では戴だ普及駕して

いない鱗時多懸撮影の臨床的利稱法に騰し研究を灘こ虞嚢

い・なかんず くその…繕講懸嘉ミ!ぐ繋溝鱒変ず靱を立藩麟

に擬察すゐ方法を検討もた鞘

成綾 婁 従来の遜産断懸〓影装齪でも鯖挙な敬造で十

分爽用に供しえ られ愚鵜為を知ウ丸た瀞黙らにバジプぜ

ン撲型窯溝の1薄時多鱒〓影を麟こな鮎・,豫の騰われ露を

検討した結渠,空 澗の一蝿よむ 糠 職 以 烹離れた灘の

断癖鎌に諏いては管球の海管に藏角方向跨濁壁舞はきわ

めて不鮮嚇 とな 蜘 驚た叢れに単狩のひ方海の濁壁繰はそ

の辺縁が嶽けてく灘雌この婁実から空灘のまゴ下の議界を

ほぼ鑑知Lえ たので空澗の立体離観察があ導程繊罵能で

あ洗Lた がつて本撮影法は蜜澗に懸すa鄭灘療効果讐定

麟資しう添記愚われ灘欝

2絡 一遇轍驗漫灘 諜灘ず蔭纂臨醸麟欝糞(続 蝦)

一醸発縫異灘肺炎お繍穣盤漫潤訟⑳鑑溺一

(葉京逓簿 海院 ・凝該 科)藤 驚翼之紡
寧撫藤戚鳳 滋蜘 囎欽弥

,轍 中鴬 一

中患 轟 小須繊達喪,河 嚢鐘 漁

吉醗 …郎 。伊藤不鵬雄,牧 鑓滋 子

演者らは駒野ら葱と毒に第 灘 灘凝該 病学会総会の鞭

欝において,黙 常遭燕する一懸挫糠浸潤の大部分繍原発

捻異型職炎であ導が,そ 騨〉…郷に結 核性澄潤がふく蔵れ

るこ訟を述べた尊今織は昭趣 撚 年から$芝 年に至礁鑑

が 鐸醸の一懸 撚 蔀淺濁蘇㌣鷲拳轡 拳臨癒経験に臨とづ嚢,

臨旅。転Lばu灘 驚銑 な嶺駅発橡異灘 毒炎翫結核挫彰驚灘

潔樽鑑欝彗点について検講孔.た嫌

すなわち臨床蕪状,X線 瞬見¢)緑か緯,赤 撫球寒冷凝

築反応・達球臨 烈緯 凝集反臨,礁 濾蟹出分灘,繊 磁レ

輪韓礁一嵐》総総 の赤漁球凝集縦応,煎 耽 癒,シ 反応,撫

甑球数・好酸球寮分壌等際検査を嚢こない,驚 た腕結核

之含轡Lた 症鋼の経懸を観察した結果,次 ぎのこ轟嚢結

論をえた.

一懸樵舗浸潤跨疑いある訟ぎは
,赤 漁球寒冷凝簾鱗を

墓蕊L℃ 臨床症状,撫 沈f直,x線 陰影鐙藻難 及び性状

に考慮を払い,搬 濾蟹ぬ分細,議 嚇叢鋤韓"一 獄海㈱ の

赤撫球凝集反慈を参考 とす愚ならば,癒 発樵異型紬炎と

結核樵騰浸潤 の艦劉は必ずLも 困難でないと考丸燕心

2麟・ 簾鑓検蒼煮驗の一過縫譲影

く東北大抗研)凝 津 暴 孝

小松欝憲子,金 谷 皓

学童生縫のひ集検では結核性の外非結核織陰影がかな

参多い・講嚇 核性永細鍾三陰影については昨年の本学会で

報告L驚 の臨 今織は一遜難陰影について過灘3年 簡蹟

秘台蜜立全小中高校児童生徒の集鑓検査成績を織矯して

述ぺ㍍

鱒・3甑 鍍箏それぞれ戯3薦,鈴2鱒 ,7聡 麟 名の翻検

査で吟 一過性陰影発鷲率はそれぞれ 鼠鷲,難.欝,導.鐙駕

禽計 灘?名 で・紙学年に多 く,蕪 紘は霜下繍野墨つと毒

勢い鑛再検時の残存陰影を発見時陰影謙比べ灘隷縮少,

拡九 部位の移動が多い心…過性陰影3驚 名薄赤撫球寒

冷凝集反臨陽性率 漁 違%,叙 鍛餐凝集反癒は 窯弱 名

中 瓢 鷺潔陽挫であつた爺赤沈は一一般に促進し,霞撫球數

にいち 婁るしい増多なく,好 酸球増多をボした多 くは寒

冷凝集反綜童たはs瓢 醸 蓬凝藥反薫藤隙熱だつた燃薦烹名

の結核菌培饗で陽雛燕犠をえ,結 横に禽併もてき・たもの

滋考えられドー・遍挫陰影は雰紬核樵 とみなしてよい熱愚

㍉

騨徽イぎ 流篶時及びイA'で 愚難v∫でもない感欝醸

疾慰流律浄一遜性陰膨を発驚 ミ♂た訟急か賄気道感染があ

れば・漂発挫黍定灘騰炎でなくて 臨或愚程度一・過難陰影

を生鴛う為ものと考えたい燈

熱難 塵驗及び難灘凝鞍 検驗蔑綾

(労鋤蕪灘 議・阪大鷺内欝(欝 木 功

ぐ醗療揮生羅 ・販大澱 零科)瀬 叢 好 澄

(祭 良 緩 大 瓢 内 斜〉 宝 来 善 次

珪肺に闘しては古くから幾多の贋究がおこなわれてい

る魁 わが羅1に麟いては驚縮以外の趨藤の購:だ嬢少ない癖

大阪慮及びその薫接地に灘いて塵縢検診を実施L,羅 誌

発生の状況 藤結嫉蕊の合併及びそむ臨床鎌を明らかに

しよ う凝 ♂鵡 調査欝象は暇縮離1ひ£,滞 鷲製粉,黒 鉛製

鱗 ひγル驚撫工・再生・及び灘 麹聯 業種従業講であ導癖

蕎綿篠藷懸A2鐙入串 綴 人 α3蔭 鋤,そ の中結核費欝 藁

人 ◎3薫駕)・ 讃綿黒場鷺2器 入ギ1慧薦 人(緯.藝駕),そ

の串結核合併γ入(欝 藩%),滑a葺 ヱ騰灘人中導人〈捻.欝

%〉二 結核膏併 欝入(鎗3%),黒 鉛工 場 驚癖入中 嚢人



総

ぐ薦.癖%(,結 核禽併 窯人 ⑫2譲%(,ア ルミ工鵬 舗 人

中 轟入(欝 惑%〉 結核金併烹人(烹2蔭%),溶 接黒離 人

串無入(鈴 黛%),結 核金僧 欝人(慧2%(を 検拠Lた 嫌

講締締,黒 鉛糠,鉄 縢は勤続奪数に撃脊 して発晃纈度が

騰 くな燕.滑 石繍,ア ルミ締は聾年～憩年に麿所晃者が

多かつたむx線 漸見は珪騰為異な箏それぞれの灘舗に特

徽があ 静,石 綿霧戴 アルミ締は線様灘蔓蛾陰影が主体に

な鯵,滑 石糠も瞬様の亀のが多いが,結 節豫を認め為蓬》

の毒あ導韓黒鉛腕は結簾轍と線様陰影跨混つたも偽であ

つて,鉄 締は小斑点{象の密である毒のであ燕備いずれの

羅雛費瓢亀結嫉合併を認めている瀞

2蟹凱 驗嚢胞についで

(講立広島療)窯 好 簿 之

私は懸立広島療養激において,縮 結核の診断跨毒義に

騰勢除藩れた 鱒導欝携の締切標本申よ1)32例 の肺嚢胞

をえたので灘告する心

勢 気懸懲嚢胞は 欝 樋で2雌%に 認め られ敦八

2)気 管支性嚢胞鳳響例で§蔭%で あ鰍 うち2例 は

嚢状気管支拡張であつた.

3)騨 嚢胞は上葉 に多 く認められた。

蓬)締 嚢胞の大きさは 烹燃 よむ2轍 憲で鐙ものが

亀つ 轟臨多く,駿 総の購嚢胞中郷 繍 響癖%で あつた。

恥 気騰難嚢胞と締気懸 訟の脅併は 欝 例率 欝 暢

欝%で あ 蓼,織 は無気聾齢 例,鎌 雛憾 露 縄であつた・

の 気管支性嚢胞は結核難病巣訟は融立に存姦 してい

たが,気 灘性嚢胞は 総%ま でが結核病巣 と觀例 繰鶴域

内にあつた。

7)糠 嚢胞がX一 線上に壁の 彗すい透斑豫とLて 発 菟

婁れ⊿る謝脅は 欝%で あつた農

2群.鷺 発縫気驗3G総 の震際鶴薪窺

(東大沖中内科)本 隅 黙臣,瞭三上理 一蔀

ひ蔑在 敏 戴,大 野 俊 文

(麟天堂大敏射線科)烹 羅 豊

われわれは,最 近數年闘に灘発性気鞠 灘 携を経験 し

たので,そ の驗床研究成績を報告す導欝漂灘を考察す悉

に硬な灘よ箏に3群 に残争た.第 嵐群:外 見上の健康嚢

欝 例,第 鷲群:雛 蕨 愚を認め悉もの12鰐 ・第難群=

鱗外疾愚に禽併した亀の驚例.肺 結核に由寒すると推定

霞れ悉例は 鐙霧 であつた謄灘 例中7翻 におい℃x

線上威いは鞠鰹鏡検査によ馨胸膜下嚢胞を確認L綜 轍

れら欝発性気鞠の発生病理について諫 麟 胞症及び麟線

維癒 欝 數鱗の観察繊績から臨考察した。治療方法義し

て,騰 腔鏡検査緩滑繋撒辮L,1ル ナージ吸鱗醗気を欝

鵡な労 ン法は,再発紡止の点で禽用な方法と考えられた・

2紛.懸 穣驗慧⑳人闘鱒係⑳震鎌的響蘂 く第1載)

〈麟立八事療)深 漆 要,猪 野敏樹,箆 潔

跡難敬之,渡 灘灘尚、ゆ村和代

難率嬢夫

結核愚嚢の繕神身体医学紛治療には,結 核愚紫をと勢

驚く多くの潔と鐙閥の入闘関係が難要な基盤 を なす の

で,蜜 ず結核懇春藷漁1該 臨床医之の対人関孫を驗鎌麟に

考察 して診療に資そ 撃とした⑪そ磯ために無羅択に拙繊

した入所中の結核愚藩を調査鰐象 とし,そ れらに鷲しく

設定 した標識を用いて,結 核緩に対す燕心理酌態度など

をゆ核として嚢灘描鐵せLめ,ま た推計学藩灘 念も導入

して考察 した尊一般に結核愚者は結核籔 との闘のよい人

闘灘 鋤 礁立を強講Lて お 貌 発病愚初には結核医への

俵存傾鶴がめだち,つ いで結核懸のもつ治療年技に対す

る盤顧感溝裁,結 核医鈴入闇樵に対するそれ蕊の交錯に

悩む簸陶がつよい.窟 た織核臨床症状について跨驗床懸

よむの説輩を懸むものはぎわめて多く,そ れに式工つて結

核患灘 鮮 鷺 の心理麟警駿 よ孝)の騰螂を臨縫蘇 に依存す

る蕊い ～機舗がいち じるLい 懸蜜た医療の鳩においての

み携己を糞繊するという結核懸嚢の心磯傾向にも細意す

べ嚢であ㍍

2礁.肺 鷲該患慧⑳不i繋箆驗⑳〓細に《》いで

(第1載)簸 驗灘文襲 礁よ蒼場禽

(懸 立 愛 媛 療)寒 宮 内 孝 夫

く財灘榔五麟神病院)轍 鷺孝一一嚢難

結核懸嚢の精神衛生に闘趨し われわれは懸嚢の神経

症翻 学鋤に関す嚥黛究をおこなつて㌔蟻 が,桑 の一部と

して,懸 麟のなかで短欝墾文学創作をお菰なつてい為毒

ので,凝 蔽羅愚や療養生潅に懲来す薦不蜜を,そ の灘作

藏鋤によ夢藤主酌に克醗 してい礁ものを見繊だし 蒼帯⊿・

の調査と心酌〓制の追求をお轍なつたので報欝する・

対象愚蕊は細作灘勤を意織的に震凱なつてい為 聡 各

の愚麿で,年 令は2魯 ～壕o歳 の臨のが多い撫 電=れらのう

ちの大多數は初諺時及び病状悪化時に心醜シ灘ヅグを受

けてお 妻),他の 一般患蕊之糊様に絶 えず不安をもつてい

た 葱考丸られゐ穣

短欝蘂文学麟作が,心 的熊麓 とくに不安に対して与丸

た影響紘良好なものが多 く,療 縫生濡の心理灘にかな警

露要な毒のであ薦ように思われた鱒好影響を与えた具捧

綿な点は餐入によ警か蹴り藩轟はあ為が,そ の心麟機制

はほぼ3織 類饗あ撫熱

(D麟 作によつて嶽己鐙客観化を灘慧なう菰為がで

懸るようにな箏,か くして,療 獲生活から起鵜愚神経症

葛藤や欲求不満を冷静に蟻理 も,熱 鷺の生瀬態魔と翻 薦

状況への理解を潔め篠こ烈凱繍 。いわゆ猿 胴 察。i傷



欝

〓麟であ弼

◎ 〉 いわゆ導灘輿ルシ践の作用によ灘毒のであ悉鐸

内心の稱懸を凝環す灘凱為に議つて,不 蜜に籏つ く感欝

酌緊張を柔らげ安定感を生ずるものである撚対蕪麟な効

果はあ導臨のゐ考えられる難

(3)翻 作集繊むなかで活動す灘鵜蕊によ箏,菰 独孫

立の感欝が慰められ,連 帯感を うることによつて不安を

克羅していゐ臨のである貸

以庶の心酌機麟は,羅 にわれわれが対象 義Lた,燃 欝

難文学灘作患考だけではなく,広 く謡般愚潔について毒

考〓 藩愚べぎこ蕊であつて,絵 繊愚 誕薄精紳衛生に露要

な点である裁考え灘.

免 疫 及 び ア レ ル ギ ー

ぐ1嬢懸2駅 》～21響,護 灘 講欝,ビ薪鎌c会 鳩)

黛緯・ 驗結織懲 慧に於け馨欝繍穣藤灘漁隷食欝作用

(購立辮潟病院 ・内科)罵 騰 賢 一

総鋳の糠凝該 憲饗につ熱2%絢 懸酸曹叢糠慧理的食

鑑水全撫法によ洗 尋ないし捻灘摺の闘,化 学療法を施

行 もつつ,愚 嚢難 熱球の鰐凝該薦食薦作用を病状経遜鉱

訟もに懲求して,次 ぎ跨ごとき繊〓をえた.(め 発病時

期凝しく,病 遜範懸賦 く,急 性締結繊の難の漕療前食蕩

率は・懸～撃群%で 鴬おむね高 く,発病鱒期霧く,主として

硬化難灘禽性病型の治療醜食繭率は,鵜 ～蕪雛%で 比較納

低い・(3化 学療法醗始訟之臨に食薦率は,細 減を灘 し

病状安定と訟毒におおむね2奪～韓%台 を維持する.低

下 …定の始ま為時期は,治 療鱗鎗よ箏暮灘灘難からが臨

つ記毒多い。ただ し病疑露 も 硬で転性混禽樵病灘では,著

鱗な紙下を蟻藩ず不定の鋤播を続け導毒のが多い。(3(

抗結核蝉瀞!によ灘食繭率低下韓鷹禽には,麿 懲の差は認

められない試爆)食 菌率齢変化を追究す薦こ訟に歳 参,

或 る糧嵐 予幾を予灘で嚢る.し かし醗癒細瀦 鞍愚嚢で

も食麟率低緯癒泳す絃 聴 あるL,紙 癌で必ず し臨悪化

をきたしていない濫とか ら食蕪率の一断麟をみたのみで

予畿を騰定す為凱之は鐵難である鋤

2礁 結穣鍵に凝 少懇喰麟親數の糞驗醜検欝 馨

{1鱗立松芦療〉 寺 緯 勲 夫

撫撫隷の喰藩縄象は結核癌の免疫を論ず燕上に燃常利

用終れてぎたが,細 馳免疫ゆ観点から実験約に薄検討し

S簸 醗撫轟瓢関す為囎蠣現象を究購す難ため簡謎衛式を

作 謄爽験した麟

工 喰蔽翼象の顕徽鏡醜 ぐ形態酌)分 類

叢 肺結核愚麟撫漁球喰麟現象

叢 感染簸鷺鐵撫球喰熱環象

欝 切除締病巣韓驚物質皮鴛變没騰ノ斯嚇 ッ}の 緯懸疎

喰〓現象

v流 動パ予ジぜン・ジ竜變ン懸濁結核繭筋注鞍ル懸

ツ》の爵1熱球喰繭環象

畷 感染或いは感作モル黛ット膿藤内細胞の喰藤翼象

畷 霞難球生体染色法による喰薄翼象の観察

結論訟して$鍼 感樵譲はよく喰藻され導が$蟹 醗雛

薦は喰磯されに くい蕊い う細胞反応の藻異といわゆ慧艶

疫謬状態では細灘訪禦反応が趨つて喰菌を鷺翫す導こと

$簸 醗盤藩免疫動物で毒特に$鍼 醗樵懲を喰薙Lな い

認数免疫 と喰薦翼象は戴接闘趨性がない と灘認 むた.

2捻 鶏鰹驗維霧繍麹⑳織穣菌璽喰作用に⇔いて

(東歳大抗研)蓬 醜 照 夫

嚢繋及び12鑓 懸の鶏灘驚磁織を/%i變 ヅシンをふ

くむ癒類瀞液で処理し,1鯉 から捻数纒よ聾な導繕鞄浮

遊液を作 洗 蝋れをか ミーグジスを入れた ¢鍵戯 瓶灘

裁5に て撫漿膜を用いずに静縫培養し
,羅 趨〓よ夢発轡

す導線維芽細鞄に露力を異にする結核菌,入 難 難騨 搬

株及び牛型 駕G撚 を最終濃度"・ 蜘 癬心戯 馨 欄 添繍

し 懸らに藩養を読誉 もて 叢鍵,$難,慕 難,漁 遡後に

勇バ脚ダジ熟を取鐵し嗣定染蕊,顕 〓鏡下に凱れを観察

し次ぎの結果を丸た尊

窺 鶏灘肝綴〓よ参培養された線維芽細馳は結核繭の

添簾 鱒 て式 醗 獣 榔 混 んど轄 綬 けない.

3鶏 灘線維芽繍胞は軽度の結核菌欝喰作驚を禽す導

3)か か導線織芽細胞の欝喰作用数,鷺 鐙細 株及び
駕 餐 株 の毒力の差によ揺 轄に灘 繋灘べき蕊異を生叢

なかつた曝

2捻 瀞細納 抗醸灘 臆 ㌫蚤糠穣皮麟アレルギ_

⑳雛轟⑳遷篠数病変⑳軽滅 ・

畿 大結研〉 霧 馬 純,13本 健 一一

騨 波克 美 森 醗 勲 雛

先にわれわれは 鷺α簾訟毒力結核菌を混禽 して或いは

趨々に海猟皮下に接強 し鱗らかに免疫効果が現われ為こ

とを報告した。



難

今繊は第一実験 として毒力藍 雛 嚢奪搬霧癒下感染と購

時に壌 たは感染後,難 をおいて 鷺α誉欝糠馨を海獲の静

叢蟻内に注射 した心その結果,駕G注 懸群では皮下感染

購照群に比 し淋鷺節並びに内臓とくに騰の病変が肉鍛麟

に為綴織学的に毒軽度であつた鶯蜜た,興 殊あることは

駕"群 におけるツベルタ墾ン皮霧ア翻ルギ ーの発環が

対照群に比 もて大略 黛遡閥遅延する凱蕊であつた鶯そ轍

で轍の1㎜ツ」アレルギー発鏡遅延に対する静脈内濾射抗

濠の麟異挫を検討するため第二実験として,静 注抗際を

瓶殿 の魏に式劾R隷,毒 力煎 熱死薦及び鳥型菌を用い

ひた。その結果は鷺CG群 轟懸様 蕪鍵撫 群に鴬いて毒rツ」

アひルギー発翼の違延がみ られたゆ轍れに欝し蔦型群で

は藻つたく運延がみ られず,加 熱死菌群のそれは醤群の

串聞であつた漂

2械 ツベルク 墾ンア靭ルギー訟補体訟の醐擦に

関す愚蕨驚

(大販市大小礁内科)塩 鑓憲蕊,lj体 嘉幸

細葉鍵雄,麟 灘泰生

先にわれわれは結穣死薦流動パ ジツィン浮遊液で感作

L驚 海猟に,卵 鑛及び抗壌賑懲《兎撫溝を注離 して軽いア

ナ磐嬉ジキシーシ謙ッタをおこさせて補体を濃失せしめ

導と,ツ ベルク夢ン反慈亀はなはだしく減弱する鑑轟を

報告し鵡

今隙 鼠前記アナプぜ欝キシー慧起注毒まによつて脳下垂

体細腎皮質系嚇作働の膚無を末櫓漁好酸球数趣変動を購

標として検索した。その結果,上 説のよ箏な惹起注射の

みな らず,単 に耳静脈に切創を撫えるだけでも,家 構癬

欝〓球はかな 雛(減 少を量たす場禽があるが,訟 の場禽

にツペルク夢ン反綜は末梢撫好酸球の動き識 はまつた く

無関係であ導ζとをみ蕊め鵡

次ぎに憾 作梅狸wの正常鋪体鱗の鱗体差訟ッ反応導強藩

との闘係をみたが,断 定麟な騨課 は丸られなかつた鯵

さらにアナツィ謄キシー惹趨諮後に1聞ツ。!漁舞寺をお蕊

ない,ヂツ」注射時の補体の勤織と ザツ。i反慰の強藩との

関係をみたが,鰻 時間縷を牽標蕊するときは ヂツ壽澱二慰

の強さに変勧はなかっ九ので,欝 らに惹離注醗の繊数を

増し,経 過を繕かく経時酌に観察す る予定である◎

灘難 灘 ヂツペルク墾ン」に轟蒼購難反応鍵親の

機奪に醐す誉糞驗納欝驚

ぐ京大結覇3部)鹸 鑓ll羅夫,海 鯵 弘

紳 頭 勝 太,販 上 欝 単

蕪部縄ツ」によ為病巣反癒を実験蜘 搬澱部懸核を膚する

象兎を対象とLて 検索 もた結果,繕 ド艶1を 皮下及び皮

内に洩欝した場合に比べて,静 強内に注射 した場含織 濫

かな 蓼大鑑を用いて臨鱗らかな病議簾癒は認めなかった

ので,凱 の点を追究す導ため,あ らかむめ採取せ為結核

寒兎の腹腔内細胞と難 ヂ就1と を体外で接触せ もめた後

実験家菟の静鎌内に滋謝 したところ,黛,拳難奪 借 葦が 心心

の縫で鱗らかな病菓反繕を呈することを認めた盤雛ギツ藩

単独の静注でも 鱒 縫1.飯 ¢のこ煮ぎ大黛を用いる為

病墨反応を発規蔑、～難こきも購時に知つた⑪懇{核未感染

憲兎か ら採戴Lた 細胞を用いてお蝋なつた実験では前に。

述べた現象繍お篇らなかつた.奮 た,細 聡浮遊濃単独の

静脈内注射 曝病菓反慈には無関係であ添諜とを耀かめて

いる瀞なお,1り ーツ」を細胞菰接触審せた後に遠油して

上演と沈漉 とをわかち,各 鱗 ・》に実験を試みたと凱ろ上

濡では明らかに病蘂反応を認めたが,沈 漬では反応は認

められなかつた鞭

免 疫 及 び ア レ ル ギ ー

(演 題2烹 §-2烹襲,壕 月3難,ど 野後c・ 会場)

2総・ 案驗麟凝醸 病巣に於け導肺漫出液⑳影響

(醗療濾瀬病院)壌工藤 顧,籔 越宇憲,徳 久梯次鶴

糠結核症の灘簾に,髄 綴織崩譲熊物が促進的影響を毒

づであろ 参之撒昆地から,誌 浸鐵液を接種港れた結核鋤

勃の病巣が購照よウ悪化し,さ らに訟の際$灘 を溝時投

与すると,$醗 単灘の場合よ離臨,治 療懲果がえもれ為

鷺の報欝を,昨 年鐙本学会におこなつた難今建灘は,そ の

轟境牲を確かめ,さ らにこの糠漫撫液が健康騨と結核麟

で叢異があるかど箏かを検討した雛方法は麟繊きまった

く縄様であ鵜

その結果,購 浸轟液接懸群の蕗接種縫簸の灘癬はその

維穆群に比 し大ぎく,簸 後意で持続 したが健,病 両齋購

に大差は蹴かつた鞭

肉眼齢臓器変化では,髄漫出液毒対熱臨ほぼ鱗程度で,

前報のごとき澱Lい 増悪は認められなかつたが,〓 器燐

にみる数,病 騨接癬群の紬が全鯛駿異的に強い変化を趨

こし,は なはだ興味深い拶 しかも,病 糠接種 と$羅 投与

を縄時にお薫な う煮,や は参鵡報繕様$灘 単撚よ拳臨病



驚

巣及び藝蝋 数が少なかつたゆ

21ア・ 結穣熱 叢慧す篶焦体の跡衛力1瓢灘す鶏欝驚

(第 難細 捧液懸分峯公灘 擁糖 繍鞍欝盤

物翼⑳辮驚

(京大織 嚢i蕪 鋤 灘コ 縄 介,大 轟 駿 作

藤 驚 難,中 島 滋 鄭

いわ強る濾紙培縫法を応ヌ瀦Lて 灘康入嶽,各 懸勤物 織

舗の葡騨ツアン膜透燐外液,各 懸臓嚢羅勢 癩騨ツプン膿

透繕磐蔽にふく燦れ燕抗綜核薦鷺物響麦を追究Lた.材 職

によつて多少抗藩二加凱叢があ難が,い ずれも結核薦跨発

糞揮細力をもつている漆そ曙 ヒ学的性質について或る穣

蹴憲で駕蔽した轍質が撫 灘で勲る。

蕊くに嶽率抗灘難物質につ梅・ては慧隙.灘.に よ導抗麟

鐙灘度と併贅Lな がら抗蕾1鑑物賛の 黙総撫絵 慧畿綴 煮一

嬢 繰 を灘 こなつてい悉.す なわち各蕪撫機藩媒によ

る蜘 蟻,叢 析,灘 生炭に凝 難販欝などを鴬諜ない,蕊 消

程度藻で純獅でぎた礁

さらにモ韓維紳にLた 郵穆について撫承分解縫むペー

パー磐 蛮欄郭グ飛ジ ぜ・一,電 気泳鋤などに歳 絵諸性難を

講べた。

218織 穣麟体灘の驗戦(緯 就繍 叢鎚紬 欝鍵縫誠麹〉

鵜よ蒼糞驗魏纏穣盤叢購⑳灘蔵

麟 療刀横1蓋麟 院)瓢 鼠用 蕉 幾,識 村 雄 一

繭体内の 欝編 慰轟 鞭 欝鹸癒 無 の態物学的研究は多 く

の概究 麹瓢よつて仕墓がな藩れ,す でに酵 素化学綿 及

び免疫化学納蔭灘においても璽要な報告がな され て い

悉熱

われわれも菰の 欝凝寵 麺 菰実験的結核性空澗の形威

に関与す薦抗濠濡牲鶴子蕊の灘縣を墾疏》かにすべ く爽験

を黙こなつたので報告する誉すでに盤 溝形成には継繊縫

体のジ津蛋嶽質が抗原1融ll醗子である菰葱を認轟弘てい導

が,難 貫羅導によつても空澗形成が認められた鵜灘魚興

味あ愚成績であ 拳,審 らに今後の検討を要す灘もの勲欝.

%

21熱 鍵驗麟懸叢趨簿戴訟轟串抗体⑳〓夥

(広島大麟蒲 内科)瀦 鐵 謀薫,欝 織泰i二

津 谷 敏 之

噺ル騰甥購毒におけ鱗実験的結核性空溝作成に抗覚抗

伽 蓑応が重要な繰子をもつてい難と奪えられ導ので,私

は入鍵 欝綜綜核死藩(入 獅 流パ 欝浮遊液で感作も,約

鑓 難激 鍛縫第瓢次抗元(人 欝生藻流パラ浮遊液)を 愚

ル騰ッ替蕪内に注射して結核盤璽澗の作成を試みた。

その間灘初よ箏逐灘実驗終了まで電気齢濾紙泳鋤法に

よ餐撫潜の蛋霞分菌1を測定む,あ わせて 擁灘構鋤総醸一

難癬盤による撫球凝集反応を鴬凱ないその推移を観察 し

島 な聡第∴次抗元波射以綬は麟に黙げ悉病巣の繕織学

的変化を遺求する難的で 一部ずつ羅殺糊検した瀞.

その結搬感継 徽よ鋒次第に抗体の上欝がみられたが,

第瓢次抗覚の注射によつて再び急速に抗体癒の動播上昇

が認められた。細〓学的変化は第二次抗元注射灘後から

細胞の浸潤が始ま 胸 次第に獅1麹凱まで進展むてい く嫌

が認め穆れ驚灘

免 疫 及 び ア レ ル ギ ー

ぐ1轟題 慧驚昏～嚢2購,壕 飛3鑓,午 桑艶 《》会鳩)

22難 總〓培養淺にぶ難織穣ア錠ルギ糊⑳凝驚

轉鶴補捧鐙役鐡 撒欝い噸

麟 療福瀞鋤r㌦ 騰 隙愛滋

(戴洋陶器診)翼 塔 武夫

細織培謎に対す難ツベルタ1メンの働きかζ至に縄しての

補体の態度について,次 ぎのよ うな実験をお鵡なつた.

未感染葡ル曝ッ塾の嶽球を艦織培凝L,艦 れに撃ベル

タぴンを加丸ると灘球は良好に発欝す翫

結核感染薫ル備ゲ駆紛撫球を趨織鰭餐1。,

① 全容に対Lて 蒙柚 容みジ・横ル握評ンを力獣,な 購

糠体を全容の 至編 欝糠えゐと獣球鋤発欝は糊1二す燕.

② 全容に離 して 蒙ノ灘容の愛ベノ観タ夢ンな惣続,補 体

を除 く之,発 欝を認め為Φ

㊤ 撫満をあらか鷲め非働性となU鴬 き,ヅ ベル身穿

ンを加える謙発曹韓識 好である無

④ 撫溝をあらか乳二め藤働性 とし全容⑳ 董無 黛嚇犠体ひ

を撫え,次 いで,ツ 反応強陽難嶽漕にて稀釈せる 蕊癖 容

のツベル声婆ンを撫えゐと発警は③量ζ。比ミ試て鴬叡縢"

鳳Lの 結果から,次 ぎのような瓢蕊が考えられ孫ので

はなかろ うか輪麟核感染艶騰騰愛塾の嶽球の培養癒織瓢

対す孫ツペル鑓書ン鱒作糠こは,補 体の関 撃を必襲義す

為ごとを知つた藤

補体を奨讃つた く培養糸よ勢除く訟欝ッベル舜夢ンに

よ犠培養艦織鐙擁麟は謹鳳垂》に くい導



鷺

次ぎに,ッ ベルク饗ン強賜繰鐡勃の撫濟中には郷か,

欝ベルタ變ン抗発性を申灘させ孫訟愚われ灘毒の癬ミあ孫

の聾はなかろ箏爵㌔

・ ツベルタ!》ンが,培 養綴織に働ぎかけ導騰愈,綴 慶の

譲〓によつて,ツ ペルタ欝ン濃縫に対する感受性が異る

よ誉である鵡

22養。 驗化鶏細に⊿於け蒼〓穣ア執ルギー之発疫⑳

解薪

(北大結研 ・細菌〉 石 患 鷲 浪,大 癒 逮

一般に結核のごと奪慢性の経選をとる撰染病において

轄,組 織樵並びに体液牲の抗体と藻 為が瓢次的,窯 次酌

に菰いに反応しあつて,そ の病状はぎわめて複雑になる

毒の為考丸られる。本実験はこれを激纏化し,態つて結核

アレルギー之免疫の闘 系を擬察せん轟した亀のである轟

すなわち衆織のこ滋く驗化鶏灘においては体液性抗体が

産生せ られないので,難 から被騰雛に与えた抗撫構が,

欝化鶏卵における結核感染の経過に如粥な為贈響を及織

すかを鍛麟に違求Lた ⑪

われわれのえた虞績は次ぎのご とくであ灘。すなわち

一・定の感染菌ひ驗に対 し避細な愚鍛の抗体が与えられれば

結果はr免 疫薙として観察零れ卵の生霧 鷺數が明らかに

麺長する⑪しか導に菌に対し雛えられた抗体搬が中等鍛

ならぽ,抗 漂抗体反応の結搬は ヂアぴノレギー蒸 轍して観

察憲れ,抗 嶽満を与免ない場禽 よ警臨かえつて逮やかに

灘は死亡す瓠

222.ツ ベルク蓼ン驗作麟球の発疫蟻麟慧磯につ

いて

(金沢大結研 ・細菌免疫)繍 下薫遵,麟 策利講

小瀬鰹 一,鷲 井蕉宏,小 林 博,不 蜜徳瀦

第 懇 繕欝本細蕪学会総会において灘rツ 」感作灘窯

撫球を注射することによって寒兎では容易に1欝響ツ」に

欝す導抗体の灘生をみ灘ことを報告Lた が,爾 来1觀 洗

の酵楽消化,水 解をおこない,ま たはその分細につ いて

漁球感作能物質に関して解明を試みたと瓢ろ,そ の准態

は多糖体為密接に関係を欝すゐも蛋露との閣連臨否定で

きなかつた.甕 た,聡 ツ感作雛隊 注魯嫁 冤は漁ヰ容抗捧の

縫慧にもかかわらず,幾 ヂツ。/による皮霧ア錠ルギー澱

び 翫熱磁 欝一撫 糠 反慈は陰性量難翫寮つた。

223.鑑 常織種漁球凝纂繁と 醸 磁1麟 禦鱒愈勲～n犠㎞ 蕪

貌捧 との関擦(そ の2)

〈京細購蕪大二内耕)丸 本 轡,高 島 ～ 良

く灘 立 福 搾 療黛 谷 鐵 醗 二

われわれは先に第 綴 獺本学余き徽鴬いて織核懲嚢にお

ける蕉常繕懸凝集素為 顛 癒董業鋤鵜韓一一恥 恥懇抗体との関

係にっいて,その病〓む安定期には 簸囎撫撫懸櫨の 総蜘$

抗体鎌(戴 噸塗織と略穿は蕉常織藻癒球凝集麟 ぐ蓋曙選灘

之略(よ 勢も低纏を添すが,衛 の増悪に先立つ て 暴嚇

麟は斑くト難鱗は低くな箏麟奮は鎌嚢よ1♪も縄嬉を露め

観 しかして病〓が安定す箒とこの翻係は再び1蕪にかえ

鵜Lた がつて爾麟の騨係をみ為慧とは病〓の推移を轡

定す為羅禽麿力な指標として驗獣酌意義を憲する叢とを

〓告 した。今織は鰹康齎(特 にツベルクジン賜転期にお

け灘 欝～鷲 歳のもの)に おいて縄者の変動載びに式 ト

鶯繊に対す 懸ツ反応の影響を検討 し成績をえたので報欝

する繋跳獲応(一),(±),(畢)の3群 に分け 璽一鷺 繊

訟 蟹心 撫 記の差よ勢各群にお聾・ても病機の比較約安定

鮎たものと比較酌不安定な毒の訟があ為こ鉱を鱗触,蓑

た 灘一黒)締は愛反応によ餐上興を栄したが 置一鷺/瓢の1蕊

興が惑らに蔦度とな愚裁の結果をえ九.

22蕉 赤ぬ球凝集反臨によ蒼締縫籔癒⑳翠鶴金抗

捧に◎いて

(麟立大販稱嬢療)小 灘濾穣一,福 漂 孜

われわれは先に 繍翻蓋奪熱懸櫨の 濾総 氏の赤撫球凝

集反慰を縷飾する轍とによ鞍聴紬嫉愚嚢搬溝噌 撒結核に

特異的であろ導と考え もれる不完全抗体を認めた。今織

は各鎌不完全抗体灘鱗法によ夢検出欝れる抗体の耀互闘

の関係を追及す為ために次のごとぎ爽験を黙叢なつた。

実験方法:募 職 欝慕熟 前蟻畿 賊熱法(第 欝 鱗の近

結に発籔Lた 方法によ導漏3抗 人グ鐸プ變ン象蒐嶽溝

を作製した 戴難法蒲処鷺後間接 《鴻糠繍 糠鍵 く撫 鷲,

懸融齢織氏法に式3。3:)膠 質溶液を灘いた 欝無法。

($畿雛 疑のアジビアゴム溶液法によ癒熟 む く恥 撚雛

蜘撒麟y蕪総 糠蕊 〈騒熱法繭醗鎌,補 体$縫 稀釈法 によ

愚(。

蜜験成績:糠 結按懇嚢撫溝中の不完全抗体は■ 法

にて 數.磯%,2)法 にて 総.曝%識 購懸れるが,麟 々

の症例においてはモの抗体幕難が必ずしも一致 むない瀞ま

た ー 法及び$)法 鵜闘には纈関閥鎌が認め られた尊な

お姦〉法で 《海灘 樵 薫鑓⑪峯糟撤 醗 織黙鰯 畷織礎)存在を認

めたが,懸 熱氏凝 築讃雛 びに不完金凝集嚢瀬とは併葺闘

係がなかつた。



懇

細 菌

(演題 郷 ～職 朝 輯,午 嚢1夢o会 鳩)

2瓢 購購勤物擾懸鶴菰繋麟樵藥細醗盤纏穣麟鐙

ぼ疑ンツ叢び鵜欝織蕪婚簗勲

(千葉大響属病院)霧 永 和 雄

砂 撫 牽沸杉鑓嘉久寿,轟 繕灘太綿

藤結核藻謹〉治療法訟Lて 長期欝繕化学療法の普灘觀 ミ訓

た今臨 醗姓結嫉麟の総レン蔚のi懲題が錘々に論議懸れ

てい鵜 われわれ蔑》先に欝癒薬剤醗性〓弗試験管内に慰

汁難羅欝速度及び 灘 慕 醗性麟の黛ル騰ッ塾及び響寧議

に講す るビレン凱 購性蕪 煮感燃繭菰鱒縄鎌及び癬潔ジ

　ぜ反慈について発炎1式 二が
,今 臨 罅蝋なな悉 鞠鮮薫一

藤 騰 よ絵なるλ懲われ導懲二都欝演をのものを董ル嚇磐

トに接癒 そのビレンツ及び醗黙縫を検討 し,い 婁漆か

の錦見をえたのでその成譲を発炎する撫単朝喀漢を暮%

驚樵ソーダ処理後,癬 接法によ摯ξ購難渡を検査す 灘訟講

時に残 鯵喀鍵を 叢α で中灘麟 讐ル嚇ヅ鄭大腿皮下に接

瓢 馨遷後綱挽 臓器鋤灘瓶汰拳の驚慧培饗を施行し病

変臨 藩澱・醗姓縫を醸接法検査謬モれ 為比較観察もた難

その結縦は 灘難 轟総性醗は喀湊中にギ搬 三して臨接蝋総

》響における発欝臨悪いが,た 菰丸講醗に残霧 もても全身

約な撒羅をぎたす能購 激,非 常に弱い鳳熱を磯ウえた無

22戴 諜露驗縫〓鐙轟力に震す難鎌驚

〈轍学療法欝究騰)轟 橋 金 弥,篠 塚 徹

懸縄抗結核麟瓢て撫療した結核愚麟の病醜材聯内結接

離には羅独翻生蕪の混在する嶋合ど 漁難醗性醸の場齋訟

あ 洗 前嚢の嚇禽には併用効繋がある謡菰を櫓摘L,驚

た少瀧の二灘醗挫叢を滋鴛鳶 一遡醗雛菌に対㌻ ても,嚥

該薬蝉ゆ轡用が意義あ為場禽穆あ導諜点を演者 らはすで

に本学会に報告した。今織紘購的材料よ警丸た無㌫峯騰$

瓢變二醗難麟7株,$醸 蝶講鍵瓢鍛灘性灘 墨嫌,$鍍_丁 撚
∴藪購性麟3綜 の毒力菰懸藤跨臨床経選とを焦較検討 し

た結熟 強毒二 舞等毒の例では…般に難欲 は不安定で,

悪㍍死亡した纒もあ㍍ 瓢れに綴し馨藩毒,徽 弱三灘の擁で

濾概もて症状轄安定 し 外轡 罫衛懲嚢では衛後の経過良

好であっプ晦 窟た実験酌に丸た 難譲株講〉鎌鰹 》A$,$縫_

黛轍 に対す る二璽講鍵墓麟接細動物に灘該薬覇の鄭魏及

び併用投与を灘帯なつ驚がいずれも無効で,瓢 璽総姓蕪

に対 しては飽細によ薦溶療に鍵たねばならぬことを鍵ら

ジ熱にLた 難

22乳 灘A難 醗縫力嚢攣購ゼ蹴繕臨盤麟婁鑑鱒す蒼

欝驚(第 慧親

囎 療滞瀬病院)寧 徳久梯次蕗,中 遵 鎌 翼

掌注美撚シ納 溝糠 麟,磯 越 宇 欝

め 劔A鑓 翻緯灘躍ジーぜ反応陰樵藤に懲する$隷,

餅A$の 抗麟力について

弱毒入璽薦縫数株,強 毒人型麟濾鷺氣株,懸 灘A叢 撫

ワ醗盤轍一 講 欝A蕪 叢韓 撃1翻慧紘 溝 黛薫購 細 醗

性鎌に鰐す灘$滅 撚 驚 欝A鷺 の発欝羅止濃鹿を検査

Lた が二 聾A難 憩毒ぎ醗性株のみ纏織に比L$緩 ,艶A蕪
の鰻濃度で難欝が黙ま懸れた尊

鉛 撫A黛 贈難齋ぶ洗 一ぜ反応陰盤薩の 欝A類 欝縫

鷹の変動にっいて

羅A撫 灘三蘇 劇 購盤黛の繋鐸低,灘 声謄一ぜ漁縫の麿

無に関鎌な弘 それ撫捧では醗軸魔の懸下をほ訟んど嚢

、た懸ない魁 麟性縫の異な惹麟株が蕊窪す導蠣舎は鰻難

鷹韓低下をぎたすむ

$)欝A鷺 灘穿夢一ぜ鱒;蕊瞼挫鍔)響ウスに戯 憂態ゼル

錠ン魑 及び 欝A黛 感姓ひ蕊蕊の生藩内増殖跨叢轟につ

いてむ

溝 斑 穣A叢 憩御 醗性麹 鼠響寧スにビルシンヅを禽

すゐが・溝 蟻 株に比 しビル叢/ンツが弱く,こ の無め糊

鎌が灘在Lす ゐ鰍 無は・みかけ。圭繭 難蒙獣A難 欝 ㌘醗

性株が減少す 孫傾講を認めた鳶

22數 薬細醗盤織穣欝⑳ウぴアーゼ作講について

ぐ九大 ・継菌〉 徳永 徽,萩 練義郷,罫 職 実

試験管内にて薬麟醗性を獲簿せしめた九大録霧鵡抗酸

性藻数十甑 及び愚者喀藻wよ弓分離Lた 入型結核薄約灘

鞍について瀞讐一ルヅルダ検羅法,叢 びにツ諜ノ_ル ぴ

ッ織七色法を用いて轡レアーぜ作用を灘定Lた 撫

窯た寛レア～ぜ作用蕊培養欝数との闘係についても検

蕪法を用いて灘定 し,薬 驚繍性幽欝ゆ 費レア～ゼ作用の

多灘を比較すゐ騰奮は,発 欝熊線ゐの関懸を考〓 瓢な く

てはならぬ膿とを溝 翌副た心

22數 人灘織鞍麟 薫翼A難 講牲株鐙 轡騨難雛叢繊

構蔵1徽閣す夥黛爆難発析

(菌療大欝荘)黒 浦灘二,林 光携

野灘 懲,安 保 孝,鳥 居 太

培惣 漁窯駕小懲培地,藤 撚壌 蕊羅纏繍箋翼沁 ぐ以下$



翼

簸)業導心ワ 鰍性株,欝A$欝 的 醗1生株,蜘 勲 鍵i癒心

駕羅 滋瞬rc畿(以 下 灘A厳)鱒 ㌻ 灘 生株,黛A鷺

m"蟹 耐性株,欝A簸 葺難o・γ醗鍮採を使講し,そ れぞれ

醗性であ燕薬剤に対す 悉$欝v藍轍隻心欝v礁 を爾嚢,以

下の成績をえた心

s鍼 鱒導ワi醗挫株の 脚騨 撫奪童繊 構成は均一で,PA$

笈難癖ワ織 盤株の 欝興亙磁"糖 構慧窺は不均一一であった♂聾

A黛 鐙簿ケ謝性株の 欝騨茎f難慧講成は,均 一の場倉も,

不均一一の場舎もあったが,そ む 脚欝翌就沁難構成は臨較

納均一一で,s瓢 購性珠の均一燃 と 欝A$醗 性株の不均一

牲との中間に位 し,む しろs誠 継雛株の均一性の方壷瓢i近

い為愚われた難 登ぎA鷺醗性株串では 購A蓋蓬m㌻,灘 雛

㌘醗性株の 紳欝豊蹴癬n構 成は不均一で,費 融鷺憩轡

醗性株が,も つと臨均…であつた。

欝駄 鰍盤繊 菌⑳菌峯鑛微鏡攣酌瀞態嚢化と震廉

像薫の蘭係

(策寒賑大篠井外科)中 村 智,打 越欝叢

林 薫入,海 鳴康安,掘 羅泰良,指 繊勢鄭

われわれは 欝灘 年以来墨數室におけ 為繍結核愚者の

うち,培 養陽性症例の鱒除肺病巣内よむ分離 した謝性菌

の欝姓を,主 滋Lて 染艶樵の変化及び電子顕微鏡に議 為

彩態酌変化の点から追及L,こ れが驗沫鎌との関連轍Wに

ついて検討 した結果,臨 床鎌では,鮒 挫変の増すにつれ

その驗床縁が増悪してお鯵,斜 にm℃ ワ群は赤沈鰹も悪

く,全 例が空澗綴であ 鯵,そ の形態は,S懸 に議ぎいては

醗彊三度の増すにつれ形細 勺に強化惑れている感が深 く,

饗戯 ではそのよ うな変化が菌め もれず,脳A鷺 では講

難鹿が高度となる数,そ の変化が翼つて少なくなつてお

箏,ひ灘1は 染色性の低下は高度であ為が,形 態の変化

は轍とんど認めもれなかつた轄

231。 マウス糞験繊 の概究,賊 熱麓 侮慧の 鳶

結猿感變牲

(京大結研 ・細麟血溝〉 上 坂 一 郎

囎ウ熟を生後 三～蓋.熱灘月,2爵 月,婆 力帰,翫 港月の

姦群にわかち膿膿内に難fvを 難鎌慧 接種したときの

単均死亡蕪数か穆み ると成熟㌣ウ黙ほど,死 期が麺畏す

導。また盤後!癬 月と餐爵月響ウ黙の体露比は2.欝～$

借の開きがあ恐が,蕪 勲月響ウスに与える薄澱の 烹繕 を

璃 欝響費スに与えて毒な瓢 後者のほ うが挙期に奪亡

す嶺 すなわち畔ウスの威熱度(嬉 の によつて結核感

受性に差がある礎

その羅霞としては,① 病変を局燐1に際鑓せんとする〓

能に繊熟響轡熟と幼若響費溝証で差がある菰急が撫液,

肋,腹 腔洗蘇流 臓器の定灘培養を時閥を燃うていつた

継梁か 鉱 窯た腹腔溌灘液雛びに大網を時聞を追つて検

鏡するこゐによ肇覇明し鵡 ②雲らには繊熟畷ウ汎では

ツ反陽難率が幼若響ウ熟に}転L顕著に高い点から鵡次麟

に獲得され嶺抵抗加凱毒驚た蕊があるc誌 が推灘藤れ纂

2$2。 鶴穣灘⑳灘力とそ⑳繋注 体液内増殖驗 毒⑳

濁係

(寒大結欝ト 導部湊 辻 溝 介,轡 藤 燕

われわれは結核繭の灘力為は鋤物体内でそれが増殖1。

う導能力として解してきた。

今藻でわれわれのいわゆるc撫 紬 難 法(辻,伊 藤〉

を用いての実験によ摯結核麟は感受性のあ導鱗体の体液

中においては抵抗性のある億1体麟体液率よ桝承良く難糞

す灘こ記を発爽 じごきた。

今繊は毒力結核蔽を弱毒菌と強毒麟に分げてそれらの

体液中に憲ける発欝態度を比絞検討した。

健常寒兎の細胞を携除 した棒蔽中では,弱 毒株轍強毒

鎌との闘に爾嚢の大きな毒力鐙差を説明でぎaるほどの難、

欝能の鍛的な違い毒質酌な違い亀み られなかつた。これ

は種 疫の実験法でたLか めた軸

免疫鎌蟻の液体に増強すa惑結核繭発欝灘止澱子に購す

る感受樵も,象 た 軸戯 櫛黛を注射したときの態度も,

弱毒〓翫強毒蔭で藻がなかつ鵡 ハム猟穿一や 讐ッ勢で

はその体液申にお いて,弱 毒懸の 難(鳩 のみが発欝し,

強毒薦の牛R鱗 等は発育しなかつた.

結論=薦 株を一定にLて,そ の麟を接種する欄体を種

種変えてみる轟,磯 欄体の体液中に麟ナるその蕾株の発

育程度は各騒体のその薩株に鱒する感受樵に撃行する心

しか も鰯体を一定にしてそれに接種する麟鎌を種庵変

えた騰禽には,そ の懸体の体液串に灘ける各種薦株の発、

欝程魔は菌の毒力とは必ずしも平行 しない。

2s3。 溺灘織核〓今村株⑳猿におけ篇變力鍵験

(阪大竹尾結研)今 村競講,堀 滋津夫

小川博遜,北 村達明,福 蹴華秋

(販大 ・蕊内科)糠 納 纏,高 瀬喜太鄭

爵ルメヅト氏培地継代培養によつてえた馨募毒結核麟今

村株について,猿を用いて毒力実験をお二なつた講2麟の

ジャ騨猿を使堺し,洪 試鵜蘇は今材 獅.1及 び 蜘.壕

の2弱 毒株で,強 毒対照とLて は今村 輪.遙K株 及び

鞠潔v株 を灘い,弱 毒対照としては鷺(澄竹羅株を用い

た離藤接懇麟に全試獣の艶反!;む陰性である鵡為を確め,

胸部x線 撮影も実施 した.弱 毒橡は 獅 鞘慧,強 毒株は

獄無壌 をそれぞれ膚細上鱒皮下に接種し,2力 湾,叢

灘月及び薫年後に購殺編検L,病 理細織 学約 瓢観 察 し

た,窯 たその際にッ反,騰 部x線 撮影を実施し,な お薫



得

接鍾講醗,従 属溝杷 腺,締1飛腺,肺,肝,騨,轡 につい

て結核藤麟定黛培養な鴬謀なつた鑓そ跨結蟻,今 村輪.

簾株及び今村 輪 殴 株麓 馨毒株は 難煮(漆葱懲穆縫に溺 毒

化されておウ,鞠 撒V株 のような強い進欝性病変は猿に

おいても全然作らず,今 鍾輪.轟 橡の対照雛であゐ今村

輪 磯K株 はなお穣滋の毒力を録持Lて ㌦が 蕊とを認め

た6

2鱗 。 ハツ灘壌ズ鳶金身 恥搬難欝鷺薫驚 法によ難綿

鞍〓欝力に蘭す 蕊欝畿(錨2灘)欝 灘織篠欝

の全猫欝体激び 羅癬磯無鑛鍵(難 業難磁)の 織

穣麟宿憲内増細に轟た溌馨影響に瀞も梅鷲

(鱗療刀蜘 裂麟 院)糠 藤允謬,瀧 本勝 治,松 永清輝

ハツ舞ネズ ミ全身 羅脚 蟹磯蜘 法を灘い,感 染初期

におげ篭宿主体内薦増殖に及ぼす聡毒薩跨全死薦体む影

饗を検誘した軸禽毒死薦跨注入に議 つて魔難人灘繭 鞠響

撫・の宿主体内増殖生存麟線は影響 されないが,無 毒採

鞠遺蕪 では欝毒麟難の麟線に変化する礁菰が観察港れ,

菰の戴橡の無毒性の機作のひ為つ蕊Lて 初細増殖に翻与

する蕪体繊分の欠除が考丸れた。精製 鷲醗磁無畿鍵 は購

様の実験によって検討 した結果,感 染麟の犠煮体内増薙

を欝毒癒においても無毒繭の場合も促叢せず,凱 鐙もの

が麟む宿憲体内増殖に闘与する払 よ 確識 愈瓦穆れなか

つた崇

2総 抗鍵蔽荊離縫菌,培 饗濾液及びツベルク》ン

蛋叢の体外壕養織織に及縷す影響

個 立窯璽療)鋳 醸 義 雄

窪部与霜衛門,早 澱 保 講,伊 丹 蕉 懲

竹羅鳥璽蕪及び脊鶴慧嫌を用いて,モ の感醜菌,$簾

及び 掘A難 醗性薦,培 養濾液,ツ 蛋霞の俸外に壌養し

た鶏鰹心,鶏 鷹騨,入 骨髄継胞に及ぼす影響を検討した難

め 竹繕鳥灘麟では鶏胚心に対 して繍濃度に比綱Lた

発袴む闘鎌が認められない。

3培 養濾渡では鶏胚心.鶏 灘碑に対 じぐ竹罵鳥型感

難麟では猟液を入れたものは発育醗止藤れ濃度のうすい

ものは発欝転轟。 篇れに対して轉鰭鳥型$籔 鰍雛灘 東療

液では始めの 蔭ちは発育気式諏朧繋拙 欝轍 購A鷺 鱒轡 醗

撫 籍鷺 勲骨髄細胞に欝 して糠液でも懲育が促遜Lた 。

$)ツ 蛋白では人鷲髄細聰及び鶏胚牌に対して鳥型感

轍 講は簸濃度のほうが発轡爵磯 進 ミ、驚が,鳥 灘$輪 翻畦1

灘で1燃 濃 度でも発育が促進 し,$羅 鮒雛薩α 鱒 が培

嚢総織に対して感性蕪。轡 発育を良好にす難.

2鎗 鏡酸牲麟のフ丁一ジに蘭す 蕊凝驚(第1蝦(

(九大細薩 ・綜研)武 谷 健 二∴ 書 村 欝 也

抗酸性1鞄 〉ワァージ灘分離について,こ 蝋数年来諸外

懸ではいくつかの報告がみ られ灘が,わ が鍵においては

豪だその報告をみない.

われわれは土壌を君料とLて,抗 酸性蒲に講す為礎ア

ー一ジ樽分離を試み,燃 漁潅 用いた場合には全携に分離に

成功し鵡 しか亀,従 来鳥灘結核菌を瀞解するワ讐一ジ

の報告をみないが,今 懸分〓 したフアージの弓ち2,蓉

斡蘇は鳥型薦と港れている獣細蘇あゐいは竹羅株を溶薩

す灘こ蕊を知つた鼎

轍れら鐙ワアージの分離の経過燕び分離ファージの生

物学麟及び物灘的樵状について報告する.

2瓢 驚灘織穣麟の変轟遊びにその慧物蟻麟幾状

鵜闘す蕎蘇説(驗)

(繊大 ・細麟)占 部 薫,寧村 上 煮 太

教叢保存鐙鳥灘結核菌のs型 源樵(A懲,獣 疫,A総 及

びフ糖蕪ンずの墓株)及 び驚型熱然変異株(鱈 羅,丁 鞠,

獣細及び鳥京の農株)を 供試 して,奮 種の艶素及び抗結

核剤を種為の濃度に添繍した騨培地に微蟻培謎し無夢,

或いはそれらの蔽液に紫外線照麟驚たは趨嚢波の然理を

撫え尭警す る胤とにより,そ の変異ないL集 落解離の誘

発を企てた結繋,鋳 にゲンチアナ紫,ア 墾ザ瓢ン紅,鷲

ンゴー紅添糠卵培地に培嚢す 導ことによ拳獣疫株よ軽完

全な斑 難変異株を丸た謄

そ して凱のもの蓋灘該s型 簾株鉱について生物学醜性

状叢びに麟力について検討 した紬果次ぎのような飛見を

えた。すなわち鳥灘結核藻の鷺醗変異株は懸s型 漂株に

比Lて 形態学麟,生 物学酌に多 少とも姓状を異にしてい

るのみな らず,窯 鶏及び鎌菟に対す為瀬力毒よ潜弱い鳶

23鼠 入灘織穣菌感禦ハ・yカ*ヅ 黛の糞羅串への

翻穣菌の欝灘について

(武灘薬こL研♪ 上 量 醗 駕,岡 虞 之

撚 村 棄 郎,三 十八俊葦

入型結核蕪 轟戴v株 の大蟻 ① 慧敏講培地 ア鷺培養菌

難.蕊癬)を ハ ッ癬ネズミの尾静脈内に感染する葱,畢

ければ感染/時 闘後,お モ〈為も 雛 時間垂髭には糞申に

結核麟を認めた。糞中鞭結核菌は時轟沁 経過と後にその

数を増纐鄭,死 に墾るまで増繍の麟向がみられた。尿中

には 欝 臨ll麟にな弓細爲蝉〉られたがそ○数はあ寮箏多 く

ない.Lか し,死 亡動物の羅中には多数の薦を認めた輪

微鍵感染(叢熟繍騨 難培養欝癖"戴液,甑 欝 癬)で は,

糞中には感染 慧遜撚 よ1)認め られ,姦 遷以後はほぼ縄程

度の薦を認めた。尿中には繕墨後よ警欝灘されるのを認

めた⑪

纏に参凱3検 討を鴬こなつた所見についてのべ鵜

2鱒.シ 雛識―ン搬菌 慧c麗(鈴c>⑳ 検討改ぞ



Ψ蕪

⑳慈欝

(京 大結購)内 藤 益一

津久閥俊次,棄 向一 灘,神 獲 編 雄

轡 藤 篤,中 藩 滋 泰

繁 議 鋼結核病学会総会において$$《!に つき発表 ミ、

たが,今 織はS量翫 ㈱齋導群灘鵬 灘醜 への織核薦の蟹蔚

に影響を及ぼす 羅能性のあ凝積子について種々検講駕た

成績を報轡する。異つた処理法によ夢作変 した導種類の

灘黒蜘 総べ縫謙磁 鑛 慮1燃 ついて蕩の騒着な検したが,い

ずれの 鎌 総 にも薯差なくよく吸藩 した。ただ 慧瓢温一

長時閥$灘 心礁総 炉率1熟理を鴬鵜なつ丸ものは$議 鷲難総

被膜の購久斡が劣拳ように思わ牽応.薄 液の 灘 轟 痩,

縫懲薦の培養に綿いた培地の艇萱藤 誕欝の簸灘ご灘 懸な影

響を箏えない漁鱗鵜無敬 瞭液及び 懸擁蠣難 灘 壕艶 ・

煮繍 欝 培地に懸灘Lた 燕は,蒸 溜承或いはこ慧理麟食壌鷹

を購いたものよ蔭戦蒼が簸好で欝鴻 群Tw鷺 雛 撫 織蜘

轟難敬 線液に懸濁 し慧麟は緯蕊んど級蒼惑れない無

A漁 慧撚ミ黙撫 韓賦難総r培 地で 菖灘講培鍵み麟は壌蓋

期総 馨遡未満鈴ものに比L麟 蒼灘が劣る暮烹たs鱈 の

一臨憩例た灘蹴換培養法瓢よ蓄♪数懸の薬剤の静麟力を検

討してえた 慧～ 講鐘興昧蕊灘繊績寺こゆいて餅わせで韓織

す嶺

病 理

ぐ、1灘翼題 黛羅"へ慧ξ茎蓼欝 婆月 違撮盤餐嵐轟鯵 《)薫妻鋒麟)

驚鵜 簸穣病巣に焚け釜線維安鵜ついで

緒 大 ・病理)上 井 幾夫,萩 凍 益

灘 銭性病変,増 殖性病変,空 濁の線維素記薦について

w麟 継 氏及び 懸滋無響 幾法,懸 磁灘 無,A撚 謙無

二簸染色螢光顕轍鏡法を熱 ・て検漿もた。

〈/)瀧 灘 性病変の線維熱 瀬3期 に灘いては購胞壁と

密接に鰹 む総く時畿ともに滲出綱胞を囲饒L太 くな鰐擁

鑑難 よむ遊離してく鵜

(紛 乾酪巣中の線維素は一搬に認め難いが,率 心及

び縄灘に新轟す贔ものの慧璽に大溺される.鵜 の部の線

維素はその魚鍛挫状よ箏して恐らく初期灘繊性炎の際に

新出Lた 幾遣と解懸れる。

(の 増殖性病変に線維素は認めなかっ鵡

〈爆)空 澗壁の化膿膿に線維素は認めなかった。しか

L乾 酪巣蕊特殊肉芽層との境騨には瓢れを認めた。その

鋤澱,性 状よ雛考えれば恐 らく二次 鳩に析撫したもので

はないか蕊の感を抱かせ ㍍

(導)線 維桑難患と出撫 毒の騰鎌は認めなかっ鵡

韓 〉 薦 との関藻については有意の藻は認め難いよう

である。

黛蘇 漁管魅鑛線維に識いて

(葉誌大抗欝)黒 羽 武,高 橋 功,償 滋憲

脳の炎簸性病!纂に震いて毛細撫管壁から銀線維 毅絡子

線維)が 撫 塒 れ愚瓢轟はつ諏に践べぜンのA畿 慧囎騨ゆ,

鞠 騰鰭議疑 らによつて提曝諮れたゐミ,かよ 箏な漁管挫

銀線維㊧懸懲 灘鞍 ジ系⑳文献にはまつ慧く忘却され畷

い添よ箏であ鵜 演者 らは結核病灘の線維化を考究す撫

に蚤つて次ぎのよ うな基礎観察を試みた。鍛銀法は罵及

酌凝鮮な霞定襟本につい触鷲凍結切片を矯い㍍

b欝 化鶏騨の卵膜檸緩襟本で麟生すゐ鷺織瓢管から

微繕な餓線維が数出欝れ導認之が購瞭に観察港れゐ.

恥 脳炎病薬や騨特異性灘肉攣緯織についても,鷲 生

鮎た灘管鱒基礎膜か ら銀線維が遊鐵じぐいゐ.

$)脳,1騨,牌,轡 獄ど鯵挙腕凝該織簾について繋様

な鑛銀法を試み為惑,鮎 嫉結簿は甑管磐膜に生 じてお鯵

類 垂蕊寂纏胞闘の格華線維は撫瞥蟹に達繍Lて い翫

譲)凝 蔽 盤輔1誉空濁購で龜漁空洞購か ら内脇 譲 鍵叢す難

肉芽翻織に蒸織 難管の綻 鷺を申心とすゐ銀線無紗 繍1臆駕

がみ られた韓

鱗急 総穣甥験験鵜縫け轟馨糠穣縫臨螢変態に鑛

す篇欝驚 鴫勤

個 立鞍畷 療,長 綺大瓢病理)安 鞭 憲 滋

結核麟におけ る漁管のi結核挫変撫 瓢ついては露くかも

多く⑳報告があるが,綜 嫉病搬に却懲鱗実質甥{三縮,取

縮,紫 磯等に鷹つく∴次醗な病変難糠警撫管に葭瓠 これ

は純凝骸 盤変化とはそ㊧本質を異にす難臨ので,贔 触 激

凱れを翫験撫管熱命名した。

演熱濫麟立佐賀療灘糞に慮轟 べ轡燃 むた結嫉彗l/lを材麟

滋して,驚 縮撫管の形態織凱弾力線織の運命を純形態学

麟に探求し,併 わせてその繕幽の症例鱒臨講ミ醗経懸,雛

定発病よ拳切除叢で勇期闘蕪びに化学療法轟む総係につ



いて欝究した成鍵を難鶯ナ灘誉

塘めに難縮撫管跨 鳳 鶏 犠ノ磁灘 織 弾 ノ癖勲維,臓 難

鞭 麟 染解 轡 樋 恥 述べ・麟 騰 騨 び轍

の変癒について論ず愚難

次ぎに鱗 為心懸鋼嚇臨床酌経瀬については驚病よ触の

鞠部x鞍 写罫鈎 叢移を。疑 し,喀 鰹i中め織核藏の麟長を

参考菰レ鶏 発病よ継燐除富で購灘 難離びにその懸の化

学療法の方法・議と癒管羅縮現象菰の懸鎌について報欝

し 圧縮撫管の蝉力線維の綴織登学 について差当 彊鋳糖

類に悪塗す る態澄にっいて癒欝及す る.

欝3.

灘 琴凄

な点か多い・第 灘 鱗本学会総会で演凝らは人糠㊧灘羅

駄び承騰嚇職磁域繁/分無撒ついて報告ミ、たが,そ れらが

運鳶な織婆鶴に素灘験灘⑳鍵験灘醜濃溌隆

(難簿総撫総簿)⑳ 病礫挙麟蕪ぴ1鵜x運麟 麟

欝究

(戴1大焦企内繕)萩 癒 忠 文
寒黒 須 載

,久 保 猟 敏,灘 井 良 溝

難搬鱒穣需 ぐ以F慕y。 義嚢1餐ナ〉はな禽不墾

鷺演謬も○か・死後心変転か騨〉講驚が議撚 なゐこぬを指

麟Lた 輪こゐ点を曙ら癬・にすべ く実験を試みた沸

ゐ法 豊 嫁、空気塞難羅③窒怠1洋④アヂル郎1騰 群婚 慧

群の蜜兎につい℃ それぞれ蹴紘茂び背位に熱葦けゐ死後

経瀞 灘 琵 生存磯1難 に藩議 鞠 脈の発職状態を病理慧

織学麟薫びにx練 学誉ミ鐸凱経灘を濠つて観察Lた 鞭

結果 淫 ① 墨麺 は各饗靴 も 一鍛に瞬遡 隙 畿む趨 騰穣

繕に始蕪り・時悶款蕊もに締下葉膏部に強く蹴鯵,つ い

には末櫓鶏篇まで及ふ ◎繁嶽 塞簸群及び窒慧群響は大

弥死縫 鋳 分轟始譲参懸雛 驚 頃款鯵次第鵜強懸を増 郵、

撚 麟 で限獅 麟度に達 し 帽 漕ルあ魁 繍 ではすでに

簸初の黛券分か ら生ず鵜 ③二れらの発生経遜は病理総織

学麟雛びにx線 学離にきわめて聡瞭に観察され導.④ 翼

諜烹の 叢ぎ・跨陰影は隷とんどざ跡襲淺び鐵撫隷ではなく,

蕪気霧献象で潮、盗,

黛麟・ 織器織穣鑿癒欝鐙挙験麟滋臓

く乗邦大灘彫聾繕♪ 灘 新 鑓肇

球灘二燃 和 子.瀧 瓶 洋 購

欝闘節織繊をは/隷 》とす灘各臓器の織核症の起因麟は

いかな蔦燃難藁ごたどる濤輿験麟 徽追及もた心寒磯彗静脈

から雛入し愁生麟は数時馨難1穣謙 蔽 翫ともに黛身に鉱撒

さ勲為が・もつ記も早 く糠攣鵠こ達 し,そ の醗融鞴=器は時

糊蛉に少しく漏れしかも数縫も騒牌蒜大で爵、導鐸Lか し

闘臨なく驚に送 ら践隈為訟蘇蕊体聾に嫌灘 され,難 轟懸

後では撫灘横鳳薦をみ職い。臓欝内に達Lた 藩も貫喰欝

れて灘次濱減するが,麟 に停讃Lた 少数の醗は 蕪～学轟

響磐

の後に発展い鷲感染鋤物における最初の病嫌 を形 成す

翫1鰻 後に糖叢の灘 漁丁奪び撫液内に放出零れて簿 裁器

に達 し・蕊煮には緊めて病藁に発縫す添が,骨 内む病変

は3～ 喋澱を頂点嘉して瓢大し以後潜窪化 し,騨 では発

搬が遅 擁 し備 纐 ミで紬 轍 激鱒畷 燃 蝋 に、おいて

懸巣の拡大時期につれて発難され導.餐 臓器に病灘を発

展せLめ 導毒のは鱗を絵いては業餐人頭初の麟ではなくい

わゆ凝詳期播種期の醗分麟であ難ことを知った.

黛礁 蕪欝飼驚勲物にみ熱れ 馨i織縷麟鶴運騰1

ぐ名大・一襯 鋤 岸本英蕉,鍍 谷純治,餐粥 総灘

翻該感繁機溝鱒解轡/に 無改離韓織縫鋤 鞭 が大きな

支配撚鐸 にな轟こ記はっゐに唱導されてきた訟菰ろ墾あ

薦瓢蕊は欝を鹸たない・蟻た結嫉症の叢麗に闘して趨欝

鶴繊訟農赫毅核との蕊異もしばLば 論ぜ られたとこもで

あ㍍

環境の滞染が龍体に撃え愚防衛プ,の讐舞題について,そ
の横本的な究明癒考え為べ くわれわれは無藩環境に鴬け

る鋤物飼轡をお認なつてその反応態度を検討してきた蝶

今鰍 識 ㌔核麟 ぐ入璽春毒及び無麟藩うな磯筆に接懸Lそ

の紡感染織 蕉菰凝ナ灘妙 警蹴 単捜球等め細胞学約検蒙}

蕊矢麟式螢驚顕微鏡を騰いての蕪分霧吟態度さらに懸属

淋巴腺の変化を簸の起炎挙～繭感染 丁鍍 隷 注醗⑳鵬合

の変撫と対比もつつ検講をお瓢なつた鈴で,そ の濾胞反

癒癖枢及び洞等の変化にういても欝藩㌻せて報告す難燃

鱗畿 糠繕環の変艦が織鞍購変ぎ徽及縷す影湾に麗

す懇鍵験麟欝溌 錠簾 驚鰻)綴 織挙麟欝糞

(長崎大 ・二磐灘)羅 立 灘 騨

審実験曙 奏麟 綿漸昆については,す でに第 懇 鱗難本

織核病学窯総 会鉱おいて発糞Lた 継

A・ 騒鋤脈縣紮が爽験齢斜鞍に及ぼす膨響

舗勲脈粘灘 による舞糺核軽変 化は,大 鋼す 導之充撫線

維嚢難慧煮籔死灘蕊に分かれ る、,

結禦後感染実験で鵬 凝紮 測礫1核 は対織噸 ニベて軽

灘 ・つ麟 醗 二であ翫 感染齪,紮 実験では議 爆 鐸獅 結

核が蓄譲1か つ灘繊轍であ愚。すなわち感築後の糠動謙結

紫は灘鎌～隷 に対難て悪影響を及ぼす 義いえる.

鷺。麟静}報鮎紮が実験約魁核に及獄す影稽

糠静脈縣紮によゐ丼献核輯二変化は,大刷す 難出充撫型,

気縫雄,嬢 死璽轟に分かれゐ鳶

騨畿 後感蟄実験で臨 纏 総{1蝋骸1溺 灘 磯 べて懸

鋤む数も少く小さい。壕九乾酪化が少く増殖縫で治癒餓

緯が大であ鵜 感染後穀紮実験で臨,籔 罷璽の3偶 な餘

1ナば蕪鈴実験擦 俵ぼ瞬様である。すなわち曝静鎌の麟簸

はたまに譲死繋な訟つて鈷核を悪化させる蝋 菰 もあ 為



鴨

が,… 般には結核に対Lて 好影響を{許える。

黛群.膿 鷺に封す 巻運織反慈,醤 に猟挙欝イド摩

ル愚ンの影響鵜ついて

僚 大結概 ・病理)購 松英雄,承 谷 購 天津 紙

演謙ら1澱骸 症その濾各種炎夢ll豫の総織発生を解纏せ

んがために既癩物質に対する組織反応を追求Lつ っ あ

導.欝 挫*ル 騰ンの 羅 メチー 製アン1頓 ス勢ンヂ愛一

ル 綴A獅 が結核姓病巣蜷ご始め餐種炎症像に欝L,特 異

納 な結禽織増殖促遊作絹があ弩,ま £麗一拳ゾンによつ

て鰐称麟な組織鎌をえられる膿擦 濠すでに報告 し島 今

蹴は縄綴膿肪酸であ燕訟膿ろの践へ 寧ン酸及びステゲ婆

ン酸を自鼠の皮下に挿 入して黙物性炎を惹起せ しめ・叢

れに 纏爆〉及び甑一ヂゾンを注懸した場含に起導組織撫

の変化について報魯する.郷 入零れた凱へ蓼ン酸及び凱

勢ア 夢ン酸は大小の巨細麹をふくむ肉馨継織に被包され

て徐たに駁叡,鎌 除されてい くのであゐが,澱A欝 投 赫

の嚇禽にはこの過程において,結 禽織形成豫の著L・い増

強がみられ,一 方魏一チゾン投箏群に黙い噛 叙結合織増

生が燭く診廉た好酸球をは 膿め瀞一般遊走継胞の反応の

滅弱がみ られ,挿 入された異物の吸取機転の遅艇を認め

た撒

麟懲.魏 除肺⑫購理灘麟 攣麟凝號

(結核予防会深生踏)盛 本 獅 男

① 症例溺培養陽性率は衛穣糞ゆ 蕉丁・A病 灘,購 倣

性 の有無 蕊一定の闘係を示した。軽総,串 等症の陽歎率

濃化療の長期化によつて春意の滅少を認め,璽 症では影

響をみなかった撫

② 病巣懸培養陽性率は病巣璽ともつ 為も密接な購係

を薫し,残 霧鷹澗,比 較酌籍しい撒 鵜巣,乾 酪樵気管支

病巣がもつ 蕊も轟く,濃 縮空洞,軟 化ある被包乾酪灘が

鵡れに次ぎ,軟 駕なき被鑑乾酪巣が毒つとも紙かつプ論

総織学麟には残存空澗では空濁壁浄化の/3無購,軟 化あ

憑談雛乾酪巣では被膜の瓢績懸に陽性率記一定の騰係が

み られた.化 療の長期化によつて軟窺あ導被包乾酪塾の

の陽挫率は宥意跨減少を津した⑪

④ 灘難 発現は 芝∬ 轡警完全醗難 瓢鱒%,鶯 蟻 鷺嚢鑑

欝A$慧%,不 完全劔性s臓 慧%,難A難 嵯%,籔 総 黛驚に

認め鵡

③ 玉%翼獄()難加小鱗難彫培ぎ畿,海 猟皮下接穣,鴫/壕1

鼠畷内,腹 脇勾3代 継続接懸に議 導二者罎陽聾率は動物

実験においてやや姦いがそ○成績は黛ぼ…致Lた 。

黛総.鵜 酪雛内織穣麟鐙欝融駿溌と培麹 繊績凄⑳

麗運に欝いて

(騨大外科)遣 麟祐 二麟,繍li宗 雄,寒石漂緯夫

切除瞭よ蓼えた齢核病巣 欝難病藁契〉うも,綴 織の響譲

鰭染色にて蕊を譲i鱗し丸た 慧護病巣の乾醸巣内繭飛箆嘉

その培養成績と鰹購達に噂いて鍛告す る暮

分弗状況を驚載するに当 静,レ 黛響麺罵 つ樽総本的

様式を分類L驚 いた農

その結果,空 濁で韓一般に各癒に薩縫を作 撃或いは群

猿じ ぐ移彩な彫で多鏡の菌の分窟す灘も鈴が 多 かつ た

が,被 包乾酪巣では譲跨分聯状況は簡購で,麟 駿及ひそ

の培養成績嘉む関連についても,そ れぞれ異なつた興瞭

あ孫匁1懸を丸た心

灘鷲.締 穣病挙の運織壌養よ鱒みた癒攣廣溝⑳検欝

(健藻 ・星 歎難病競)鏡1葦1松 樹,松 瞬 芳 葦

結嫉病蟻におぼる額接鹸生死の購題は化学 療 法 の職

界,及 び外科療法の運臨決定にき・わめ《薫要であるに拘

らず,未 だ必ずLも 解明嚇域に達していない.私 どもは

撫燦撫 跨縄織培鐘法を灘いて燐除麟の各種病藁における

藤の繁殖状態を検融㌃た心蜜ず鋤物を罵いて綴織培養法

鹸びにその戚績鱗定法を検討した後,鴇 鋪の眠鋼にっい

て検索熱た欝

め 鋤物実験 葺 縢ル嚇ッ}に 牛型織核繭を接蕪しそ

の懸病瀧を培養Lた も磯では,本 法は,培 養前総織内の

菌を染乾 し丸た鑛湧はもちろん,染 雛しえなかつた麟辮

よ箏も夕簸の増殖な認め楼こ為ができ魁 したがつ鴫

生菌がいる限 参必ず培養しうる方法であるこ蕊がぎ蓋聡港

れ海雛

黛)癖 購 ぎ鶴 鴬け愚検索の結巣 叢 化 学療 法 く灘 ・

欝A$,羅A難 め黛～3者 併鱗壌 クール難矯 擁の者払 露

ンール以上の蒼とに鴬いて生麟の議轡簿 に格殿の藩異を

認めた礁すなわ妻燃 礎一ル以1メ彗では,約 鑓駕 に嘆二麟を

認めるが,慧 グール以上 鴬樵なつたものでは 謙ゐ にす

ぎない.蜘 ㌦化学療法は少く鉱も慧タールおこな5必 挙

があ鵜

鱒1.搬 難就灘挙⑳購運攣醜欝糞(第1繊)聾 ル

曇》塾糠験鵜麟 愛蚤鍵験懸被難乾醗挙の簿

域蕪び鵜騰鐙羅運

嘱 療刀/鄭1病 院)憲 啓一郎,竹 内撚 之

被無乾酪巣に欝する病懸学納な報艦はきわめ騨ご墾 ㌔

翌かミ.これ らはすべて覇黛或いは外窮的切除瓢よ撃急ら

れず誌 聲こ に獣1す鳶も分で蔦つて,実 験麟な麟究はほ菰ん

ボ齢艦なわれていない岱

われわれは峨ル騰ッ轡嚥i繊 に結核/ご!二空潔癖杉泌 ナ難

こ嘉魁 軸糠Lて 実験を黙菰なつていたが,そ ○際に塘

ル騰ツトで1慧 、はLば 被包乾酪巣の形成婁れる鵜瓢を麟

った難黛瓢でモルモヅトにおけ導空澗形威実験と平葺し



』で被灘乾醜 縫を謙繊凝
討驚実験を鴬二ない,以 下賦〉成綾

をえたので轍告す愁.

勘ル黛ッ1・では病獄の軟駕総ミ解は熱～3購翠繋濫起 む
,

そむ経遜はウサギ菰ほ煮んど異ならな㌔・巻もか しなが ら

鍍慧乾酪巣の 被膜・或いは空澗壁菰な灘肉圃 翻織の融 蹴

が早期に起 鵜 被膜 護》弩1頃 には隷轟んど完繊されて穿

華ギにくらべてかな瞬汽 ＼・し濤・も凱の被膜に麟ナ感準蕪

維○融菰はウ華ギよむ薯u・ 。艦甑 嫉 な早期に彫成さ

れ難被膜が・軟化磁解Lた 襲騨難物質の排…鐵毒羅げ,被 雛

乾酪巣の繊寛を幌す…粥 菰なつて聾嶋 愚のゐ驚われ悉鐸

歎 雛 われ喉 験でミ畿議 き1滋藤 が乾酬 紗 懸恥 経

ずに軟化L・ 膿瘍を形繊す愚経過を追究す 孫捻煮がで謹

驚。

篶急 兜鍵鷺講の病環総織攣麟検欝鳶龜灘麟慧蕊

(燐除験の購磯総織挙麟欝驚 驚)

〈京大結研 ・灘部)小 原 糞 繋,安 畢 公 夫

空溝の灘妻/三気管支に閉塞感乱起導轟,空 濁内の盤気は籔

叡さ馬 或いは滲議物が瀦灘して,鷺 灘 訟その内醗を充

塞 し 二蝋に兜実蟹 湾が形成され導.繊 溺が浄窺空澗,

或いは浄翫前期饗あつた嚇会には,完 全な兜実鐙濁で,
捻⑳中か ら総 安麟を検出す撫瓢と瞭ない鎌な慧空溝醗鯵

一部に乾酪物質を残す場嚢には
,部 分充実空洞 義な 絵,

この場禽にも繭が検鐵できぬ叢とが多いが,な 灘死繭或

いは鑑薄を証講する場禽もあ燕雛いずれに靴.ろ轍れらの

病巣は次第に安定となつて蕪がいなくな警,石 灰を沈養

Lて ・空濁む治癒形熊の…つと難ミ、うるものとな灘ので

欝

あ憑力㍉ 時に気管支を灘 職 。て鰹溝化す為場含があ愚
瀞

Lた がつて灘護臓 管支は・ 鋳1轡に器械的に閉塞す灘騰

合 臨あ難であろ ㌔Lか し充実空溝の達競講珪によ鯵
,

そ穆気弊支を輪する払 ヂ懸 鷺或いはそれに漣い充実空

濁で縞 肋 凝 ん抑 灘 騨 撃寅が灘 的に完全翻

蕪をき索Lて い縞Lた がつて充実空溝め再空溺駕をみ

る場費には・新 しい灘濫気管支の開還が総るもの鷲はあ

る蜜いか魯

欝嵐 織穣炉炎瀧挙の鞴瀦駕機職の検欝

ぐ1麟療比良麟)灘 郵欝博,糞 木艶単
,大 家隆金

昭灘 撚 年以降・われわれ1漁結繊 豊炎症巣の乾酪麹機

転について生化学酌鹸びに癒織化学的に検討しつつあ纂

魁 今緩は乾酪㍍をぎたす瀧,欝 畷聾墜について実験麟

.に 検討Lた ので,そ の大要を報告す嶺誉

実験方法煮しては・成熟寒兎嬬〉皮下を畿塾墾ヅシン,繭

体議質及び乾酪盤物質から抽織 した膨質等を混慧たもの

な注射慶たは棚 講爆没 しド ー定糞絹購幾にそ曙曝を切除し

て生鑑学麟鼓びに癒織化学的に検討した燈 ト!3ヅシン隷

蛋総分解を起し 譲死物難を作愚懸 く3で使罵したのであ

洗 膿質は譲死物質蕩分解を擁鱗Lか つ驚たその被繊癒

を促進せしめ燕雛的で使灘した難鵜り 離法によ撃,生 灘

感染によ為家癒職誌核にみられ轟乾酪挫物廣記ほ購 灘搬

の化学酌総成を宥す薦挙死物質をぜド縛 えたむ

以上の成績から・結該盤炎症藥の乾酪ぜとに当つては,

脂質菰蛋白分解酵素 との共存が必要だ記考えられる惣

病 態 生 理

黛鱗.

磯 題 鱒遷～懇黛 爆月農嚢,午 鐘 鷺会勢

験縮穣購挙蓋焦運穣に齢鞭轟膿難鐙溝鰻鶴

繋い瓢 結織灘騰翼費謝の欝携1ぐ第$報)

(寒頬病醗)串 村 太 熱,小 池 瓢 之

中村光孔 黒蕪繰 之,原 衡ぎ雛郎,綱 野戴維

ぐ泉鰻i病院 ・縦大黒1壌・D憲 古 陽

3恥 議 本綜核病学蛮総会に灘いて入麟1麟嫉鞭 編鱗ミ膨

質分新総果を発幾もた魁 今1懸1ぱ引続き家薦麟に洋製亙♂

た瓢次感染継核病巣灘発生経過を難数癒追つて分讐竃鍛

し 鋸 藩 質翻分劉)灘軽ご桑禽壽載燦 結果,二 次接懸鍛轟

業1よウ 憩 蹴 瓢滋いて総脂欝驚 総購酸は健常部念霧麓

凝 》滅勤 総謂ル 戦テ欝一ル毒ぎ韓搬に滅少じぐい導が燐

贈質は 欝%毒 の増撰綬 認めた箒

Lか し濃次接種縫 銭憑においては総繕鷺,総 膳酸,及

び総慧レ蝋勢欝一ルは健常部禽撫戴 よ夢も増離 じぐ先に

発喪した人懸結核病巣訟懸様の結果をうゐ一方,燐 購質

に趣いては健常部禽虞量の 灘駕 近く叢で減少している

のを認めた勲

驚 難. 騨i雛穣縫翻 隷廣騰講鵜関ず釜響麟1(雛 婁報)

患餐嶽溝膿廣及び 馨,黛酵韓満盤縫の灘鷺

鴫長鋳大 ・箴鳥内科)井 上 満 治
寒森 光 蕉 費

,縮 鱗紀 孝

く羅立長崎療)綿 欝久美子

欝 轡 壌 瀦 核症患嚢蕪勤潜申の総脂質饗ボイ ジ燐総塒

レ践畢欝脚ル・総脅ルシ傘へ 無灘饗ン漁熟勢ラーゼ活

牲嵐 ア繋瓢熟勢欝一ぜ活難縫 等垂凱ついて定鍛を試みた
.

症状の選展嵐 病難 欝菌状態,漁 沈等の磁遡に症舞を



繍

無作意納に分類もて丸られた結果!激,一搬 に簿 逢鋼 にな

為ほど婆題イ ダ燐殖,総 慧レ凱勢騨一ル難等は低蕪を激

す 毒齢が多くな導,鷺 灘リン轟熟勢讐一ぜ活性縫は健康

嚢に比Lて 醐播する傾向が強くなつてい鵜 ア蓼瓢凱テ

欝一ぜ活纏獲畿大部分のものが蟹鴬範糊であ 参大した変

化はみ もれないが症状の軽いものか,治 癒傾海の大な導

も鐙は轟植を牽す 竜のが多い よ弓である蕪

これらの灘定纏にはこ蕊に年禽,或 いは肝機能,そ の

簸鱒麟子が大嚢く影響するものと思われ為ので,か かる

点を考慮して比較検討 した結果,年 金響llによ為場禽は前

説の変化が一湾薯明に確認港れた。騨機能欝蟻に比較した

嚇禽には,そ 鐙障警 と平行関係は醗らかには灘め うれな

かつた難

難蕪.鍵 験麟縮穣癒に於け蒼膿廣代講の欝驚

く北大毒灘内科)横 織寛二灘

ぐ1)糠 臓が肝臓に次いで贈質の新陳代謝に関与す灘

瓢とはすでに灘られてい為ところである燈そ菰で私は灘

猟に慧け愚結核症に際 し,購 質代謝が如薄な灘変化を選

たすものであ難かを病症の経運に伴ない撫溝 α 部)肺

臓,群 繊内脂質含猛叢びに鶴見醗見よ摯観察し,磁 方結

核化学療法をお こなつた場禽の影響について検討 した。

(D熱 核灘猟の捧璽増加は署 しくない。しかし懸簾,

肝蹴贈盤は購 らかに増簸した。(黛)健 康海獲に航結核

剤を投艇した騰合,体 重は 艶蕊 。$簸群では増撫率は小

黙い無撫溝臆質には差を認めな㌔・.船灘鮨蟹は 欝AS次

いで,欝 蕪 稽に増 黛した。(斜 結核海猟に化学療法

をお鵜なつた場禽,体 重は麟見騰見に一歎して 嶽燃 ・$羅

群に増繍し編 騰臓脂質はs鍼 ・業N蕪群に増勲 し,騨 臓

脂質は 欝AS囎 聡 群に増鷺した.(誌)粁 臓購質につ

いてみれば化学療法に よる結接治癒に襟 しては$瓢 はそ

の蕉常化をきたすに反 し欝A$窪N叢 嫁薬薄塗購 の辮廣増

撫作講によ夢かえ噂て増蟻す 悉。

黛箏.糞 験酌織穣健 調彫戴に縫け蚤ぬ漕及び臓器

鉄,鋸,残金蜜安難,嶽 溝廣趨の変勲に麟iいて

(縫本懸大脊徳内科)寧吉 鑓 利 雄

チ 葉 轟 雖,中 糧 離 雄,久 保 灘裕

大 野 興 三,大 灘 蕉 治

嶽菟に 憲蓬欝獄v,鞠 激 を抗驚とLて 使購し空濁症を

生ぜ しめ,こ の閥撫溝鉄は接種鍛第黛憑 難に薯減し,難

澗影戒隷撫臨に醇びその値が上興す るが如くみえ観 こ

の漁漕鉄の第 黛憑鐵の著減を究明せん ゐLて 港らに爽験

を鍛ねた.瀬 時生体の感染防理における銅の役舗が曝え

られるが,実 験の結果は鉄こそ蕊れに関与す憑露大欝子

であ為轍とが想搬され 轟.以 下爽験内警を輩せば,(D

撫濡鉄齢著識隷強毒 叢欝翫 と弱ξ慧 撫?懸 によ夢大な

纂差あウ,前 燕 愈鉄減少に大な為意義あ 鉱(熱 麟1,

騒 腎の各轄離鉄の鉱常続籠鑛潔わめて大な難ため漁溝.

鎌滅少時の補紛1拶 役警撫灘1ら かにす為叢叡が不可能で

あつた。(3)漁 濡及び臓欝残余禦素類を 龜潔》稽,

叢無R叢 群について定蹴し 。驚嚇,難 一鑓,A讃,鞭 麟 一N

に灘いて体螢鑓崩嬢に墓つく灘定値の変化がみられた。

(姶 醗濡蛋自は ぎ一藤誌癒1難が 矯潔v綻 絹稽に薯明

に増撫した瀞

慧懇.懸 縮鞍i處に縫け蒼愈溝鉄漁び漁溝鋪⑳態騰

ぐ安 雛 病 院)佐 藤 醸 雄

(岡晦憲幾病醗)竹 灘 憐 一

(名大 ・-1構 辱)鷺 薫 光 雄

鉄及び鋼代謝が生体内に郭いて藁要な役鷲を露めてい

贔凱とは,周 癩の事実であ吟て,撫液疾愚 叢煮に貧撫に隣

する鉄,鋸 代謝の羅究はi近来とみにモの京蜘 艦を増 し不

明灘点納 響建 れつっあ悉.わ れわれは慢1生感染籔 こ記

1講輪骸 藏にお1ナ孫貧漁と蕊藍麟 鉄,鎌!l舗 級 び醸辮翻

について検討した.潔 碇 法に関もて嫁鉄はKl購 紮の力

法によ鞍光電比戴計を灘い,鉄 馨義膏能に縄Lて はW繰 一

鋤継糠 跨方階法によつた鋤鋼の測懲 漁従来 搬1綴 紅色法毒鷹

矯いられてきたが,灘 定誤差も多く,い ずれも憑礁を欠

く葱思われ燕灘で,鋳 異的で誤差㊧少ないボー勢醤ダ予

ツ灘定法を驚い驚.糠 麟核患者は トルーギー協会及びi講

氏分類を罵いて分類も,そ れぞれについて灘定を鴬こな

い無核診欝鰍 はなはだ翼味あ為知兄噺丸たの饗轍臆に報

告する。

艶弱.験 雛穣撫に痴 愛夥鐵溝鉄懸

(徳島大擁谷内繕)鐵 賢 治,先 灘 知 蹴

譲癒病型の騰結核症 灘 鯨 徽つ癬・,鉄代謝異常の宥難

を聡 鎖 綿鷲,鉄 燃 轡 撫 凝試験なお菰ない興鎌ある成

績をえた謬で報鰻す鵜

鉄灘1納 負騰にはグル謙ン酸繁黛鉄壌を糠 ㌧ 鉄難に

して 憩難慰 を負欝L,◎ 、無 麟蕪蹴灘憩簾欝(松 嬢氏)

法によつて漁鵜鉄盤を灘憲L,不 飽和鉄結禽繕及び瀬失

速度を算鐵した.そ 跨艦果は,負 鵜藩魏溝餓燈は軽症者

に滋 ・ては健療轡菰著変ない漆嵐,震症者におい壌 諦妙

し,不 飽和鉄無葡 鎌 び消失速度は餐病鍛を滋Lて,健

康葦紛 撃均熱に焦鵜て低麟であつ島 瓢れ 雛 職 代講鈴

異常は,腰 歟,畷 蕨,食 思,赤 沈,空 潮甥 灘 等と畷 総

に ・定の関連を認めえなかつた心

巾等痘,軽 症等融貧撫を伴なわず,及 び負謬薄無麟 鉄

量が蕉常叡を溝す轡において《》,不飽和鉄結合熊,消 失

速度む減少をみた鵜数は興昧がある。
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ぐ灘題 欝総へ慧綴,嬢 懸鷲1,午 講 難会場)

灘灘 験灘醸患懸織漕⑳簸畿難蟻謙簸 徽羨懇欝驚

(理幾糖膿難漿魯)

(羅立黛懲療)購 獄 義 雖,今 欝 数 攣

鐸噸簿 虞衛門,ll纈 好艦,挙 灘保舞

灘 禽 職 之,牧 野験雖,欝 丹驚磯

われわれは騨結核愚謙 憩蕪例難康嚢 灘 例にっいて撫

溝の濾織電気泳勤をおこなつた濾紙に難瀞燃桑難$蕊 鷺

塾儀 筑ん$染 熱をおこない,撫 瀧 蕪撫,癒 繭 熱 隷結禽

驚駕 撫溝薫撫結禽糖質の餐病灘 ぐ薫饗A)の 闘の闘 鎌

を紘較L,次 潔の如嚢成鑛を丸た農

① 撫溝蛋撫は症状⑳増悪に伴な㌦・懸無無 鋼 〉滅少,
総一藤癒綴輩熱のやや増撫及び ㌘一蕪繍 憾 黙 の増撫がみ鋸

れ・轟～《融臨A糧 爆 識織少い欝費関藻がみ むれ驚鯵

③ 撫溶蜘 撫結脅購懸 凱鰍 《1濠 薪瓢細 欝轡麟 無の

増糠之 幽 勲細 欝織 難1雛む織少がみ られ,を の 輪 餓は

症状む増運に事弩して増撫の無1撫1がみもれた鈴

⑨ 撫溝蛋漁結禽繕鷺ではわれわれの瀬鶯なつた方法

による分灘で1馬 撚礪蓋翼鱒難糠絵 の滅少,鋤 継翼靹

麟麟 穏黙の戴癒璽におけ灘増毒諜,β 馨蓋翼鰭搬 麟雛 の減

少 ぎ一がy韓欝轍 磁黙の増撫がみ 嚇 篤た導

以上の繊鑛は赤沈餐購 堂澗病巣の櫨爵蟻箏等遷〉縄鎌轟比

較Lて みたが病灘急…歎Lた 結渠をえた難購態力に糠か

か導漢懸はなかつたむ

鱒1.

縫羅鎌癒に 麟劔轍(繋 燕),

欝A叢 溶蔽を静注し撫中 搾欝糠識懇懸襟ゑ戯 蜘 く轍)畿

を灘定した紬蜘 麟Aん 登鵜黙 婁篇おいて織増撫をみ海.

凱れは投撃後3時1講で鹸高衛翠 した.次 ぎに人赤繊球描

遊濃を作製 し撒れに ヨ脇 」 輪A,灘 麟 を負鵜 した訟

熱 翼AAで は藻醤な 欝鰹 の禽成を認めたが,欝A難.

驚韓 では 辮 灘禽成は雛めもれな鳶・つた.蕪 繍 霧灘 核

慧籍 赤撫球では 韓 禽繊能力の織弱の蜘鑿がみ疹れた.

糠結核愚潔鐙撫中 欝翼灘は軽症饗は難康入急縁ぼ等 も

く・寧等藏で轄篤 く,京 癒では低下な灘Lた.黛A蕪 投

与によ憩 中遡 鍮 講 納 潔すぺて畷 鞭 聯 鰍 みた

難撫 験織穣鵜欝綬聯織漕擬黛灘徽鑛す愚欝糞

験織繊患麟鵜欝け鞍漁麟 搾黛灘薫総 羅馨茎鱒・

簸繍離に識いて

(鮫難県立多治見病院)津小笠線麟鷹

本村灘丸 杉暮毒戴 雄, 灘欝 久

藤蹴麟農癬 齢(葱A轟),

儲 黛載)

(継立福弁療)松 綴 英 鍛

肺結嫉愚響鷺惣 魑について穽特異性難溝反応を追求L

港 うにモの 箏も 灘 灘で款 黛ない し難露爆毎に反復検誘

L・ 紬結該症に滋げる病機ゐ変勤ゐの鱒鎌を比較 もて次

ぎの結崇をえ島 全症纒に叙ナる嶽漕の 説㌘夢ン酸簾慈

ツ講ノール反臨・轟撚氏反臨 及び礎講ル 塾響 ン反慰を

蔀均麟で懸す為 いずれも蕉常悠をと導.雲 た各撫漕反

結議病雌瓢 病蕪罵 桑騒亀の態澱,擁 薦の膚無及び漁沈

熱導煮の灘係を検した菰ころ,病 機が灘運菰な巻にもた

がつて高鐵澱び ウ瓢ルレ掌ン懸反応1凱繍やや繋 しい窯鋤

がみ もれ・麟羅識陽韓癒 憲高度鑑な警,後 薫は短織を瀧

もた恭次ぎに抗紬核剤投与の影湾を検漿 した菰こる,$纏

欝汽$及 び 獄轟難の投 撃稽では,そ の投与澱が多藻穀 な

ミ聾にむたがつて轟田黛薫応磯変化が認められ,蕊 た譲脱

療法猟 なかんずく入工気譲療法稽でも轟灘疑簾綜㊧変

化を数毒な 雪翫撫論すべぎ結渠に郵達Lた.な 震経趣1藩

増悪が認められた症鱗では費調 陣 響ン擬1慰は短縮化を

懸 も・病機の好転鱗ではツ篤ノール簾綜を除いた億謬轟

撫濡反臨は撮常化を添むた膿

黛礁 懸鼠 黛義蕪,禦 点蕪 鐙漁溝廣灘煮麟織禽

く東北大抗研)鑑 藤聾ご二熱

本欝雅瓢 蹴 無 昭,綱 理1徳欝

入撫溝に$繊 欝A$,鞭 鵜 難 を 職 ノ癬 程藤 購戦 て

濾紙電気泳難げ 懲に,い ずれ心嚇禽も ・γ璽1癒羅漁 峰が

麟照に駕し大ぎく撫るが,鵡 の 撃一峰は透析によ重)澱に

復す鵜 ～づ熊 れらの薬剤の電気泳動速 疲は いずれ も

勢麟曲綴撫 のそれ 烈 灘謂奪毒鎗であ灘蕊森から,薬 薙が

学一蕪沁雛1漁 義結禽す悉擦漁瓢・いえない灘牛漁浩綴無藤 鎌

麟たは ㌢一継醸繍撫 薄液縞 認れら薬離を 欝～欝轡ノ癬

灘海 功 蹴 てえた際外濾灘液は,黛 董,撚$鐙 場禽癒溝

裁いは 麟繍灘撫 では灘液¢き灘度よ替低い濃農を購も,

磐黛叢輪麟 篇で1漁1黛義ん潔差爵ミない癖 脳A難 の墨含はい

ずれの場禽も濾液串濃巌隷醸液凛 薫ぼ織難癒を添した鞘

訟れ ㌫の認為よ彗,灘 癒,慧醜$は 撫溝及び訟 隷峯雛麟 難

嘉織禽しワー蜘 繍 撫 凝蟻1論 もない鑿の毒いいえよ 箏癖

紡禽の様式織級灘による慈ののよ箏であ難簿

蒙麟・ 験 磯藩繕叢びに験理耀除講⑳蹴溝欝趨蟹澱

び礁溝螢鷺織禽挙糖類に股総1す影響鵜r欝い畷



雛

〈韓大 ・麿賀内繕)麿 賀擁慧 寧餘木戴騨転 今井 章

験斷賊 形衛一次鑿綴,1懲 二次マ帆 騨葉攣懲 衛3樋 に

ついて撫満蛋嶺質及び撫濤蜘隷結含多糖類鵜衛麟 ・織後

の態度を運紙電気泳勤法に凝)鞭 討し1・鋳 に予衛浸襲

によ為3群 跨蓬異を比較 した.蛋 霞分驚に蕊いては蹴彩

一次,蕊 次はほぼ懸様な運渡 を示も夢繕侵襲の差がほ乱

んむみ られたい繋鱗欝の羅 誠少は成形よウ轟雛二であ栂

かっ爆 滅少を代償する分轡は成形では 麟,歟 一磁 で・

麟切は 鵡講心 夏で濁費の闘に1裏鱗らかな差異が認めら

れた箒移糖類においても戚形 一・次,二 次の1灘瓢本質的差

異はなかつたが,舗 講ではA隻 麟 一難冒艇 〉増港鞠 偽一(黙

紘の減少著明で,瓢れは成形記著しく饗な導点があつた・

衛縫黛遡では蛋轟分潜は繕鹸に撫さず・多糖類において

も餓復す愚騨)は成形一次だ1汐であつた箒

蒙礁 稽 ・灘餓織穣癒畿漁灘澱蹴掬講酸欝叢黛綜

鵜繋いて

ぐ厚生年金叢迄整外病醗)lll懸 栄

近時いわゆる織箔騨質反廊 瓢よ難繰々の講欝翼的反応

が,鮎 該の病状診臨 叢籠んに応茎黛されるよ養になつたが

な鴬補助麟診断の域を出ず,な ご溶赤沈猷応が優泣を保つ

てい添.私 は鼓近佐藤教授の発案にな導黙液濃厚絢織酸

l!l維拠 もな氏㊧方法iに準ミごて蓼賦 ない,二 の反応が攣期

にかつ全経懸を通じて現われ,そ の疾懇覇〉鰹飛に したが

い反臨の強繊に変翫を認め,操 作の灘蜘 短時1携に1玉軽定

でぎる点淑り,赤 沈凝臨記ともに織核の予後縄鴬 濡灘

挫病議際轟無の検索等馨酵 ∫意のも磯である嘉考丸翫

検森織績は健象者鰯には,す べて 璽墾の陰挫反応を証

導難.,骨 ・覆簸粘籔愚者 三欝 轡 蓼慧§縄に陰韓。凝を証明

Lた が.こ れ らはすべてx綜 懸で1㌢較癒合灘完成 鮎た毒

のであ撃,翻 鶴以 紙の陽性隷 潔鱗駕 舶鶏 携沢沃跡懸諜

駕には及ぼないが,こ の反癖はよくX線 嫌艶ひに臨灘 象

と並もll堪ご裁動じぐい灘む

なお翫幹織 践するもの蕊,F畷 灘鵡瞬するもの轟によ導

ざ.繋は薯鞍ドぐない⇔

欝蕪。 誉諭黙離載議灘蕊畿 ⑳一購驚難峯叢

恕象北大鼠麟) 懸 部 政次

蓬触ゴ麟 糠灘量畿 駕学弾藩定鍵法 説じG為 第 一鉄イ愛ン

篭ll懸するA隻1難 等の法,織 韓μ雛麟 総貸醜 を墾ll灘ナ

ゐ掛昆壕灘法が発表藩れて㌔噂 に過ぎない。轟1渚は艶y・

撚麟澱繰畿 を 沿y灘漁簾鼠ぐ細羅 に燃水分解して灘 鵜な

潜lll鞍方法で撮蓉繁 雑であ参,後 者はア煮撃ン体にも反

応ナる等む欠点を書Lて い導.諜 れ瓢北L私 の試みた紫

外隷を騨携すゐ方法!鮭蟻作が簡灘で,か つ体液中畷 灘の

響二裁こ獣害される事なくぎわめて有利な灘定方法訟考蔑

られゐ騨す数わち蓬ヤぎ謡 難繊 撚嬢畿λ撚離 黛欝 麟轟議 ・漁

窯灘 瓢熱の讐宥な紫外線級載1撫線を瀕し,か つその鼓大

曝駅波長に灘いて 驚灘態糠践一獅 敬 め法辮にLた が うた

め定敏群能である鶯難鱗濃癒灘窺応懲に捻 論簸化灘 酸で

線蛋織す燕だ1ナの操作で 露灘鼠磁熱 ぎの鱗帰直綜な議

L,鎌 数に瀞淀1垂∫簸,難癖濃蹴灘定憲罵にはぐ笠癒r心獅灘

繍鐵法によ拳鰭瑠,{蹴勲 の瞬婦藏繊がえられ・鋭敏鷹

はやや落ち灘が 一搬 鎧離中では高濃度ζ㌦、め灘定讐能で

あつ驚燈な灘糞灘鋳は諸家跨報告義大簾がなかつた鳶

然ア.選欝轟鷲 の麟驚癒廣ホル騰ン⑳瀬擾1瓢数ぽす

影響

《轡璽石鐵療)藤 購慕 文

著考 ら礁先に入体に 鋸A獄 を投斜し・その前後に灘

いて撫漿 静 む鍵乳漁 臨 灘冗を実梅,皮 質ホル勢ン欝量

の概ね低下せる叢蕊を観察むた。次いで動物実験轟して

ド曝 に 烈A蕪 を鰹膿内注購せ礁垂瓢,1縛夏× 漁漿串 叢聾

羅麓鍵蕪鱒豪癬 ぐ韓r鷹 撫織蘇糠総)の 減少,認 腎畷嘩尋分灘

難藤¢麟撫 の織少,麟 馨華縫の継iギを証 した磐黛ル瞭繋

塾にあっても欝欝蝶頁論難欝嚇鷲麟譲 分運騨 《)鍵縫継 雛慧跨

購もかな滅少を証 した農よつて 瓢A獲 は購らかに1・1慧響

皮質ホル薦ンなかんず く 藤濾"心嫉 癖 茎総 生戚葬撫鷲乍懲

な桑すゐ翻 滅 轟われ嶺.1擁様に皮質ホル嚇ン生磯低ギ

蜘 韓は 麟総y斑 麟ご麟 篶鷺中毒で毒認められ導議うで鵡

る燃

聡慧.蕊 穣癒に欝け馨駕傳防理機運鵜灘す難欝灘

鴫第 蕪灘)欝 総欝総量黙 数び 欝醜嚇欝購鎌 ぶ

継穣症に数織す膨運に瀞い畷

(豪大沸中内科藷 憲1轟鋳 入,寧蝕択灘 慧 類 総

滲叙亮 一,撫 藤麟唾 占懸ぎ跨一

最近内分泌系繍 骸 症 ど)購 係が浅llされてきたが・

廓.潔も蟻》表題跨寂嚢き意味あいから繋厳籔腺承ル靖ン舞 欝榊

麟 及び聾ホル囎ン 撫鱗 鍵細 凱っいて 瓢 鍵 〉実験を

建菰 なつた.菰 蕊に 叢獣齢蕪綴 にっいては臨沫麟観察を

赫 賦 たので,併 わせてモの譲績な報欝し鵡

熱警、 験織穣運慧に欝鱒旛 離磯飛灘及び験撫鐵擁

鐙挙節理斷

(織立齪皐療)大 野 叢 丸 鷺 木 済季

糠結核愚蕊の藩鑛代謝及び安欝嚇1鹸 気能が環環気象

条件によつて如懸な蒸変化を うけ為か蓼誌ついて3榎 秋

冬及び梅購の難期に分けて検討 鮎た慕

暴礎代謝難ほ健康対照嚢及び騨結核懸嚢いずれ鵡冬篶

璽低で,鍵 康蕊畢郵轡 灘 駕 盤症嚢7灘%の 減少を添

し,欝 秋櫨その率懸鰹鷺牽し,懇 麟は一般に変化の少疑

傾向がみ られ丸懸梅購期には難康者は簸鑑礁を難 した瀞



愚轡は春期よ夢やや斑い繊を灘もた継

購換気能に灘いては呼籔赦は健康嚢では著購な変鋤が

みられなかつたが,愚 嚢では懲症繰 潔冬繋鱗戴気鍮,灘

著明に呼気泣に滋つく.分 時呼籔黛,酸 素溝費簸はいず

れ も冬蕎翼低であ傷 酸素当螢は健康麟樵冬春轟 蓑秋

蟻で・患齎では雛癒 灘 曝 駄趨,冬 蓑紙であ導.撫 購期

には愚灘 蝿 つ訟毒呼気鎌 撒透づ駿,酸 素灘難毒大轟な

㍍ これよ攣繍結嫉愚饗にては蘇及び梅爾期に換気能の

運此を患わせ鵜 糠瀟燈及び簸大呼籔鍛についても菰れ

を検討 した。

黛惣 ツペルク 夢ン分解酵灘 諜舗す馨欝驚,紫 入

験鶴醸懲餐⑳水灘簸滋び鵜ツベルク繋ン譲

作犬のぬ溝ぎ叢麟いて

(秘 款撫灘大 ・一一内舞)岩 鶴 竜 鷹

醜 場 溝 文,處 谷 幾雄i

鷺的 婁 余等は審奪に賄結核愚嚢に瀬いてその撫濃,

繕織液等にはツベルタ夢ン辮 酵禦が霧霧す鵜 訟を確

戴し・ハン戴撃ア鞭c麟 織 数授らの賛成を丸たのであ

嶺が・今繊 濠老人齢結嫉愚潔の水泡藏艶びにツ感俘犬の

撫濾中に訟の酵素が霧す 導や蒼やを検しよ箏為愚つた継

方法;醗 場及び處谷が港き・に報奮した方法 を 運 ん

だ瀞

結果 ε さきに報告せ難膏聴年騰結核愚嚢の綴織濃に

おげ悉繊縫が老入糠結接患嚢に墨灘L養 轟叢嘉を認めた

魁 予期に反Lて そ嚇強縫は弱年麟の毒のよ勢遙かに弱

いこ為を確認Lた 。寮たツ感作犬の擁購 癖に毒本酵素の

存籏するこゐを認めた捲

鱗 ・ 譲運酷 犠癒 徽舞け馨羅麟 竃ア鷲蕪欝翻鵜繋

い《(第1灘)

(名大 ・慮欝 鑓粉 抵麟弘 窯,小 林快磁,横 井勝憲

、鷲一欝 のク騨撃1・ダ畢ッぜ一によくきて諸運結核癒の羅

櫓各分灘ステ織イ ダの凝縫 状態を観察Lた 農身騨響 》ガ

響ジぜ一は水驚法によ拳,一 定撫翫下にて撫 瞬〉で羅る

糠 α㈱職無 鋤 漁 織畿劉鱗 融心駆鋤麹 によつて輿施し,

標準物鍵を灘いて撫水分解法 ・溶媒濃度 ・溶出蕪難 を吟

味 し島

諸種結核撚 麟 冷,嚇 鶏 藩の麿無,病 変の拡が 軽等

によ甑 窯た健康響では老人 ・繊人 ・小墾蔽 区分して擬

察輪討Lた 。獄中 鐙一欝 総欝灘鍛はいわゆゐ軽藏搬に

て隷大単蕉常無を添し 戴叢熱 礎 戴いて減少を認めた群

次ぎに魯分調についてはいわゆ為軽症灘では蕊常驚 煮大

藤なく,し たがつて 嬉蔀 分翻嘉 撫継罰分翻蕊鐙比臨烹

穣媛 曙窯常鯉 鮪勲 認めた.し かし難騰灘 に瓢 ・て濾そ

の比は鑿しい蔦纏を購し,3曝 燕 分覇鋤欝 撫 減少濫と

灘

に慧分灘の滅少が難立つた.す なわち綾核癒の欝蕪理饗

罎串 鷲 欝 鍛の減少を愚たすのは,虫 為して翻轡に磁

来する撫蕪・㌢分灘の滅少によ導態のである鑛

黛捻 繕鞍の発熱に欝す鶉凝驚(第 難載)ア 毅ル

ギ轍熱鵜肇いで

(京大瀧縦内轡)欝 嶽定孝,轡 樵鷹箪

六城誰藁,鈴 木秀臨,撚 中 宏
購鈴木澱購 織購律爾

,中 轟露宏

結核の発熱については從来よ静注隷 慧れてい難事実で

あ魁 その濠鑓には多くの鶴子が考丸られてい導が,簸

滋A旗 量雛 は発熱について,い わゆ 贔 鎌顯 藪鍵鋤細

欝y糠欝鋤 の霧憲 を報告 してを勢われわれ臨磯の方法に

藩講し 結核薦感作蒐と未感染癒記について生菌を静注

し,発 熱を比較検討Lた 蒸ころ,感 作兎では鑿みかに撮

上鼻が運められ鵡 甕たその漁液を次々鉱移管させ繁隷

数繁で爽験を購瓢なつ喪が,澱 後の段階では発熱は著購

饗なかつ編 羅中アドぴナ夢ン,ノ ルァドぴナ欝ンは蕪

静注後に感作癒では上昇 む,撫 中抗体癒は感作縫$選 購

ですでに上興し 感作稽に菌静注後の変勲は検講串で撫

為雌

欝$・ 鍵験麹隷鷺磁 癒に焚け馨ビ鎌蕊ン¢及び

鉄鐙灘欝内搬駁鵜つい鷲

懲 憲大林内科)岡 幾 篤,麟大久保 箪

私達は前年度内科学会に嚢いて,神 経遮断薙鱒 灘時の

獄兎熱生腸管内難取態度瓢及ぼす影稽について報告した

のであ灘魁 今欝購 ミ菟に実験麟結嫉症を起菰港せた灘輩

の露雰潔ン《》及び鉄の腸管内級毅態簾について経縫齢に

鰻察した結果を灘告す鵜

体鑑約 簸 慕のレーメル簸反塔険挫窯蒐に入灘結核薄

鞠煮翠株を撫 鰍 燦.濃 縫蹴知の 惣 ミン○及び鉄懲冷

を・舞盤腸管内に注入,襲む分,鑓 分後のビ潔叢ン《》及

び鉄の級鞭態変を繍ぶ蓄ン《)は 嚢畷 磁醸 鷺麟蕪響 撫ぎ一

撫撚総 法,鉄 は 鎌欝頭 媛麟 法にて灘定 した.ぜ 舜蒙

ン¢及び鉄 と誌に,対 照に箆較して搾舗の頭向がみもれ

た・なお経 噸勺に熱荷 した場禽の経時麟撫申濃度をも爽

験率であ導籍

欝魂 鍵験麟織穣癬 諜おけ馨c轟 騰講⑳欝驚

儲 蓄細

(熱大/l麟内科)弾 門 英 聡

結嫉海猟におけ灘 縣 代謝の一端 を究騰すべく,敏 難

牲鋳紘灘素 鎌 麟を皮下 投与後一定翼藩閥(叢 癌 難嬢・鱗

及び 総 時闘)に 諸臓器(職 ・騎 ・騨 ・腎 ・撫大腿骨 細

撫溶及び無)率 の 偽藩 禽麿盤の変動を観察した縫



麟

投与縫 烹時斷で結核稽 ・鰐照稽鉱癒に最蕎騰を灘 し,

その観滅少の一途を海潔つた。しかL骨 及 び無申 儀錨

糠反対に次簾に増盤し 鵡 時闘で簸轟鱗を翠むた難結核

稽では薫～3時 闘縫で鷲照稽よ箏著明に徽い縫寮認めた

が,嬢 ～鷲 時闘後から次第に爾稽の値は接近L,懸 時

総幾では結嫉群の聴 ・響 ・騨及び肝に嚢いて醗らかに対

照稽 よ夢轟値が添婁れた礁撫溝では霧意の鑑を驚め難か

つ編 骨では搬清中 鎌嚥 が裁少す為にも拘 みずか丸つ

て増撫し,か つ結核稽のそれは魁照群に比L終 始簸かつ

喪糠羅中c騨 は時闘訟aも に脅 記湾様増撫し,骨 の場

禽為は反対に結核群の轍 うが高擁撫ご承 した.

慧篶. 鍵験鹸繊 癒の臓器 に鎌け 葛 《鞭鱒撫難撫懸

¢鑛叢戯鍵 及び 慧潔鷲熱量鷺礎麟麟澄㎎雛懸懸

⑳ 轟就辮 耀 に㌘いで

(名大 ・一内科)灘 藤 九

稲塚竣郎,都 築敏欝,木 村愚驚

1叢麟 雖黛,撫 本昭薫,鰐 瀬 徹

(綴 文種 病 院)木 下達給

われわれは結核アレルギーの問運を醐 縫化学納に究明

せんとLて,成 熟饗ウスS鍼 株を驚い,鷺C餐,牛 理窯輪

株,人 灘 轟遺》株,に 歳 鯵実験齢に結核症を趨憲せ,そ

の臓器内()ぎ鱒撫澱澱磯o賦 羅識慧難及びs総 綴矯轟 麟野

癒鰭戯総繕の灘定を侮 鱒心捻騰 馨cの 籔鞭s搾 心鋤犠灘

によ勢獅 醸鷺撚s欝 購獅麟難亀銀懲戯鍵 な撚いて騨轍な

つた瀞その結果拳轍れ疹臓器のA雛i轍yは 健康囎ウス

の臓難のA礁 薫轍yよ 警抵くかっ 侮輪畿 難驚鷺心羅至一

燃醗 為$総戯 癒導縫曲y媛欝墓馨黙総 蹴〉抵下はだいたい平

衡す悉ような結難を丸た熱

£薦.猟 鷺 捜蓼鐵鼠船に於け轟チ織ジン飛鎌及

びグル携鳶ン酸代謝に伽いて

(屬立大販療)和 知 勤,松 本徹瓢,串 島 満

鴛轍 がV篶 蓉酵素系に灘 し,繊 霧麟に作羅す為こ撫は

鱒知の事実である雛われわれは先に 讐麓鷺 大黛投与鐵鼠

船よ肇抽撫したK欝 蟹撫薫鷲 徽 鶴馨撫 撫議総 が,瞬 照に

鋤 し著購に低活難概 してい為凱畿を報告鮎たが,懸 欝く

V魏 が関与す愚 丁翼磁 鱒Tr鱒 緻鵜漁就叢麟,ダ ル5綜

ン酸脱毅酸について検討 した尊 ↑翼磯 総 の酸素消費は

灘 難 大盤投与総鼠騨譲鐵酵素で繊,纒 一か》ダルタル酸

添撫の場禽,対 照の約 簿%で 港らにAT欝.弩 綴 礁麟

を添撫す為菰ゐによ蓼蟻騰の酸紫縫費を潔した⑪港 養に

残霧 饗翼憾 難 鍵毒 艶 ケ》ダル粛ノ鮎酸添撫の場禽実験

鍛麟 は繋照の約 鋤駕 で漆らに 糞↑欝,弩 慮 醸譲 を添

勲す為蝋嘉に議 拳 漁心鳶%の 分解 を黛 し,爽 験勲物 の

饗糞麟 総 徽 鶴灘綴 撒騰1愈 盤灘 生化してい為のを認め

た糠

ダル費芝ン酸税燦酸酵繁活盤愚構様 鷺鰻 投与織劇騨

紬轟酵熱 裏対照に比 し活性の低下を認諮た。

欝歎 儀俸蹴応からみた繊

ぐ九大 ・小難斜)遠 城奪宗徳

結核を生体反癒の病生懸の灘か らみるに雛,小 児の結

核が臨つ菰も都禽がよい。わたし戯ちの撒窺で数年来や

つて轡た,凱 の方灘の研究の成績を基礎 菰して,体 蟹 鍮

結嫉,自 律神経為結嫉蕪凝 機磁と結核及びツ漢綜と病灘

及び畢縫について遠べたい無

欝鑿。 攣紫験藻患⑳繊 欝 慧掘 馨c蝋 叢《コ犠箋糠驚

に及ぼす影響に就い《

(策大簸藩附属病院)寧高 腱 灘,小 林 勲 夫

甲状腺疾愚串パセ ド寧氏病数聯状腺睡について$、c.

心.を 旛行 し基礎代謝率,鋼 ベルク欝ン猷慈,治 搬蕊後

の変動にっいて検討もた。・娠 ドウ疑病患養撫液賦)溶該

麟発欝羅翫力は欝時にお蝋なつた健康成入のそれに比し

濁欝か癒しくはやや強い領向を購した♂ 騨状験運におい

て臨だいたい溝黙傾向を承した爵叢,バ癩 ド・シ薮癩 敷ど著

醗ではなかつた慕

基礎代謝灘為結核藩発費購翫ノ黛 穆麟縣は,バ セ ド費

簸病慧者では健康成人⑳購蹴力より強ぎミものが弱きもの

よ夢墓礎代謝羅が明海かに寛理していたが,撃 状験騰で

繍灘止プ裁 墓礎代譲率の聞に嫁雄ぎ意の差を認められなか

つ編 治療欝縫の経過観察は何タ〉少数纏際あ燕ので結論

は下し難 く,漆 鞍に癒例跨増撫につ訟めてい凱

ツベルタ撃ン蝋応轟鋤1ゾ 燐 強弱において纏バ舷1棲

薮病,聯 状腺臓勲臨有意の関孫は認め穆れなかつ鵡

慧薄.曙 饗串の抗織穣粥濃騰及びそれが塘饗に離

糞難影響

(九大 ・一内科)轟 鶴憲∴,光 窟蟹繕

闘 仁鷹,麟 縫窯郷,繊 購 茂

喀淡中抗結核鋼濃縫を経時麟に灘驚 も,そ れが結接薄

培饗に与・え燕影稽にっいズ次ぎの如奪結緊をえた。すな

わち$無 は鳥羅蓋灘まジ〉簾懸撫罰蓋馨鷲 青鑑鱒灘 謡よ警,

聴 筋濾後の簸姦濃魔は 慧蔭㌢ノ鵜で3へ 暮時闘に出翼し,

撫A難 は 漁 鷲ぎ畿 欝緯もの方法妻二よつたか,3～ 毒時

闘縫に 縫譲 慧 内灘では最高濃魔3議 写旗 魯譲 麟 糧懸で

は 導.1喰 鑓に逢 し,無 鋳闘鎌にもな蕊説糠 憲れた農奮

た 沿轟$は 鷺.鷺.鍼鍵欝擁無法によ擁 韓雰濾し,慕鰹内綴

饗嫁$時 購後に簸高濃度鷺示して 瓢細 綴 に達Lた 庸が

多く,護 鑓 内羅ではや捻 鯵$時 閥筏に最毒濃度3》 姻 を

奮禽し,懸 時繕疑 にもな灘 欝 珍 嘱i曝 憾れ驚碧が蕊つ



嚢 ・維雰培縫に与え鶏影湾を検Lて,$簸 では鑛著な影

懲 漁認められなかつた魁 欝義叢薫で轄 贈 掴 で発全に発

麿鋤 黙し 撚$で は 鯖 慧喰慧饗約 簿駕 の発欝撫総が

み られた・以上か転 化学療法懸の結該灘培嚢に際L《

縞 少く縄 麟 撫 鍛 与紳 戯 聴 であ疑 考焔

れ鵜

難態 安警鞍の欝驚(第1灘)1欝 騰 驚《欝轟灘ガ叢

驚蝿從繋灘の贈 鐵緩

(広島大 ・瀦欝内科)鶯 本 灘 講

勝 灘 静 知,騰 樵 曙 難

われわれは糠結核のみな疹ず広く鞠部疾愚時に麟け燕

気管枝鈴病態生理を憑求 しつつあ導が,今 懸は広島織忠

灘織の撫饒軍大久野轟毒ガ践黒騰従漿鼓 灘 例の検査繊

綾について灘告す恐撫

該症例獄就鑿後聞亀なく蝶歟 ・疇藻等を欝颪始め全欝

呼吸器疾愚の病灘を欝し 離職縫鱒 年余を経尭今欝に麟

いて臨なお慢挫気管枝炎の諺断の諏 瓢激 難い畷嶽 ・嬢

・呼級難難簿に懸んでお雛,絢 部理学酌検蓋iに嚢いては

約半数に腿鴬がみもれ鵡 離磯 能検驚衡お撒な 峯訟糠活

羅⑳滅少・時闘騰活欝 難孫の異常 ・灘 率気嶽議少 ・残気

嶽増撫 ・残気羅の挙購増穴 ・安欝時換気盤の増加 ・最大

換気難の著墾な減少 ・換気予騰簸の襲鱗な減少 ・糠内ガ

ス溌含辮数の増麟・換気瀧度撰数安鱗懸竿等が認められ
、

蝋れ ㌫の繊績 よ雛考挙す1るに恐 らく毒ガ」鵠〉長期にわた

る級入によつて糠の線維化及び気管綾の狭窄によ難灘運

緯欝 港らにそれに締われ轟気炉嬢撫等を潔むてい墨愚

の訟愚われ・菰⑳点に騰しては将来審 難に検索を競欝す

燕予定であ鵜

難1・ 安螢鞍鐙欝驚(第 驚澱)欝 金麗鉱撫鵜麟雛

蒼理験癒鐙検醗蔵縷

鉱 島大 ・麟 欝内翻 騰 本 拳 欝

勝 欝 静 織 屬醸寛蕊離

われわれ轍気管被の病態磁理研究の一環 轟して欝金羅

菰 撫従業舞の葬塾,粉 灘鐸叢に從挙す灘3鶯 磁につい《

溌欝

磯驚検鈴を爽施 し鵡 モの結挙検灘 職 た 麟 餐の難藩

症に対して 欝雛瞭 蝋一鷺輪癒 灘 黛罎簿茎鱒魏 轍 癒糠 、

て購欝無の変化蟷びに換気能力等の誌機能検査を震鉱な

つ℃ 次羅の如灘析晃を丸鵡 すなわち分時簸大換気鍵は

岱群蕊毒予灘総の 蜘 駕 以下であつたが,韓 に第$・ 第

爆灘に細いて櫨齢～簿駕⑳鰹灘を添した
.黎秒分翻麟活

難樵〓 隷灘が曝つ轟恵少なくて立魏で総駕 を懸した講

た換気遮魔指数は欝稽為臨烹澄 よ雛かな纏 熱穣 であつ

鵡 駄 熱穆辮晃よむわれわれは鵯れも症纒におけ愚気管

枝の醗理繊いは狭窄等 纂いわゆ嶺気管披遜過障霧の霧蕪

を十分に5か がい蜘難蝋轟がで嚢たのであ愚が,1蕊 れら

⑳瀞溌 を爽証す灘雛 ㌻で蓉曝に一部の症綴に瞬L℃ 油樵

ウ夥灘鍵ンを僕欝して気管枝造影をお菰ない,気 管校の

形態学齢変舞を識求もた瀧菰ろ,実 際に気管枝の緩小な

為菰為を識鱗す灘訟訟がで毫た帯

難慧・ 験膿灘内鷺蟻緯轟蟻騨臓難び緯小騰鯵繊に

数縷す騨騨

(鷹轟大 ・灘鐵内科)撫 欝 癒,撫 藤 嚢 ニ
ー・時糠結嫉の唯一一の治療法繋あウた気鞠は理在化学療

法の灘歩に締ない反憲検討叢れつつあ篠が,気 胸 の野彗1鍬

糸臓器に対す導影響については綴i来あ塞む追求二憲れてい

ない鐙私は安鞠 によ参欝運撫を搬来す難撫い 養多数の報

磁よ夢隅難く門鰍系に属 す導講臓並びに小騰に墨 灘轟を

蓋誌1す 添轟想定 し爽験麟に邊求 した.実 験斷物急して織

成熱獲鷺使羅し騨臓及び小騰をそれぞれ愛ン欝メー糞一

に屬定L愛 ン講メー潔一内鎖騰炉叢びに小鵬体縫⑳濃長

をキ黛ガ讐ツに,叢1灘婁せ次ぎのよ箏な繊綴なえ驚鐙

鯵 碑臓は励膜灘内滋気戦蝋 蓼畢期に取縮 し迷走神経

切斷の欝無に影響零れなかつた肇審らに内臓交感神経緯

臓筏のすべてをふくむ膿灘神経叢を薬物麟に麻癖献 もめ

た後には講臓は蒙もはや縮小をきた婁なかつた喬

恥 小購は肋膜腔内送気によ蓼騨臓義欝様単期に縮小

し競気によ夢滋鐙に撫帰す導傾1簿を認めた費


